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二、 觀る 働. 描く 働。 「國 文敎 育」 昭和 三年 三 n 號。 


二、 槪 念耿。 「^おと！： 文き 大. 止 十 a 年 六 r:: 號、 ヒ" 猇。 

三、 言槳の 幅。 「國 文敎 育」 昭和 五^三 月號。 

四、 一一：：！ 葉の 定位。 「1: 文敎さ 昭和ん ハ牛叫 月 號。 

五、 ^洋^の 純粹 性。 「美術 新 論」 昭和. rd 年 三月 號。 

六、 構想の 展^。 ぉ文敎 育」 昭和 三年 四月 號、 六月 號、 八" 號。 
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ふと 私に は ^に 遠い 氣 が す る。 

本^の 成立 事情 は 以ヒの 如くで ある。 観る 働、 描 く 働 を 中心に し、 推 敲の形 を 

以っ て 構想の 展開 を はかる 處 に、 構 想の 意圆を 置いて るる。 この 意味で 本書 は 

東洋 的 立場に よる 構想の 一 試論で ある。 (昭和 八 年 六月 五日 朝 東京 市 杉 並 上 井 
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第 一 章 觀る働 。 描く 働 

十一月の 末の ある 朝であった。 私 は 信 濃 上詉訪 町の ほ， 1? 小學 校に. ^つて 行った。 霜が 落^の h 

にも、 草の葉の 上に も * 石の 上に も、 白く 凍って：^ た。 生徒 は —— ^常 三 四.^ 位の 生徒で ある 

が、 めいめい ノオト を もって、 學 校の 下の 菜園で 綴 方の 寫生 をして ゐ るので ある。 大きい 石のヒ 

に 一枚の 菜の 葉が 置かれて ある。 その 菜の 葉の 上に は 霜が 凍りつ いて ゐる。 石の ま はりに は 三人 

の 子供が 居る。 

「この 色 は 何 だ」 

r 鹽 だな.」 

「鹽 より 光って ゐ るし、 つめたい し」 

「砂糖 か」 

笫ー^ 觀る 働.^. --働  一 


^ - ^ 觀る 働.^ く 働  二 

「砂糖が 光って ゐ るかえ」 

「つめたい かえ」 

さう いって、 しきりに 吟味して るるので ある。 

「困った な あ」 ， 

つ ひに さう いふ 嘴聲 さへ も 開え る。 その 時 私 は そこ を 通りす ぎて しまった。 私 は 急いで にか 

ら である。 描く 働 は 小 供に は， 樂 みで はない。 樂 みよりも もっと 冷 かな、 もっと？ ぐり 入る 研究 

である。 この 光^ を 今も拊 忘れ る ことが 出來 ない。 あの 霜 を 何 と 表現す る ことにしに か 間き もら 

したの を殘 念に 思って ゐる。 

觀る働 は 決して 简軍 ではない。 觀る 働が、 節^で あり 且 容易で ある 様に 見える の は、 觀る俲 が 

最も^ 接なる 働の 一 つ だからで ある。  • 

飛驊 山脈に 年久しく 登って るる、 有名な 登山家の 話で ある。 陛地測 i 部の 地 岡に、 假^ 版と い 

ふの があって、 それ は 暫時の もので、 本 製版の 作られた 時 は、 ^に 廢棄 せられる 性質の もので あ 

る。 その 故に 假 製版 は、 本 製版に 北して、 不正確で も あり； 小 整備で も あると 信ぜられて &る。 然 


るに 登 出して、 ほんと に 道の 嶮難を 知り、 危^ を豫 知す るのに は、 木製 版で は 不十分で ある。 假 

^扳 でなくて はならぬ さう である。 假 製版に は、 觀られ た 山の 相貌が その 儘に あら はれて^ るの 

に、 本 製お では 轉寫の 間に それが 弛めら れ 薄められて 店る ので ある。 地圆 でさへ も. 觀る僳 力 力 

く 直接に 鋭敏で あり、 この 銳敏 さは 轉寫 によっても そこな はれる 程の ものである。 地 II の 轉寫で 

も それで ある。 资 製し 雛き 稃に、 直接で あるの が觀る 働で ある。 どんなに 粗末で あっても、 その 

^で 作つ た 見取り 害き は、 あ とで 作つ た 周到な 淸害 に 勝る ので ある。 

かく 觀る 動が 直接 だと 言 ふの は、 それが 何の^ 介 を もまた やして 成され、 且股 開す る^ 味で あ 

る。 そして この 成績が 承認 せらる るのに、 亦 かくの 如く 媒介 を 要せぬ 意味で ある。 この 觀る 働の 

ト け： 接^に 立つ のが 描く 働で ある。 されば 正^ 子规 氏の 言 へ るが 如く、 「寫 生と は^りの ままに 寫 

す」 ことに 外なら ない。 

然 らば 親る 働が 何故に * かく 直接で あるか。 觀る働 は raf に、 與 へられた もの を觀 るに 過ぎない 

やうな、 受身の 働で はない。 觀る 働の S 礎に は當然 性が ある。 常然 性が 觀る働 を 成り立た せる の 

である。 受身で 强 要せられて， 「である」 とする ので はない。 「でなくて はならぬ」 とする 積極的 

な 態度で ある。 この 積極的 態度が 展開して 行く から、 存在が 確立す るので ある。 うたが ひなき 存 

在が 確立す るので ある。 この 當然 の感な くして は、 存在 も 存在と はなり^ ない ので ある。 「^る」 

第一な ^る 働-描く 働  三 


«tl ゥ 敉 .，，• 働. 描く 働  W 

こと は、 この 「あるべき」 事に 支持せられ て、 はじめて 確かで ある" ここに 觀る 働の K 接 性が あ 

る。 故に^ 接と は、 必然で ある ことと、 その 必然が 無限の Mra 可能 を 一-小す ことと である。 故に 觀 

る 勁 は、 一目に して 行きつ まる 様な： 牛而 ではなくて * 觀 るに 從 つて 深さ を^す 立體 である。 ここ 

に概た 通りに かくと いふ 寫 生が、 限りなき 深さ を 示して 來 るので ある。 舰る 働が^ 接で あると い 

ふこと， 卽も寫 生が S 接で あると いふ こと は、 働と して^ 純 だとい ふこと ではない。 されば 十歲 

十一 歳の 少年に して、 菜の 薬 に^れる 霜を觀 る 働に 苦心し、 同一 の 地 岡に して 拊 几、 轉寫 し^ぬ 

猫 n なる 者 を.;？： する ので ある。 

對象は 吾等の 觀る働 を まって 存^す る ものである。 換言すれば 吾等の 解釋を まって 存在す るち 

ので ある。 吾等の 觀る 働を豫 想す るので ある。 故に 對象は 解決と して^^. する のでなくて、 「問 

蹈」 として^: 在す るので ある。 對 象を觀 得た とい ふの は， これ は 一 つの 解釋 である。 しかも 観る 

働 はこれ に^る もので はない。 更に 深さ を以 つて、 再び 之を觀 かへ し 得る ので ある。 故に 一つの 

觀る働 は^に その^に、 一層 深い 觀方を 要求す る ものである。 觀得 たとい ふ解釋 は、 同時に^に 

進んだ 深い 觀 方の 存 する こと を 示す ので ある。 故に この 解決 は. 史に 深い 次の 疑問 を 麁 出す るので 


ある。 觀得 たこと は、 ^に. 観るべき 要求と 可能と を ふくむ ものである。 卽ち對 彔に對 する 卵-解と 

^に 深き 疑惑と を 意味す るので ある。 疑惑の 深さ を 示す ので ある。 故に 觀る こと は ^解と 铋 惑と 

の 限 な き 連繽で あ る 。 

描く とは對 象の 眞を寫 す 意味なる ことに は、 疑ない。 而 して 對 象の 箕と は、 決して 一定の 平面 

ではない。 限りなき 深さ を 有する ので ある。 卽ち 限りなき 特性 を^す るので ある。 故に 對 象の 眞 

とい ふ 點には 疑 ひない ので あるが、 それが 果して 對 象の 眞 なり や 否やに ついては、 これ を 判定す 

べき 一定の 標準 はない。 之に 照して 決定すべき、 一定の 標準 はない。 一つの 解決た る眞 は、 更に 

次の 解決た る異を 呼ぶ からで ある。 

この 事 は 子供の 發 達の 上に も M 様で ある。 例へば^^ 一  年生 は沛. お 太 郞の話 を 喜んでき いてる 

る 。 尋^ 一 一 年. 生 に な ると だま つて 聞いて は ゐられ なくなる Ti= の 龜は人 と 話 をした で あ ら うか」 

とい ふ 疑問 を 持って くる。 それから 海の 底に 行っても、 水 をのんで 死なな いのは 何故で あるかと 

疑 ふ。 海の 底に も 太陽が あるかと 疑 ふ。 夜畫が あるかと 疑 ふ。 はじめの ^解 は、 次の 疑惑 を 生ん 

だのであって、 子供の 異實 はこ こに 1 步を 進め. たので ある。 

隨 つて 眞の 中には、 それ を異と 信す ると 共に、 更に その 異を 超越 せんとす る耍 求が 滿 されて ね 

る。 これが 當然 なる ものの 感 である。 ここに 益 その a 具 を. K 現して 行く 可能が ある。 眞 として 豫想 
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せらる る ものの， ^現して 行く！ ^能：^ 常然 性の 臌で ある。 この 深さあって、 舰る働 は 生涯 を 通 

じて、 鹆套 に墮し 終る ことがない ので ある。 

今の 圆螯 に， 共通した 缺點 は、 一 を 二 時 問 以上 持續 して 描き つづく る持綺 のない ことで ある。 

1 時 問に 滿 たやして、 旣に 何も かく ことのなくなる やうな、 粗末に して， 且^に 行きつ まる W 方 

を以 つて 終始して る ことで ある。 生徒 は 苦みつつ、 惱み つ つ、 ，=1 分の カを以 つて 一 步 一 歩 正し 

く 深く 步み 入る。 この 態度 を指雞 する ことが 出來 なくて は 描く 働の 桁 導と はならぬ。 たのしんで 

描く のではなくて、 ^しんで 描く。 苦しみつ つも 倦む ことなく 描き 綺 くる。 この 沈痛なる 心 持に 

K かねば ならぬ。 一 つの 重大なる 勞作 として、 持績 する 生長と して^ かしめ ねばならぬ。 そして 

この こと は 緩 方に 於いても 全く 同一 である。 

八 ：■ から 四 年 前の： 良で ある。 飛 驊 出 脈 を 登り あるいて、 检ケ^ にいった。 この 時肓學 校 生徒の 一 

阁が、 拾の 峻 峰に かじりついて ゐ た。 特有の 沈着と 用意と で、 何の 過失 もな く、 その^ 上 迄よ ぢ 

登った。 そして 彼等 は 一 榇に嘆 聲を發 した。 

「景色 がいい な あ」 


私達 は^はす 笑った。 景色と い ふ もの は、 眼で みる ものである。 手に 觸れ てみ る も ひで もな く， 

また 音に きく もので もない。 景色 は， H 分から 離れて るる。 手で さはる こと も 出來な い。 ^色 は 形 

である。 音に きくこと も 出來な い。 香に かぐ こと も出來 ない" 故に 盲人の 一群が、 槍ケ岳の -!s 上 

で發 した 嘆聲 は、 おかしくて たまらなかった ので ある。 しかし これ は考 へて みれば 無理で ある。 

吾等 こそ^ 色 は 眼で みる。 しかし そこに は 谷の 底 深く 流れて ゐる谿 流の 音が ある。 峰 か" 峰 を ふ 

いて 通る 風の 音 も ある。 顔に かかって 來る 山の 香 も ある。 曰の 光 も ある。 そして 其 等 は 何れも、 

この 峻 峰の 上でなくて は 感じられぬ ものである。 それ 等の 一 切 を 吾等 は^めて 觀る 働に 入れて ゐ 

る。 故に 觀る 働と は、 單に 眼の 感覺 だけで ない こと は 明かで ある。 それ 等 を 暫く 股の 感覺が 代表 

して ゐる 迄で ある。 そこで 暫く 眼 だけ を 除去しても、 その他の 感覺の 綜合に よって、 なほ 所謂 舰 

る 働が なし 遂げら るるに は 相^ない。 肓人 は、 今 この 山上で それ をな したので ある。 されば 吸 あ 

る ものの みが 景色 を见 得べ しとす るの は、 激しき 出：〕 ひ 上， 9 である。 

その後 誡訪 湖上の スケ H ト大^ に肓 人が 手 を ひかれて 觀に ゆく のに 逢った。 i6 た 失明した 幼な 

友達に、 k 野へ 花見に つれて 行って くれと 賴 まれた ことがあった。 更に， かう いふ 一 つの 例が あ 

る。 祌 田の ある 活動 寫眞 館へ、 表現 派の 映 畫を觀 にいった ことがあった。 映寫 中に 何 かの 故^で 

畫 が^え た。 それに も 係ら はや 辯士德 川夢蘼 氏 は、 說明 をつ づけて ゐる。 物たり ぬ 心 持で ぼかん 
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として ゐ る 私達の 鼻先で、 ビシャ ビシャ と 手 をた たいた。 それが 彌次 ではない。 熱心な 拍ネ であ 

る。 變だと 忍 ふと、 それから は その 拍手が 氣 になった。 前から 時時 拍乎 があって、 それが 何れも 

變な 時で ある。 氣を つけて はると、 ますます 變 である。 休憇 時間に なった ので 私. は どんな 人 かと 

^つて、 その 人 をの fv きこんだ。 それ は肓 人であった。 & 人で あるから、 映騫に 手 をた たかやし 

て * 說 明に 手 をた たいた ので ある。 この.；： n 人の 觀る働 も * もっと 椅 しく、 そして 私達 眼 あきから 

み て は 異^な 總 合 によって ゐ たの で ある。 ここ で 私 は 悲 .M な感 で、 おの づ から 胸が いつば いに" け 

つた。  . . 

故.：：？ 木 先生 は、 さう いふ 觀る 働の 最も^ 中した 例 を、 次の 如く 記して るら れる。 

「故 萩 M 流^元 其 氏が、 尔 老いて 只 一 人の子 を 亡くした。 

谷屮齋 場で 葬の 式が 終り、 柩 屯 が 地に 軌 つて 墓地に 運ばれる 時、 老人 は 首 を あげて 其の 軌る昔 

を 聞いた。 老人 は肓 して ゐ たので ある。 耳に 遙に 車の 響 を 追 ふこと. か. - わが 子 を 送る 唯一 の 方法 

として 老人の 前に 置かれた 道であった ので ある。 その 時の 老人の 姿勢が 偽りなく^ い 感を與 へた 

とい ふこと を、 嘗て II 麓 氏より 拜聽 した。 失^の 不自由が、 內 心の^ 中と 充^に なった ので ある" 


寫 生の 究極 は 斯うい ふ 所に 入る であらう。 物 1» 離れて. 衢 物に 卽 して ゐ るので ある。 斯うい ふ^が 

小生に は 有難い。」 

これ は 大正 十二 年 一月 號の 「ァ ララ ギ」 に载 り、 後 「^葉^の n 賞^び 其 批評」 に おれられた 

文^で ある。 ここまで 來 なくて は 觀る働 は * 成された と は 言 ひ 得ぬ であらう。 

觀る働 は、 それが 深， まるに つれて、 豊かな 總 合性 を 要する ので あるが、 その 總八； I が 可能で ある 

の は、 觀る 働が その 根柢に 當然性 を 有つ からで ある。 そして 當然 性の^: 現に は、 沈着に 細かに 對 

象に 集中す る 外 はない。 極めて 熱心な 植物 分頓學 者が あって、 その 人 は 時間 さへ あれば、 ，：2 分の 

標本 を 紙に 寫 生して ゐる。 自分の 持って ゐる 標本 を、 改めて 寫生 する 必耍も あるまい と 思った の 

で、 その 现由を たづね た。 すると その 植物 學者 は、 描いて みなければ 形が わからな いと 化： へた？ 

うで ある C これ は 西尾赏 氏の 話で ある。 眼の 前に ある 標本 ざへ も、 之 を 描いて みなくて はわから 

ぬと いふ こと は、 吾等に 多くの 敎 訓を與 へる。 

私に も 之と 同様の 經驗が ある。 私 は 今から 十五 年 前に、 平 福百穗 光生に ついて、 寫 生の 稽古 を 

した。 寫生は 草花で あるが、 朿 京に 居て は寫 生の..：： 料に 困る のが 普通で ある。 困る がま. まに 庭先 
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の雜^ や、 茗荷の 葉 や、 何でも 手 あたり 次^に 寫 生した ので ある。 はじめに はこん な見處 のない 

草な.！ O が、 畫 になる であらう かと 疑 ひっつ、 それに 對 した。 それに 對 して ぬ ると： 小 思^に その 草 

から 面白い 處が 見えて くる。 節 や、 斑點 や、 細かい 毛 や、 それ迄 は 全く 見て ゐ なかった 面.：：： い^ 

が、 順次に 出て くる。 こんなに 美しい 所の あるの を、 今迄 見の がして. Q たので あらう かと、 ；小忍 

驟に思 ふの が 常であった。 そして どんなにつ まらぬ、 かそ かな 草で も、 必す 1 つや 二つの^ し？ 

を、 ひそかに、 つつまし やかに 持たぬ こと はない と、 私 は 思った。 私の 畫の 稽古 は ニ三尔 で やん 

でし まって、 畫 はものに ならなかった。 しかし 私 は どこに でも 美し さは ある。 ，：：： 然の 中に 美し さ 

4j 持たぬ もの は 一 つも 存在して ゐな いとい ふこと を學び 得た。 これ も 私に 描く 働が 敎べ たもので 

あ. つた。 描か 十して 觀 ただけ では、 この 事實を 知る こと は 不可能で あつたと 信じて ゐる。 ここに 

於いて 描く 働が、 觀る働 を 深める こと、 觀る働 は 描く 働に よって 深めら るる こと を 知り 得る ので 

ある。 觀る 働が 深まる につれ て、 描く 働が 手間 どれる。 前に は 一時間で 描け たや 花が、 八 「は 二 時 

問で も かけなくなる q そのうちに は 三時 間で も かけなくなる。 後に は 描く のに 手間 どれる ばかり 

ではなく、 着手 さへ も 困難になる。 一本の 草花 を 前にして、 七日 も 八日 も 腕 組 をして ゐる。 その 

うちに^ 花 は 枯れて しまった。 觀る働 は 深まる につれ て 解決でなくて 疑惑と なる ので ある。 草花 

に對 して その 疑惑 を 解き 得ない にがい^; 痛の 中に 沈んで ゐる。 さう いふ 微力 を 自ら 苦しんだ。 


「中庸」 で、 喜 怒 哀樂の 未だ 發せ、 ざる もの を 中と いひ、 その 中の 發 して 妥當 せる もの を 和と いふ 

r と 言って ゐる。 然 らば この 「中」 は當^ なる もので あり、 「和」 は その 観られた ものである。 そし 

て觀ら るる ことの 深き につれ て、 屮 庸の德 は發顯 する もの； と 言 はねば ならぬ。 されば 「巾 庸」 は 

「中 は 天下の 大本な り。 和 は 天下の 達 道な り。 中和 を 致して 天地 位し、 萬物脊 す」 と斷言 して ぬる 

ので ある。 

かくて 誕る働 は、 描く 领 によって なされ、 描く 邀は 親る 働に よってな される。 舰る 1. と 描く W 

と は連續 した 一連の 働で ある。 この 故に 觀る 働を考 へて くれば、 s 然に 描く 働に 移行し なくて は 

ならぬ。 故に 寫生 は觀る 働と 描く 働との 一 致の 上に 成立す る。 

今 私 は 出 道に 立って るる。 この 山道 は靜 かな 冬山で ある。 私の 立って ゐる處 は、 赤松の 林で、 

そみ 林の 先に、 冬 枯の雜 木 林が ある。 私 はこ こまで あるいて 來て、 ふと 立ちと まった。 立ちと ま 

つたの は、 さあつ とい ふ 音 をき いたから である。 私 はま だ 一 一の 松の 姿 をみ てはゐ ないし、 おか 
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な 冬の 土 もみて はねない。 雜木林 もみて はるない。 ただ 私 はさ あっとい ふ 昔 を閒 いたので ある。 

そこで 私 は 立ちと まった。 この 時 私の 感じた もの は、 この 冬山の 全體 である。 この 冬山 は ある も 

の、 杯 在す る ものではなくて、 この 冬山の あるべき もの、 この 冬山と なるべき ものである。 ここ 

にある の は當然 なる 冬山で ある。 しかも 私が 立ちと まるに 隨 つて M お のづ から 年 古り て 茂れる 赤 

松の 枝、 ^松の 幹、 そして 幹に 流れて ゐる 樹脂、 細かい 葉 を もれて 來る 冬の 曰 光、 日の あたって 

るる 所 は 黄に そして 陰 は 紫に み ゆる 道の 土、 それから 黄が 樺色に うつって 行く 變化、 細細と 枝 を 

まじへ た雜 木の 群。 それ 等が 漸く 見えて くる。 雜木 林の 外郭が 日光の 屮で、 あたたかに ほぐれて 

柔 かい 鼠色に なって るるの もみえ る。 最後に この 冬山の 上に、 底まで 澄みと おった、 靑ぃ 大空が 

ある。 枯れ草 か 心 もち 赤く みえる。 そして 枝 をと ぶ 四十雀の 姿 も ふと 眼に とまる。 この 冬山で 動 

いて ゐ るの は、 この 四十雀の 數羽 である。 かう 見て 來て 更に はじめにき いたさ あっとい ふ 音 を 耳 

の 底に きく。 枯 草と 山の 土の 日に かはく、 輕ぃ香 もす る。 さあつ とい ふの は、 風の 音で もな く、 

そして 林の 光で もな く、 枯 草の 香で もな く、 全山 をつ つんで ゐる 日光で もない。 ただ その 全部が 

柒 中して くる 澄み 徹 つた ものの 感 である。 この 冬山で 當然な る もの は、 この さあつ とい ふ 音で あ 

る。 さあつ とい ふ 音 は、 ^純で ありながら、 全部 を 覆 ひ、 あらゆる 細部と なり 捋る ものである。 

最初に 感じた もの は、 常然 なる ものである。 そして 最後に 感じた もの も、 この 當然な る もので あ 


る。 この 最初に あり、 且 最後に 至ってます ます 完全なる もの は、 常；^ なる ものである。 こわ を 束 

洋の畫 道と ft 道で は 骨法と よんで ゐる。 

ここで この場合に 內容と 形式と いふ 槪念を 適用す る。 內容 とい ふの はこの 冬山の 松 や 雜木ゃ 土 

や 日光 や 空で ある。 形式と いふの は當然 なる もの、 卽ち さあつ とい ふ 音で ある。 そこで この 內容 

を 第一 內容と 名 づけ、 この 形式 を 第一 形式と 名 づける。 しかも 笫 ー內容 と^ 一形 式と は 決して 別 

一に はない。 茈遗 をな す ものと， その 甚礎 をな す ものの 展開と である。 基礎 をな す ものが 形式で 

あり、 その 展開、 卽 ちその 存在の 形が 內容 である。 そして この 內容と 形式と-が 完全なる 展開の 形 

で 統一せられ た 時、 之 を對象 性と 呼ぶ。 對象 性と は、 對 象の 中に 常然 なる ものの 赏現 をみ るので 

ある。 對象を 骨法の 展開と して 見る のが 對象 性で ある。 笫 ー內容 と^ 一形 式との 一致が 對象 性で 

ある。 ここで 觀る働 は 一度 その 解決に 達する。 そして この 解決 は 更に 第二の 解決に 向 はねば なら 

ない。 これが 樅く 働で ある。 描く 働と はこの 對象性 を內容 とし、 繪之具 或は 言葉 を 形式と した 統 

一作 用で ある。 この 對象性 は 第二 內容 であり、 絶 之 具 或は 言語 は笫 二形 式で ある。 

^の觀 る 働で は、 第一 形式が 展^して^ ー內容 となった のに、 この 描く 働で は、 ^ ニ內 容が展 
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してお 二形 式と なった ので ある。 この 兩者 は關 係が 逆で ある。 されば 一一：；： 葉 や 文字 や 繪之具 や 線 

は 決して 軍なる 形で はない。 この 形あって、 はじめて 內容 をみ るので ある。 觀る働 はこ こに はじ 

めて 完結して、 色 や 線 や 言 薬の 中に 結晶す るので ある。 卽ち 作品の 中に 結 =i する ので ある。 さき 

の 萩！： 流. ^元 茈 氏の 觀る働 は. その 觀る態 度の 中に 轱 品して るる。 吾等 は その 態^ を 通じて、 そ 

の 人の 觀る 働に 概入 るので ある。 色 や 一一 n 葉 を 外にして、 觀る働 は あら はれない。 そこで^ 一  形式 

が、 ^二形 式と なる 働が、 寓 生の 働. である。 寫 生と は 第一 の 形式、 卽ち 當然 なる ものが、 形體の 

中に^^す るので ある。 この 寫 生の 成績が 制作で ある。 ここに 於いて 觀る働 は、 描く 働 を 通じて 

1 先づ その 解決に 達する。 

けれども こわ は 決して 最後の 解決で はな：，。 その 作品 は 更に^ 者に 或は 觀 者に 呼びかける。 鑑 

赏者 はこの 作品に よびかけられて、 鑑赏 者、； の 解決に^ かれる。 鑑貨者 はこの 作品の 指^に よ 

つて、 ，：：： 己の 解決 をな すので ある。 そして 鑑賞 者の 無限なる と共に、 この 解決 も 亦 無限で ある。 

故に 藝術は 永久の 生命 を 有する ので ある。 

そこで はじめに さあつ と 言 ふ 音に 感じた 冬山の 當然 は、 作品 化されて 來 て， ここに 「{ 仝 山」 と 

いふ 一 つの 解決に 達する。 そして この 「空 山」 の 意味 は、 當 初の 當然の 中には 未だ 有せ ざり しも 

ので ある。 有すべき もので あり、 且 有せ. ざるべ から ざり しもので は あるが、 猶未だ 有せ ざり しも 


ので ある。 それが 觀る 働と 寫す 働との^ 化に よって、 はじ^て 明晰な 形と して 取り出される。 す 

ベて は 「空 山」 の 中に 結 品した ので ある。 そして これが 文の 形象で ある。 

形式が 內容 化せられ、 內容 化せられた ものが i に 形式 化せられる。 この こと は、 先づ存 する 全 

體 的なる ものが、 觅 に 細かく 明かなる^ 體、 緊密なる 全 體 となる こと を 意味す る。 この 働の 全部 

が寫 生で ある。 故に この 形式の 形式 化 は、 解決の 深さ を 示す もので あり、 この 深さに 於いて 個^ 

はます ます 個 4 となると 共に、 それ はます ます 次に くる 人人に 呼びかける。 個 はこ こに 個^な 

るが 故に、 一 層 普遍性 を 得 るので ある。 

故に 寫 生と は寫生 する 人に 對 しても、 形式の 形式 化で あり、 之 を 味 ふ 人に 對 しても、 亦 形式の 

形式 化で ある。 されば 寫生 は 無限 の 形式の 形式 化 であ る 。 

十一 

かかる 形式の 形式 化の 結果 は、 可成り 特色の ある ものと なる。 されば 倪^林 は、 分の 描く 竹 

は、 胸中の 逸 氣を寫 した ものである といって ゐる。 この 「胸中の 逸氣」 と は、 常然 なる もので あ 
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り， 「成 竹」 と は、 當然 なる ものの 構成で ある。 故に. 對象^ は、 お ー內^ に 比して、 可成. o 特異な 

る 加 n: を もす る もの-^ る こと 力 知られる。 

n 井 華 陽 は 「 畫乘 要略」 で、 圓山 應擧が 沈^ 蒴の鶯 が 梅に とまって ゐる棻 を 批評した こと を 記 

して ゐる。 ^が 大きくて 樹が大 變に短 かい。 この 缺點は 小さい 畫 面に 樹^ 體 を 描く からで ある。 

鶯は 四五寸 だのに、 樹は 三尺 迄ない。 こんな 譯 はない といって ゐる。 之に^ して 安西^ 烟は、 「近 

世 名家 番 畫談」 において、 

經符位 K は、 作家の 尤も 盱耍 とする 所 なれ ども * 紛 事の 大 & は 骨法 ffl 筆に あり。 仝 幅の 布 « に 於いて^ 然 する 所なければ 

卽ち^ 舒 位^の 成れる 也" 數笄 に拘 り相赏 する に 至リて は、 I！ に 成 リて輋 に 非ず。 ^ら寫 m を以 つて 赉 とする もの は、 ほ 

の逬を 知る とすべ からす。 …： 夫れ 圓山 氏の 黉を 作る。 用 怠 W 心の ある 所、 頗る 古人に 反す。 .：：• 人^ 翎乇、 ^筮の .4$ 短 

を！ g らず、 以 つて 赉 道の 妙處と はす。 

といって ゐる。 畫 面の^ やる 處は、 部分 比例の 正確さでなくて， 骨法の 正確さで ある。 卽ち^ 然 

なる ものの 正し さで ある。 骨法が 正しければ、 輋 面の 部分 比例の 如き は 末で あると する ので ある。 

そして 寫 生の 旨 とする 處、 また ここに ある。 

然るに 高山 樗牛氏 は、 この 關係 を现 解し 得なかった ので、 「應擧 は 近世 寫 生の 一生面 を 開きて 畫 

界の 一 雄鏺 たり。 而 して 其の 時流に 容 れられ ざる こと 尙ほ是 の 如し」 と 「日本 畫の 過去 及び 將來」 


と 言って るる。 「日本 美術史 稿」 も 亦 同 一 である。 氏 は 寫生を 以 つて 常然 なる ものの 展開 だと は 

考 へや， ただ 第 1 內容 に^ 二形 式の 結合した 形で あると 考 へて ゐ るので ある。 

これに 比べれば 正！： 子规氏 は， 寫 生の 深まる ことによって 生す る變 形に ついての、 深い 现 解が 

あった。 鳥 羽 僧正の 「鳥獸 戲畫」 を 評して、 これに は 少しも 俗氣 がな く、 成 心がない。 それの み 

か赏 に眞 をつ かんで ゐて、 解剖 學的 にも 正確で ある。 これ は寫生 だからで あると いってる る。 「鳥 

獸 戯書 ご さへ も、 之を寫 生と 見て. Q るので ある。 そして 文 晃の畫 について は、 文；^ は 七福神 や 如 

意 寶珠の 様な もの を かいても 俗で あるが、 •： 举 山の 方 は 女郞ゃ 雲助 を かいても 品が ある。 これ は； 举 

山の 人品が 高 かかった せいで あるが、 また 寫生 によって 描いた ためで ある。 應擧の 出水 は 流石に 

うまい が、 どこかに 俗氣が 漂って ゐる。 寫 生が いたらぬ 爲 であらう と 言って. Q る。 出の 畫、 ^ 

羽 僧正の 畫を、 寫 生の 至れる ものと し、 應擧の 畫を寫 生の 至らざる ものと する の は、 たしかに t 十 

越した 見識で ある。 普通の 見方で は、 Eff 山 はしば らくと して、 應 擧は寫 生の 至れる 處に愦 値 を 置 

き、 鳥 羽 僧正 は寫 生な どてんで 捨てて しまって、 最初から 顧みない 返に、 その 憒 値が あると て 

_Q るので ある。 しかし この 見方に は 私 は 費 成す る^が 出來 ない。 應 I は .ぉ 生の 不十分な もの、 

羽儈正 は^ 生の 至れる ものと 信じて ゐた。 正 M 子规 氏に 夙に この 批評 ある を 知って、 ひそかに 心 

强く忍 ふので ある。 
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子规 氏が 應擧ゃ 文晁の 俗氣が どこから 來 るか を、 ^しく； じて なな いのは 赏に殘 念で あるが、 

蓋し この 二 氏 は 當然な る ものの 展開に 立たなかった からで あらう。 應擧 の畫に 古法な しと 稱 せら 

るるの は、 この 展開の 不十分 を 示す ものである。 子規 氏が、. 寫 生が 出來 すして^ 神が 加 へられる 

であらう かと 言って ゐ るので も しられる。 俗 i と は 精神の 加 へられぬ 缺點 をい ふので ある。 ！；？ 神 

が 加 へられる とい ふの は、 觀る 働に 於いて は^ 1 形式の 形式 化の 完全に 行 はれる • であるし、 描 

く 働に 於いて は、 第二 形式の 形式 化の 完全に 行 はれる ことで ある。 應擧ゃ 文晁に 俗氣が あると は 

この ニ^の 形式 化の 不十分 を竟 味す る 事に 外なら ない。 卽ち 形式の 形式 化の 不十分で あり， お 生 

の 不十分で ある。 故に 寫 生の 外に 精神 を 出し 得る 道 はない ので ある。 

故に^ 屋 の 「畫論 」 に、 

梅 を^く、 之 を を寫 すと いひ、 竹 を く、 之 を 竹を寫 すと いひ、 蘭 を 篑く、 之 を^ をお すと いふ は何ぞ や。 蓋し^-の 至 

"て^き もの、 之 を 寄： くに は、 常に 意を以 つて 寫 すべし。 形 似に 非ざる のみ。 

といって るる。 意を以 つて 畫く の竞味 も 亦、 形式の 形式 化の^ 味に 外なら ない。 

また 怀ぃ  1 田-が 「甌香 館 丧跋」 の 中で、 

庹荬人 革 はこれ 卉の械 ^なる ものな り。 その 花に 光 あり。 您 ぁリ。 ^あ リ。 ^約 便奶、 IT に W りて 拂 * し * 乍ち W く、 乍 

ち 揚リ、 ！fi るが 如く、 笑 ふが 如し。 予の 作る も ひ は、 能く ェ なる も、 睐ち 似る 能 はず。 似る も輙ち 佳なる 能 はざる を 


る。 蓋し 色. 光、 態、 ^は 形 似の 外に あり。 故に 之 を 俘る もの S! きな リ。 此の 稀の W 色. 余 甚だ 之 を 畏れ、 携 へて 哭鬥 の 

山齋 にあり。 新凉 人に 快き 時、 始めて 爲に 筆を拈 る。 未だ 識、 リず、 色 >  光、 韻、 態に 於いて、 ほぼ 得る あ W や 否や を。 

色、 光、 態、 韻 等が 形 似の 外に あると は、 第一 內容の 外に ある もの、 ^ち 第 一 形式の 中に ある も 

のなる こと を 言 ふ の で あ る 。 よ く寫生 の 消息 を 示して ゐる。 

十二 

しかも 観る 働と 描く 働との、 直接なる 心證 からい へば、 形式の 形式 化 は、 形式の 形式 化と して 

あら はれ やして、 己 を 空く して、 一意 專心 自然に 沈潜し、 自然に 學ぶ とい ふこと にある。 それに 

ロダンが 二 レン ケィ 女史に 語った 言葉の 通りで ある。 

年の S かった 時には、 私 は 自然 を 支配し、 匡正す るの は^ 術 家の 機能で あると 信じて ゐ ました。 とい ふの は、 まだ 自然 を 

知らない 時には、 自然 を 匡正す るの は、 自分の 天賦 であると 信じが ちな ものです から。 ^をと るに つれて、 私 はます ます 

熱情 的に 自然 を 愛する やうに な"、 また 自然が 正し さ を 持って & る ことが、 ますます 叨 かに见 えて 來 ました。 c 然 を^! 

しょうと^ぶ より 外はありません 0 私達が 常によ リ叨 かに 自然 を^: き现 はさ-つと いそしむ 時に、 私 はます ます 發兌 する 

ことが 出來 るので す, 私達の 眼が 一度 9 然の無 盡藏な ことに IS かれ-、 さう して s 然を そのお；^ の 巾に S:  % しょうと する 外 一 

に、 努め 求む ると ころがないならば * 私達 は 私達の 天賦の 洞 S5 を 怖れる ことはありません" 类は 在る のです。 作农 する 一 

切の 中に あるので す。 

故に 寫 生と は、 自然に 忠赏 なるべし の 一語に 盡き、 自然に 忠^ なれと は、 形式の 形式 化の^で あ 
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るし、 その^ 體は觀 る 働の 深化に ある こと を 知る ので ある。 そして 寫 生の 装 まると 共に、 ，！z らな 

る 形象の 變形も 行 はれ、 その 變 形の 中で 一層 强く鮮 かに 當然 なる ものの 姿 を兑^ るので ある。 「塚 

も 動け」 と 「奧の 細道」 の 詩人 をして 詠 はしめ、 「妹が 門 見ん、 靡け この 山」 と rwir 葉」 の 詩人 を 

して 詠 はしめ たもの は、 何れも 誇張ではなくて、 深化に 茈く變 形で あるり そこに 強く 迫る カを感 

する。 ここ に 至 つ て 初めて 寫生は 極る もの と 言 はね. よなら ぬ。 


第一 一章 眞  實 

島 木赤彥 先生 は、 「歌道 小 見」 及び n お葉^の 鑑賞 及び 其 批評」 中で 寫生 を以 つて 歌の 太 近と せ 

ら 1 て 店る。 それに 係らす また 「^し 乍ら、 否 吾の 感情 は 時あって 具象的に のみ は 働かない。 若 

く は 其 象 的に 働いても、 夫れ が必 すし も 具象的 表現 法 を 取る と 限らない。 左 稀な 場 八" は 歌に 於て 

少 かるべき であるが、 少 いこと を 以て 少 いものの 惯値を 蔑に する こと は出來 ぬ」 と 「短歌に 於け 

る 主観の 表現」 中で は 論ぜられて 居る。 若し 寫生歌 外に かかる 槪念も 亦 認められ 得 S とすると、 

「小 ノ、， こと を以 つて 少 いものの 價値を 蔑に する こと は出來 ぬ」 ので あるから、 先生のお ^近 は、 LH 

* 二 他に も價値 ある 道 を 認めた 事と なる。 隨っ て寫 生の 憒値 は相對 的なる ものと なる ので ある。 

歌の 翁に 二つ あり、 一 っは寫 生の 道で あり、 一 っは槪 念の 道で ある。 その 數は W だ 少ぃカ L 力 

し 槪念歌 の g 硫を棄 てる 事 は 出来ない とされて ゐる。 そこで 先生 の 認 めら れた愤 値 あ る 槪念耿 力 
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如何なる ものである か、 そしてお 生との 關 係が 如何なる もので あるか を 吟味して 見たい のが， こ 

の 考察の 目的で ある。 

この 目的の 爲に、 先 づ藝術 上の 眞が 如何なる 意味 を^つ かとい ふこと を考 へたい。 眞には 二の 

姿が ある。 その 第一 は錢 像の 如き 眞 である。 藝 術の 作品が、 鏡の 映像の 様に、 そのままに 對象を 

{ おした と 見られる 場 八！： である。 もし 之が 林檎の 畫 であるならば、 その 畫の 題材と なった 林檎と、 

かかれた 畫とを 並べて 殺いて、 それ を 一 つの 鏡に うつして みる。 この 時兩 者が 寸分 遠 はぬ 形に な 

つて 錢に 映つ るなら ば、 この 林檎の 靜物 晝は眞 だとされ る。 故に 色 づけ 寫眞の 成^が 之 を 代表す 

る。 而 して 寫 生と は 作 品の 上に 眞を 求む る 態度 である。 しか らば この^ 像の 如 き異を 求む る ， J と 

が、 寫生 となる であらう か。 これに 就いて 先生 は旣に 早く 叨治 四十 一年 五月 r ァ カネ」 に コぉ 生 

趣味に ついて」 を 載せられて、 「客観的 描寫と 云っても 只事 物の 並列で はない。 必す 作者の 性格の 

^化せられた 特殊の 趣味 を備 へた ものである」 と 言って、 寫生は 作者の 個性に よって それぞれ 特 

殊の 面目 を 持った もので あり T 庭 上 見る 所の 一草 一木と 雖も、 昨の 見る 所と、 今の 見る 所と 観察 

に 於て 寸^の 差異な き は、 己に 其 人 趣味の 停滯を 意味して 居らねば ならぬ」 ので あると して、 銥 

咴の饯 に、 今日 も 昨 曰 も 同じ もの を 映して 居て は、 寫 生と は 言 はれぬ こと を 明かに してる る。 寫 

生に は、 平面 以上の もの、 卽ち 深さがなくて はならぬ からで ある。 故に その 姿 は 


我等の 欲の 寫 生に 卽 くを嗤 ふ^あ リ。 鴨 を 一羽の 鳥と 思 ふの 徒な り 。芒 を 一本の 草な リと S ふの 徒な リ。 我^ 秋^も 關心 

する 所な し。 (ァ ララ ギ 編輯 便 1)     ♦ ,  . 

, 我等 は 只事 象よ リ 深く 澄み 入らん こと を 希 ふが ゆ ゑに、 益益 深く 事象の 微動に 觸人 せんとす るな リ。 我^のお 生斯の 如せ 

ぐめ み。 (3r 

ャ ある。 個^ は個體 として 終る もので はない。 個體は それ以上の 深さ を 持って ゐる。 そして その 

個. 物 に 深く 澄み 入 る 働が 寫生 で ある と 言 ふ の が 先生の 意見 で ある 。 故に 鏡像 は寫生 ではなくて、 

寫 生の 不完全なる ものである。 鏡像の 眞は、 藝術 上の I！ 呉と して は 不完全なる ものである。 その 典 

は 博物 學 的の 眞 であり、 その 寫生は 博物 學 的の 寫 生であって、 藝術 としての 寫生 ではない。 

. 然 らば^ 二の 其と は 如何なる もので あるか。 これ は その 姿に 於いて は、 錢 像と 異 つてお る。 こ 

の 3 呉 は對 象と 直接に 相應 する こと を 必耍缺 くべ から. ざる 性 K と はして ^ない 。林檎の^ は 林檎の 

寫具と 寸分た が はぬ ことが 第一の 性質で はない。 同時に 林檎の 寫眞 から 全く 離れ 去って、 火鉢と 

見えたり、 帽子と 見えたり する こと を も 亦、 必要の 性質と して は 居ない。 その 形體 は..：：！ 然 を^^ 

として 居れば よいので あって、 自然 を直寫 して 居る ので はない。 倪雲林が 自分の 描く 竹 は 胸中の 

逸 氣を寫 した ものである。 似て ゐ るか 居ない か、 葉-が 繁 つて 居る かほない か、 枝が 曲って- Q るか 

居ない かとい ふ 事 を、 自然の 竹と 比較し ようと は m 心 はない。 「或は 塗抹 之 を 久しくて、 他人 視て以 
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つて 麻と なし、 蓆と なす も、 僕 も亦强 辯して 竹と なす 能 はす」 (店 逍栻) と 甘って ゐ る。 自然 を 

離れる こと を 常 然とし、 「いささか 以 つて 胸中の 逸 氣を寫 すの み」 と 言って ゐる。 胸中の 逸 氣を寫 

すの が 目的であって、 自然界の 竹 を St す こと を 目的と して：^ ない。 故に その 竹 は 麻と 见 えた.^、 

庶と 見えたり しても、 少しも 差 支ない。 それ はや は， o 倪雲林の 依然 仁る 竹で ある。 故に 蘇 束坡は 

また 畫を 論す るのに、 形 似の 巧拙 を以 つてす る 様で は、 その 見識 は兒 童の 範圍を 出で ない もの だ 

と 言って 居る。 かくの 如く 形 似 を 捨てて 行く こと を以 つて、 其の 畫 をます ます 螯 たらしめ る 所以 

であると 考 へて るるので ある。 この 故に 束洋ま は、 形 似 を 捨てれば 松て る稃、 ますます 純粹 にな 

りおる ものであると 考 へられ、 「氣韻 生動」 は、 形 似を扮 てねば 得られぬ ものの 樣に考 へられて W 

る。 卽ち 鏡像の 位^から 脫 しなくて はならぬ と考 へ られて 居る。 

そ れ ならば 蘇 束 坡は畫 を かくのに 如何なる 心掛け を以 つてした ので あらう か 。「 先づ 成 竹 を 胸中 

に^、 筆 を 執りて 熟視し、 其の 畫 かんと 欲する 所の 者 を 見て、 念に 起ちて 之に 從ふ」 とおって： i" 

る。 ここで 注意すべき は、 胸中に 得た 「成 竹」 の 何で あるかと いふ ことで ある。 これ は 第一 に，：：： 

然界 にある 竹 卽ち生 竹と は異 つて ゐる。 もし 同一なら ば その 畫竹は 生 竹と 似る 箬で あって、 形 似 

を 重す る ことになる。 形 似 を 重す る の は 兒童 の 見識の 如くに 低 愚な もの であると 言 ふので あるか 

ら， 形 似で はない。 成 竹と は 自ら 別の もので. なくて はならぬ" 倪奚 林が その i 竹 は 寐ゃ遨 の 如く 


見えても： 牛ぎ であると いふ 所から 見る と、 これ 亦 同じく 生 竹と 異る ものである。 どこが 異 るか。 

蓋し 胸 巾の 逸氣を 寫す のみと いふ そ の 逸 氣を寫 したから 異 るので あ ら う 。 然 ら ば 彼の 靈 竹に は 逸 

氣が あるから 生 竹と 異 るので あって * 朿坡の 「成 竹」 は、 此處に 於いて 「逸氣 ある 成 竹」 の^ 味 

なること が 知られる。 畫 面形體 は、 鋅 像形體 でなくて、 胸 巾の 逸 誠 をお する 形體 なること が 知." 

れる。 然らば 逸 氣とは 何 か。 逸氣と は常然 化の 傾向で ある。 故に 成 竹と は 作者に よって 十分 匚常 

然 化せられた 生 竹の 形體 である。 搀言 すれば 成 竹 は 自然の 形體 が、 作者の 形式 化に よって 發 化し 

た形體 である。 かかる 形體 なる が 故に、 「鴨 を 一 羽の 鳥と 思」 ひ 「芒 を 一 本の 草な りと^」 ふの は 

誤で ある。 甘： ハれ等 は 生 鳥 以上の もの、 生 芒 以上の ものである。 以卜： とい ひ 得る の は、 「事象より 深 

く 澄み 入った J 悄总 を 示す か ら で あ る 。 

かかる 形體 は.！ IE 然 を準據 として、 深く 澄み 入った ものであるから、 その 成績 を以 つて、 その 出 

發 たりし 自然と 比較 すれば、 必ゃ しも そこに は 正しい 一致 を 得ない ので ある。 鏡像に あって は、 

胸中の 逸氣な どの 加 はる ことなしに、 その 對象を 示して ゐ るので あるから、 對 象と 作品と は、 ^ 

接且 緊密に 相應 やる。 然るに 發 展形體 たる 作品 を、 その 出發 となった 未發 展の對 象と 比較して * 

その 間に 一致 を 見出さう とする の は、 旣に無 珂 な ことで ある。 對象は 發展 の準據 となった こと を 

示す のみで あり、 作品 は對 象の 一 層 深まった 形 を 示す のみで ある。 故に 附 者の 間に は 一 致が ある 
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のでなくて、 發展が ある。 この 發展 ある 故に * 作品 を^ 作と 言 ひ 得る ので あり、 同一 の 现 由に よ 

って寫 異は 截然と して 寫 生から 切り離され るので ある。 

隨 つて 藝術 上の 眞と は， 對 象が 作品の S 礎と なって おる^ を 示す盘 味で ある。 對 象に 卽 して そ 

れを 形式に 發展 せしめた 意^で ある。 故に 之 は 作者. H 身から 言へば 他人の 見た. 偶然でなくて、 飽 

くまで n 分 を 凝視した 自然で ある。 藝術 上の 寫生 であるか 否か を 區 別す るに は、 その 作品 を 自然 

と 並^して 比較しても 無意味であって、 ，=: 然が 凝視され たか 否か を 兌なくて はならぬ。 成 竹 は 凝 

視 の結朵 である。 されば その 成 竹に は 彼の 見た る、 また 彼なら やして は 見 W さる，：；： 然が ある。 昨 

曰 も 今 曰 も： 1： じ.？，：！： 然、 甲に も 乙に も 同じき..： z 然 ではない。 昨 曰 も 今日 も M じく、 また 屮 にも 乙 

にも：！： じき，：： 然は、 これ 博物 學 上の. 偶然であって、 藝術 上の .d 然 ではない。 之とば 對に胸 屮の逸 

i があって は、 並びに また 成 竹であって は、 植物 學と はならぬ。 しかし^-かなくて は藝 術の 作品 

と はならない。 作品 は. nz 然に對 する 作者の 態度と 要求と を 示して ゐる。 〔お 生と は^ 面銥の 如き 公 

平 を 示す 銥でな くて、 態度と 要求と によって， 仙した 曲面 をお する 銥 である。 そして この^ 面の 

屮で、 to の 面で は みられぬ 作者の 眞赏を 见 るので ある。 胸中の 逸 氣とは その 輿. K 化 を内觀 した も 


ので ある。 故に シ 产レ产 は 「美 は 最も 十分なる 意味に 於け る 異なり」 と 言った ので. ある。 

されば 作品 は 自然の 摸倣で はない。 ほ 然は藝 術に 對 して 素材 を 供給す るの みであって、 B 術の 

性質 を 左右し、 その 作品 を 決定す る もので はない。 林檎 を 描く よりも， 和お^^ を 描いた 方が、 

作品と して 情 値が 上 だと は 言へ ぬ。 天の 岩戶の 前の 水たまりに 泳いで ゐた 蛙の 子 を かくの も、 

カ絕 倫なる 天 乎 力 男祌を かくの も、 それだけの 事で は、 作品の 價 値に 變化は 無い。 

irc: 品 は 素材の 摸寫 ではな いから、 素材の 價値 がその ままで は 作品の 價 値と はなに ない。 作品の 

價値は 素材で は 決定され ない。 如何と なれば 作品の 有する 形體 は^なる 映像でなくて、 ある 個人 

によって 形成され たもので あ， o、 そこに その 形體は 意味 ある 形體 となって. Q る。 卽ち创 造せられ 

たる 形體 となって 居る からで ある。 故に 作品 は 一方に 於いて 自然の 摸寫と 見られる と共に、 卽ち 

.E 然の眞 意と 見ら るると 共に、 自然の 虛爲 としても 見ら るる 所以で ある。 「畫 そらごと」 と はこ 

の 意味で ある。 「古今 著 聞 葉」 に 鳥 羽 僧正と 繪 かきの 寺 法師との 問答 を窖 いて ゐる。 

同 僧正の もとに 紛 かく 寺 法^ あ "けり。 餘リに 好く 習 ひければ、 後 ざまに は 僧正の 筆 を も恥ぢ ざリ けリ。 此^ を^^ね た 

ましく も 思 はれ けん、 如何にもして 失 を ^出さん と 思 ひ耠ふ 所に、 或 時 件の 僧、 人の いさか ひして、 腰刀に て 突 八：： ひたる 

を 蒈 いて、 ft: 愛して ほた" ける を、 佾正见 袷 ふに、 その 突きた る 刀、 背屮へ 拳ながら 出たり けり。 よき 火と 思 ひての たま 

ひける は 、「和 佾が箝 害、 永く 止むべし。 如何なる もの か、 人 を 突く に 拳ながら S= へ出づ る^ あるべき。 柄 口まで 突きた る 

たどす る こそ、 いかめしき^ に は 云 ふ を、 これ は あるべ くもなき なリ。 かく 程 の 心ば せに て は、 紛^:  くべ か、 りず」 と 云 
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はれければ、 此^ かいかし こまりて 、「其$ にて 候。 これは^の 故 K に 候な"」 とい ふ を、 ^正 云 はせ も 果てず、 「和 法師が 

紛の 故. は、 片 股いた し」 と 云 はれけ る を 少しも^-ともせず 、「さも 候 はず。 上 乎 共の 書いて 候お そく づ の^な ど 御 sat 

^へ。 その物の 寸法 は 分に 過ぎて 火に 害いて 候 こと、 いかで か K に はさ は 候べき。 ありのままの 寸法に 睿 いて 候 はば、 见 

所な きものに 候 ゆ ゑに、 紛 そ、 リ 事と は. a. 事に て 候。 ^の 遊ばされて 候^の 巾に も、 かかる^ は 多く こそ 候、 りめ」 と. くリ 

おかず  一一 一一 C ひければ、 佾 K 理に 折れて、 言 ふこと なか リけリ C 

この.^ 惯が 刀と 北 ハに举 の^: にと ほった 畫を 描いた の は、 これ 胸 巾の 逸氣 である。 おそく づの丧 の 

火 形 描 寫も亦 胸中の 逸氣 である。 すべて 「調子」 とい ふこと、 特に 調子の 强 めら るるとい ふこと 

は、 然を そのままに 摸 傚す る ことで はない。 かへ つて 自分の. 惯 値を以 つて 獨立 する 事で ある。 

かかる ^彼に よって 作品 は 吾等に 情感 を もたらす ので あるから， 作品の 與 へる 情感 も 亦、 作品の 

素材の.；^ する もので はない。 更に 深さと 連り、 更に 確か さと 連って ゐる。 卽ち 魅力 を冇 ち、 啓示 

に迚 つて ゐる。 换ー 一一-;: すれば その 情感 は^しい 緊張 を 有って. Q るので ある。 かかる 緊張 は、 C! 然そ 

の ものから 得られる のではなくて、 創造せられ たる 形 IT 卽ち^ 味 ある 形體 より 生じ 來 るので あ 

る。 もし 自然より して^に かかる 情感 を 得る 人が あつ て も、 それ は 自然 そのままの ものから 受け 

るので はなくて、 c 然 の發展 形體、 卽ち藝 術形體 を创 作して、 その 创作 形體 から 得て るるので あ 

^ る。 博物 學的 形體は 遂に かかる 緊^せ る 形體と はなり 難いので ある。 


ミ 

以上の 如くに して、 ft 然と 作品との 問に は 著しい 差逮が ある。 今此處 に 最も 精密に 描かれ 仁る 

一 つの 風^ 畫を 取って、 それ を その 畫因 となった. R 然と 比較す る。 畫面は 如何によ く^かれて あ 

つても、 その 精細 さに 於いて 遙 かに E 然には 及ばない。 樹木の 數、 葉の 數、 荅 の數、 土砂の 數の 

如き， 何れも 自然の^す る 數を盡 し 難い。 特に 遠い 山の 一 一 の 木 や 岩 を 描く こと は， 其の 無^味 

さに 耐 へられない。 特に 前景で あっても その 葉 裏の 蟲の卵 や、 幹の^: 後の 苔の 如くに、 廻ら わば 

兄 得ぬ 姿 は 描かれない。 次に 畫面は その 色の 活活 した 生彩 を 描き 難い。 太陽の 光、 土の 色。 水の 

色 を そのままに は 描き 難い。 更に 土の 香 や、 風の 音 や、 流れ 去り 流れ 來る 水の^ 動 を 描く こと は 

望む こと さへ 旣に 不可能で ある。 第三に 風景で は その 中 を 前後左右に 步み 得る のに、 窬. 而 には^ 

の 幅と 奥行との 深さがない。 第 四に その 風景 中から かかる 畫面を 選び 取った の は、 これ は 全く. E 

然 が 示した ものではなくて * 作者の 自由 決定で ある。 此 等の 點 から 絶て、 畫 は 終に，：；： 然と は S 1 

でもな く、 同一に なり^る もので もな く、 また 同一な らん 事 を 望み もしない。 このポ は 文^に 於 

いても 亦 同 一 である。 されば カントが 「自然 は 同時に 藝 術と 見 ゆる 時に 美で ある。 I 《術 は その, 

術た る 事が 吾等に 意識せられ ながら、 しかも 吾等に とって. n 然と^ ゆる 時に のみ、 关と 呼ばれ 
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る」 といった の は、 容^; に 承認 せらる る 事で ある。 作品の 示す 眞は、 眞 なりと せらる ると 共に、 

^なら. f とせら るる 性質で ある。 作品 を索材 に比蛟 すると， それ は 素材の^ を傳 へる と共に、 尜 

材 の奥以 k の もの を傳 へて， Q る。 隨 つて 作品 は .0 然の 異に 卽く と共に • 異以卜 ：山 もの を 具へ るの 

である。 かかる 異が藝 術の 異 である。 かくて 藝 術の 眞は C 然に卽 くと 共に C 然から 離れる。 卽く 

が 故に 離れる。 離れる が 故に 卽く。 ゲ ェ テが 「吾人 を 生活より^ も完 や-に 遊離せ しむる ものが^ 

術なる と共に、 ^入 を 生活に 最も 緊密に 結 八"？ せる もの もまた^ 術で ある」 と-一一-:: つたの は、 蓋し 

この 意味で ある。 

現货と は、 五！ 1 等に 具體 的に 活き活 きと 働き かける 力で ある。 五 ：： 等 を 最も 强く几 深く 動かす もの 

稃、 現^性に {:S んだ ものである。 而 して 自然の 有する 现货性 は、 藝 術の^ する 現.^; 性と は 全く 忭 

質 を 異にして おる。 その 兩者 の現赏 性の 差 は、 その 細部に 於いても、 生彩に 於いて.^、 構成に 於 

いても、 共に^つ て 居る。 藝 術に は 一 方に は 「そらごと」 と稱 せらる る 稃の强 調が あり、 他方に 

は 貧裟だ と 思 はれ る稃 の短少 と缺乏 とが ある。 そ の 現 .K 性 に 兹異ぁ る は 必然 で ある 。 故 に s 然 の 

町 する 現^性 を以 つ て、 作品の 現せ 性 を；^ る こと は 令く 無^^で ある。 素材の 現^性 は^ 行に 結 

人：： する のに、 ^術の^^ 性 は^ 行に 結な，^^ い。 そこから i 一 術の 深遠と 永^と が 生じて 來る。 深 

くして^.? もの ほど 存在と してた しかで あり、 且眞^ で あ る から、 -. J の ^味 で 藝術 は .R 然 よりも 


確固で あり、 且 眞赏 で あ る 。 寫異 よ り も藝術 が 確か な り と せ ら る る はこの 故 で あ る 。 

これ は藝 術が ほ然 主義 的な ものでなくて、 现想 主義 的な もの だからで ある。 想と は 常に 現^ 

となりつつ、 しかも 遂に 現赏 となり 終る 蓽なき 傾向で ある。 永久の 現货 で^ると 共に、 永久の 未 

现資 である。 されば 永久の 赏現 である。 作品 も 亦、 吾等の 鑑賞の 巾で、 常に 现^ となりつつ、 し 

かも 現. K と な り 切る 第 な き 深 さ と 遠 さ と をお す る もの で ある。 受川 によ，^ 直に 現せ と -, .> h 終 り 、 

それと 共に 再び 現實 となる 力 を 缺 く 拔 な もので はない。 そして かかる 無限 性 を おす ：- 0 の は 、 荡 術 

が 創造され る もの だからで ある。 自然 を そのまま 摸倣す る^ を以 つて 魏術 とするならば、 この 無 

限 性 は 得られぬ 箬 で あ る 。 吾等 が ，H 然 の 中に 汲め ども 盡 きぬ 無^の 味を感 する の は、 旣 に，：； 1 然 を 

吾等の 鎩 賞の 中で、 藝 術の 形に 創造して W るからで ある。 博物 學的 存.！ il たる n 然に は、 この 無限 

性 を 有しな い。 これが 藝術 は寫實 主義 的な もの で なくて、 ^想 主義 的な もの で あ る と い ふ^ 味 で 

ある。 

故に. DT 然を以 つて 藝 術の 原现 とする こと は、 無意味で ある。 卽ち素 材を錢 像 的に^: お T する こと 

を、 藝 術の 根據 とする の は 無意味で ある。 作品が 鏡像と して 度の 高い^!^ 侦が あると する の は、 

藝術を 計る に 他の 標準 を 以 つてす る ものである。 然るに 作品と 素材との 關係は * 花 を^き^ を 結 

んだ植 物と、 一粒の 種子との 關 係の 様な ものである。 素材 は刽 造作 用 をと ほして、 ^ねて 形式 化 
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されて おる。 素材 を 作品と 同一視す るの は * この 形式の 形式 化 を 認めて おない からで ある。 隨っ 

て內容 も 形式 もない もの を、 藝 術と みると 同 一で あり、 蕩 術の 破壊と なる ので ある。 

かくの 如くに して ほ ぼ 作品と 素材との 關係、 卽ち寫 生の 意味 は吟 ゆしお たやう で あ る。 こ 力 今 

味を豫 偏と して •  OS 木赤彥 先生の 「寫 生雜 記」 の 所 說を考 "おしてみたい。 

^觐 的 描お と 言つ て も、 只 寧 物の 並列で はない。 必 作者の 格に 溶化 せられた 特殊の 趣味 を備 へ たもの である。 

w， 的 作物 も 一 稀の.； 屮： 觀的^ 表で ある 以上、 乂！ - に ^人の. 戳は 時時刻刻に、 而 かも 永久に^ 歩设迕 すべ 3 活^で ある W 

上. 客 觀的 作物 は 決して 别を 限って 死滅し 荒 廢 すべき ものに あ、 りず と仿 じたい。 (寫生 趣味に ついて) 

ここに は 三つの 耍點が ある。 ^一  に寫生 は 作者の 個性に よって、 それぞれ 特殊の 面目 を 持つ も 

の である。 ^二に 寫生 も 亦 主 觀的發 表 で ある。 そ して この 二つ は 寫生 が ^然 そ の まま の 摸寫 で な 

いとい ふ 性質 か ら 來る。 寫生 がかく 创 作で あ る か ら 、 寫生 は 永久に 發逹す ベ き 可能 が あ ると い ふ 

IS 三の 特色が 生す る。 

我^の 耿の寫 生 に^く を嗤 ふ^あ リ。 ^を 一羽の 烏と 思 ふの 徒な リ。 芒 を 一本の 苺な" と s:】 ふの 徒た リ。 我等 秋 *?>p 細心 

する 所な し。 

我等 は 只事 象より^ く^み 入、 しん^ を 紫 ふ。 益益 深く 泣 み 入らん こと を 希 ふが ゆ ゑに、 益益^く^ 象の 俊 鈉 に 4W 人 せんと 


する たり。 我等の 寫： W 浙の 如きの み。 

先に も 引用した この 「アクラ ギ編鞑 便 一 」 に は 二つの 耍點が ある。 一 、 個 物 は 個 物と して 

^る もので はない。 ^二、 故に 個 物に 深く^ み 入りて、 その き 消总を とらへ る ことが 可能で あ 

る。 この 澄 入の 働が 寫生 である。 そして この 寫 生の 性質 は、 前. S 窝 生が 主 觀的發 表で あると いふ 

性質と 互に 關係 する。 主観的 發 表と いふ 事 は、 ^觀 を發^ する 爲に， 對象を 借り 川 ふるとい ふ^ 

味で はない。 對象を 方便に する 意味で はない。 對^ に卽 すれば、 自らに して 主観が^ れる^ 味で 

ある。 寫 生の 中には 何等 企つ る 所な く、 その 中に 深く 入れば、 ，= ！ら そこに 主觀が 表れる。 これ 個 

物と して 終る ものに 非す とい ふ竟 味で ある。 故に 田逡元 氏が T 歌道 小见 をよ む」 の 屮で， 感動の 

姿 を あら はすのに、 その 對象 た る 事象 の 個性的な る 姿 を以 つてす るの が^ 生 で あ る と 一一-曰 はれ 仁の 

は， 同一の 事實を 逆の 方向から 見た ものである。 

身迻 £ 事象 日夕 推移して 苟 丑 も 止まらず。 悲傷 ここに 生じ、 哀桀 ここに 柊る。 ^数 粒 膝に^る^ • 我の^ 念： ャ： リ、^ の諦 〈ふ 

熟する 時、 膝た る 茶碗の 茶 も 冷 ゆべ し。 膝なる 茶碗の 茶の^ ゆる は、 我の^ 〈ふの 伴 象に あ、 りず して、 我に w して、 W に^ 

念せ； 物の^ 相な リ。 此の 意味に 於て^ 人の 寫 生と 稱 する もの、 外的 事象の 描^に 非ず して、 内的 屮： 命 唯一 相の 捕捉 也リ 

表現 也。 寫 生の 耍諦斯 の 如し。 

ホ觀沾 動の 相、 お 生 を 離れて 現し^る^ 鲊し。 

^生の 念と する 所、 已 に、 外的 事象の 描寫 に^せず して、 內 的 生命の M 接なる 表現に ぁリ とすれば、 おや； の捉 ふる 所 は、 

^二 章 0  K  一二 一一 一 


^象に して^ 象に 非ず。^ 象な" と雖 も、 心と 相觸 るる 事象の 巾 核の み。 一心 集屮 する 事 益益 尖鋭 微^に して、 WW るる 

市 象の 屮核は 益^ 尖鋭 微細 を來 すべ し。 ^も レ ンズ の 焦 點集屮 する こと、 1 たるに 至って 遂に^ を烧 くに^るに 至る が 如 

し。 •：：• 人のお 生 は 事象 を^ず。 ^ずと 雖も、 本 象の 中核に 觸 るる を^ず るの み。 (ァ ララ ギ^: li;!^  二) 

此の 記に 對 すれば、 n ら膝を 正す 心が する。 膝の 茶碗の 茶の 冷 ゆるの は、 もとより； 1 念の 忭 象で 

はない。 しかし その 茶の 冷 ゆる 事. K の 巾に、 吾の 諦念は 感ぜられる。 吾等 は^: 接に その 冷 ゆる 茶 

の屮に その 諦 念 をみ るので ある。 故に 冷 ゆる 茶に 對 する 心 は、 その 諦 念に^ する 心で ある。 茶 は 

； st 念 そのもの である。 ここに 外物 は 直に 內的 生活の 赏相 であると いふ 重要な 意味が 生じて 來る。 

これ は 先の 面 物 は saf な る脑 物で は な い と 言 ふ 意味と 相 通 や る もので あ る 。 

然して 次に 主 觀は必 や 外物 を 離れて は 表現し 得られぬ かどう か。 外物 を 離れて、 主 觏 そのもの 

を 表現し おる 場合が あるか。 この 問題に ついて、 「寫生 を 離れて 現し^る 者鮮 し」 と 言って， 或る 

少敉の もの は寫生 を 離れても 猶主觀 の 現れうる こと を、 言外に 言って 居られる。 これ は 蓋し 後に 

{ お 生 外 の 道に よ る 槪念歌 の存 する こ とを說 かれる の と和應 や るので あ る 。 

寫生 が內的 生命の^ 接する 事象 を捉 ふるに あれば、 事象の 中核 はこれ 內的 生命で ある。 「事. 淚に 


して 事象 12 非个」 と 言 ふ 所以で ある。 「^象な りと 雖も、 心と 相觸 るる 事象の 屮核 のみ」 と 言 ふ 所 

以 である。 故に 「一 心^中す」 と は 「相 觸 るる 事象の 中核」 に 集中す る ことで ある。 隨 つて 中核 

が 外在す るので なくて、 粱中點 を 中核と 感す るので ある。 大正 六 年 九月 三十日の 夜の 暴風^に、 

夜明け ま で 一 一階の 雨戶を 押し て るた 事 を 害 かれて、 

馬 吉と予 が 一 枚の 戶を 押し.；. 乂 へたの は、 予の 住せる 仝 家 S!; を 押し 支 へ たので ある。 嵐のお の 家 を 押し 支 へ るた めに は、 一 

なの 戶を 押す ことが 必要に して 十分なる 倐 件であった ので ある。 岡の 弧の 點を 押した と 言へ ば 只 夫れ 丈け である。 一 枚 

の戶を 押した と いうても 只 夫れ 丈け の 事で ある。 夫れ が 一 軒の 家 を 押し 支 へ たので あると 思 ふ^、 一  枚の 戶は眾 に 一 枚の 

戶で なく、 弧の 頂點は 軍に 弧の 孭點 では 無くなつ てし まふので ある。 

我我の 寫生 は、 嵐の 巾の 家から 只 一 枚の 戸を捉 へ んと 念ずる。 卽ち物 及び 現象の 屮 核に 潜み 入つ て、 K ちに その 生命 を捉 

へんと する にある とい ふこと は、 取りも直さず、 夫れ が 作者 ftl 身の 生命 を捉 へんと する ことで ある。 (い M 上 偶お) 

と 言 はるる 所以 である。 事象 に は 中核 が あ る 。 寫生 は ， J の 中核 を捉 へる ので あ る 。 換 一一 C す れば中 

核を視 出す ので ある。 放漫な 心で は、 この 中核 を捉 へる こと、 卽ち視 出す こと は 不可能で ある。 

緊張した 心で^ 中した 心で 事象の 中心 を浞 へねば ならぬ。 ここに 現る る所少 くして、 しかも 巾に 

湛 ふる 所 無限なる 天地が ひらけて 來る。 これ は 對象を 無限 な る ^味 に て 滿す ことで あり、 卽 ち對 

象に よって、 對 象の 中に 無限なる 內的 生活 を視 且^ ふこと である。 これが 先に 寫生 は對象 を^:^ 

せし むる もので あり、 寫生は 封 象の 鏡像 を 作る ことで はない、 创像 を 作る ことで ある と 言 つ た な 
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味で ある。 

心^く 行 仕に^ み、 ^るるの 抽象な、 りず してれ 體： S ならん を^ ふ は、 寫生欲 を 念と する 予の ％ ^を 成す 心で ある。 現， 0る 

の^はならず、 耿ふ 所の 象 的なる を 以て、 ^に. K.; 觀を沒 却す となし、 形骸 をお すに 止まる となす が 如き^ やユ、 ト 、た- 

界 易に 我が^^ 耿に加 ふる 非難で ある こと を 知つ てゐ る。 (^生 道) 

對 象に 深く 入れば 何故に 作者の 生命 を捉 へる 事になる か。 これ は旣 に^じた る 如く、 外 物 は 深 

き觀 照に 於いて は * 內 生活の 赏相 である。 隨 つて 深く 對 象の 事象に^ むことの 要が 再び 明かに さ 

れる。 かかる 耍求は 例へば 料现の 上な どに も 現 はれて ゐ る。 

者-; 方と して は 支那 料理 は 火力 を 利 川して、^ れ たる 本 味 を 引き出す^-を^と する が 故に 汁 多く、 從 つて^^ ホ義 なり、 

長き は 三日三夜に 波り 火 を 絶たざる もの あり。 長く 煮る は 肉 を柔 かにす る こと その n-w の 一 たリ。 £p 料^に.^ を. ^こや 

たしめ、 外に 散さぬ 故に 煎り 物 多く 中 煮 主義な り。 ？：^ 料^の^ 物に は、 肉 をお るに 一 ポンドに 付き 十分 以ト： お るべ か. り 

ず。 忡し脉 肉に 限リて 十五 分 n な D と ぁリ。 是可 成^く あて 肉の 自然の 柔らかみ を 保た しめんの 目的に 外なら ず。 B 水 料 

理は味 を 肉に 保存す るに も あらず、 乂味を 引き出す こと を^ 義 とする にも あらず、 風味 乂は^ 味と 称する もの に 好な を ゆ 

ち、 料^の 械& とする 風 ありて、 汁物 は. お煮 を 好まず。 支那 流の 本 味と は 少しく 標準 を^に する やに ^ゆ。 風^-とは^ぬ 

けの したる^ 鲊味 にて、 感じよ" 起る 心 花の 妙 境と も 云 ふべき か。 (木 下 謙 次郞 氏、 美味 求 K0 

ここに 味 を 出す とい ふの は， 吾が 主觀 の^を 出す ことで ある。 對 象に 卽 した 心の 哝 であって、 こ 

れ また 支那 日本： A 洋 それぞれの 寫生の 味で ある。 事象に 深く 潜みて その 味 を 出す^: 心 を、 $^ 

料^ 道の 上に も 亦^ 得る ので ある。 


そして 日本の 食べ 物が、 その物に 卽 して 心の 味 を 出す 點で 我！： の文學 美術の 好尙 とその 軌を 一 

つに して ゐ るの は、 典 味 深い ことで ある。 この 境地 は、 

一 分 一 厘の 表現の 差 を^ ふ の は， 感情の 其 象 的 表現が 感情の 的の 屮 心に 位 S して， Q るか、 りで ある。 殊に、 感愔 の精鍊 せ、 し 

れ たる 或 域に 入って， 3 る もの は、 感 iw の 動いて ゐる のか、 -Q ない のか さ i 、も 分ち 難い ほどの 所に 人って ゐ る.； - のが ある 

子规 子の 欲で よく 舉 げられ る 

瓶に さす 藤の 花& みじかければ ^の 上に とどか ざ リけリ 

などが それで ある U  (短歌に 於け る. K 觀の 表現) 

で あ る。 形の 上に 動く お觐 が な いから、 そ の 作品 は 主 觀を缺 い て ゐ る とい ふの は、 無^味 で あ る ， 

その 歌が 少しも^ 體 的でなくて、 槪念 的で あるから、 寫生 歌で ない とい ふ議 ii の無宽 味なる と： e 

1 である。 浮動す る こと は、 ある ことの 證據に はならない。 

^し 乍ら、 吾^の 感情 は 時あって 其 象 的に のみ は 働かない。 ^く は 具象的に ^いても * 夫れ が必 しも „^汆 的の 表^法 を^ 

る と 限らない。 左様な 場合 は馱に 於て 少か る ベ きで あるが、 少 いこと を 以て 少 いものの ^値 を^に する こと は出來 ぬ。 

もの 言 はぬ 四方の けだもの すら だに も あはれ なる かな や 親の 子 を 思 ふ (K 朝) 

學ば でも あるべく あらば 生れたがら 聖に てませ ど 夫れ 猫し 學ぶ (宗武 ) 

などが 夫れ である。 これらの 稗 類の 欲 も、 その 表現に 成 力が 現れて ゐる點 に 於て、 何等か 作者の W 象 的^^の 极摊を 持つ 

て 生れて 來てゐ る ものである こと は 想像 出來 るが、 现れ て- Q る 所 は 抽象的 槪念 的で ある。 抽教的 ほ 念 的であって も、 その 

表现に 威力が 出て W る 限り、 歌の 價値 は沒却 * 來 ぬので ある。 (短 欲に 於け る、： 屮： 觀の 表現) 
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此 處に舉 げた 槪念 歌と 言 ふ もの は、 is 一に その 形が 抽象的 槪念 的で ある こと、 第二に 槪念 的で は 

あるが、 成 力 を 持って ゐる ことで ある。 隨っ てこの 威力の ある 點 から 見て、 この 槪念歌 も 何等か 

具體 的な 极據を 持 つて ゐ ると 思 はれる。 そして この 威力 を 生 やる 所以 は 次の 如くで ある。 

^一  に表现 の： =： 的に 對 して、 各 言語の 意義と 一首の 意義との 有機的^ 一  である。 ^二に 各 の 稗き 乃至 調子と、 一 竹の 

^き 乃至 調子との 一致よ リ來る 成 力で ある。 前 * は 意お である。 後者 は 意 氣込 みで ある。 意義で あ リ总氣 a みで ある けれ 

ども、 この 兩^ は 本質的に 不； H- 八 刀の ものである"，， - 鳆： きで あつ て、 意義で ある。 意義で あつ て鞣 きで ある。 此ニ^ は、 否 人 

が 凡べ て の 耿に對 して その 價値を 評 量す るに 必要に して 離る ベ からざる 要件で ある。 具象的 表^と い- ゥて も、 此^ 件に g| 

し て 惯値は 左右せ ら るべき である。 (短跃 に 於け る、 觀の 表現) 

意義 上の 統一 と 響 乃至 調子 上の 統一 とより して 威力 を 生やる のであって、 具象的なる ものの 愤 攸 

もこ の 意義と 意氣込 みとに て i ら るる もの で あ る 。 然 らば 歌の 愤値は 其 體的か 否かに よるの で な 

くて、 威力 あり や 否やに よるので ある。 かくて 威力と 寫 生との 關 係が 問題と なる。 もし寫 生に よ 

つて 威力が 生じない とするならば、 寫生 は竟に 歌の 根本に 觸れ 難い ものと なる。 

「歌 近 小 見」 の 中で 同じ 問题 を； il じ、 前の 源赏 朝の 歌に ついて 「概念 を以 つて 歌 はれた 歌で あり 

ますが、 その 槪 念-がー 個の 生き生きした 命と なって 我我に 迫る 心地が いたされます。 如何にも ？早 

"ちづ 

純で 一 途 であります。 さう して 聲 調に 痛切な 響きが あります。 『あはれ なる かな や』 『親の 子 を^ 

ふ』 と 八 音字 餘り句 を m ねて 重大な 感じ を 我我に 惹き 起させます。 それほど 重大な 感じの 前に は 


『すら だに も』 とい ふ 如き 稀^な S 仁 波の 疊すら 目立た なくなる のみなら す、 却つ て 稚拙 愛すべ き 

素樸 感を さへ 與 へます。 これほどの 力と なって 詠み 出される とい ふこと は、 その W 後に 必然的に 

何等 か の 具 體感 が 伴 つて _Q る ことが 想 はれる のでありまして、 赏は 、その 具 體感 が さ な が ら 歌の 

上に 現れて ゐ るので ありませ う。 槪 念の 歌であって、 ^なる 槪 念の 歌で ない とい ふ 心地が いたさ 

れ ます」 と 言 はれ、 また 同 一 の 意見 を 表されて ねる。 

^念 歌と 寫 生との 關係を 吟味す るに は、 此處で 一 先づ 先生の 寫生 についての 意見 を まとめて^ 

る ことが 參考 になる。 「歌道 小 見」 中の 寫 生の 項と 象徴の 項と 寫生雜 記 中の 「田 邊元 氏の 『歌道 

小 見を讀 む』 について」 の 羽と は 何れも 著しい ものである。 

私 ども 2 心 は、 多く、 具體的 事象との 接觸 によって 感 © を 起します。 感動の 對象 とたって 心に 觸れ來 る^^ は、 その WW 

るる 狀葸 が、 審 象の婺 であると 共に、 感動 S 姿で も あるので ぁリ ます。 左 樣な接 觸の狀 態 を. そのままに 耿に现 す こと は 

同時に 感 勐 の狀態 を そのまま 欲に 现す ことに もなる のでありまして、 この 表現の 道， +ぉ 生と ん でんます。 (お 生) 

此は 最もよ く寫 生のぜ ；味を 明かに して ゐる。 

^一、 感動 は 具體的 事象との 接觸 によりて 起る。 
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^二、 感動 は 感^ をボ すと 共に 事象の 姿 を 示す。 

笫三、 感動の 姿 を直寫 する のが寫 生で ある。 

とい ふ 三 點に歸 す るので ある。 

采© と は、 ^相 舰入 (この 語 齋藤茂 古 氏 S うる 所) の 上に、 心^の 機微が..； 3- りに して 現れる に 至る を 柚 致と いたし ませ-つ。 

別言すれば、 玖徴 の械. 致と 寫生 の^ 钕と 一致 するとい ふこと にたります。 さ-つい ふ 域に 入った 象徴 耿は、 露 はに *: 徴と 0J 

えずして、 象徴の 意が 深く. S に籮 ります。 例へば 人^の 

ゆつ き 

あしび きの 山川の 湖の 鳴る たべに つ り が嶽に 雲 立ち わた r " 

赤 人の 

み.； の 象 山の まの 木 ぬれに は 許 多 もさ わぐ 总の聲 かも 

湯" の 

なつみ 

士"^ なる^  W のか はの 川よ どに 鴨ぞ 鳴くなる 山 かげに して 

などになる と、 耿ふ 所の 境地 は 山で ぁリ、 川で ぁリ、 材料と する 所 は 雲で あり、 樹木で ぁリ、 烏で ある けれども、 現れる 所 

は、 作老 心^の 動きの 機微で ぁリ ます。 その 機微が 露 はに 現れず して" .H  、りに して、 樹木 や^ゃ 烏の 巾に 潜んで SW" ま 

す" 卽も、 是 等の 欲に あって、 樹木 は 樹木で なくして 作者の 心 is であ リ、 雲 も 鳥 も 雲と al でな くして 作者の 心 てのもの 

であります。 是 までに 至って、 初めて 泶徵が 高い 位 S に かれる と いふ 心地が いたされます。 •：：. 我 K の 欲 は、 * 徴を B 

がける とい ふやうな こと をせ ずと も、 一 心 を 集 巾して 寫 生して むれば > 入る ベ き 時に 自ら にして 象徴に 人リ ませ-つ。 (象徴) 

故に 象徴と は對 象の 姿の 巾に. 作者の 內 生活が • あら はれ、 作者の 2： 生活と 對象 とが 全く 一致して 


新しい 一形 態 を 創始して ゐる ことで ある。 換言すれば 當然 によって 對 象の 貫かれた 形で ある。 象 

徵に はもと 二つの 形が ある。 第一 は 約束に よって 結合され る 形と 意味との 關係 である。 この 結 八！； 

は现 知で ある。 約束で ある。 吾等の 歧觀の 中に 現れる 形で はない。 故に これ は 比喩で ある。 比^ 

は 謎であって、 文學 ではない。 故に 先生が 「比喩の 歌 を 以て 象徴の 歌と する ものが あります。 必 

しも 違って は 居りません。 只 比喩 歌 を 以て 高い 意味の 象徵 となし 得る 場 <n は、 比^ 歌に 生きた 歌 

の少ぃ 如く 少ぃ であらう と 思 ひます」 (象 徵) と 言 はれる 所以で ある。 先生の 象徵歌 はか かる 意 ゆ 

ではない。 ^二の 象徴の 意味で ある。 ^二の 象徵と は、 形と 意味と が 約束に よら や、 ^知に よ 二 

や， 直觀の 中で 直接に 一致して ゐ るので ある。 作者 心靈の 動きの 機微が、 「露 はに 現れ やして、 .：：： 

ら にして 樹木 や 雲 や 鳥の 中に 潜んで 居る」 ものであって、 「樹木 は 樹木で なくして 作者の 心靈 であ 

b. 望 も 鳥 も 雲と 鳥で なくして 作者の 心靈 である」 もの を 指して ゐる。 意味の 中に 形 を 見、 形の 

屮に竞 ^をみ る の である。 寫 生と は 感動の 姿 を 直寫 する もので あ h -、 その 感動 は 自己の 成： |U 丄-. 小 

すと 共に、 事象の 姿 を 示す ものであるから、 象 徵の意 味と ，H ら にして 一  である。 象徴と 寫 生と 

は 同一 であるが、 ただ 寫生は それが 作られる 働に ついてい ひ、 象徴 は その 作られた 成 ig について 

いふので ある。 その 差 は 視點の 差で あり、 視點の 差で あるから 互に 之 を やらす 事が 出來、 これ を 

やらせば 兩者は 互に 一致す るので ある。 されば 「一心 を槳 中して 寫 生して ゐれ ば、 入るべき 時に 

^ニ^ お  货  四 一 
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n ら に し て象徵 に 入.^ ま せ う - と 言 は る る W 以 で あ る ひ 

寫生は 必ずしも 今 に 見て ゐる もの、 ^に 聽 いてんる もの、 體 に觸れ て， 3 る もの を 欲 ふこと には^らない。 否 ^，ハ それの 

^驗が 或る 极 强 さを以 つて 保^せ、 りれ て、 更に 表 现の銜 動 を 伴 ふ に 如. K に. s 心-」 結 象せられ る 。結 象せられ る けれども、 

その 象 は 決して n で たもの-? で閗 いた もの 體 に觸れ たものと 1： じく はない。 お 生が 接近 を 忌む と いふの はこの ほで あ 

つて、 布と 蕤 術と 互に 獨 立し^ る も 亦 この ほで ある。 この 獨立忡 はお 生に よって 究： i し 得る と 思 はれる のであって、 そ 

の垛 まる 所の 或る 場 八：： に、 仝然 形から 離れた 槪念 的な もの へ IS み 入る こと も あるので あって、 左樣 た槪^ 欲 はお i 丄 欲と 首 

ひ^ざる も、 寫^ 跃 と！： じ 系統の 上に ある もの であって、 藝 術と して の 成 力 を 有ち 得る 點に 於て 寫^^ に異 、り-た い こと、 

「欲 道 小兑」 巾槪念 欲の 所で 言 及した U 寫生逍 か、 り 生れた 槪念 欲で あるから 熱と 力と H: K 忭 とから 離れない ので ある 。(出る 

元^の r 耿逍小 見を讀 む」 について) 

ここに 於いて 寫生に 於け る貯藏 性と、 cf 容 性と^ 容に忭 ふ槪念 化と、 寫 生の 非 接近 性と、 i お 生 

に 於け る獨立 性との 問題 を 解いて る、 にれ る。 

^一、 寫生 となる 經驗 は貯藏 せられた ものである。 

^二、 貯藏 せられた 經驗が 結 品す る 時、 最初の 綏驗 は變容 せられる。 

^三、 がその 變容の 究極に 於いて は、 ^然^ 體形 を離脫 して、 槪念 形と なる 槪念 化が 行 はれ 

る o 

^四、 故に この 槪き形 は、 寫 生の 系統 中に ある。 


第 M、 かく 變容 する が 故に、 寫生は その 經驗の 博物 學的^ 形 を 保存す る- ¥H 或は 揿窝と は 同 

一 でない。 

^六、 かくて 藝 術の 作れる 藝 術形體 は， 經驗 の因緣 たる 赏在 と、 その 憤 彼 を 異にして. Q る。 

故に 藝術は 自然より 獨 立に 存在し、 獨立性 を 得る。 

ここに^ 生の 意義 は 一層 明に なって 來 たので ある。 而し てこの 經驗變 ^の^^ は、 藝術形 || は n 

然 の直寫 でなくて、 その 發展 した 形體 であると 言 ふず： 味と 同一 である。 變容 した だけで は 無侬攸 

である。 價 値を增 加して はじめて、 その 形 體は獨 立 性 を 得る ので ある。 

この場合 を 少しく 吟咏 する 必要が ある。 作品の 素材が、 其の 形で 自然界に 存在して vQ る は 純 性 

對 象の 場合が ある。 また 全く^の 形で は 自然界に 亦 在し ない 複雑 性對 象の 場 公が ある。 前者 は 雲 

であったり 木であった りする 垛合 であるが、 後者 は 龍で あったり 地獄であった りする 場 八" で あ 

る。 ^純 性對 象の 變容 は、 對象 N が直觀 せられて、 貯藏 せらる る屮 に^; の 如き^に 新ら しき^ 

觀內容 が 加 はり 複雜豐 富と なって 來る ものである。 これ は N の 庶觀を みても、 旣に 自然の N と は 

異 つ て るるが、 それに そ の 後 豊富な 直 觀內容 の 加 つ た點で 、 一層 N とは異 つてる る。 異っ て はお 
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るが • この 作品 は N の發展 であるから、 依然として、 N の寫 生で ある。 そして これが N の 發展で 

あると いふ こと は、 必中し も 作品の 形が N よりも 祓雜 精密で あると いふ 怠 味で はない。 N に^く 

現骘 性が 生き生きとして 保存せられ、 作品の 中心 をな してお ると いふ^ 味で ある" ^现 性の 有無 

が 寫生 か 非寫生 かの 區 別の 指標と なる ので ある。 「威力」 と はこの^ 现 性の 緊張して 迫り 來る 迫 力 

の 謂で あらう。 隨 つて 如何に，；： 《 然に 之と 對應 する ものが あっても、 赏現 性を冇 しない 場 八；： に は、 

寫 生と は It! ひ 難い。 威力な きもの は、 寫 生と は 言 ひ 得ない ので ある。 

後の^ 合、 卽 ち，：：； 然 中に 之と 對應 する 對象を 見出し 難い 埸 ^はどうで あるか。 その 例と して 龍 

• の形蹬 をと るに、 龍の 形體は 蓋し その はじめに 於いて は、 蛇に 對 する 直観であって、 それ が^や 

爪 や 雕ゃ其 他の 部分が， その他の^ 觀の 中で 發展し 分化して 來 たもので あらう。 その 形體 は， H 然 

巾に は 全く 對應 する ものな くと も， ■ 例へば 陳所 翁の 龍の 如き は、 その 威力と 緊張と によって、 =K 

の 存在 を 信ぜし める。 博物 學的 に^: 在 しないと いふ こと は、 藝術 的に^: 在し ない ことで はない。 

^ つて それが 博物 學 的に は 誤で ある こと を 信じつ つも、 猶且 それが 存在す ベ きこと を藝術 的に は 

肯定す る。 これ も藝 術の 常然 性の 一種で ある。 例へば 「羽衣」 の 天人 は、 科學的 知：！ として は肯 

定し 得ない にも 係ら や、 それ を 能と して、 日常 觸 目の 事柄よりも 以上に、 切. K なる^ 在と して 感 

すると H- 一で ある。 これ を眞 とする し は、 ま^ 龍 をも眞 とする 心で ある。 科學 上の 具と は 別な^ 


據で 之を異 と 言 ひ 得る こと は、 前述の通り である。 故に 博物^-的に^: 在し ない 形體 でも、 その 故 

を以 つて 直に 非 存在と いふ 事 は出來 ない。 感情の 上で 當然と みられるならば、 吾等 はこれ を 何の 

躊^ もな く、 藝術 ヒーの 眞 として 感す るので ある。 「曰 は 西の 山に 落ちた」 と 言 ふ直觀 を、 吾等 は 決 

して 臌僞と は 感じない ので ある。 しかして 複雜 性の 藝術 構成に あたって、 常に その 中心と なる も 

の は、 何等かの 單 純性對 象で ある。 それ を支點 とする のでなくて は、 祓雜 性^ 象 は， 統一 を 保持 

し 難い。 此處に また 「美味 求眞」 の 記載 を 引用す る。 

若し 原生 品の 存在す る あ、 りば 定めて ffi 味た るべ けれども， 多く は钝 切れと なリ、 比 敉 的 近代に^. 所^の 内 へ .m 人れ、 りれ た 

る 獨^、 芹、 .E 芋、 KT 合、 推 茸 等の 如き ものの 数十 種が、 野生の ものと して 存铕 する のみ。 ：… M 种^ s^^fs: に 比敉す 

れば、 外形の 貧弱なる に 係らず、 香.^ に 付て は 比較 を 絶す る 程に す r れ たる は 凡て 人の 知る 處な リ。 現に の^^^き 

園 1: 家 は、 バラの 花の 色と 大小 を 改良す るに 從 つて、 其の 香が 段段 減ずる ことに 氣 付きて、 外^と. s:^: の^ 仝 を 保ち W  ，？ 

方法に 苦心し つ つ ありと いふ。 

この 香氣 こそ 自然の 中に ある ものである。 第一に 內 生活 は 必ゃ外 象に 依據 する を耍 し、 且依捣 せ 

ざるべ からすと いふ こと、 第二に その 依據 する 外 象 を藝 術形體 とする^が、 內 生活 を 活き活 きと 

現す とい ふ^-になる。 自然によ る ものでなくて は、 香氣 を^し ないから である。 されば^ 純？：^ 

象で あっても、 裰 雜性對 象であって も、 共に その 香 氣と咸 力と を 有する もの を， 寫生 とする。 ^ 

せ. ざる もの を寫 生を缺 くもの、 ^ち藝 術 上の 眞を失 ふ ものと する ので ある。 故に 藝術 上の 應と 
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は、 今や 威力 を^す る や 否やに よつ て 定まる ので ある。 換言すれば 活き活 きとして 人に 追り 來る 

力 を 有す る や 否やに よつ て 定ま るので ある。 

これ 迄の 先生の 寫生論 を 要約す れば、 次の 如く で あ る 。 

1、 寫生は 作者の 特色 ある： s: 生活 を 示す ものであるから、 對象 その 儘の寫 ^ではない。 

2、 寫 生の 働は對 象に 深く 潜み 入って、 切赏 なる 形體を 作る 働で ある。 故に この 形體は 感動 

の 姿で ある。 

n  、 感動 は 典 體的 事象との 接觸 によりて 起る ものであって、 感動 は 感動 その^ を 示す と共に、 

感動せ る 者と 感動の 依據 せる^ 象との 姿 を も 示して ゐ る。 そして 寫 生は對 象の 博物 學的 

形態 を直寫 せ やして、 感動の 姿 を^寫 す る の で あ る 。 

4、 かくて 外物 は 牍に內 生活の 姿で あるから、 これ を形體 とする 藝 術の 形 體は 象徴で ある。 

卽ち寫 生 の 極 は 自らに し て 象徴と な る の で あ る 。 

5. お 處に藝 術と しての 威力 を 生やる。 

6、 されば 事象 を 離れて は、 內 生活 は 表現し 難い。 

故に この 系と して， 

a、 事象 に^く 潜む 事 を 要す。 


b、 それ を 具象 形で 表す 事 を耍 す。 

c、 槪念歌 を排す e 

これで 先生の 寫 生に 對 する. お 見 は 明かで ある。 田邊元 氏が 「歌道 小 見 を 請む」 で、 先生の 寫生論 

を 評せられた 中、 次の 如き 部分 は、 よくこの 點を 明かに して ゐる。 

我我の 體驗は 何等かの 對 象に 對 する 體驗 である。 志向す る 所の 對 象な き體驗 はあり^ない。 ^ 

驗に 純一に 沈潜 マる の は、 對 象の 個性 を 離れた る 抽象的なる 體驗に 沈潜す る^で はない。 必すー 

あって 二な き 獨特の 個性 を 有する^ 象に 對 して 志向す る 體驗に 沈潜す る ことで なければ ならぬ 

外に 表現 を 求む る 内 な る もの は， 常 に 具體 的なる 對象を 含む 志向 的體驗 である。 而 して 几： 體的 な 

る 志向 的 體驗は 一 般に 直観的なる^ 徵を 終局 的の 甚礎 として、 それに 對 する 主 觀の態 皮 を 次 

體驗 ともい ふべ き 感情に 於いて 動的に 發展 せし むる ことに 成立す る。 ^志と いふ こと はこの 感情 

が 向然 的に 表現 を 求めて、 直觀的 表象の 內 容を變 化せし むる 過程に 外なら ない。 卽 ちそれ は 感情 

の具體 的發展 であって、 體驗の 自己 還元 的 過程 を 統一す る ものである。 创作も 明かに こ. の^ 味に 

於いて、 意志の 作用に 屬 する。 否 塞-ろ 一般に 創作が 意志の 本質で あると いふべき であらう 而し 

てこの 過程 は 直靱 的なる 表徴 を^と して， 之より 發し、 更に 鶴つ て 新ら しき^ 概的^ 象 を^ やる 

ものと して 之に 還る。 この 岡 環 過程に 意識の 表現 性が 成立つ。 意 |1 の 具體的 本質が^ 志に あり、 
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それ は藝 * の创作 を 典型と する 表現 作用で ある と考 へらる るの もこれ が爲 である。 而し てこれ.？ は 

な 觑 的 表象から 出て 之に 還る ものであるから、 この 意味に 於いて は 表象 は 意識の 始を なし、 又 終 

をな す ものである ともい はれる。 感情と いふの はこの 表現の 方向 を 示す 意識の 活動の 機に 相 営す 

る狀 態であって、 それ は必ゃ 特定の 表象 を^と し、 又 特定の 表象 を その 表現の 方向と して 桁す の 

である。 具體 的なる 感情 は必ゃ 特定の 歧觀的 表象 を^と し、 见 に 一定の 表象に，！： ふ倾， 1： を 含み、 

それに 由って 偶^化せられ た內容 を 持つ ので ある。 藝 術が 感情の 表現で あると いふの も • かかる 

個性的なる 感情の 自己^ 現で あると いふ 意哝 でなければ ならぬ。 感動の 姿 を あら はすに、 そ の ま 

象に る 事象の 個性的なる 姿 を以 つてす るの が寫 生で ある。 これが 田邊 氏の意見であって、 寫 生の 

^く 所を詳 かにして るる。 

されば 寫生歌 を 重个 る 態度 か ら は、 槪念歌 を徘 しな く て は なら ぬので あるから、 此處に 問題 は 

W び 概念 歌の 問題に か へらねば ならぬ。 

6、 感動 は貯藏 せられ、 變容 せられる。 その 變容の 極に 於いて、 槪念形 をと る。 しかも その 

^念 形 は、 中に 寫生 衝動 卽も 具體 形の 衝動 を 有して 一 0 るから、 この 槪念形 は 依然として 


寫 生の 系統で ある。 

而 して その 變容は 第一 に 自然で あれば よい。 その 變 形が. E 然 なりと 認めら るるなら ばよ い。 U  二 

に その 變容 形が、 最初の 對 象と 直接に 相應 やる こと を 主と する ものでなくて、 その 立つ 所以が： 1： 

一 であると 信ぜら るれば よいので ある。 

實朝は 庭前に 犬が 己の 子 を 愛する 姿 をみ てゐ る。 承 元 二 年 三月 十五 曰なら 三 H 十五 日に、 鎌^ 

の 邸の 庭で、 親 犬が その子 を 愛して ゐ る具體 的な 形、 經驗 のま まの 形で その 感動 を 表現す る。 こ 

れが寫 生で ある ことに は 疑 ひない。 それと 同時に、 その 親 犬の 愛の 中に， 今迄^に； ^知って 来た 

様様の 獸の 親の 愛が 加 へられて、 そしても つと 一般的な、 卽ち槪 念 的な 「もの 言 はぬ よもの 獸」 

の 歌と なっても よい。 そこに は. K 朝の 感動が^ 接の 形で 現れて ゐる。 今迄 貯藏 せられた^ 驗が姿 

を あら はして、 それ 等の 經驗 の總 和と して、 槪念 形の 歌が 生じ 仁ので ある。 故に ここに 永^お お 

の 誠が 緊張して 現れて 來てゐ る。 具體 的なる 感動が 結晶して 一 つの 法則 的槪拈 的なる ものと なつ 

て も、 しかも その 結晶の 中には、 かかる 變容を 生じない 以前の 感動が、 そのまま 保存せられ て： W 

る。 そして 更に 廣汎な 感動が 姿 を 現す ので ある。 故に そこに は具體 的なら ぬ 形體が あり、 しかも 

几ハ| ^的な 感が伴 はれる。 然 らば この 威力 卽ち具 體感の 故に 是等の 歌 を も 亦、 寫生 歌と 首 ひ^るで 

は な い か 。 卽ち祓 雜性對 象 の 場合 における 寫 生 と 言 ひ ^ るで はない か。  . 
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かくて 槪念歌 は貯藏 による 變容 によって、 先の 經驗を 保存し、 それ を 威力に よって^ 現す るの 

である。 「意義」 と 「意^込」 と は、 決して 空に は 生じない。 ^接 經驗 によっての みせす る。 卽ち 

寫生 に よ つ て 生や る 。 されば 逆 に 威力 は そ の 底 棧經驗 の 存在 を 明示す る 形 で ある。 威力 ある 所に 

活 き た 經驗 が 存在す るので あ る 。 

文學の 上で 具體の 意味に は 自ら 二つ ある。 一 つ は 文 學形體 の ト-の n; (體 であり、 他の 一 つ は 文學 

^ゆの 上の 具 體 である。 吾等が 文學 から 受ける 具體感 は、 據る 所が この 二つで ある。 槪 念に 於い 

て も 亦 同一 である。 今 この 關 係から 次の 四つの 形が 作られる。 

1、 ^體 的形體 ^體 的^ 味 

2、 具體 的形體 概念的 意味 

3、 概念的 形體 具 體的意 味 

4、 概念的 形體 槪念的 意味 

1 が 具 體感を 有する こと は 疑ない。 之 を今寫 實的寫 生 歌と 呼ぶ とすれば， 2 は寫實 的槪念 歌で あ 

る。 これに は 具體感 がない。 故に寫 生 的な 外貌 を 有しつつ、 空しき 槪念 に過ぎない。 博物 學 的な 


檢丧ゃ 記载は 之に il する。 そして 普通 寫生 歌-と 稱 せられる の はこの 二者で^ る。 しかし 1 はお 生 

であるが、 2 は槪 念で ある。 3 は あら はれた 形で は 一般的 槪念 的で あるが、 具體的 ザ： 味 を^: する 

ために、 活き活 きした 具 體感を 有って ゐる。 これ は槪念 的寫生 歌で ある。 前述の 货朝 宗武の 歌の 

如きが 之で ある。 4 は 全く 槪 念の 歌であって、 名僧 知識と いはれ てるる 宗敎家 特に 禪僧 などが、 

この種の 歌 を 多く 供給して ゐる。 全く 概念的 槪念 歌で ある。 齊 通に 槪念 歌と いはる るの は 3  4 の 

0 者 で あるが、 そ の 中 3 は 寫生歌 で あり、 4 は槪 念 歌 で あ る 。 

されば 吾等が 寫生 歌と 稱し 得る もの は、 第 一種 は 形の 上で も竞 味の. ^でも 具體 的で ある こと、 

卽ち 1、 第二 秫は 形の 上で は具體 的で ない が、 意味の 上で^ 體的 である もの、 卽ち 3 である。 そ 

して この 第一 第二に 通じて 共^ せらる る 性質 は、 意味が 具體 的で あると いふ 點 である。 槪念耿 も 

亦 同一であって、 第一 種 は 形の 上で も 意味の 上で も 共に 槪念 的なる もの、 卽ち 4、  ^二 稀 は 形の 

上で は具體 的で、 意味の 上で は槪念 的な もの、 卽ち 2 であって、 兩者 通有の 性質 は^味が 抽象的 

な點 にある。 

十 

この 吟味に して 誤がない とすれば、 寫 生と は 現れた 形でなくて、 現れん とする 傾向、 ^ち 几ハ體 
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的なら ん とす る 意向 にある ので ある。 如何に 現された かでなくて、 如何に 現れ 出 でんと する か に 

ある。 もし この 意向 を 缺く時 は、 それが 如何に 具體 的に 書かれて あっても、 直に 槪念 となり 終る 

事、 2 の 如くで ある。 然して 具體 的な らんと する 意向 は、 感動の 姿の 中に 最もよ く 保有せられ、 

感動 は その 槳 中の 極に 於いて、 威力の 一 點に笫 中す る。 威力の ー點 に^ 中 すれば、 旣 に^の 何に 

よりて 感動した るか は、 說明 的に は 明かでなくて も， しかも 吾等に 迫って それ を 根强/ 、動かす 力 

卽 ち具體 性、 現^性が ある。 かくて その 形と して 現された る ものが 如何に 槪念 的で あっても、 そ 

れは活 き 活 きとして 吾等に 迫って 來 るので ある。 然 らば これ は觀 照の 世界に 於いて、 明かに 寫生 

歌で ある。 

かくの 如く考 •  おして 來 ると、 先生が 槪念 歌に してし かも 威力 あ h.- とい はれた 歌 は、 精し く 言へ 

ば寫生 歌に 愿 する もので あり、 1 寫生柒 中の 極 を 示した る ものである。 例へば 先生の 「太虚^」 

冬と 思 ふ^のい ろ 深し これの 世に 淸、 りかに して 人 は 終らむ (^子 政彥の 逝きし は 十二 ガ 十八 B た" き) 

ひとつ 日の もとに あ n- とし 思 ひつ つ いく 年久 にわれ はたの まむ (1W 藤茂吉 W: 歐に， M: ふ) 

の 如き 歌 は 何れも、 この 槪念 的寫生 歌 に^する ものであるつ そして 沒 みに 澄む 心の，：；！ ら にして 到 

る听 は、 形に 非す してし かも 形と 感ぜら るる 境 他で あ-る。 芭蕉の 句に 於いて， その 形 を ひたして 


るる。 背後の 澄みと ほりて 深.？ もの は、 旣に 形と 言 ふべ からざる もので あつ て、 しかも 剁 刻に 形 

をと る ものである。 藝 術の 深さと は、 この 形なら. ざる ものが、 刻刻に 形 を 取り 來る而 を 指す も 

のに 外ならぬ。 

對 象の 中核に 觸れ ると いふ こと は、 對 象に 感動す る 事に 外なら ない。 最も 强く 最も 深し と 威 ぜ 

ら るる 感動が、 その 對 象の 中核と 感ぜら るるので ある。 されば 屮核は 個人個人で 差異が ある。 幾 

何學 的中 心， 物 现 學的宽 心 は 各 一 つで あるが、 觀 照の 對象 たる ものの 中心 は、 個人^ を 持って る 

る。 そして 深く 潜む と は、 最も 深き 感動に よって、 屮 核に 觸 るる ことで ある。 感きを 切せ にす る 

事で ある。 そして この 感動の 集中が 威力で あるから、 威力と は- 冉び もとの 感動 を觀 照の 巾で ^活 

せし むる 力で ある。 卽ち 文學の 具象 性、 現赏 性に 外なら ない。 故に 藝 術.^ で槪念 歌と 言 はるべき 

は、 この 威力 を 有せ， ざる ものの 謂でなくて はならぬ。 隨 つて 先生が 先に 槪念 歌と いはれ たもの は 

この 意味で、 完全に 寫生 歌で ある。 創作 過程から みて寫 生で なく、 作品の 成績から みて 象徴で な 

いもの は， もとよ，^ 寫生 でない と北ハ に、 藝術 でもない。 藝 術と 言 はるる 爲に は. is! 生で あると 共- 

に 象徴でなくて はならぬ。  寫生 でもな く象徵 でもない と は、 結 W 藝術 でない とい ふこと と M じ^ 

味で ある。 

^■K 形の もの を寫生 歌と よぶのに 疑 はない が、 槪念 形の もの を も、 何故に お^とよ ぶか。 寫生 
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と はもと もと 態 皮 の 問題で ある。 作者の 態度と は、 作者の 經 驗に對 する 感動で あり， その 感動 は 

作； に 直接して ゐる。 故に 感動の 色^と 陰影と を そのまま その 作品 は 持って 居、 威力と なって 觀 

照の 世界で 活 きて 働く ので ある。 威力が 重要で ある。 形體 が具體 であるか 槪念 であるか は、 左稃 

重耍 ではない。 其の 作品の 與 へる 感が、 現货性 を 有する か 否かが 重耍 である。 これが 藝術 をして 

藝 術たら しむる 性質で あるから、 之を缺 けば * 藝術 たる 性質 を^ 失する。 故に 藝術 たらん が爲に 

は、 感動 を 基礎と しなくて はならぬ し、 感動 を甚 礎と する 態度 は寫 生で あり、 感動 を 威力と して 

感す るの は 観照で ある。 かくの 如く 感動 を 中心とする 以上 は、 これ を寫 生と 呼ぶ のが 適當 である。 

且寫 生の 語は藝 術の 初期より、 究極まで、 それぞれ 包含し $ て 便宜で ある。 外 容の異 る もので 

も， i お 生の 展 II の それぞれの 階級 屮に攝 取し 得る が 故に、 この 語 は扮て 難い ものである。 

次に 寫生 を對象 摸倣、 卽ち寫 具の 意味と 區 別しつつ、 しかも その 區 別に 一見 ふさ はしく 見 ゆる 

i お^の 語 を 川 ひぬ の は 何故で あるか。 ^一  に寫赏 とは對 象の 摸倣で ある。 しかるに- お^の 進む と 

共に、 對 象の 形 は 勿論、 更に その 形 を 成立た しめた 背景 や、 甚礎 をも寫 ^しなくて はならぬ。 對 

象の 行動 を寫^ するならば、 その 行動 をお こさし めた 心意、 卽 ち行爲 者の 性格 を も寫. K しなくて 

はならぬ。 次に は その 寫赏 しつつ ある 作者の 態度、 見地 も その 中に 何時か 入って 來 るの を 拒否す 

る ことが 出來な い。 かくの 如くに して 對 象の 全體 並びに 作者の 性格 を も 加へ て、 之を寫 赏 する 赛 


は * 寫 赏 とい ふ 普通の 意味で は、 深く 1 廣すぎ る。 寫^ といへば、 對 象の 形體 摸倣の^ 咏 である。 

かかる 寫實の 意味が 何時か、 更に 高い 寫 .K の.^ 味と なって 來てゐ る。 卽ち寫 生と なつ て來 てお 

る。 故に 寫赏の 深化 は 必然に 寫生 となる ので ある。 隨 つて 寫 生と いふ 語 は、 それが-： E 發に 於いて 

寫實 に 立てる 意味 を 示す と共に、 寫赏 が 如何に 深まり 得る もの な るか を も 示して るる。 然 る に i お 

意と いふ 語 は、 形體 から 分離した 意味、 卽 ち形體 を輕ん じた 感銘 を 意味す る。 寫意は 形體を 感銘 

の 軍なる 一方 便で あ， り、 I 因緣 であるかの 如くに、 輕く考 へやす い。 或は 形體 を輕 蔑し l^f. ^す 

れ ばす る稃、 意味 は. 0 由に なり 深ま， o 得る が 如くに も考 へ られ やすい。 かかる^ 解 は形體 とな ゆ 

と の 關係を 偶然 と 兌る^ から 起 る ので ある。 形體か ら離 るる こ と は 、 作品 を藝術 仁 ら しめぬ^- で 

あり、 「意」 を も 併せて 失 はしむ る 事で ある。 故に 寫 意と いふ 語 は、 藝 術に その 颓燧 と^^と を^ 

致し やすい。 故に 今 之 を 採らない。 寫 生の 語 は寫赏 と寫 意との 問に あって、 最も^ 體 的に 制作の 

消息 を 示して ゐる。 換言すれば 寫眞と 法則との 間にあって、 藝術を 示して ゐる。 故に. お^ 或は 寫 

怠の 如き かたよった 語 を 用 ひすして、 寫 生と いふ 一 般的 なる 語 を 用 ひねば ならぬ。 

かくの 如くして、 八-や 槪念 形と 见ら るる ものに 三種 ある。 笫ー は 具體 的に 生き生きと 働き かけ 

る 力の ない 全き 槪念 形で あり、 m 二 は槪念 形ら しからす、 むしろ 寫生 形ら しくて、 しかも 槪 念に 

外ならぬ ものである。 是等は 共に 藝 術の 範阖 外の ものである。 然るに is 三 は 形 體には 何等^ ^的 
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なる 形， 卽ち寫 .K 形體を 示さ やして， しかも 具 體感を 以 つて 活き活 きと 働き かける ものである。 

これ は蕩術 の 範圍中 に 入る ベ き 槪念形 であって， 前 二者と 全く 生 因 を 異にし て 居る 。 槪念 形で あ 

りながら、 しかも 槪念 形で はなく， 寫 生の 働の 究極 を 示した ものである。 故に かかる 槪念 形の 存 

在 を 明瞭に する 事 は、 はじめに 寫生 以外に、 更に 一 つの 價値 ある 別種の 道の あるが 如くに 見えた 

混亂を 除去す る。 卽ち槪 念に して 猶且 一 つの 價値 ある 道 を、 寫生 以外に 別 立し 得る かの 如くに 見 

えた 誤 を 訂正す る。 はじめ 槪念 とみえた もの は、 此處に 完全に 寫 生の 大道 屮 にある ものと 認めら 

れ、 隨 つて 寫 生の 道の みが、 唯一の 道な りと 確認 せらる るに 到った ので ある。 


第三 章 言葉の 幅と その 定位 

尋常 小學 校の 阈語^ 科 書に 「大蛇た いぢ」 の 課が ある。 この 課を學 校で^って 來て、 私の 子供 

は 私に、 この 話の 眞僞を 尋ねた。 背中に 杉 檜の 様な 大木が 生えて ゐる 大蛇が 不思議に 恐 はれる の 

かと 恐ったら、 さう ではない。 怪物 だとい ふから、 そんな 大きな 蛇 もあった かもしれ ないから： 小 

思議 はない。 ただ 不思議な の は * その 大變な 怪物 をす たやた に 切った とい ふ點 である。 子供 はチ 

ラン ノサ ゥ, ス 等と いふ 様な 前世 期の 雨 棲 動物 を考へ てゐ るから、 北 ；3 のこと では あり、 まだ そん 

な 大蛇 も 居た ので あらう と 忍って ゐる。 ただ 素 盞鳴命 は 一本の 刀で、 谿峽 八つに わたる 稃の尺 蛇 

を やた すたに 切った。 一 つ 二つに 切り離す こと は出來 たと しても、 やた やた に 切った のが 不^^ 

だとい ふので ある。 r 敎校 原案、 讀 方と 綴 方」 に はかう 誊 いて ある。 

ある 人 はこれ を 「この 現赏 離れの して ある 所に^ 趣が あるので、 之 を 考證だ てして ^ 窈 詰 めに 吟味して しまう と 此の 味 は 
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^くなくなります」 と 言って， Q る。 しかし こ. fi は吾繚 成人 ひ考 へる こと e ある。 現お 離れの して ゐる 返に^ 趣が あると い 

ふな、 りば、 これ はこの 程度の 子 ^ に對 して は、 不 iK おの 敎材 である" この W ぉ雜れ のして ゐる 返に^ 趣 をみ つける 敉 にな 

るのに は、 もっと 上极 になって、 或は 屮學^ 位に たって * なくて はな-りぬ" 祌話 が祌^ として 而. a いのは、 それが" Ei5 で 

あるから ではなくて、 それ を 非常に 珍、 りしくて、 しかも 非常な asK だと 感ずる か、 しで ある。 

そこ で 丄 6 た 

「神話に^ して ほんと です かと 閗 く兒萤 が ある。 さう いふ 時には 大北 曰の^で こんな 風に 本に 甞 いて ある。 恐ろし い W を こ 

ん なに S つたので あ、 り-つ 位に いって a けばよ いと^ ふ」 といって ゐる人 も ある" しかし それで は 生徒の 切. K な 疑惑 を 解く 

こと は出來 ない。 生^の かラ いふ 探求 心 を、 ごまかして 通って は、 生徒 を 重ず る ことに はな リ にくい。 几 その 昔の 本に か 

いて ある こ の 事が、 本 ^かどう かと H: ひか へされる とこん ど は * それ を輕 くそら してし まふ 譯には ゆかな いので ある。 

然 らば この 問題 は 如何に 解稃 すべきで あるか。 これ は 一方に 於いて 虛僞 であり、 この 點 は旣に 

お 帝-..: n: らも 氣 がつ いて ゐる。 しか し M 時 に 之 を 虚^で ある と 言 ひ き る こと は 困難で ある 。 その 中 

に は 具^と して、 n 儿童の 心に^ 接に 訴 へる ものが あるから である。 卽ち 一方に は 虚偽で あり， 他 

方に は 真實 である。 

而し てこの 問題 は， ^出と 被逄 出との 關 係を考 へれば 自然に 现 解せられ る。 吾等が 本質と 呼ぶ 

の は、 過去 をお り 立た しむる と共に、 i6 仁 未 來をも 成り立た しむる ものの^ 眛 である。 卽ち 過去 


に 於いて 然 りしと 共に、 未來に 於いても 亦 然るべき ものの 意味で ある。 故に 本質 は、 過 力に おけ 

る 逢 出であった と共に、 未來に 於いても また 產出 する ものでなくて はならぬ。 過去より 未來 にわ 

たっての 絕ぇ， ざる 產 出でなくて はならぬ。 されば 本質と は 常に^ 出す る ものの. S 味で ある。 產出 

の絕 えざる 持續 である。 卽ち產 出の 無限の 傾向で ある。 産出の 常然 である。 隨 つて 被逄出 を觀る 

ことによって、 吾等 は產 出す る もの を 知り 得 る 。 卽ち 本質 を 知り 得 る 。 被^ 出は齑 出す る も の を 

語る からで ある。 被產出 は齑出 者の 當然だ からで ある。 齑 出の 當 然を考 へれば、 被 症 出の 様狀を 

知り^る のみなら す、 被產出 を考へ るに は 常に 產 出の 様狀を 考 へなくて は、 之 を 明かに する こと 

が 不可能で ある。 故に 被產 出を考 へる のに、 これ を ^出に よってす る こと、 逢. 出 を考 へる のに、 

被 逢 出を以 つてす る ことが、 本質 による 考へ 方 で あ る 。 魔 出と 被產 出と を迚給 せ る 體系 と し て 考 

へる ことによって、 はじめて 被產 出が 理解 せられる。 

ここに 於い て 文章 は、 そ の 中に 必ゃそ の 文章 を 翁く 働 を ふくんで 居る。 故に 文^^ ト -:: く 働に 卽 

して、 文章 を讃 まなくて はならぬ。 讀 みが、 文意 を i やる 所以で ある。 文章 は被產 出で ある。 こ 

の 被 產出を 産出の 展開と みる こと、 卽ち逄 出と 被 症 出と を 一貫した 系統と して 兄る ことが、 ^み 

の 力で ある。 

^；に 「在る がま ま 一 と は、 その^、 それ をして あらしめ たものに 甚くが 故に、 「在るべき まま」 
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である。 存在 は必 やそれ の^く、 あらしむ る ものの 連辕 として 見られなくて はならぬ。 されば 「在 

るが まま」 に みん とする 努力 は、 「在るべき まま」 に见 る處ま で 進まなくて はならぬ T. ^る 1 もの 

を 深く みれば、 それ は 必然に 「在るべき」 もの を 見る 處まで 進む ので ある。 隨 つて 「现 赏」 と は 

^に、 今 ある ものに 止ら や， それ をして あらしめ しもの、 卽ち あるべき もの を ふくむの である。 

卽ち. 在るべき ものと.^ る ものとの 一 致で ある。 故に 本質 は 一 つの！？ 能狀 態で ある。 決して 審物そ 

の もの を 可能なら しむる 條件 でもなければ、 また^ 因で もない。 可能 狀 態が 產 出に よって 被^ 出 

となる ことで ある。 この 故に 本質 とは牮 なる 存在 でなくて 當然 に よ る 存在 で あ る。 本 IS と は 當然 

による 被產 出で ある。 被遗 出に よりて 產出 を觀、 產出 によ， りて 被 產出を 観る ものである。 かかる 

s» 卽ち 本質的 態度 か A 見れば、 產 出と 被^ 出と は 同一で ある。 かく 逢 出と 被^ 出と を 2 一と 

みるの が、 象徴的な 観 方で ある。 

精神 現象 は、 ブ レン タノに よれば、 現象 中に 意味 を ふくむ ことで ある。 對 象に 盘 味の 內在を 見 

る ことで ある。 對象 を^ 味 化す る ことで ある。 對象は もとより^ 等 の 作 れ る被產 出物 のみと は 限 

られ ない。 然の^ 象 は 多く 吾等の 產 出せる もので はない。 しかし その 對 象の 中に、 意味 をみ る 

ならば、 對象は その 人に 對 して は 被^ 出物で ある- これが 對象を 當然 化する 働であって、 ^汴で 


はこの 働 を 「敬」 をと して 言 ひ あら はして ゐる。 自然に 對し てこの 考が立 ち将 るなら ば、 文 に 

於いて は 言 ふ 迄 もない。 

この 態度から 「大蛇た いぢ」 は解釋 せられなくて はならぬ。 故に 「敎 授^ 案、 靖 方と 緩 方」 は 

之に 對 して、  - 

敎師 は祌 話から、 その 祌 話に 對 して 生徒に をうた が はせ る^な 心 を 摘發す る 態^ を 避く ベ き で あ る が、 チ： 徙か、 し. n 發 

的に さう いふ 疑が 生じた た、. りば、 敎師は それ を 通 して 生徒の 要求 を 認め、 生徒 をして 討究せ しめ、 その 祌 話の 巾から 

^を 求む る ことに 誘導し、 この 神話が 示す s? 氣、 愛、 知の 三つの 性を發 見せしめたい。 これ を 生徒 c*,"^: 题 として 

考へ しめれば よい。 生徒が 之 を以っ てす ベて 4! 偽と するな、 りば、 そして そ の 虚^の 故に 興味 を 失 ふなら ば、 ここに： & いて 

初め て祌 話の 投出を もっと 下級に する か、 上钗 にす るかの 問題が 切 K に 生じて くる。 

と 言って ゐる。 この 眞赏性 を 發 見せし むる に は、 これ を 軍なる 被齑 出物と して：： ^す、 ^出 卽 ち-被 

産出と しての 展開と みるので なくて はならない。 旣に 作り 終られた る ものと^す して、 作らる る 

ものと して 見るべき である。 被產 出の 巾から、 產出を 見出す ことによって、 はじめて ^^^が 敬 

見され るので ある。 文の 眞^ は、 文意に 見出す の 外 はない。 文^と は耍 する に淹出 を^ ふに 外な 

ら ぬからで ある。 

こ^ > 綴 方の 方面に 1： ければ^, 鼓が 生やる と は. ^己の 丈^ を， やに^ U の ^係： 1^. い 
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てみ る ことで あ る 。 卽ち被 産出た る 文章 を、 ^出 の 立場から 见 な ほ しま S きな ほす ことの 繼 續 で あ 

る o 

もと 言葉 は被裔 出物で ある。 故に 言葉 をば 常に 產出關 係、 卽ち^ らんと する 要求に^い てみ な 

くて はならぬ。 換言す れば 言葉 になる ベ き當然 の 立 場 か ら みなくて はならぬ。 然るに こ れを取 に 

被 症. 出物と しての み 取扱へば、 卽ち齑 出の 關 係から 剝 離して 取扱へば、 これ は 完全に 符號 となつ 

て來 る。 完全なる 道具と なって くる。 故に 道具 を 先づ與 へて、 それから 語らせる のが 一般の 順序 

であるかの 如くに 考 へやす い。 しかし 言語が 語られる 前に、 言葉 を讅 るべき 要求が ある。 言葉 を 

お ぼへ る こと そのこと-が、 旣に 言葉 を かたらう とする 要求に おくれて ゐる。 子供 は、 三歲 にして 

語らう とする。 しかし それが 語る 言語と なる もの は  一 二であって、 大部分 は 意味 をな さない 音の 

述綾 である。 私の 家の 滿ニ^ の 女の子が、 私が 學 校から かへ つて ゆく と 「それから ねえ」 と はつ 

き. o いふ。 それにつ づけて、 何 かしきりに 語る けれども、 あと はわから ない。 語らん とする 耍求 

は 完 全で あるが、 まだ そ れ は 言葉 にまで 展開して ゐな いの で ある。 けれ， ども その 不可解な 昔の 連 

^の 問に、 だんだんに^ 解 せらるべき 言葉が あら はれて、 ある 場合に は 意味が 通じてく る。 この 

女の子 もやが て それ を^ 解 せらる る 言葉の 系統と して 產 出し 得る 時が くるで あらう。 故に 言葉 を 

知り 得て 語る のでなくて、 語らん として 一一 一一：： 葉 を 知り 褥 るので ある。 語らん とする 耍求 なき 處、 產 


出せん とする 要求な き 所に は， 言葉の^:^ さ へ も あり 得ない ので ある。 描かん とする 要求が あつ 

てはじめて i 田く 動が 出て くる。 

被產 出物た る 言葉が、 產 出の 要求に^ 礎づ けられて ゐ るなら ば、 言葉 を 现 解す るた めに は、 產 

出の 立場に 立たなくて はならぬ。 產 出の 立^に 立って、 はじめて その 言葉 は现 解せられ る。 

柬 京曰暮 里の 七 面 坂の 某 店で は、 その 店頭に 「ない もの はない」 と大甞 して ゐる。 無い もの は 

無い と は、 一 體何を 意味して ゐ るか。 言葉 そのもの として は、 無い もの は 無く^る ものの みある 

こと を 言 ひ あら はして ゐ るに 相違ない。 しかし かかる 现解 では、 決して 吾等 を滿 足せし めない。 

^に 進んで その 言葉の 語らん とする 處の もの を 理解せ しめんと する。 そこに 廣吿 としての 效果も 

生す るので ある。 おそらく 店主の ねらって ゐる處 も 亦 そこに あるに 相違ない。 この 標語 は 次の 如 

く兩樣 に解釋 せられる。 

第一、 この 店に は 如何なる 商品で も 無い とい ふ もの はなく、 すべてが 完備して ゐる。 卽ち商 

品 一 として 隨ら. ざる ものな しとい ふ 意^。 

^二、 この 店に は、 有る 物 だけが あって、 無い もの は 無い ので ある。 卽ち 商品 はすべ てを完 
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備 して _Q るので はない とい ふ 意味。 

而し てこの 二つの 意味 は 正反對 である。 店の 様子 をみ ると、 ^物 全備の 百貨店ではなくて、 比較 

的 派手 派手し くない 靴 店で ある。 この 店の 様子から 考 へる と， この 店主の 意向 は、 おそらく その 

何れの 意味で もなくて、 次の 意味で あるら しい。 

笫 三、 この^ は 表面^ 般の 商品 を 完備せ. ざるが 如くに 足え るが、 靴に 關 して は 一お を 完 i し 

てゐ るつ もりで ある。 ただ それ だからといって、 やはりない もの. は 無い ので あるから 

有る もの を 買って ほしい。 

これで は 第一 の^ 味 を 要求. として 持ち、 第二の 意味 を 事 實 として 持って， Q るので ある。 ここに 店 

主が 自己の 店 舖に對 する 要求と 實 現との 態度 をみ る ことが 出來 る。 かかる 多義なる 語 を • 一  つの 

意味に 確定す るの は、 讀 みの 力で ある。 

私 はこ こに も 一 つの 例 を あげる。 それ は數年 前の 秋の ことで ある。 上野で 美術展 覽^ おみて、 

そこで 久しぶりにあった 友達と 山 下の 一茶 店に 茶の みに よった。 丁度 そこ はすいて ゐて、 私迮の 

前に 二人の 靑 年が ゐる ばかりで ある。 糾 飛白の 羽織と 着物と を 着た 堅^な 靑年 である。 その 靑年 

の 一 人の 一 H 葉が ひょっと 閒 えた。 


「靜物 を 食 はない か」 

とい ふので ある。 そして 卓上の 林檎 を 取り上げた。 すると 外の 靑年も 「うん」 と輕 くうな づ い て * 

i6 た 林檎 を 取， o 上げた。 この 時 私 はこの 言葉に 二つ の.^ 味が 感ぜられた。 

^一  • 林檎 を靜 物と いふの は、 今日の 展覽會 のどの 甞； も、 靜 物と ある もの は、 何れも 巾し 八：： 

せた 様に、 林檎と パ ナ ナ である こと を 諷刺す る 意味。 

^二、 林檎の 一名 を 美術の 方で は靜 物と 言 ふの だと 恩 ひこんで、 それ を 正 商に 言って ゐる^ 

味。 

この 二つ を 決定す るのに は、 その 語る 人の、 卽ち產 出の 態度に よる 外 はない。 この 靑年逹 は m 含 

の靑 年で ある。 決して 第一 の 如くに 都會 風の^の きいた ことが 言へ る靑 年で はない。 E4" らしい 

朴 實な靑 年で ある。 そして それが 眞 顔で 笑 もせす に 言 はれて ゐる。 故に 諷刺でなくて、 確信で あ 

る。 林檎 は靜 物と 言 はれる とい ふ 確信で ある。 これ は その 一般的な 態度から も、 それ を-一一-:: ひ 終つ 

た 後の 態度から も、 また それ を ^解す る對 者の 態度から も、 私 は 少しも^ 1 の.^ 味を见 出さな か 

つた。 この 二つの 間の 幅 を、 一 つに 決定す る もの は、 その 語る 働に ある。 ^出の 働に ある。 ^出 

の 働に よって 同 一 の 言語が 全然 相違せ る 意味と して あら はれる。 
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S 語」 の 泰伯第 八 に あ る 有名な 句 

子 闩 く、 民 は 之に 由ら しむべし。 之 を 知らし むべ から や。 

は、 二つの 解釋が 可能で ある。 

一 , 民 をして 人 叩に 從は しめよ。 その^ 巾 を 1. 解せ しむるな。 

こ の 解釋に よれば、 無上 絕對 命令と し て從 はし めよ、 民 は 愚なら しめよ とい ふ 政策 的の 立 で あ 

る" 故に この 「べし」 或は 「ベ からす」 は 命令で ある。 

二、 民 をして へ 叩に 從 はしむ る 事 は 可能で ある。 しかし その 理由 を 一 一理 解せ しむる 事は不 IT 能 

である。 

この 解釋 によれば 强腿 的に 服從 せし むる 事 は 可能で ある。 けれども 一 一 その 卵-由 を 卵-解せ しめ 

て、 ^解に よって 行動せ しむる こと は 困難で あると いふ、 敎 育の 微力 を 嘆く 立場 をと つてる るの 

である。 故に この 「べし」 或は 「ベ から や」 は 可能、 不可能の 意味で ある。 

而し てこの. 1 者 は 共に 文法的に は 可能で ある。 隨っ てこの 語の 眞意 は、 孔子の 語らん とする 働 

に依據 しなくて はならぬ。 換言すれば 「べし」 の 被. 症 出 を解釋 する もの は、 その 產 出の 働で なく 

て はならぬ。 故に この 二 解釋屮 何れが 正しい か を 定める に は、 孔子の 產 出の 働 を^なくて はなら 

ぬ。 孔子 は敎育 を^ じ、 敎脊を 使命と した 人で * 敎 へて 倦ま ざり し 人で ある。 故に 孔子 は：^ に對 


する に、 强^ 的 態 度 を と り 之 を 强耍 する こと を 正 常 だ として はゐな い。 のみなら や：^ を して 知ら 

しめす、 民 をして^ ならしむ る こと を 望む 譯 はない。 民 をして 现 解の 上に 立ちて、 進んで^ をせ 

ん こと を 望んだ ので ある。 しかし 敎 育の 設備 十分なら や、 その 及び 得る 範阇の 狭 少なる 時代に あ 

つて は、 敎 育の 與 へ^る 1! 解 力 は、 到底 政治の 强制 力に 及ばない。 孔子の 嘆 は ここにあった ので 

ある。 民に 對 する 政事 的强制 力の 大 に比べて， 敎育 の與へ 得る^ 解 力の 甚だ 弱少なる を^いた の 

である。 SJZyBJ ならし めん ■  としたの では. なくて- 民 をして 贤 なら じめん どす る も， そ 93 

能なる を 嘆いた の-で^^ TTd, れは 政事 的强壓 .PS^TAi^^.^.Kl^ff^s.^sT^ 

ふことの 難き を 嘆いた 語で ある" 敎 宵^ を 0 る 語 で -mcs, て L 子の この  一^ S  0 

ー產出 作ずに 立つ ^JhsTr^ 意味、 敎育の 可能^^ Iglf^wII^F. ベ 

きで ^3-0 

今 技に 「さう」 と い ふ 言葉が ある。 「さう」 の はじめに 力を入れる 時には、 「さう」 だとい ふ^:.^ の 

意味 を 表す。 然るに その 語の 終に 力を入れる 時には、 「さう ではない」 とい ふ、 仝 否定の^ 味 を 表 

す 様になる ので ある。 それに 表情が 伴って くると、 その 肯定 否定の 兩 者に S 情を附 加したり、 嫌 

惡を附 加したり する。 そして 静かに とどまって 言 ふ 場合に は、 反省の^ 味になる。 更に 「さう か 
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しら」 とい ふ 疑、 「さう でした か」 とい ふ 驚、 その 筏榇の 心の 働き を 示して るる。 かくの 如く 肯定 

から 否定に 及ぶ ひろい 幅の 上で、 同情、 嫌惡， 反省、 疑惑、 驚愕^の 各種の 段階 を 通って 來 るの 

であるから、 この 「さう」 とい ふ 一 語 は、 人間 生活の ほとんど すべ ての 精神 生活の 侧而を 示す も 

のと 言 ひ 得る ので ある。 

ここに また 「奴」 とい ふ 如き 言葉が ある。 この 言葉の 意味 は、 一般に は 憤 ig 少 きもの を 呼ぶ の 

であるから、 この 言葉に は輕蔑 或は 佾^ の 意味 を 持って ゐる。 然るに この 言葉が、 .E 分の 可愛 ゆ 

きおに 對 しても 用 ひられる。 そして それが 擴大 せられて、 心安い 者^ 志の 談話に も、 度度 あら は 

れて來 る。 されば この 言葉に も 亦、 輕蔑、 愴惡 の^ 味と 共に、 是等と 正反對 なる 親愛の^ ゆが あ 

つて、 この 幅 も 可成り 廣 いので ある。 

かくの 如くに 言葉 そのものの 幅が 廣 いとい ふこと は. それだけ 言葉が ill" 的に 不確定で あり、 

嗞眯 である こと を 示す もので は あるまい か。 一言-が ー竞 のみ を 表すなら ば、 言葉の^ 味 は 明確で 

ある。 然るに 一一-一！： 葉が かくの 如くに 漠然たる ものであって は、 言葉に よつ て は 意味が 通じ 難いで は 

ないか。 卽卞 4: 薬 を 明かに する 仁め に は、 出來る 限り、 1K 葉の 幅 を k 定し， 狹少 にして 來 な，、 て 


はならない ので はない か。 iM^ 幅 を 限定す る もの は- 產^ である" ，ー：-1 葉な る 被產リ 」 

の被產 出の； S 礎た る產 出に よつ. v 定位さ^。 この 廣ぃ 幅の ある 言葉が、 今 何 を 意味す るか は、 

言葉 そのものの 吟味で は 決定 出來 ない。 卽ち辭 # 的 或は 文法的に は 決定 出來 ない。 これ を 決定す 

る もの は產 出の 狀態 である。 その 時 その 時の 意味 は、 ^出の 方向が これ を 決定す る。 こんなにぬ 

い 幅 を 持つ から、 言葉 ひ 添^が-意 の に、 產 出の 嬙.^ が 之 を 決^す る か，^ そ 

^ て狹 少な 幅の 言 tfF に 示し なかった 言葉 ひ^ I と 陰影と が あら はれる。 幅 は 依然と 

して 幅であって、 しかも この 幅が 一 つに 決定し^ 屮 する 所に、 產 出の 味が ある。 細かい 心の 起伏 

が 明瞭に 表示され る。 

故に 言葉の 意味 は、 今 ある 言葉の 形 を 現す だけで はない。 今の 亦 在の 狀態、 卽 ち被產 出の 狀態 

と共に、 かかる 存在 をと るに 到った ま 出の 働 を も あら はす の である。 言葉の 意味 を解釋 すると 

i^fIT#itfrMl^-s 產： 言葉に 化して 行く 恨-である。 卽 ち^る も 

のと 在らん とする ものとの 一致で ある。 象徴の 上に ある。 .1^ る もの を 表すと 共に、 それ をして 在 

らしめ しもの、 在らし めつつ ある もの、 並びに 將來に 於いても 常に 在らし むる もの を 象徴と いふ 

ので ある。 故に 言葉 は象徵 でありて、 道具で はない。 道具 は それが 產出を ふくむ こと 勿論で ある 

が、 道具と しての 憤 値 は、 それが 如何に あるかで 決定 せられる。 存在に よって 決定 せられる。 そ 
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の 道具が 如何に 使用 されても、 誰に 使用 されても、 それ は^: 在で 決定され て、 幅 は 著しく 狹少で 

ある。 逄出狀 態、 傾. M 狀 態と は連關 する ことがない。 

一 ーま某 が 斯樑に 極端から 極端の 意味 を あら はすこと は、 決して 道具 ゃ符號 の 持ち^る 性質で はな 

い。 道具 ゃ符號 も被產 出物であって、 これ-が 齑 出の 過稃 から 考 へられなくて はならぬ こと 勿論で 

あるが， その 被.；^ 出物の 持つ 性質の 幅 は狹少 である。 隨 つて 之 を狹少 にし、 ^中せ しむる こと 

は、 道具 や 符號に は 市： 要で ない。 符號 の符號 たる 性質 は、 それが 唯一 つの 意味 だけ を 表す 點 にあ 

る。 符號が 多義であって は、 符號 としての 確か さがない。 符號も 道具 も それが 狹少で 結晶して. Q 

る處 に^ 在の 憒 値が ある。 この 故に 道具 ゃ符號 にあって は、 逄出は 限定と して 働いて ゐる。 定位 

の 姿 をと つて 働いて ゐる。 定位の 姿の 確かな もの 稃、 道具 は 鋭く、 符號は 確かで ある。 限定し 盡 

し、 確定し 終った ものが 被產 出と して^す るので ある。 道具 や 符號を 使 ふ 働 は、 その 確定し 限定 

した もの を、 そのままの 形で 使へば よい。 しかるに 言葉 は. 症 出の 狀 態に li じて 幅 を^って ゐる。 

その 幅の ある 言葉 を， 確かな ものに 定位す るの が 語る 働で あり、 同時に 聞く 働で ある。 語り 或は 

聞く と は、 SEE を 限定す る 働で ある。 幅な きもの を、 そのままに 使 ふのと は、 ，！z ら 相違す る。 幅 あ 

る もの を： Si なく 用 ふ る の で あ る 。 


^づ內 に 育てられた ものが， 外に あら はれて 形と なるとい ふ點 では、 被 産出 物 は 正に 同一で あ 

る C 育まれた 時の 面影が 必然に その 形の 屮 にも、 その 有つ 意味の 屮 にも 保 たれて るる こと は、 M 

一 である。 道具 は 尖鋭に 定位せられ、 言語 は 緩漫に 定位せられ てるる。 それ を 尖鋭の ままに 使 ふ 

の は 道具と 符號 であるし、 尖鋭 化して 使 ふの は 言 薬で ある。 これが 雨 者の 相違で ある。 道具 は そ 

のま i6 使 ひうる やうに 作られ、 言葉 は 更に 之 を规定 してでなくて は 使 はれぬ 様に 作られて ゐる。 

道具 は 直接に 使用に 結合す るが、 言 語 は 使用す る爲に は？ 重ねて， 规定 せられ な くて は な ら ぬ 。 言 

語 は 語る 人に よって W び 規定す る こと を 要求す る。 道具が ただ 一 囘の產 出で ある 時に、 言語 を 語 

り 或は 閜 くこと は、 逄 出の 齑出 である。 重ねられた る 逢 出で ある。 ここに 一一お 某の 未決^ 性 卽ち可 

變 性が ある。 道具 ももと より 使用 前にお いて は、 之 を 磨いで 銳 くしなくて はならぬ ので あるか 

ら、 また 一 つの 規定で ある。 この 點 に 於いて 道具 も 言語の 作用と 變ら ぬで はない かとい ふ 異論が 

出る。 しかし 道具が 尖鋭なる べき 事 は、 これ 道具の 存在 様態であって、 それが：. ^鈍に なった の は 

道 真と しての 頹廢 である。 之 を もとの 形に する の は、 道具の 使用 を 規定した のではなくて、 先づ 

道具た るべ き 性 g を规定 した ことで ある。 道具の 使 川の 問題でなくて， 使 川 さるべ き 道具の 問題 

である。 言語に 於いて、 その 發音が 正され 語脈が 正される のと 同一 である。 語る こと その^-では 

ない。 語る 前の 事情で ある。 言語 そのもの 卽 ち被產 出と しての 形の 症 出で ある。 この 點 以後 を 比 
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較 しなくて はならぬ。 

言語 はかく 幅の 廣 いものであって、 產 出に 產出を 重ねねば ならぬ ものである。 隨 つて ここに は 

產 出の 力が 特に 大きい。 そこで 產出は 時に 言葉と してではなくて， ^振り や 表情に も 現れる。 む 

しろ^ 情 や^ 振り は 言語の 一層^ 始形 である。 表情 やゆ 扳 はもつ と 未決^で あり、 言葉よりも 史 

に 出 を 重 ねねば ならぬ からで ある。 かくて ^始 的な 言葉 ほ ど 未決定 である。 これ は まだ 言葉の 

組織 そのもの として、 獨 立し 得る までに 精し く 分化して ねない からで ある。 卽ち產 出が 萠芽 的で 

ある。 然し 现 さんと する 要求が 複雜 になれば なる 稃、 言葉の 產 出が 精緻になる。 この 點で 言葉 は 

漸次に 尖鋭に なって 來る。 然 らば 言葉 はいつ か尖銳 になり 盡 して， 道具と なり 符號 となり 終る 時 

が あるで あらう か。 

限定 性の 最も 太き いと ^はれる もの、 卽 ち尖銳 性の 大きい もの は、 名辭 である。 そこで 花と い 

ふ 語 をと つてみ る" 花に は樱も あり、 梅 も あり， 百合 も あり、 枯捭も ある。 「花 一は 花なら ざる 他 

の 葉 やおや 犬から. E 己を區 別し 限定す るが、 その 中に 花に よつ て 示さる るすべ て を ふく んでゐ 


る。 花の 槪 念の ふくむ もの 一切 を、 「花」 の 言葉の 中に ふくんで るる。 この 關係は 花 を- 史に 狭少に 

して 「櫻 花」 とい ふ 言葉 をと つても 同様に 殘る。 數十 種の 樱の種 額 を ふくむと 其に、 隣の 櫻の 花 

が あり、 去年の 樱の 花が あり， 上野の 櫻の 花が ある。 故に 名辭の 中で 最も 限定 性の あるの は、 普 

通名 辭 その他ではなくて 、- 固有 名辭. である。 固有 名辭は 言葉の 中で 最も 限定 性 を^し、 隨 つて 尖 

する。 しかし 固有 名辭は 言葉の 中の ほんの 一： 部であって、 他の 凡て は 未決定 性の 屮 にあ 

つて、 それが 再び 決定 せらる る こと を 要求して ゐる。 卽ち 定位 を耍 求して ゐる。 故に 言葉 は 道具 

になり 終る こと はない。 

言葉の 最初の 時期に あって は、 、王辭 と^ 辭とは 直接に 接續 して 構成せられ てゐ た。 「花^く」 の 

如くで ある。 「花^く.」 と は、 力の 中心た る 「花」 が、 その 力の 產出 としての 「咬く」 を發 生した 

ので ある。 花の 中に あった 當然 が、 ^くと して 產 出せられ たので ある。 しかし 花が、 唉 くに 向つ 

て 展開す る 場合に、 それ を 更に 精し く 見れば、 

花が^  く。  花 は 咲く。  花 も 咲く。 

花に^  く。  花と 晚く。  花 さへ 咬く。 

せ： ハ他 様様 ある。 産出が  一 精細 を 求めて 來 ると 共に、 「花唉 く」 だけで は、 不滿 足で ある。 花 は 
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^くに 向って 產出 すると 共に- 「咬く」 を 更に 完全に 花に 還元しょう とする。 花の 產出 は、 ここ 

に 於いて また 「^く」 の 產出を 刺戟す る。 しかも 「吹く」 の產出 はもと 花の 產出 に^く もので あ 

るから、 その 「花」 と 「^く」 との 兩 者の 產出 は、 一 つの 系統的 展開 をな して 來 るので ある。 

くに 對 して は齑出 であるが、 花に 對 して は產 出の 產出 である。 ここに 於いて、 この 第二の 產出は 

「花」 と 「咬く」 とに さしはさまれ、 「花」 と 「咬く」 との 兩 者に 直接す る。 これが 「てに は」 で 

ある。 第一 の 「が」 をと つて、 「が」 と 「花」 との 關係 について 考 へて みる。 「花咲く」 では、 ここ 

に 咲いて ゐ るの は 花で ある、 花が^い たので あると いふ 稃の 漠然とした 認識で ある。 それが 認識 

の 分化に よって、 ここに 暌 いて ゐる もの は 花で あり、 花 以外の 何者で もない と 言 ふ 展開に なれ 

ば， その 被 產出は 「が」 である。 しかし この 判別 作 川 は、 「は」 程に 大 ではない。 次に 之 を 「咬く」 

の關 係に ついて みれば、 「が」 は 哚く働 を 花に. M つて 還元せ しめる。 咬く 働の 定立に. S つて 展開す 

るので ある。 

「花」 は 存在で ある。 しかし 「花」 とい ふ 言葉 は その 當 然として 次の 展開に 向って ゐる。 「暌 く」 

も 存在で ある。 この 「^く」 とい ふ 言葉 も その 當 然として、 「花」 の 方に 向って 展開しょう として 

ねる。 その 常 然と 常 然との 定位の 上に あら はるる のが、 「が 一で ある。 
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ここに 「花」 と 「暌 く」 と は 一 つの 系統と なる。 この 系統の 統一 點は 「が」 である。 かくて 「が」 

はこの 「花が 咬く」 の 文の 形象と なる ので ある。 されば 日本語の 中で 最も 重要な 位^ をし める の 

は， 「てに は 一で ある。 かかる 位^に あるた めに， その 發逹 もお くれてる、 「が」 の 如き は. 足 利 時 

代の 發生 だとい はれて ゐる。 子供に あっても、 「てに は」 は 最後に なって はじめて 言葉に あら はれ 

て： る。 

かくの 如くして、 花の 巾に、 又唤 くの 中に 漠然と ふくまれ てるた ものが、 明.^ にあら はれて、 

そこに 「が」 が產 出す る。 無から 生じた 有で もな く、 他から 附 加され た 混入で もな く、 また 偶然 

に 兩者を 結びつけた 接合で もない。 r が」 によって 花の 產出は 一 層 明瞭に なり、 咬く の^ 出 は 集中 

する。 他の もの を 撤去して、 花 肖 身 をい よいよ 鮮明に し、 咬く 働 をい よいよ^ 中せ しむる 働を考 

へて みると、 この 鮮明と 集中と は、 「が」 に 集中して. Q る こと を 知 得る。 故に この 意味に 於いて 

「が」 はこの 文の 象徵 である。 象徵 とは產 出と 被產 出と を 一致せ る點 からみる もの、 卽ち 産出 卽被 

齑 出たら しむる ものである。 換言す れば 存在 を當然 化す る の で あ る 。 常然 の 働の 中で 所在 を 定位 
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する ので ある。 かく 考 へれば、 文の 形象 は主辭 と賓辭 とに みら るるよりも、 「てに は」 に みられな 

くて はならぬ。 「が」 は 「文法」 の考 へる 如く、 外部から 附 加せられ たもので なく、 內 部から 發生 

した ものに 外なら ない。 だからね 崎 藤 村 氏の、 「文章 を 正す の は • 心 を 正す ので ある」 とい ふ 言葉 

に は、 非常に 深い 意味が ある。 

日本の 言葉の 屮で、 最も 未決定で あり、 限^ を 要求す る もの は 「てに は」 である。 故に 一一 H 葉の 

幅 を考へ るに は、 先づ これ を考 へなくて はならぬ。 そして 限定の 要求の 最も 火き いとい ふ 事 は、 

それ はこの 被 産出 を考 へ ねばならぬ こと を 示す ものである。 故に 言葉の 幅の 廣 いこと は， それ だ 

け 言葉の 象徵的 性質の 議〉 かなこと を 示す ので ある。 その 例と して 「や」 をと つてみ る。 

「奥の 細道」 にある 二つの 句 

閑 さや 岩に しみ 入る 蟬の聲 

よもす が ら 秋風き くや 裏の 山 

について みるに、 蟬の聲 の 句 は、 

^形 に. >• おきと 云 ふ 山寺 ぁリ。 慈 ^人 加の 開^に て 殊に^ W の 地 也。 ー见 すべきよ し 入 入め すすむる によりて、 M 花^ 


よ" とって かへ し、 其の 問 七 里 斗 也 U 日い まだ^れ ず、 斑の- 坊に £ かリ SK て、 .E 上 0  ^ にの ぼる。 に^ を^ね て 山と 

し、 松柏 年舊 り、 土石 老いて 苔 滑 かに、 お 上の- 院に扉 を ffl て^ 音 18 えず。 岸 をめ r リ岩を 道 ひて、 佛閣を 秤し、 化^ 寂 ％ 

として 心すみ 行く のみお ぼ ゆ。 

と あるので あるから、 この 句の 生じに 事情 は 明瞭で ある。 杉 木立の 中で 蟬 がない てるる。 その 屮 

に 苔の 間から しみ 出る 泉が ある。 岩 も ぬれて ゐる。 蟬の聲 がその ぬれて ゐる おにし み 入る。 これ 

が この 句の景 觀 である。 そして 「や」 は 非常な m!t を以 つて、 その 蟬聲， おに 徹る思 をお 位して ゐ 

る。 卽ち內 省して これ を 體驗の 形で しみこませ るので ある。 よもすがらの 句 は、 次の 事情に より 

て 生じて ゐる。 

は 股 を痫み て伢 勢の^ 畏&? と 云 ふ 所に ゆか リ あれば、 先立ちて 行く に、 

ゆき ゆきて た ふれ 伏す とも 获の^  $3  ^ 

と * さ 置きた"。 ；仃 くもの の 悲しみ、 ^る ものの-? しみ * 狻 4® の わかれて. 雲に まよ ふが 如し。 予も乂 

今日より や 書付 消さん 笠 の 露 

大聖 寺の 城外、 金 II 寺と いふ 寺に とまる。 猶加贺 の 地な リ。 も 前の 夜 此の 寺に 泊り て、 

よもす が、 り 秒 展 きく や 裏 の 山 

と 残す。 一夜の 隔、 千里に 同じ。 

終夜 秋風が 裏山 を 吹いて ゐる。 その 秋風 をき いて ゐれ ば、 わかれて 來た 師の^-が 思 ひ 出さる るの 

である。 「や」 に はこ こに も 前の 句と 同様に、 內省 せる ものが、 體驗の 形で しみ 入る 深さが ある。 
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然 らば 「や」 は 常に かかる 性質 を^す るので ある。 「や」 が盘 味し うる 可能性 は、 可成り 幅の 廣 

いもので ある。 

一、 「^り や」 の 如く、 疑惑の 下にお いて 內省 する 性質。 

二、 「三 郞ゃ」 の 如く、 對 者に， N つて 呼びかける 性質。 

三、 「赤 や 白 や 色色の 花が ある」 の 如く、 存在 を i ねて 行く 性質。 

四、 「行か ざらん や」 の 如く、 言ふ處 をー擧 にして 飜 へして、 斲然 たる 決定 を 示す 性質。 

故に 「や」 がその 當 然として 赏 現し 得る もの は、 疑惑と 認定と 最高 度の^: 定 との 三つの^ 階に わ 

たって. Q る。 疑惑 はもと より 認定の 不活^、 躊躇で ある。 然るに 「や」 は、 この 疑惑から、 卽ち 

認定の 不活淤 或は 躊躇から、 認定に 入り、 或は^ 通の 肯定で はなしお ない、 最高 度の 肯定 をな し 

てゐ る。 疑惑と 最高 度の 肯定との 間の 幅 は、 人間 認識の 全範囿 にわた る ものである。 認定 をうた 

が はねば ならぬ ものが、 如何にして 認定の 斷然 たる 認定、 何者 も 之を妨 ぐる こと 能 はざる 高度の 

認定 をな し 得た ので あらう か。 これ は 人間の 認識と して は 困難で ある。 この 困難 を あへ てして ゐ 

るの が 「や」 である。 疑惑なら ば 認定で はない。 認定なら ば 疑惑で はない。 この 論^的 ^IK を 容易 

に 破棄す る 非 論 卵" 性の 上に 成立して ゐ るの は 「や」 である。 

もし 產 出が かかる 矛盾 を 容易に 超越す るなら ば. その 被產 出物 は 最も 不確定なる、 そして 最も 


高度なる 幅 を 有たねば ならない。 疑惑と 共に 最高の 肯定 を 有つ こと は、 同時に は 成 立 し ^ へ い C 

この 幅 を 背後に おしつつ、 ある 一 點に橥 中し なくて はならない。 卽ち ある ものの 決定で ある。 

If を 有しつ つ、 幅な からん とする 決定で ある。 かく 幅 ある もの を 幅な きにいたら しむる 決定 は、 

不 確實， な る 確赏、 不安定な る 安定 で あ る。 その 意 は 論 1- 的に は 把持し がた きが 如くに してし か 

も、 情感の 上の 把持 は 明かで ある。 ここに 先に あげた 「奥の 細道」 の兩 句の 「や」 を 生やる。 疑 

惑 か ら 低度 の 肯定 を とほって、 高度 の 肯定 にいた る 論 は、 これ 否定 による 肯定 で ある。 この 

定 こそ 「や」 の 全幅の 論 现で ある。 しかし これ は 同時に その 幅の 全部 を 反省し、 深む る 市-離 を 有 

する。 最高の 肯定で も猶、 最低の 肯定 をす て 得ない ものが ある。 ここに 感慨が ある。 感嘆 はかく 

て 成立す る。 うたが ひ を 持ちながら 肯定す る。 肯定しながら 猶疑 を抡 て^ない。 その 幅の 間 を 振 

動しつつ、 しかも それ を 正しく 定位す る。 幅の 廣 いもの 稃 振動 多く、 振動の^ い.，、 の稃 定位 も 枚 

雜 である。 かかる 複雜 なる 定位 作用 を 基礎と して 「てに は」 は 成立し、 「てに は」 を この 象徵 とす 

るが 故に、 短歌 或は 俳句の 如き 短詩 形 を 生じた ので ある。 s.^^ 本の 詩^, は 世界で も 最も 短 

0^£s^v$. 心と す る-か ら で 0 
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かかる： g とその 定位と は、 わが 言葉の 上に あら はるる 特色で あるば かりでなくて、 すべ ての 力 

面に あら はれて、 廣くは 束洋の 生活の 特色 をな してなる。 

巴 利 語 「法 句經」 の 最初の 二 節 は 次の 如くで ある。  -- 

總 ての 心の 慟きは 思慮 これが 先達に して、 

思^ 之が 長と なリ、 S 慮よ リ 成立す。 

もし 人、 惡しき もて、 或は 語リ、 或は 身に 行 はば、 

その 故に^^ 彼に 隨ふ ベ し、 

市ャを 引く *:  ？ w_ の 足に 車輪の 隨 ふが 如くに。 

^ての 心 の^は 忍^ これが 先 にして、 

思^ 之が^ とな リ、 思慮よ リ 成立す。 

もし 人、 忠： き 思慮 もて、 或は 身に 行 はば、 

その 故に 安樂 彼に 隨 ふべ し、 

钐の形 を 離れざる が 如くに。 (長 井お^ 氏^) 

1: ヰギ ナン 

然るに -1 千 七 H« 年 前に 維 紙 難 (Yigli) によって 譯 された もの は 


心 法 本 1  心 尊 心 使 

一一 ジテチ  チヒチ へ 

中 心 < ^惡  卽 一 百 卽 行 

ノ ラフ n 卜  ノ ム ガゴ トシ チ 

0 苦 .H 近  車 總 -I 於 轍 一 

チス  ト  タ II ハ 4  ゾ k い.^, 

心 ほ- 1 法 本-  心 尊 心 使 

一一 ジテチ  チヒ チへバ 

巾 心 <rk 善  卽 言 卽 行 

/ ラフ コ ト  シ ノフガ II 

福 樂 CI  ,0  如， 影 隨.， 形 

である。 この 兩者 を比敉 すれば、 支那の 譯經が 如何に 純粹 であるか を 知る ことが 出来る。 純粹で 

あると いふの は、 その 形 を 輝. 縮して、 附加 的の もの を 除去し、 本 的なる もの、 根源 的なる もの 

を 明かに した こと を 言 ふので ある。 故に 純粹と は、 この 形が 「緊密. であるば かりで なく、 根^的な 

る こと を^ 味して. Q る。 換言すれば 緊密に して 短将 なる 形の 中に、 無限に 祓雜 となる ベ き |f 能 件 

を ふくむ ことで ある。 形が 最も 單純 にして、 意が 最も 豐宮 なる 形で ある。 この 純粹を 念と する こ 

と は、 柬 洋ぉ來 からの 精神で ある。 硏鑽が 形 を複雜 にして 行けば、 この 後に は 必个^ 純化が 行 は 

れる。 あの 唐 代の 精緻な 畫 風の あとから 來 たもの は、 宋 代の 草草た る 減 筆 描法で ある。 五色 を扮 

て 去った 水 墨の 減 筆 描で ある。 そして この 減 筆 描 を 支持す る もの は、 によって 敉雜 にされ， そ 

の 後も繽 いて 來 てぬる 精緻で ある。 卽ち 一方に 徴宗皇 帝の 精緻が あって、 ここに 梁楷 の減笨 描が 
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成立す る。 そして この 精緻 を 減肇 描にまで 進めて 來 なくて は、 完結した 畫面だ と 感じ^ない 處 

に、 朿洋の 精神が みられる。 

^洋の 器具 は、 ^成した 形で 與 へられて ゐ ない。 それが 使 はれて、 ふきこまれて、 そして はじ 

めて 完成す る。 家^でも 住んで、 住む 人の 手に みがかれて、 はじめて 完成す る。 西泮の 器 n* (は 木 

器で も 陶器で も 完成した 形で 與 へ られ るから、 使用す る こと は その 完成 を 崩^ させる 51 合が^ 

い。 然るに 東洋で は 使用され ない 以前の もの は、 これ を 未完成の ものと 感じ：： 勿い。 故に 束 洋の器 

具 は 作者と 使用者との 北 ハカに よって 完成す る。 

この こと は 器 其ば かりでなくて、 美術に 於いても 同一 である。^ 楷の 如き 減 筆 描 は、 精緻な 畫而 

に 比較 すれば、 觀る 働に  一 | ^多く 依據 して ゐる こと を 告げる。 すぐれた 觀る 働な しに は、 かかる 

晝而は 全く 無意味 だからで ある。 故に 觀る 働の 共働な くして は、 この 畫面は 成立し ない。 作者 は 

^に觀 者と 接繽 する。 かかる 接 續の働 を 示す ものに 「祕 傳」 が ある。 普通に は、 ある 極限され に 

る 世界 を、 ことさらに 作って、 ，H 分 の 特殊の 位置 を 守らう とする のが 祕傳 であるかの 如くに み 

られ るので あるが、 しかし 私 は その外に、 もっと^ 要な 意味が あると 思って ゐる。 卽ち藝 術. か 純 

粹 化される に隨 つて、 作者と 觀赏 者と はより  一^^ 接に 接^し 連結され なくて はならぬ。 そして 


その 接續の 鍵. が この 祕傳 である。 故に 祕傳 は、 作者の 侧 より 言へば、 觀賞者 を 選ぶ ことで あり、 

觀赏 者の 側から 言へば、 作者に 接續 する ことで ある。 卽ち r 祕傳」 は 作者と 觀赏 者との 密接なる 

接績 である。 

かくて 作品 は 觀る働 を まって 完成し、 使 ふ 働 を まって 完成す るので あるから、 作品 は 製作 せら 

れる と共に、 使用者 觀賞 者に 委任 せられて、 作者の なし 殘 した 點が 新ら たに 始められる。 茶器 

は、 如何に 作られた かとい ふの みではなくて、 如何に 使用せられ たか、 如何に 傅來 せられた かが、 

常に 問題と なる ので ある。 然 らば 作者の 位置 は、 焚に 不安定で あると いはねば ならぬ。 自分の 作 

品 を あげ て 次の 人に 委嘱す るからで ある。 

しかし 作者 は、 柬洋 では、 古くから，： Z 已を獨 立した ものと 考へ るよりも * 助成 者と してきへ る 

榇 に^: 惯づ けられて 居た やうで ある。 支那の 畫論 は、 畫 家の 位置 を、 造化の 功に 参し、 天地の 化 

育 を 助 くる ものと して 定位して ゐる。 c 然 の 育成し 完成 せんとす る 意 志 を 助成す るの が 藝術家 の 

意 圆 である。 故に 女郎花の 畫を 描く 畫家 は、 女郎花の 完成に 參與 する ので ある。 故に..：：： 「」 はもと 

もと その 完成 參與 者で あるから、 更に その 仕事の 繼續を 次の 參與 者、 ^ち 使 川 者、 觀赏 者に 望む 
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こと も，： H 然 である。 s 分 は肇め 作る ものでなくて、 肇め 作る 働 を 助成す る ものであるから、 助成 

者 を.：；：： 「し 一 人と 考へ る こと は^ 斷 である。 されば 束洋 では 作品が. s 然の^ 志から 作者 を 通して， 

使 川 者、 觀 (A 者にまで 繼績 する ので ある。 かくて 藝術は s 然と 人間と をー贯 した 繼綺展 問と な 

る。 ここに 於いて 来洋藝 術に は、 著しい 一 つの 倾 向の 動き を 見る ので ある。 

景徳鏺 は 支那に おける 崁も 大きい 陶工 地で ある。 帝室の 御用 品の 如き 陶器の 製作に 當 つて は、 

常に 數ほ 人の 手 を 通過した とい ふこと を閗 いて ゐる。 土 を こねる もの は、 先龃 代代 默默 として 土 

ばかり こねて ゐる。 ろくろ を 廻す もの は、 また 默默 としてろ くろ を 廻して ゐる。 赤 をつ ける もの 

は 赤、 藍 をつ ける もの は 藍と、 また 代代の 赛業 として， 學び、 傳へ、 爲 されて ゐる。 個個の 人 は 

如何なる 陶器に 燒き 上る か を 知らない 位であって、 それで ありながら その 間に 一 貫した 仕事が 進 

んで、 一 筒の 陶^と しての 完成に 導かれて ゐる。 これ を 貫いて ねる 力 は、 人人の 中に 生きて ゐる 

^本 的なる もの、 卽ち 純粹 なる ものである。 この 純粹 なる ものが、 作者 を 通じて 働いて くる。 こ 

れは 「自然の 性に 肇り、 造化の 功 をな す」 とい ふその 力であって、 そして 同時に それが 使用者 を 

動かし、 觀赏者 を 動かす 處の ものと なる ので ある。 ここに 自然から 人間 を 貫いて ゐる 大きい 力 を 

まる。 


來洋畫 も はじめから 今 ほの 様な 描き 方ではなかった らしい。 例へば 正^ 院の rdt 毛 立 女 ^風」 を 

みると、 竪に 三枚の 紙 をつな ぎ、 その上に 厚く 胡 粉 をぬ つて、 しっかりと 地 を 作って 置き、 その 

上に 線が きをして. Q る。 この 地の 作り方 は、 それ を 布地の 卜： にも 同様に 施しうる もので， 細部 を 

仕上げ る 精緻な 仕事に 適す るので ある。 そして これ は 西洋 裏の 布地と 可成り 近 い 性質 を 持 つてる 

る。 しかし かう いふ 下地の 作り方 は、 畫面を 精緻に はする が、 畫而 を束洋 的の 意味で 純粹に はし 

ない。 ^洋畫 は 減 筆 描に， M ふと 共に、 漸く 胡 粉 ド地を 離れて、 生紙に かく 様になった。 生紙に か 

くこと は、 一本の 墨 線 を も、 畫 面の^ 在と せす して、 畫而の 傾， M とする。 塞 面 は 存在す る もの を 

示す よりも、 倾， M を 示す ものと なる。 倾 向と は 在る ものよ り も、 にあらん とする もの を 一 下す の 

である。 今 を 示す よりも、 ^に 繼續 し來る 先の もの を 示す ので ある。 

かう いふ 傾向 化 は、 また 特殊の 工夫に よって^ かれる ことがある。 例へば ド村觀 山 はの 「^雨」 

の屛 風が その 一例で ある。 閒く處 によれば この 屛風は 線描き の 後、 袅 ょり礬 水 を ひき、 綠 になる 

ベ き 處は褢 に 藍 をぬ り、 橙 黄になる ベ き處は 裏に 赤 をぬ り、 最後に 全 體 にわ；.！ つて ^箔 をした。 

褢箔で 藍は綠 になり、 赤 は 稅 黄になる。 これ は 如何にも 念の 入った 畫法 である。 そこに は 甞-而 の 

や-構成 を 金に 繼續 せし むる ものが ある。 ある もの は 一 つ 一 つの 色でなくて、 相 弒 いてお つて 來る 
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色の 傾斜で ある。 

先年 P 漲 孤雁 氏の 遣 作 展赀^ が 谷 巾の. お 術院に ^ かれた 時に、 荻 原 守衞氏 作の 孤雁 氏の 像が 出 

てゐ た。 この 像で 私 を 注意せ しめた もの は、 眼であった。 眼 は 上 まぶたが 秀でて ゐて、 ド まぶた 

力ない 上 まぶた は 上から くる 光に よって 陰 を 作り、 その 陰に よって 下 まぶた を 乍る。.^ こ；^ よ 

光の 方向と 强 さとに よって 常に 變じ、 その 顏を藝 らせ或 ひは晴 やかに した。 表情 を可變 的に する 

こと、 卽ち眼 を 傾向 的に する 事に よって、 顔 を も 傾向 的に する ので ある。 

これと 共に 私の 思 ひ 出す の は、 奈 良屮宮 寺の 觀 音像で ある。 この 像に も 亦 下 まぶたがない。 し 

力 も その 眼が 後世の 像と ちがって、 顔面と ほぼ 直角に 始 つて 後 傾斜して るるから、 一 賢^ 二つ、， 

て可感 的で あり、 その 表情 を 著しく 傾向 的に する。 かう いふ 形の 中に、 吾等 は純粹 なる 朿洋の 心 

をみ るので ある。 

以上の 如くに て、 柬洋の 藝術は 形 を純粹 にす る ことから、 作品 そのもの を 傾向 的に し、 それと 

共に 作品 を. E 然と 人と に對 して 亦 傾向 的なら しめる" ただこの 頃の 作品 は、 叨淨 純粹な らんこ 

と を 欲する よりも 精緻な らんこと を 欲する-が 故に、 赉面を 非 傾向 的なら しめて、 最初の 胡 粉 下地 

時代の 赛 風と 心と にか へして ゐる。 


w 洋畫 では * 畫布も 繪之其 もす ベて 出來 上った.^ のとして 與 へられ、 畫家は 直に その 材料 を 使 

つて 描く ことが 出來 る。 卽ち. W 洋畫 に は その 畫布 ゃ繪之 具 に 器具 的な 性質 が 多い ので あ る 。 然 る 

にお 洋畫 では， 材料が 完成して 與 へられて はゐ ない。 描く に は 先づ紙 や^ を 分で 整へ なくて は 

ならぬ。 その 次に 繪之具 を 作らなくて はならぬ。 與 へられた もので 盡 くので はなくて、 窬： き 得る 

様に 整へ てから 畫 かなくて はならぬ。 先づ畫 くた めに は、 盡く^ 礎から 作って 行かなくて はなら 

ぬ。 材料の 屮 にも、 自分の 態度 を 導き 人れ る。 卽ち 材料 を先づ 自分の ものと して 定位す るので あ 

る。 幅の 廣ぃ胡 粉 や 紙 を、 塗り 得る 胡 粉 や！ i き^: る 紙に 定位す るので ある。 されば 描く 働 は、 そ 

の 最初から 作者に よって 创 めら れる ものである。 一 切 を 幅の 廣ぃ狀 態に^い て、 そわ を 定位して 

かかる のが、 來 洋の剑 作の 態度で ある。 言 菜の：！ | 廣く、 その 幅の 定位が、 語り 或はお く 働の^ 礎 

となる こと は、 極めて 常然 である と 言 はねば なら ぬ 。 

六 

ことに 日本の 言葉に は、 漢字が^ ひられて、 ー屛 その 幅を廣 くして ねる。 例へば 

彼 は 我が 问» 生屮、 最も ト クイな 生活 をして ゐる。 

とい ふ 言葉 を^-できいた 時に、 この 「ト クイ」 は 一 特異」 であるか、 それとも 「得意」 であるか 

第 三 な jr  ^ の 幅 と その^ 位  八 七 
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を 判定し 得ない。 M 様に、 

復讎と 復習、  附 加と 賦課、  誘引と 誘因、 

彷徨と 芳香、  微光と 足 行、  店頭と 點 頭と 點燈、 

腐朽と 不朽、  ^兄と 令 閑、 

と： Ht できいて は、 それ を 別し がたい 言葉の 例で ある。 この こと はまた 一一 一一！： 葉の 中の Kf. 語に 限ら 

す、 句 讀に關 しても 同榇 である。 

^在の 糾^で は缺， S が 多 いと S ふ の で： ^ 非と もこ の^は 改革した いと 思つ て 研究して， Q るが 出來： S る K り缺， S の少 い^^ 

とび つた" へ" つた 糾織 にして 永^ 的に お の舉る 方法 をた て 度い と 思つ て， 0 る 0( 昭和 五 年 八 H 五： 《* 朿京 朝日 新 聞>  犯罪 

のサ ：！步 に ffi へ 刑^ 部の 大改 革、 相 川刑亊 都長談 の 一節) 

この 中、 「出來 得る 限り 缺陷 の少 い^ 京と ぴったり 合った 組織に して」 は、 二つの 句讀 のつ け 方が 

あ る 。 

一、 出 米^る 限り、 缺陷の 少ぃ柬 ^と ぴったり 八！： つた 組織に して 

として、 r 缺 陷の少 い」 を：^ 京の 決定と する 方法で ある e 

二、 出来 得る 限り 缺陷 の少 い、 柬 京と ぴったり 合った 組織に して 

として、 「缺 陷の少 い」 を 組織の 決定と する 方法で ある。 卽ち、 二に よれば • 


出来 得る 限り、 來 束と ぴったり 合った 缺陷 の少ぃ 組織に して 

の 意/ ^となる ので ある。 その 何れが 正しい か は、 この 被產 出が 語る のでなくて、 ^出卽 ち 語らん 

とする 意志が 決定す る。 されば この場合 は、 一の 句讀は 正しくない。 二が 正しい ので ある。 

これに 似た 話が ある。 ある 狩の すきな 殿様が あって、 明 曰 は 狩に 出ようと ^ふが 天：^ がどう 

か、 これ を 家老に たづね た。 しかし 家老に も 明日の 天氣 はわから ぬ。 色色 考 へた 末に、 一明 曰 は 

雨 ふる 天氣 にあら す」 と言ヒ して 返 出した。 殿様 は 大喜びで、 翌日 狩に 出た。 ところが 火 雨に あ 

つて、 ^びっしょり ぬれて かへ つて 來た。 殿様 はすつ かり 御機嫌 を わるく して ゐる。 家老 を よん 

で、 「今日の 天氣 はどうし たの だ」 と 叱りつ ける。 家老 は 「されば 昨日 『明 曰 は 雨 ふる。 天 氣に非 や』 

と 申し上げました」 と 答へ て 返 出した。 「雨 ふる」 の 下に 句讀を 入れる か、 入れぬ かで、 文^ は^ 

然 正反對 になる ので ある。 これ を 入れる か 入れぬ か は、 產 出の 方向 卽ち 當然 性の みが 決定し^ 二 

ことで ある。 

金 田 一京 助 氏 は、 「鳥 獸のコ トパと 人間の コトパ との 相違」 を； ii じて ゐる が、 その はじめに、 お 

一 段から^ ニ投 迄の 言葉の 考察 をして、 その後に 次の 如く 一 H つて ゐる。 

第三 はに は、 更に 今少し 狭く， 生物の それに 限定され る 用 例 I ft? 萆、 虫 語な どが ある。 もっとも 虫に は 今 H の^ 問 の 知 

識 では、 羽 を 磨る 音 だ、 などい ふの もあって、 音 礬 では あつ て もま だ 昔 萆とは いひ 難い もの も あるが、 第 W 段に、 本^に 
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^音 器お に^ずる 「音 缝」 卽ち 【音 聲」 の表现 である 所の、 鳥 や SI や^ゃ 馬 や、 前にい つた^ や 猫な どの 鳴き 聲、 叫び 聲 

を、 人 IE の 物い ふそれ と 一 つ にこめて これ を 一一 一 n 語 (コ トバ) と 見なす 考が ある。 これ は、 古今お 西械 めて まリ. i な 用例で、 

まづ この 迻 からなら ば、 修辭的 比喩 や 換喩 を脫 した * 常識の 言語の 槪 念と^ てよ から ラ。 だが、 よく 觀て くると、 この 槪 

念 もま だ •？；； は廣義 な； 1=" 語であって、 本^の 意味の 一 iHU^ は、 今少し^い 所に ある。 なぜなら、 たれ だって、 i れ たばか" の 

赤子 は、 コトバ を 知、 りない とい ふで あ、 り-つ. 0( 生れた ばかりの 赤子が コトバ を 知つ てたら 寧ろ 恐いだら-つ) 然し. どこの 家 

の 赤ちゃん でも、 生れた ばっかりで、 r 音聲 表现」 は やる ものである。 泣い て W 痛を訴 へる こと を もす るし、 おつば いを^ 

請す る こと を もす るので ある。 そのうちに、 お 誕生 前後から、 そろそろ いは ゆる カタ コト を^え る。 

カタ コト (片言) と は 卽ち半 言語、 不完仝 一一 一一 "語 の 意で あらう。 一度 はたれ でも この 時代 を *1 過して、 始めて^ 通な みのせ 口 

Si を はなす やうになる。 こ 通な み の苜 語の 槪念 こそ は、 卽ち 狭義の 言語で ある。 

^通な みの 言語の 槪念に は、 かう して、 泣聲 など は 排除して ゐる ものである。 これ は 無論^ 然 である。 泣 聲をも n トバだ 

としたら、 笑顰も コトパ とし なきやなら ないし、 うなり^も、 あくび も、 ため息 も、 ^拂 も、 同稃 度 の 表^ をい となむ か 

ら， やつば リコ トバ としな き やな、 しないが、 それで は 如何にも 可笑しい。 なぜ それが：？ 笑し いか。 それ は 位聲、 笑 «、 あ 

くび、^ 拂の弒 は、 ，トバ といつ しょに たらない ハツ キリした 相違が あるから である。  - 

第一 の 相^ は、 形式 上の 相違で ある。 泣聲、 笑 ar あくび、 咳 拂の類 は、 八に く 生^的な、 本能 的な、 發昔 であるのに、 W: 

^の コトバ の 方 は、 幼い 時から、 一つ一つ、 周阅 の^ 音 を まねて 出來 上る 有意的^ 練を弒 た、 仝く 人： 丄 的な 發音 だからで 

ある。 専門的に い へば、 前 は 自然 幾 os-tural  aounl: 一 であるのに、 後者 は 分節 昔 (nrt.culate  Bfnsll) である。 だから 

前者 は， 界 共通で、 どこの U へ 行っても 同じ やうで、 通 辯な しに それと わかる が、 後者 はさう は 行かない 所以で ある。 0 

二の 相 連 は， 內 ^上の  >  卽ち表 はし 方の 手 3g の 上の 火き な 相違で ある。 ^通の 言^に^ 一つ 1 つ の 表象 を 表 はす ^と、 

一 つに まとまつ た 表象 群 (卽 ち铋 表象) を 表 はす 句 (セン テンス —— 「文 j と 諍す のが 常で あるが、 ここに は 句と 譯 して a 


ぐ) との 分化が 出來 上って^ て、 我我が 心 を コトバ に 述べよう とする 時には、 いやで も， ての 心に おる^ 表象 をば、 それ を 

钮 立てて ゐる 一 つ 一 つの 表象に 一 度 分析 をし、 その 一つ一つ の 表象 を 表 はす ^語 を-取 だして 來て、 句と いふ 形に 組み立て 

て 述べる。 幼 い 時からの 反復で M 滑に 營 まれる ときには 一 一 さう と 意識し な いが、 考を つかへ つかへ 述べる や-つ な^には 

よく それが わかる。 さて 聽 者の 方で は、 與 へられた 句に. H つ て、 まづ その 頭に 一. つ 一つ の 表象が 浮び^る が * 聽 Ac 身の 

力で 以て それ を 資料に 一 つの 總 表象 を 自分の^の 屮へ 組み立てる。 この 時 話者、 鸱者、 兩 方の 铋表尜 が 仝く 相^い 物 だつ 

たら、 コトバ が 使命 を果 したので ある 。卽 ち、 ^者の 意が よく 通じた ので あるが、 總 表象に 開きが あったら. それ 

は！ S 解で ある。 もし 聽者 がー つ 一 つの is- 語から 一 つ 一 つの 表象 は 思 ひ 浮べ、 しれても、 これ を總 合して 一 つの 總^ 象 を 紐み 

立て 得な か つ たら、 無理解と い ふ ことになる ので ある。 

だから、 n トバを 聞いて 了解す ると いふ 事 は、 一昔 牮 を-; t で 受取る だけの ことで はなく して、 聽 者の 大きた^ 祌沾； 1 を^す 

る ことなの である。 まづ 一つ一つ の 表象 を 作つ て、 次に は、 それ を 一 つ のまと まった 考に、 c 已の 力で 梆 成し あげる。 つ 

ま"、 統覺 作用 を はた、 りかして、 表象 « を袜ー し、 新しい 統一 體を E 身に 剖^す る ことなの である。 了解 は、 は创 造で 

ある C 

だか、 り發 する 言 f は！： じで も、 聞く 人人に. S つて 了解す る 程度が 樣淥 なわけ である。 「道 を まちがへ た」 といった. り、 ^ 

筏の 關係 では、 履行す ベ き逍を P 、つたと いふ 意味に も 大人 は 理^し ようが、 子 佻なら 簡眾に 迷 ひ 子に なった、 りうと 思つ て 

しま ふやうな ものである。 私が ある 時 子供 を 膝に 載せて 「ぜんとい ラ望 だな 坊や は！」 と弒 ^した、 リ * 膝の 子 は 「ゥ ゥン 

春 ちゃんと いふ 坊 だい、 坊や は」 とや W 返して 來た。 

所が、 泣萆、 笑萆、 その外、 お！ あ！ や！ などい ふ感萆 (文法 家の 間投^と t- ぶ もの) の 類で は、 かかる 分析 總介 

の 手緩が 無い。 發 する 方で は、 その 時の 心 を 唯唯 そのまま 仝 的に、 その 萆に 託する だけで あり、 聽く 方で もまた、 統^ 作 

m の發 動まで も 無く、 眾に記 位で、 卽ち、 曾って その 萆 と共に^ 驗 した 怙^ が、 櫟械 的た 聯 八！： 作 川で 喚起され てく る だけ 
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である o  , 

以上、 形式、 内容 共に 相違が ある 内、 殊に 後の方の、 内容 上の 相へ； T かや かまし い。 そこが^ 通の 言語と、 泣聲、 乃 

切の 感聲 との K 大な 差異で ある。 單に 形式 上の 方の ことならば" 感萆 にも ほ然 聲を脫 した ものが ある。 のみた、 りず、 

隨分 ft?^ でも、 純然たる 自然 萆で なしに 锻鍊ゃ 經た萆 を だす。 ォ ー ムの 如きが その もっとも 顯^ な 場合で ある。 けれども 

それ は、 意味 を W はな い 草なる 萆 である。 八 刀 祈され た 個別 的 表象の 表示で はな いから 軍 語で はな い。 從 つて コトバ 0 形 は 

してんる もの の コ トバ そのもので はなしに、 コ トバ の いはば 寫眞 に過ぎない。 分析 總 合の手 拚きを SI! る こと は、 これ ゃ專 

E! 的に は 意義 上の 分節 作 5  (articulation) とい ひ、 この 分節 的 表現 (artislati  expression) が 我我の 雷 翳 表現の 見 逸す 

ベから ざる 特徴で ある。 これが ために、 一一 一 ns? に 軍？ i と 句との 分化 も 生じた ので あり、 軍 語と 句との 分化が あって、 始めて 

心 をば 委曲 を遨 して 敛述し 得る ので ある。 

^は ひっき やう 單 語と 句との 分化 以前 の se 始的 表現形式 だ つたので ある。 単^と 句との 分化が 生じても、 W あた かも 首^ 

の へ、 身 振 一千 ほ〈 似が 混じる や-つに、 じて ffl ひられる のに 過ぎない のであって、 感^ は廣義 の 言語で は あるが、 露な 

る 狭義の 言語へ は、 はいらない ものな ので ある。 (來京 朝 H: 新聞、 昭和 五 年 七；；：： 二十 八日よ" の^. 界 餘談) 

されば 金 田 一氏の 言へ る 如く、 「コ トパを 聞いて 了解 するとい ふ 事 は、 音聲を 耳で 受取る だけの 

， J と で はなく して、 聽 者の 大き な 精祌 活動 を 要す る こと な ので ある」。 ここに 於い て 、文^ 讀 むに 

も、 文 を 綏る にも •  一？ 一 c 葉 を 語る にも、 共に 次の ことが その 根本の 問题 となって 來 るので ある。 

文の 成立の^ 初に 於いて、 文の 完成の 最後に 於いて、 常に 文 を 統率す る 作 川 は 文意で ある： 文^ は #-旨 とか 大意と かいふ 

樣に、 知的に 概括され たもので はない。 文が 文と して 成立し ない 尨 初に、 先づ 作者の 巾に あ、 り はれた もので 無限に 繼执的 

に^ する 可^性 を 持つ 作 5 である。 こ？ 表现^ を^して 文の 形象が 敁 IS する。 故に 文の 形象 は 文意が 表現 層 を^ね て. 乂 


成した る 表现面 である： 表 ％i® が 節 意で ぁリ、 怖お の糾 部が 句意-語 意-文字で ある。 この 文意 ^si お-句意. 語お. 文^ は 一 

莨した 展 I！ であるから、 その 吋れ の 一 つ を も缺 いて はたらない。 指^の^ 際で は. その 順序 は 必ずしも 一お しないが、 W 

究の網 ほと して は、 文の 形象の 成立 頓 序の 一 つ を も缺 いて はな、 リぬ。 綵るカ は 文の 形象の 展 開陬 序 を^む ことで ぁリ、 臏 

む 力 は 文意に 卽 して 展開の 匮 をた どる ことで ある。 故に こ こに H 語敦育 研究 の 方針が 確.. V： する ので ある。 

隨 つて 文章に 於いても、 言語に 於いても、 それぞれの 部分まで、 すべて その 背後の 語らん とヾ る 

意志の 象徵 である。 文と 語の 考察 は、 かくて 自然に 象徴の 問題に 進む ので ある。 言葉の 幅の^^ 

は、 言葉が 語る 意志の 方向に よる もので あり、 語る 意志と 言葉と は 象 徵の關 係に ある こと を 承認 

す る ことから. 5^1 る の である。 

であるから 言葉 は 最もよ く、 語る 竟志を 象徵 して ゐる。 今 これ を 競技の 用語で みる。 わが！： に 

^動 競技 會の行 はれた^ 初 は、 明治 七 年 三月の 海軍 兵學 校でした 「競 闘戯 遊」 であらう かと^ ふ。 

これ は 西洋式の 陸上競技で、 生徒に やらせた ので ある。 その 様子が 「新聞 雜誌」 の 第 HW 十一 號に 

载 つて ゐて、 大要 を 知る ことが 出來 る。 

十 n- 十. K  B 勝 海軍 卿の 許可 を^て、 九 場 十へ 般の 鼓 關戯遊 を はさし む。 本 B 午後 一 時よ リ興行 あ = て 衆 ぼ •：： 縱 ^を 許さ れ 

たリ。 右與 行の 時 に 常って 海： 車^ 隊樂を 奏し、 以て 競 場の 色 を 添 ふ。 英國屮 ^土せ シン ト ジョン 氏、 下^. H れシブ ソン 

氏、 ナ ップ 氏の 三 名鉸鬪 の 行司 を^せ リと いふ。 

〇 一 場、 〈第 一般、 「雀 雛 出 奥」* 十二 歳 以下の 生徒 をして 百お 十ャ— ドの 地を疾 w せし む" ム^  ニ般、 f 燕子學 飛」、 十六 

^  一二  ^  の IS とその 定位  ^ 1 二 
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^以下の 生徒 をして 三百 ャ —ド の 地 を 疾驅 せし む。 

S.  一 * 第一 IT  二 悉^ ニ號、 三徘 第三 號 (以下 略) 

〇 二 場、 A 第三 般、 「秋 雁 群 翔」、 十六 歳 以下の 生徒 をして 六百ャ ー にの 地 を 疾驅 せし む。  < 第？： 般 If か^ SM、  fl.w をし 

て 三百 ャ-ド の 地 を速驅 し、 R: つ 諸般の 遊 鍵 を競鬪 せし む。 仉 本 寮 昝豁に 在る 者の 外 を 許さず。 

-  と Jb の.. 'をのな みキ -o  *  , 

〇= 一場  <笫 五段， 「文 魚 閃 浪」、 距離 を 限らず して 前に 跳躍し 少しも 遠く^ 越す る を^め しむ。 (幅 飛び) A 第 入. は ^ 

の あ、、 -ぇ 

魚 跋扈」、 高點を 定めず して 上に 飛跺 L 少しも 高く 地を雠 るる を 称め しむ。 (高飛び) 

〇！： 場、 七般、 r 老 狐 打 礫」、 距離 を 定めず して 毬を 投孥 し、 少しも 遠く 逮 する を 称め しむ。 (砲丸 投グ) ム^ ~ 

_  -4 ちざる の かけ わけ 

般 「^  遊 獵」、 十五 鈸 以上の 生徒 をして 十 歳 以上の 生徒 を 背に 負 ひ 二百 ャ I ドの 地を疾 驅. せし む。 

〇 五 場、  <i 第 九 般、 「狂 蝾趁 花」. 二人 を 並べて 左 者の 右 脚と 右 者の 左 脚と 緊^し、 二 頭 三 仰に して^^せ しむ 。(二ん 一一 一 

とん はクカ ざ 力へ n- 

脚) 〈^十 般、 蚧 m 風」、 竿 を 以て 地 を 撥し 旋鞞 飛躍して 以て 《sf 驅せ しむ。 

〇 六 場、 〈第 十 一般 、「野 鶴 出 籠」、  <1第 十二 般、 「挽 馬 脫 ^」、 

.  さ V？ の- "を ふみ  わしの いなとり 

〇 七 場、 A 第 十三 般、 rrtl^? 探 魚」、 A 第 十 四般、 一 祌熝捉 魚」、 

I  >  うさ hi- の C  .11.- み  さらの とり  - 

〇 八 sl、  A 第 十五 般、 「玉 兎 躍 H ；」、  <笫 十六 般 *  r 獼猿 ^桃」、 

す a のし ほくみ  もろ こ， のし か,. s ひ 

〇 九 場 *  < "第 十七 般、 「须沛 汲 潮」、 A 第 十八 般、 「屮 原 S 鹿」、 

これでみ ると 十種競技 乃至 五種競技と 稱 せらる る 種 額の ものが、 支那 趣味の 表現で 名 づ けられて 

ゐる。 常時の^ 向 は， 支那 的 趣味の 中に あった ことが 知られる。 然るに 今日の 競 持-は. その^く 

が 西洋 語で 呼ばれ 西洋 語で 進行せ しめられて ゐる。 ここに も 時代の 好^が^ 葉に 象徴 せらる る^ 

i を 知り 得る ので ある。 


昭和 四 年の 十二月に 私は淺 草に 芝 を 見に 行った。 明 石 潮 一座の 「表裏 忠臣 藏」 である。 神 崎 

彌 五郎の 兄が、 鄕 里の 郡 代から 笫を 養子に 所望せられ、 獮斷で 承引して 彌五郞 の反對 にあ ひ、 ^ 

と 郡 代との 中間に はさまって 苦 惱し、 郡 代 を 銃殺して. HI 殺す る 場面が ある。 .H 殺の 方式 を 侍 自殺 

の 様式 にと り な が ら、 鎌 腹 を 切 つてる る。 そ の 鎌 腹 を 切る 迄 に も 激發す る 感情 の 中で 苦しんで ゐ 

る。 それ を 見て 見物人 は どっと 笑 ふので ある。 自殺者の 心に なれば 決して 笑へ る 答で はない。 そ 

の 笑 ひ 得ない 事情の 中で それ を 笑 ふ。 笑 ふ 人達 は 笑 はれる 人の 心 を 度 外して、 その 行動の 表面の 

み を 見て ゐ るので ある。 行爲 と行爲 との 間の 矛盾. 行爲 と行爲 との 間の 混亂、 さう いふ もの を^ 

て それ を 笑 つて ゐ るので ある。 その 行爲 の 背後 にある 內面 的な 生活 は 全く 顧みられて ゐ な い 。 

然 らば これ は淺 草に 集まる 人達が 稃 度の 低い、 省察の 少ぃ 大衆なる が 故で あらう か。 しかし さ 

う ー槪に 言って しま ふこと は 困難で ある。 何故かと いへば 私 はこれ とおな じこと に、 他の 場合に 

も 度度 逢って ゐ るからで ある。 假 へば 同年の 春 神 田の 日本 大學 講堂で 東京 市の 或敎 W 者の 付 八" が 

あって、 その 餘舆 として 映甞： をした ことがある。 私 も 丁度 その 席に 出て ゐて その 映畫 を^た 一 人 

であるが、 その 折 もこれ と 同様な 經驗 をして ねる。 その 映 害 一の 老婦 人が 人達の 疑 ひ をう け、 一枚 
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に铈 りつ けられ、 池に 浸される ので ある。 池に 浸して は それ を 持ち上げる。 水から 出て くる 

老婦 は 苦しみ もがく。 それ を 見て 人達 はわつ と 笑 ふ。 老婦の 苦悶 は 無 货の疑 ひから 來て わる。 も 

ともと 笑 ふこと は出來 ない 譯だ。 その 笑 ふことの 出來 ない 事情の 巾で、 人達 はわつ と 笑 ふので あ 

る。 ^に 無理で ある。 そして 此の 笑 ふ 人達 は いづれ も^ 敎^ 者で ある。 さう いふ ことに は 最も 同 

怙 の あるべ き 人達が 平氣で 笑って ゐる。 水 をのみ 水に むせても がくの を 見て 笑 ふので ある。 

ドイツ 哲學 者で、 日本 を も 訪ねた カイ ザ リンク は あとで 旅行 印象 記 を かいてる るが、 その 巾に 

日本人よ 悲しみの 屮 でも 笑 ふと 言って ゐる。 西洋人 は 人の ころんだ 處を みて は 決して 笑 はぬ とい 

ふこと である。 日本人 は朗 かに 笑 ふので ある。 しかし これ もこ ろんだ 人が 抝 求：： を受ぬ 場合に 限つ 

てゐ る。 足を^つ け、 手 を 傷つけ て は 笑 ふこと は 出來な い。 笑へ るの は 笑って すませる 稃度 の顚 

倒でなくて はならぬ。 故に 悲しみの 中で 笑 ふとい ふこと はこの 心^で は 說明は 出來な い。 悲しみ 

を  一 II に 悲しみと してし ま はすに、 笑 ふこと が出來 るの は、 そこに は それだけの^ 由がなくて は 

ならぬ。 

これ はお そらく 日本の 國民 生活の 長い 歴史から 來て おる ので あらう。 日本 民族 は 侵略的の 民族 

ではない" 石器 時 K か.， T この 地に 住み 平和なる 生活 をして るた ことが 明かに なった。 アイヌ 等 を 


侵略して 土地 を擴 張した のでなくて， かへ つて アイ ヌは 後から 日本の 地に ひろがり 日本： ^族と 

接觸 したので ある。 日本 民族が 卒 和に その 生活 をた のしんだ こと は 古墳から 發见 される 士 製の 副 

葬 品等に よっても 知られる。 琉輪 人形の 面 は 平和 そのもの である。 此の 顔に は殘 忍なる 殺伐なる 

ものの 片影 もない。 

多くの 日本の 家庭 ほど、 共益 共用の 完全に 行 はれた 處は あるまい。 收入 をす ベて 八" 一して、 そ 

れぞれ その 家族 全 员の 必要に 應 じて 之 を 用益して ゐる。 

兄の もの は 間もなく 弟の ものと なり、 母の もの は 娘の ものと なる。 そこに ral 定性の 所^はな 

い。 家庭の 成員の 問 をす ベての 財産が 流動して ゐる。 このす ベての 財 走が 家族の 問に 共^され 流 

動す る 形勢 を 持つ こと は、 これ は與 へ る こと を 喜びと する からで ある。 もし 與 へ ら るる ことの ブ 

を 喜びと すれば、 人人 は 一様に 與 へらる る 方に 廻る であらう し. それであって は その 家庭の 共 

益 共用の 流動 態 は破壞 される。 

愛情 を屮 心と する が 故に この 北 ハ用制 は 喜びの 中で 成立す る。 これが もしも 规約 によって な？ る 

るた rh ば、 怠惰の 形勢 を 生す る。 日本の 家族 は 愛情に よるが 故に、 他に みられぬ 犧牲の 精^ か あ 

り， この 精神に よって 畏ぃ國 民 生活 を 支持して 來た。 
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農民 史は赏 に 貧困の 歴史で ある。 私 は 日本の 農民 史を かいて、 この 事赏に 驚いて ねる。 如何な 

る 世に も贫 しい ことが 常態で あり、 苦しい ことこ そ、 その 常態で ある。 この 貧苦の 中に あって、 

なほ かつ 平和であった 處に、 殘忍 になり 得 ざり し處 に、 日本の 生活が ある。 是に 於いて その 苦痛 

の屮 でさへ も、 笑 ひ ほほえむ ことが 出來 る。 

笑 ふこと は 日本 民族の 輕卒を 示さ やして、 日本 民族の 長い 生活の 様狀を 示す ので ある。 吾 吾 は 

かかる 特色 を 日本の 藝術， 例へば 繪卷 物な どの 中に も 常にみ るので ある。 

しかし 芝居に おいて 私の 兑た笑 ひ は 決して その 國民 的の 笑 ひで はない。 悲しみの 中で 笑った の. 

ではなくて、 悲しみ を 笑った ので ある。 悲しみの 中に あっても 笑 ふの は、 これ は 我阈民 性で あ 

る。 しかし 他の 人の 悲しみに 對 して 笑 ふの は反對 である。. 他の 痛苦 を 自己の 笑の 對象 とする ので 

ある。 

そこに は 愛情 はない。 そこに は 平和 はない。 かへ つて そこに 阈民的 精神の 頹廢が ある。 敎師の 

中に も 之 を or 一般の 民衆の 中に も 之 を 見た ので ある。 

それと 同時に 私 は 悲劇 並びに 喜劇の 性質に 對 する 問題に も、 また 一 つの 疑 ひ をお こした。 悲劇 

と は 劇の ±！ 質が その 結末に 於いて 破壊に 終る もので あり、 喜劇と は その 結末に 於いて 建設に 終る 


ものである。 しかし それ を 喜ぶ か 悲しむ か は、 むしろ 見物人の 態度に よる ものと すれば、 悲劇 も 

また 喜劇 笑劇になる。 然 らば 劇の 分 額の 問题 は、 劇 そのものよ. 9 も、 見物 そのものに 依存す る こ 

とになる。 見物の 觀る 態度 及び 解す る 態度が、 これ を 如何に 受納す るかの 問題になる ので ある。 

故に そこに は 笑 はるべ きものが 客觀 的に 存在す るので なくて、 笑 ふ 態度が 主觀 的に 存在す るので 

ある。 

されば この 劇に ももし 「文意」 を考 へるならば、 そして 劇 を 見る 人が、 その 劇の 「文 ま」 を感 

じ 得るならば， 悲劇に 笑 ふ^! もな く、 喜劇に 泣く 答 もない。 この 事柄 を 事柄と して 獨立 に兑 す、 

その 事柄が 何 を 象徴して ゐ るか を 見るならば、 卽ち これ を 文意に 於いてみ るなら ば、 悲劇 は絕對 

に 笑 ひ 得ざる 譯 である。 故に 輕卒 なる が 故に、 或は 现解カ 小なる が 故に、 笑 ふべ からざる もの を 

も 笑 ふので ある。 

然 らば 象徴と は 何 か。 

象徵は 無形なる もの、 卽ち 見$ ざる もの を、 形を以 つて あら はすこと、 a^l る 形と して あら は 

す 事で ある。 換言すれば 感覺 的なる 事物に よって、 精祌 的で あり、 © 感覺 的で ある 意味 を あら は 

第三 穴- ず 葉の！ ^  A その 定位  九九 


0 三 章 首 葉 の 幅と その. お 位  一 ◦〇 

さう とする ので ある。 そして それが 一層 高 皮に なつ；， i 場合に は、 特殊 的なる 事物に よって、 普遍 

的なる 意味 を 現 はすこと になる。 故に 象徴に は. H らニ 種の 耍素が ある。 第一 は 形 體的耍 素で あつ 

て、 こ 1 は 杉 式と 稱 せらる る もの、 對 象と 稱 せらる る ものである。 ^二 は^味 的耍 素であって 

內 容と稱 せられ、 意味と 稱 せらる る ものである。 そして この 兩者 は本來 的に は獨 立の 意味 を 持 

ち、 隨 つて 兩者は 本 來は不 合一 の ものである。 然るに 本來 的に は不 合一なる 兩 者が、 比較 點 VC1.- 

^icic:lullgspuukt と稱 せ ら る る 接觸點 によって、 部分的、 外部 的 に 合一す る。 例へば め で た さ に 

は 形がない。 めでたい こと は 三角で もなければ また 四角で もない。 然るに 人人 は、 めでたき 事に 

は、 ことに 永!？ せんこと を耍 求す る。 今日 めでたく して 明 曰 は旣に めでたから. ざる こと は * 今 曰 

と雖 もめで たしと 感する こと は出來 ない ので ある。 今 曰 目 出た く、 明日 また 0 出た く、 來月， 來 

年、 永久に 目 出た くなくて は 困る ので ある。 ここに 於いて 目 出た さに は 永 繚 性が 重要な 要求と な 

つて ゐる。 永 縫 生の^ 礎に 立つ めでた さでなくて はならぬ ので ある。 されば この 永續 性が めでた 

さ を あら はす 比較 點 になる。 そこで 永續を 示す ものと して、 吾等 は 自分の 周闲 をみ る 時に、 龜が 

あり， 松が あり、 鶴が ある。 龜ゃ鶴 は その 生命が 長いと 信ぜられて 居り、 松 は 四季に わたって 色 を 

變へ ぬと 信ぜられて ゐる。 松の 葉に も 枯れて 落ちる 時期が あ， 5、 一  度 出た 葉が 永久につ いて ゐる 

譯 ではない が、 しかし 松 は^た 目に は 一 年中 綠 である。 -隨 つて 人^ は是 等の 松鹤龜 を以 つて 目 出 


た さ を あら はす ので ある。 これ が 無形なる 目 出た さ を、 有形な る 動植物 で あら は す 働であって、 

後者 は 前者の 象徵 である。 松の 姿、 鶴の 姿、 龜の 姿に、 何等 「めでた さ」 を 兄 出す こと はない に 

も 係ら や、 是 等を以 つて 「めでた さ」 を あら はすの は、 その 永繽 性の 故で ある。 「めでた さ」 は 松 

の 葉の 如く 二 本に わかれた 針の 形で もな く、 鶴の 如く 勁. 長く 足 長き 形で もな く、  ^の 如く 堅く し 

て遲 鈍なる 形で もない。 めでた さに 對 する 耍 求の 一致で ある。 故にめ でた さと、 松 ゃ鹤龜 との 一 

致 は 部分的の 一 致で ある。 部分的の 一 致で あるから、 そこに は 部分 を以 つて 入 P- 體 とする を 要する 

规 約が ある。 松 ゃ鶴龜 がめ でた さの 象徵 となるとい ふことの 根柢に は、 部分的 一致 を以 つて、 全- 

體的 一致と する 規約が ある。 一部の 一致 を以 つて、 他の 多くの 不一致 を 覆 ふべき 跳躍が ある。 さ 

れば この 規約 とこの 跳躍と を 信ぜざる ものに は、 この 象徵は 無ず：^ で ある。 西洋に 於いて 鶴 が 不 

吉 とせられ、 支那に おいて スッポ ンが不 古と せらる る は その 例で ある。 されば 泥中に 尾 を ひく：.^ 

鈍なる 龜を みて、 これ を 目 出た しと 思 ふ 人 あらば、 その 人 こそ 货に 「おめでたき」 人で あると •；"！！ 

はねば ならない。 

そして この 本來 的に 不 合一なる ものの、 部分的 合一に は、 自ら 一 つの 關 係が ある。 卽ち この 形 

體的 方面 は狹少 であって、 意味 的 方面が 廣大 である。 換言すれば 形體的 方面 は、 ^味の 符號 であ 

る。 意味 を擔 へる 假の 形で ある。 形に 完全の 意味が あるので はない。 この 形式的 方面の 過少と、 

^三ね ！ー 一一：： 葉の 輻 とその 2$;  一  〇 一 
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^味 的 方面の 過大との 均衡の 上に、 象徴が 成立つ。 故に 象徴 は その 一 部分の 合一 と共に、 多^ 分 

の不 合一 を 明かに 意 II せしめる。 卽 ち象徵 はより 多く 不合 一な りと 忍 ふと 共に、 合一な りと^ は 

れ なくて はならぬ。 隨 つて 象徴の 成立す るた めに は、 次の 性質 を 必要と する。 

一、 形 體的耍 素と 意味 的 要素との 對立。 

二、 この 兩者は 性質 的に は本來 不調和で ある。 

三、 その 不調和なる ものが、 一部の 共通 點、 卽ち 比較 點 によって、 部分的に 結合す る。 

四、 しかも この 比較 點は、 意味 的 要素に 對 して は 重大なる 憒値を 有する けれども、 形 t 的耍素 

に對 して は必 やし も 重大なる 憒値を 有しない。 

五、 故に 兩 者の 結合 は、 意味 的 方面の 必要から であって、 形體的 方面 は それに 引き やられて ゐ 

るので ある。 

六、 かくて この 結合 は、 その 根柢に 永久に 合一し 能 はざる 重大なる 性質 的 相違 を^: つてる る。 

隨 つて 象徴と は 永久の 不合 一 を 前提と する、 一 時 的の 結合に 外なら ない。 

されば かかる 象徴 は、 ^意 或は 比喩で ある。 比喩の 示す 意味 は、 知的に it- 解 せらる る もの か、 

述想 的に 现解 せらる る もの か、 或は 習 I？ 的に ^ 解 せらる る もの かで ある。 何れも^ 解 こ 導かれ 


TV  二 要素 間にある 溝渠 を跳蹯 する ので ある。 

上野 陽 一氏 は、 その 著 r 敎育 能率 ノ 根本 問題」 で、 r 學問 ト學問 ノ逍具 トノ區 別」 を 論じて 

1 ヒ トツ ノ 學問ハ 各糨ノ 言葉 文字 デ ァ ラ ハ ス コ ト ガ デ キ / 

2 學問ハ 言葉 ャ 文字 ヲ キ- ッ テァラ " ス コ トガデ キレた 力、 ^問ソ ノ で ノ ト言 葉ャ 文字 ト ハ別ノ 

乇ノデ ァ严。 

3 學問 ヲサズ ケ产 手段 トシ ープ 言葉 ャ 文字 ヲ オシ ェナケ レバ ナラ ナイ。 シカシ 文字 ヤー. i ヲサ 

ズ ケレノ コ ト ハ學 IT チ "ナイ。 學問ヲ 食物 一 一 タト 二 レノナ ラづ； -「u 葉ャ 文字" 食物 ヲ入 レレ/タメ 

ノ 食器 -ー 過ギ ナイ。 

4 學問ヲ 與ェ〃 目的 ノ タメ  ノ 手段 タレ ノ言 葉ャ 文字 ハナ レノ べクャ サシィ モノ デナ ケレ ノナ ラナ 

ィ。 ソレー 一 拂ヮレ レ，， 勞カ S 的ヲ ハタ スノー 一  サシッ 力へ ナイ 力 ギリ、 少ィ モノ デナ ケレ ノ 

ナラ ナイ * 

と 言って ゐる。 これが 氏の 國字 改良の 根本^ 见と 見る ことが 出来る。 かくの 如くに- 藥は まも を 

あら はす 符號 であると 见 るの は、 言葉と 意味との 問の 不一致 を、 ^解と， 慣 とに 於いて 跳躍す る 

ものであって、 言葉 を この種の 象徵 とみる ものである。 この 觀方は 同時に 秦を 内容と 形式と に 

分離す る 儘と 一 致す る もので、 文字 を符 號 として S から 隔離し、 この間の 不一 致を列 おによ 
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つて 跳躍せ しめんと する ものである。 また 文學 美術 を以 つて 修身 或は 政治 或は 胜啻 改善の 方便と 

みる 觀方 は、 文學 美術 を 修身、 政治、 社會 の象徵 とみる ものである。 ^に 文學 美術 を 所謂 「イデ 

ォロ ギィ」 を擔ふ ものと みれば、 これ もまた 文學 美術 を イデ ォ "ギィ の象徵 として 觀る もので あ 

る。 その 何れも^ 解に よる 跳躍の ある 點 では 同一 である。 

ここに 「^切 雀」 の 話が ある。 このお 爺さんお 婆さん 二人の 中 無慈悲で 慾 深の 方が 失收 する 比 

^が、 この 話の 中心で ある。 無慈悲で 慾 深の 失敗す る 例 は、 如何なる 時代に も ある。 しかし この 

話 は， ある 處に」 とい ふ に 漠然たる ある 時代と 地现 とのこと になって ねて、 時代と 環境と 

に 正確なる 具體 性がない。 そこに は槪念 的な 一般的 關 係が あるば かりで ある。 隨っ てこの 話 は 平 

面 的であって、 立體 性を缺 いて ゐる。 

比^に 似た 象徴の 一 つに 諷刺が ある。 諷刺 も 比較 點を 接合 位置に おいて 跳躍す る ものである。 

しかし 比^に 比する と 真體 的で ある。 諷刺 せんとす る 目的が 明胶 であるから、 4 體的 である。 そ 

して その 諷刺 は 諷刺の 目的が 明瞭なる だけに、 他に 通 川し 難い 特殊 4、 體性を 持って ゐる。 けれど 

もこれ は 比 鲛點を 跳躍す るのに、 现解 作用 を以 つてす るので > め るから、 時代 を 過ぎれば 现解 しが 


たくなる ことが 多い。 例へば 傳鳥羽 潸 正の 「鳥 獸 戲畫」 の 如き は、 かかれた 當時 にあって は、 明 

確に 諷刺の 意味が 玴 解され たものに 相違ない。 しかし 今日に なって は 鹿 は 春 日 神社 關係、 ^は 叙 

山關 系-: f  - らうと いふ 程の こ と は ほぼ 想像が つくと しても、 iffi になる と閬城 寺關係 かどう かがもう 

明瞭で はない。 そして 其れ 等の 動物の 活動が、 何の 諷刺で あるか は 勿論 わからない。 その 中で わ 

かるの は、 f 徒の 安佚 腐敗と、 善男善女の 善良に して 慇 直なる ことと である。 この 积度の ^味な 

らば、 時代と 境 或と を 明に 持た やして、 何時 何處 にも あり 得る ものである。 それならば 完全に 比 

喻 である。 諷刺なら ば 在る 時と 所と が 明示せられ なくて はならぬ。 「鳥 獸 戲畫」 は 今日はむ しん 純 

粹藝 術と して 見られて：^ る 。 

もと 諷刺の 形體 と、 諷刺 せらる る ものの 形體 とは叨 かに 異 つて. Q る。 この 問の 關 係の 大きい お 

諷刺 は 鋭い。 この 銳ぃ對 立が あって、 しかも この 問 を 比較 點を 中間 位置と して 跳躍す る。 跳躍し 

得た 幅の 大 さが 大きい 程、 效果を 深刻に する。 しかも その 跳躍 は现解 的で あるから、 跳 蹯の效 * 

は 評 價の趣 を 持って ゐる。 そして 評價の 結果 は 嘲笑と なる。 比 喻には 跳躍の 幅も少 く、  ^解 作 川 

も 低度 で 十分で あり、 結論 の 評價 作用 が 少量 で 十分 で あ る e 

かかる 比喩 程度の 象徵 は、 今日 も猶 一般生活の 中に 深く 人 h こんで ゐる。 例へば 相性， 相尅 を 
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はじめ、 十干、 十二支の 如き ものが ある。 相性 は 古代の 素樸なる 物 ^學 に 源を發 して ゐる。 丹 波 

战賴の 「醫方 心」 は圓融 天皇の 永觀ニ 年に 出來た 著述で あるが、 支那の 所 說を傳 へて、 體內の 五 

臓卽ち 肝、 心， 脾、 肺、 腎を、 五行 卽ち 木、 火， 土、 金、 水の 精に 比して. Q る。 五行 は 宇 {5 一  切 

の 原素で あり、 隨 つて 宇宙 一切 を 支配す る。 人 體も亦 その 支配 內に あると 考 へて、 五行 說 から 比 

喩 的に 醫術を 解いて ゐる。 低度の 象徴主義 である。 そして 火の^と 土の 星 は 性が 合 ふから、 相性 

であり、 水の 星と 火の 星 は 性が 合 はぬ から、 緣談を 避けよ と敎 へて ゐる。 相性 はかくて 人と 人と 

の關係 を、 固定 的に 見て しまって るる。 

相 尅も亦 五行 說 から 由來し たもので、 相 勝と 呼ばれる。 水、 火、 金、 木、 土の 順序に 勢が 强 

く、 水と 火、 火と 金との 如き 關係 によって 相 抉くべき ものであると した。 それが 後に は 相 勝が 相 

克 となり、 更に 相尅 となり、 最初の 意味と は 全く 反對 になって、 相扶 くる 關係 が、 尅し合 ふ關係 

になる とされた ので ある。 

十 千の 甲はョ & ヒ であって、 草木の 種子 を 被 ふ 厚皮で、 植物が 猶 厚皮の 種子 中に ねむって ゐる 

狀能 r 乙 は 軋る のであって， 植物の 芽が 伸びられす 屈曲して ゐる狀 態、 丙は炳 であって、 植物が 

明かに 植物の 形體 をと つた 狀態、 丁 は壯と 同義で、 植物の 形體 が充赏 した 狀態、 戊 は 茂であって、 

繁茂の 狀 態とい ふ ほに 萬 物 生育に 順序 づけた もので， だんだんに 進んで 辛になる と、 . 新の 意味 


で， 枯死して 更に 次の 新ら しき 時代 を將來 しょ ラと する 狀態 である。 壬は姙 むで 內^ に 新生 命の 

姙 まれて ゐる狀 態， 癸は揆 るで 內藏の 新生 命が 知り 得る 程に 仲び た狀 態で ある。 卽ち 十干 は^ 物 

の發 生、 繁茂、 成熟、 代 藏の十 過程で ある。 それ を 生の 五行に 配 常して、 木 兄、 木^の 如くに し 

てゐ るので ある。 

十二支 も 十干と^ 一  忍 想から 出た 象徴で ある。 子は孳 える であって、 新生 命の 萌し 始 むる 狀態、 

^は 紐であって、 からむ の 意 を 有ち、 生命の 充分に 伸び 得ぬ 狀態、 寅は蟥 くであって 發生 の狀 態で 

ある。 戌 は 切る 意味で、 生命の 滅亡の 狀態、 亥は閡 るであって、 ^物 调 落して 生命の 力が 種子の 

內 部に 閉藏 され 終る 狀態 である。 生命の 發生、 繁茂、 成熟、 伏藏の 過^ を 十二 段階に わけた もの 

である。 故に!：， 以 つて、 火の 馬と する 如き は、 货 に 無意味なる 比^で ある。 丙午の 起源 は 明 

かで ない-か、 ー說に は享保 十一 年と 天明 六 年の 丙午の 年に 懷胎 した 女の 巾、 流 產の藥 を 服して 死 

せる ものが 多数に あった 處 から はじまる とい ひ、 一 說には 丙午 共に 陽 火で あるから、 火災 ありと 

忌まれて ゐ たのが、 いっか 丙午 生れの 女子 は 嫁して 七 人の 夫 を 殺す とい ふ 流言 をな したの だと も 

言 はれる。 何れにしても 低度の 比^的 象徴主義 である。 然るに も 係らす、 これが 一般の 問に 深く 

信ぜられて、 丙午 生れの 女子 を 致命的に 苦しめて. Q るの は， 怖ろ しい ことで ある。 
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象 t は その 結果と して は、 形 體に獨 立の 意眛が ある 様に みえる 發逹 もして るる。 しかし その 意 

* は、 もともと 性質 的に は 一致し がたい 意味 的 要素の 方から 乘り 移って 來 たもので あるから、 そ 

の 必然性 は 可成り 稀薄で ある。 そして その 問の 論 现的關 係 は 次の 如くで ある。 

1 兩耍素 間の 論判 的關係 は、 本來 一 部 的 接合の 關係 であるの を、 暫く 全部 的 一 致の 形に みた 

ものであって、 そこに は 必然性 はない。 

2 しかも 必然性の 乏しい もの を、 必然性 あるかの 如くに 見る の は、 習慣 的の 知的 連關 による 

か、 それとも 類型的の 知的 連關 による かで ある。 

00 隨 つて その 知的 連關は 最も 低度で あるから、 それ はむしろ 情意 的連關 とみ ゆる か、 情意 的 

連 關に轉 ，1 する かで ある。 

ここに この 比喩的に して 知的なる 象徵 を、 更に 高度なる 象徴に 高める 道が ある。 

比喩的 象徴で は、 形體の 中の 一要素と、 ^味の 中の 一要素と が 結合す るの みで、 他の 要素 は 性 

質的に 無關 係で あり、 且形體 の 自然 的 性質が 輕 ぜられ て、 意味の みが 重 ぜられ る。 かくて は、 內 

容と 形式と は 截^と- tel 別せられ、 その 關 係が 偶然 的、 人爲 的， 抽象的になる。 しかし 形體 に意脉 


の 重い こと は、 これ 藝 術の 一般的 意味で ある。 もともと^ 味 を 有て る形體 が、 藝 術形體 である ュ 

故に 形體が 意味 を 有つ とい ふこの 性質 は、 一 層發展 して 行く ことが 可能で ある。 そのために は そ 

の 形體の 自然 的 性質 を 濃厚に し、 且 その 自然 的 性質が 意味 を 有つ ことになら なくて はならぬ。 換 

言 すれば 形體と 意味との 關 係に お い て、 

1 形體の 自然 的 性質の 增大 せらる る こと。 

2 形體と 意味との 比較 點が 增大 せらる る こと。 

3 この 兩 者の 增大に よって、 形體と ^味との 兩耍素 が、 自然 的 性質に よって 筏 はれ、 几 形體 

と 意味との 兩耍 素が 比較 點 によって 覆 はれる こと。 

かくすれば 形體の 全部 は 意味と なり、 意味の 全部 は形體 となり * 兩 者の 關係は 先の 如く 不十分に 

して 且 分割し 得る 如き ものではなくなる の である。 

されば 形體と 意味との 論理 關係 は、 この 象徵 にあって は、 

1 假に 全部 的關 係で あるかの 如く 見えた 先の！ iif 的關係 は、 完^なる 全部 的關 係になる。 

2 習慣 的 或は 類型的なる 低度の 知的 連關 が、 完全なる 情意 的連關 となる。 

ので ある。 この 狀態 では 

3 比較 點は 消失して、 習慣 的、 額 型 的なる 性質が 除去され る。 換言すれば そこに は 全く 外部 
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的 一致 或は 謎 語 的 統一 はなくな つて、 形體の 各部 は 悉く 意味 を 具備し、 意味の 各部 は 悉く 

形體を 具備す る。 

ので あるから、 

4 象徵 の， H 然的 意義に 卽 して、 象徴的 意味 を 求め、 自然 的、 具 體的關 係 を 成立せ しむる。 

に 到る ので ある。 

かくて この 關係 では、 形 體と竞 味との 問に 合 一 があって、 不合 一はない。 のみなら や この 合 一 に 

よって 形體は 完全なる 意味 を 得、 意味 は 完全なる 形 を 得た ので あるから， 兩者 は^ 一  して 一層 深 

く 高き 高次の 展開 をな したので ある。 この 故に 不合 一 は 形體と 意味との 關 係から 求められる ので 

なくて、 前の 形體と 意味と が、 今度の 形體と 意味と に 比較して 求められ るので ある。 卽ち 前の 形 

體と^ 味との 關係 は、 今度の 形體と 意味との 關 係と は 不 合一 であると 言 ふに 外なら ない。 「不合 

一」 の 意味 も、 前に は兩 要素 問の 比較に 生じた ので あるが、 今度 は、 前の 厣 位と 今の 層 位との 比 

較 によって 生じた ので ある。 ここに 著しい 發展が ある。 「不 合一」 の 性質 は、 展開に よって 層を異 

にす る兩 層の 間に 認めら るるので ある。 

かくの 如くに して、 形體の 方面より いふ も、 また 意味の 方面より いふ も、 共に 部分的 關係 によ 

る 象徵、 卽ち結 八 〔性 象徵 は、 この 全部 的關 係に よる 象徵、 卽ち 展開 ^象徴の 低位に 位する もので 


ある。 

されば 結合 的 象徵關 係が、 展開 的 象徵關 係と なり、 跳躍 を 不必要と する に 到れば、 ここに はじ 

て 完全なる 作品と なる。 例へば 先に 述べた 

閑 さや 岩に しみ 入る 蟬の聲 

よもすがら 秋風 き く や 裏 の 出 

の 如き、 何れも 完全なる 象徵 である。 「閑 さ」 は 形な きもので ある。 「岩」 と 「蟬 の聲」 と は 形 ある も 

ので ある。 而 して 岩に しみ 入る 蟬の聲 は、 この 形の 展開の 中で、 閑 さと 一致す る。 閑 さはお にし 

み 入る 蟬の聲 に みられ、 おにし み 入る 蟬の聲 は 閑 さその ものと して みられる。 兩者は その 展開に 

於いて 完全に 一致す る。 兩 者に は 不一致の 點は 全然ない。 完全に 合一した る 意味と 形と である。 

蟬の聲 の 展開 は 閑寂で あり、 閑寂の 展開 は 蟬の聲 である。 岩に しみ 入る 蟬の聲 を みれば、 これ そ 

のま ま 閑寂で あり、 閑寂 は そのまま、 岩に しみ 入る 蟬の聲 になり 切って ゐる。 兩 者の 問に は 何等 

の 中間 媒介 もな く、 何等の 跳躍 もない。 完全なる 相卽關 係で ある。 かくて 一方 は 他方の 符號で 

はなく、 規約で もない。 この 完全なる 象徵關 係の 成立す る 形に は、 內容と 形式との 區別 のない 世 

界が あ， リ、 これが はじめて 文學の 世界で ある。 ここまで 言葉が 来て、 はじめて^ 出と 被逄 出と が 
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斷絕 しない 系統と なり、 被 産出に よって 產出を 見、 產出 によって 被 産出 を 見る 系統が 完成す るの 

である。 

裏 出に 秋風 を 聞く 心 は、 別れて 來た師 を 思 ふ 心で ある。 師を^ ひて 終夜、 裏 m を ふく 秋風 をき 

くので ある。 秋風 は 裏山 を ふくと 共に、 曾 良の 心 を も ふいて ゐる。 秋風に ふかれて ゐる のは裹 出 

であるが、 同時に 竹 良の 心 も その 秋風に ふかれて ゐる。 秋風に ふかれて ゐる # 良の 心と、 裏山と 

は、 今 は 同じ ものである。 、いと 一 裏 出と はもと もと 同じ もので はない。 しかし わがし は 秋風に ふか 

るる 裏山に 感ぜられ、 秋風に ふかる る襄山 を、 わが 心に 感中 る。 その 秋風の. h と 心との 一致 は， 

「よもすがら」 で 一層 具體 的に なり、 「聞く や」 の 「や」 に 結晶す る。 これが この 句の 形象で ある。 

故に 形象 は 象徵の 中心で ある。 換言すれば 象徵 の象徵 である。 そして 象徵 並びに 形象 は 存在の 上 

での 一致でなくて、 當然 性の 上の 一致で ある。 この 象徴 は 形象 を 形成す るに 到って 完全で ある。 

言葉 は ， 」 の 象徴の 意味 に 於いて 考 へられ な く て は ならな い 。 

先に 述べた 表面の 事 赏 によって、 笑 ふべ から. ざるに 笑って ゐ るの は、 その 事 赏を以 つて 結合 性 

象徴と しか 見得ない 處に 生やる。 結合 性 象徴の 世界 は藝 術の 世界で はない。 故に その 人達 は映畫 

を 見つつ、 劇 を i つつ、 それ を亊赏 としてる て、 藝術 として はゐ ない。 展開 性象徵 として 觀るこ 


と 或は 學 ぶこと は、 文 を よんで 文意に 學 ぶこと に 外なら ない。 文意に よって 文 をよ まない こと は、 

文 を 形式と 內容 とに 剝離 する ことで あり、 比喩の 世界に 低落す る ことで ある。 

十一 

この こと は 全 體の 構成に 於いての みならす、 部分の 存在に 於いても 同一 である。 

今 「萬 葉摧」 卷 三の 柿 本人 磨の 旅の 歌に、 

稻日野 も 行き過ぎが てに 思 へ れ ば心戀 しき 可 古の.！ IS 見 ゆ 

天 ざ かる 夷の 長 道 ゆ 戀ひ來 れば明 石の 門より 大和 島 見 ゆ 

が ある、 また 

淡 海の 海夕浪 千鳥 汝が 鳴けば 心 もしぬ にいに し へ 见ほゅ 

の 歌が ある。 是 等の 歌 は、 何れも 共通した 性質と して、 第三 句の 終りが 「ば」 であって， そして 

その 「ば」 が 一 首の 中心 をな してね る。 この 「ば」 は 現在の 經驗 をのべ て、 その 終 驗を反 雀し、 

そして その 經驗 を機緣 として、 展開して 行く 次の 生活に 推移す る 表現で ある。 第一 の 歌で は、 嵇 

曰 野 も 行き過ぎ-がた く^ふ， その 現在の 經驗 とその 反省との 中に、 心戀 しき 可 A の^のみ ゆる 推 

移 を 深い 感慨で 眺め てゐ るので ある。 そして この 二つの 經驗 を接繽 せし むる もの は 「ば」 であ 
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sa 「ば」 は 反省に よって 次に 展閗 する 生活で ある。 第二の 歌 は 「夷の 長 道ゅ戀 ひくれば」 とい ふ 

經驗と 反省と によって、 ^に 次に 展開して 行く 「明 石の 門より 大和 .1? 見 ゆ」 が 出て 來る。 この 展 

開の 節 は、 「ば」 を產 出し 形成して ゐる。 第三の 歌 も 全く 同じで ある。 夕浪に 千鳥の 鳥く の を 聞い 

て， この 心に 「心 もしぬ にいに しへ S ほ ゆ」 と 展開して 行く。 この 展開の 節 は、 「ば」 である。 か 

くの 如くして 「ば」 は 推移の 屮心 であるから、 自然に この 歌の 中心と なって ゐる。 この 「ば」 あ 

つて 是 等の 歌 は 中心の 壓を 得て ゐる。 故に 「ば」 はこの 歌の 象徴の 頂點 である。 文の 語 怠 は 文の 

象徵 であるが、 この 「ば」 とい ふ 語 は、 この 歌の 最も 中心 をな す 語で あり、 卽ち この 歌の 形象で 

ある。 それから 人鹧の 少し あとに ある 高 市連黑 人の 旅の 歌 

旅に して 物戀 しきに 山 下の 赤の そ ほ 船 沖に 榜ぐ見 ゆ 

では、 その 中心 をな す もの は、 卽 ちその 象徴的 位贳 の頂點 をし める もの は、 「赤の そ ほ 船 I であ 

る。 旅に て物戀 しき 心 を 持って 向 ふ 時、 山 下にみ ゆる 「赤の そ ほ 船」 は、 ことに その 赤い 色 は、 

旅の 戀 しき 心 そのもの になって るる。 赤と 旅の 戀 しき 心と は 完全に 象徵— 展開 性 象 徵關係 をな し 

てゐ る。 故に この 歌で は 象徴的 位置の 頂點 はこ こに ある。 この 象徵的 位置の m 點が 形象で ある。 
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これ も 人 齊狭集 巾の 欲で あるが、 欲 柄が 入 麿ら しく > 高迎 雄渾の 姿が 他の 作者で は到逮 至り 雜ぃ感 が あるので、 M じく 入 

» 作と 推測して ゐ るので ある。 「みけ， M ふ」 は 南 淵 山の 枕， 1、 南 淵 山 は g: 日 杏つ づきの 地に ある 山- はだれ は^;^^ に 

と^されて ゐ るが、 淡雪 若く は 斑 雪 等で あらう。 これ は 作者が 明日 香よ リ 遠く^ 淵 出 や 一望み 见て、 そこに^れ る 淡雪の 光 

を 寂しみつつ 詠んだ のであって、 特に、 巖を捉 へたる 所、 寫 生の 機微に 入れる 心地が し、 古く 市丧 の秀 品に 接する 如き ま 

が ある。 村 料 は 只 巌に殘 る 雪で ある。 それが 斯の 如き 氣品を 生み 來 るの は、 作者の 自然に 參 する 心が 深く 至 D£ て， Q るか 

ら であって、 この 邊 になる と、 もうせ 堂と して 藝 術の 高所に 入りお てゐ ると いふ 感 がする。 ^ 1 二三 句 を 受けた 「によ」 

が 泣く 第五 句の 「たる」 に 至って 結ばれて ゐる 勢に、 高く 路み、 遠く = を 驚せ てゐる 姿が 兑ぇ る。 「降れる はだれ か」 の 

「か』 は、 一 面に 疑 ひ 一 而に 感^の 聲を强 めた ので あ つ て、 萆，？ | の 山 を 成し？ W てんる。 非 *e に い い。 

これ は 島 木赤彥 先生の 「萬 葉 集の ^賞 及び 其 批評」 の 一節で ある。 歌の 象徴 關係が 明かに されて 

ゐる。 

かくて 讀む働 は、 その 文の 象徵的 位置 を 定位す る ことで ある。 描く 勁 も 形體の 象，. ST^SM- を定 

位する ことで ある。 この 奂徵關 係が 明かに な， o、 定位 せられた 時 は、 その 文 は旣に 構成せられ た 

時で ある。 構想の 問題 は 結局 定位 問題で ある。 
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觀る働 は 決して 簡單 ではない。 觀る 働が 簡單 であり、 且 容易で ある 様に 見える の は、 觀る働 V 

最も 直接なる 働の 一 つ だからで ある。 觀る 働が 直接 だとい ふこと は、 何等の 媒介 を もまた やに 成 

3 れ、 且 展開す ると いふ 意味で ある。 この 觀る 働の 直接 性に 立つ のが 描く 働で ある。 これが 正 同 

子規 氏の 言へ る 「寫 生と は あ， o のま まに 寫す 一 とい ふ^ 味に 外なら な、 。 

かく i る 働が 直接で あると いふ 意味 は、 觀る働 は^に 受動的な 態度に 過ぎぬ とい ふ 意味で はな 

い。 觀る働 は 軍に 與 へられた もの を觀 るに 過ぎない とい ふ 意^で はない。 卽ち强 要せられて 「で 

ある」 とい ふので はなくて、 「でなくて はならぬ」 とする 當然 なる 積極的なる 態度で ある。 「でな 

くて はならぬ」 とい ふ當 然の感 は、 現在 を 規定す るに 留まらす、 更に 未来に 展開す る 働で ある。 

この 積極的の 態度の 展 ET があって、 はじめて 存在が 確定す るので ある。 うたが ひなき 存在が 確立 

する ので ある。 「在る」 こと は- この 「あるべき」 事に 支持 せられて、 はじめて 確かで ある。 かく 
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の 如き 生 質が あって、 觀る働 は 展開す るので あるから， この 觀る僳 は，  一 ni にして 行 きづ まる 榇 

な 平面ではなくて、 觀 るに 從 つて 深さ を增 す立體 である。 

ここに 於い て^る： きりに かくと い ふ寫 生の 問題が、 限りなき 深さ を 示して 來 るので ある。 

素 S 八；； 氣 體 を サボ-一 ン浮 液屮を 潜らせて ffigl〇 • 三ミ リメ  I トル 程度の ァヮ にす ると、 この S るべき^ 鳴 ガス は^！ g 

杈こ s れて も、 ガス 焰を 近づけても 爆發^ が 失くなる。 溶接に 使 ふ麼 素ァセ チリ ン： S 八" ガ ス でも E 樣 な^が 弒驗 され てん 

る。 «u ガ ス の 輸送に 對 する 一つの ヒ ント であらう リ 

近顷 s?gs こ、 よつ てゐる いは ゆる 泡^ 消火 法と いふ もの も、 これに 類した ァヮ の 一 應用 である。 ガソリ ン やべ ンヂ ン の やう 

な 水で 始末 出來 ない ものの 失火に 對 して、 ある ^® で 炭酸 ガスか^：^ の ァヮを 吹き かけて 、火お をァヮ の跋ぃ 面で 包んで、 

外氣 か、 り 火焰を 隔離して 消火させる 考案で ある。 

アメリカで ガソリン 貯藏槽 からの ガソリン の揮發 S が 一 ケ年 約八パ I セント.^ 稱せ、 りれ、 拟失惝 格 は 五 千 « ドル 以上 

精ら れてゐ る。 その 防止に 特殊な 持續 性の ァヮを 利 川しょう と いふ 試みが ある。 

これ 等の 場合と は反對 に、 例 へ ば 酸素と 水素と がパ ラ ヂゥム の 接鲷作 川で、 低溫で 化合して 水と なる^ は W 知の^ 驗 であ 

るが、 こ の 種の 色色な 殽體の 接 觸反ま 5 に、 觸媒を 合んだ 適 赏 な 起 泡 忤の液 體をメ ヂゥム として、 ァ ヮの狀 態を應 川す ると * 

反 應の活 怍而が 非常に 捣大 される の で反應 速度が 著しく 進行す る。 

以上 は 一 例で ぁリ、 赏 用され て， Q る もの は 未だ 少 いが、 ァヮ は將來 十分 多方面に 應 W の ヒント を^して ゐ ると 考へ、 りれ る。 

(あわの ヒント 、三 雲 次郞 氏、 昭和 五 年 六月 九日 诋京 朝日 新聞 舉藝 餘談) 

故に I る锄が 直接で あると いふ こと は、 働が 草 純 だとい ふこと ではない。 ま. 象 を^お たとい ふこ 

と は、 これ は 一 つの 解釋 であり、 構成で ある。 この 消息 を 榊^ 紫 峰 氏の の L にて」 におる 
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ことが 出来る。 

w^. —— 近 い. H 手の 上に 立って ゐる 大きな モチ の 木の 若葉の 問 を^して 见ぇ る靑 空の 色の 鮮 かな * しさ。 それ は ft? 渡 

他に 比較す る ものが な い。 

^の类 しさと い へ ば^ 通に 初秋の それ を舉 げられ る やう だが、 同じ すんだ ^空で もす み 方が 違 ふ。 初秋に は^ひ 難 ぃ沈籽 

さが ぁリ、 ^葉の 哎 には^ 力： e な 動きが 感じ、 りれ る こ 

その 透き通る 靑 ^ に瑰ぃ Mm の やうな 浮 雲が 浮かんで ゐ るの も 初夏ら しい 氣持 だ。 それ. か 段段 手厚くな つて、 雲 の^-を 秘 

みあげる と、 ハツ キリお 夏が 近づいて くる。 その .gf は每年 海岸へ 出かける ゆ. ^か、 雲と いふと 私 は廣廣 とした^の 上の 雲 

の 峰 を 思 ひだす。 

.E 體的 にも 糨祌 的に も 健 仝な 人 s«、 初； 一 愛する ことにな" はしない だ、 り-つか。 私 は新綠 の^が 一番 好 だ， し 私の 忭 格 か 

ち- い へ ば 初秋の 方が 私の 鉍 持に ビ ッ タリす る や-つ に S へ るが、 然し 仕 率に 對 する 希^に 滿 ちた 時 なぞに は 新綠の B 然か， t 

なける 喜びの 方が よ リ强く 私を勑 かす" 氣待 — 嵇 神の 健 硯は肉 體の姥 八-さか、 り 得-りれ る もの だと 思 ふ" 肉體が ハ ン キリ 

しなければ 頭 も ハ ッ キリし な い。 たまに はか、 り だの 不健 令-な 時に 反つ て 頭腦の 叨哳な 場 八" も あるが、 もラ 一 應 それ を 反省 

してみ ると、 矢 張" そこに は ある 1 方に 偏した、 病的な もの を 伴つ てんる こと を 兌つ けだす。 

よくお 腌 した 後、 ^早く  = 覺め る。 そして^れ やかな 空 を 見、 涛ら かな 冷めたい 空 氣を t- 吸す る。 內 部に 力 ® い S おが^ 

ち 溢れて、 化 市に^ する 熱情が 猛然と 起って くる。 そんな 氣持も 初-炭、 新綠 とい ふ ものに ビッ タリす る。 剁 の丧 室に 人る 

前の さ-つした.^ び は 3：  を ？i じて 變 n はない はず だが、 特別に それが 靑萊の W の^ 節に^い。 そんな 時 こそ 如何にも B 分 

の 生長と いふ ことが 感じられる やうな； a? がする。 


初夏 の 徵風は 焚に is やか だ。 w^. の 上に IS 足 を 投げ だして 眺めて ゐる * その 私の 目の前の 大^にく つき リ浮き だしてん, 0 

色 さまざま の ヒナ ゲシ ゃス ヰ-トビ ィがサ ラサ ラと 動き 搖れ * 空 の靑に 對照を 作つ て 1 1® 美し い。 こ. の 美し さが 私の 制作 

欲 を そそる。 美 は^の 精 祌を醉 はす 赛び だ。 ； 4 の 内部的 外部 的の 總 てのものが 完 仝に 調和して 統 一 され てんる 時お その 喜 

び は强く 火き い。 仕事に 對 する 感激 もまた そこに ある。 反對に 私の 總 てのものが 調子 惡く、 心 持が さびしく 憂^に なって 

ゐる 時には、 佧 事に 對 する 感動 も 消 H 的で、 美しい と 感じる その 感じ 方に もまる で 力がない。 

然しながら 感動から 直に 制作に 柊る と は 限らな い。 耮を 創作す ると いふ ことに は、 卽ち 感動から これ をお 現す る：^ « 的な 

活動に 柊る のに は、 そこに 構成と いふ 別の 働きが 必要で あるが、 その 點に 到達す る逍 程と して、 A: 然から 受ける 旌動は 仕 

事に 對 する 一 つ の 契機で あると いふ ことが 出來 ると 思 ふ。 第一 に 感動 を 受ける こと はものが 兑 える とい ふこと であ リ、 i 

のが 見える こと は 私の 仕事に 路み こんで ゅく氣 持 を 刺激す る。 かう いふ こと をく" 返して ゐ ながら、 私 は 螺旋 狀に く 上 

つ て ゆく ことが 出來 るの だと 信じて ゐる。 私 はお 芽 出た い 入 問 かも 知れない。 

然し 純粹な 3 然の 美に 對 する 感動が その 人の なかに 善き もの を蓄 精して ゆく、 と いふ こと を 信ずる の は sl^i ひだ 、リラ か。 

それが ぽんとう にもの を 見る 眼 を 開き、 同時に^ を 構成す る 力と な つ て 働く の だと いひたい。 

逍を * いて ゐても 何 かにぶ つかつ て S ぐ 制作した くなる 場合と、 见る ものの すべ てが c 分 をす：： ばして くれる がその «; びが 

K ぐ 制作と して 現れな い 場合と が ある。 私 は 後の 場合の 方が 多 いが、 こ の K 接に 現れな いものが 私に 多くの 碑 r きもの を W 

へ、 問 接 的で は あつ て もよ"^ いもの を 私の 制作の 上に 投げが けて！ W る。 花鳥 賓家 だと いはれ る 私が 緣の なさ さうな 宗ぉ 

賓 にも、 又 音樂 にも 芝 W にも 能樂 にも 無限の 喜び を 感じる の は 矢張リ 同じ 意味から である。 

可な リ强ぃ 風が モチの 木に あたって、 萊の 茂りが サッと 銀色に 輝く。 風が 去る と、 茂" はまた もとの こん も" した 一塊の 

綠。 その 片側に 日光が 照リ つけて 燃える やうに W かるい。 反 對の側 はかげって 1= く  *  ffi 厚 だ。 この 叨 1= の對 ii が^ 贵の卄 
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^に 結びつく と、 ^に カ强ぃ 色の 關係 を： a せて くる。 

じま^が 水に うつって、 その 影と 波紋との い" 亂れが 作" だす 線の 面 c さは また 格別 だ。 こ の淺ぃ 池に は 小さな 川雜魚 を 

^山 いれて おいた。 資ぃ^ やか はせ みがい つの 間に かやって 來て それ をね、 り ふやう になった。 だが 私 は 小鳥が 好きな ので 

たれに も それ を 追 はない やうに させて ゐる。 

夕方 坯 へ く る^-た ぞ、 偶然 そ の 巧な Jij 師が 捕 へた 小魚 をく は へ て、 水の 上の 权に とまって ゐ るの を A かける ことがある。 

彼の：： ばし に^ 色に 光った 魚が ビ チビ チ 跳ねて ゐる。 か はせ みが 口ば し を 左右に 振りながら それ を 食って ゐ る。 何の もの 

I. せ， p しない。 Jmi- 鳥 も 動いて ゐ るが、 新綠の A: 然 のなかで 總て がしんと 靜か だ。 赏 に类 しいと 思 ふ。 人 は それ を？ gfK だと 

いふか も^れない。 だが それ は见 方が 違 ふの だ。 この 時の 私の 心 はい は ゆる 明銪 止水と いふか、 泉の やうに^ み 切って、 

いささかの. 干; 觀も 想念 もさし はさまない。 ただ そこに ある まま をう つして、 それの 美し さに 感動し てんる コ そこ こ は 色と 

形と 線の^ しさが ある だけ、 私と いふ もの すら なくなって、 私 は c 然 のなかへ 融け こみ、 私の 生命と 大きな <c 然 そのもの 

の 生命と が 一 つに なって しまって ゐる。 藝 術が 生れて くるの も货は そこから だと 思 ふ。 

蝶が 二三 羽 もつれ 合って 飛んで ゆく。 それ を！ I 族 保 在の 本能 の^れ だと 见 るの は科學 者の 立場 だら う。 然し あの 蝶が 花の 

上へ かかり、 ^へ かかりして^ 問 を玆 ひながら 飛んで ゆく の を、 その あるがままに 見て ゐれ ば. K に笼 しいで はない か： 線 

と 光との リズム、 色の 對 £i、 總 てが 美でなくて なんだ、 りう。 

I  B の-つちの^ 氣ゃ 光、 色 合 ひの 變 化の リズムの 美し いのも この頃 だ。 

SIBf.  く、 戶 外が 漸く，：：： みかける SM 番 に^に 入る の は 雀の^、 それ か. り 家に 飼って ある 様樣な 小お の * だ。 人 はい まだ 起 

きてんない。 こ の 瞬間 雨戶 やよ ろ ひ戶の 隙間から 差し こんで くる 白. a した 光り ST  話 的な 美し さ を STJ じさせる もの はな 

い。 竟話 は 私迮の 時代に なつ て も いまだ 死んで ゐな つ それ は 私逮の 心の奥底に 潜ん でんて、 こんな^. おな 境地に は 突然 


n 覺 めた や-つに 活き活 きと 動きだして くる。 ^ 話 は 氷久に 變 、りな ぃ私迮 の 生命の 源栾に つ なが つてん る。 

花 苑の方 へ 下りて 見る。 虫 共 もま だ どこかの 葉 かげに 潜んで ゐ るの だ。 すべての 萊 つば や 花びらが 旗に-つる ほ-つて « る。 

私の 心まで がうる ほひ を 持つ の を 感じる。 水草 類が荧 しい。 巾で も 特別に 朝の^ら かに 沧ん でお しさ を兑 せる の は 蓮 の 紫 

にた ま つ て ゐる露 だ。 ，界 のどの 寳 石よ" も 立淤で a 事 だと 思 ふ。 . 

少し 日の 光が 空に-つっつて くる。 人が 起きて 働き 始める。 问時に 蝶、 虻、 雀、 ^、 熊蜂、 蜣炝 なぞが 飛び だしてく る。 0 

蓮 や 蓮が 花 を 開く。 昨 曰から さいて ゐた 他の 花 なぞ も * 夜屮 少し すぼめて ゐた 花瓣を またはつ き" と 開 き^す。 こ の ^間 

の ft: 然 のしつ とりした 氣持は 仝く いひ 現せた い。 自然 そのものが 愛 だとす、 し いひた い « である。 それ は 夕方 日が 沈んだ 後 

の 和やかた 氣持 とも逮 ふ。 丁度、 初夏と 初秋との a の类 しさが 違 ふやう に。 そして 秋 は， 5- な =朝¥  く か、 り.？ - がすむ が、 

か、 り 初夏へ かけて は、 §.1- のす み 切る までに 少し 時間が かかる。 曰が K 段髙 くなる。 

正午。 太陽の 一 百 葉の や-つに 蝶 や 虻が 盛んに 活動す る。 とリ わけ これ か、 りは^の 活躍 振りが H 立って くる。 小 ^共 は^が 一 

番元氣 にさ へづ り、 正午^に なると 熱心に 餌 を 求める。 

日屮、 午後  一^- W から 暑くなる に從 つて 小お は 少し 衰へ かける。 そして 夕方に は 再び 元；； SU 一-取り 一 M して、 さへ づ" 交 は 

し、 洱 を 漁り：！ る。 

也の 魚 は、 夜間^い ところに 沈んで 大抵 眠って ゐ るが、 夜明けと 共に 浮き だして 活動す る。 然し 雜 お 一類 は 午後 一一 一時 か、 りタ 

方へ かけて もっとも 元 氣で、 頻に 跳ね 上る。 黄 伃れ顷 に それが 預 點に 達する。 水面に 鍬の 腹が チカ チカして、 盛んな S- は 

まるで 夕立が 池 をた た いてんる やうに 見える。 これ は 夜に 近づく と 彼等の 好物の 羽虫 共が 咭ぃ 茂リゃ か、 し 水面 へ 移 ！g 

して S5: 遊す るか-り だ。 舰 になる と 如何にも どっしりして， 0 て、 い-ついう として 溶ち つき をい つも 见 せて ゐ るが、 それでも 

天候の 工合で 跳躍 振 n が 違 ふので、 その 道の 玄人 は 彼の 跳ね 方で 叨 日の 灭氣 を. 械 知す ると いふ 位に、 の變 化に 敏！^ さ 
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つて ゐ るのに は货 く。 

夕方に なると、 そろそろ 森の^れ 家から^ て、 夜の 世界の^ 木 兎 なぞが 活動し 始める。 私の iK に はよ く 子 を つれた 鬼が や 

つてく るり 親が 餌 を さがし てんる 問 子 は 枝に 待って ゐて、 自分の 居所 を 知らす や-つに ビ イビ ィ 鳴く。 それが 非常に 可愛い 

氣持を 抱かせた。 見 虫で も 小鳥に ねら はれる 迚屮は 書 問 はかくれ てゐ て、 餘り 出ない。 かう いふ 虫 共に 限って、 夕方 烧 を 

慕って 家の なかまで 飛び こんで くるの だ。 それから 蜘蛛 —— こ い つ が辋を 張つ て 犠牲の 虫の かかる の を^つ て ゐる所 を、 

行水 を 使 ひながら ぼんやり てゐ るの も而白 い。 怯な 奴 だと S ふが、 どこかに 愛嬌が あつ てに くめな いのも この 虫 だ。 

ェガラ が やって 來た。 一番 小さな^ だが、 群 をな して、 樹 から 樹へ 移る。 美しい g だ。 それが 如何にも 初夏の 感じに 似て 

ゐる。 靑葉の « になる とき まって 彼等 は^ 山の 峰つ づきから 澤山 下りて くる。 それから ^c、  m 十 雀、 小雀、 s?s"ftr かく 

る。 瑠秭は 美しい 羽根 を 持つ て、 流れる やうな 鈴の 萆を かす。 氣 持の さわやかな 鳥 だ。 

もう 苺が 熟した。 靑ぃ葉 かげから チラ チラと 赤い 赏が のぞいて ゐる。 畑で 摘んだ の を n に 入れる と *: リ が芳醉 で、 味が 細 

やか だ。 朝早く 露の 下りて ゐ る^め た いのが、 殊によ ささう に 思 ふが、 ？i の 話で は 午後 日光 を カツと 受けて ゐる 時が 一 番 

いいさう だ。 苺に つづいて 梅、 枇杷、 水蜜桃が 出て くると もつ ほ； 夏が 近い。 やがて 天筇 桃 や 瓜 類が 額 を^せ 始める。 

花で は 立^に ヂキ タリス、 ひなげし、 0 ベリ ャが初 S の贵 物と して 如何にも 適 はしい。 それに 日本的な もので は 山吹、 木 

蓮、 K: 八！：、 欠 車 なぞ も 拾て 難い。 春の 花 は柔 かくお 能 的 だが、 初 S の 花 は 淸楚で 活動的 だ。 涛楚 とい ふ 感じ は 初秋の 花に 

も あるが、 これに はや ゃ銳 さと 冷めた さ、 沈靜 的な ものが 舍 まれて &る。 それから R: 夏 近くになる に從 つて 紫^花. 柘榷 

なぞが さく。 仝く^ にな リ 切った とい ふ氣 持が もっとも 强く 出る の は あの 赤い、 南^ 的な 來竹桃 だら ラ。 

燕 だ。 なんと 輕 快な 飛び 方 だ、 りう。 水面で ヒ ラリ とつば さ を 返す 巧 さ。 心に くい 粹 美しい。 地上の 廣 さと いふ もの を 感じ 

させる の はこの ftr た-' 鵝铬が 来た- 彼が 水の 流れの^ からお へ 點點と 飛び移る の を 兑てゐ ると、 これ もまた ある 廣さ を遒 


つ た 意味で 十分に 见 せる ひ 

いつ のまにか^ が 1 羽、 ほ- 上の^:^ に 5 つく" と 輪 を ゑが いて^る。 これ はまた せ-の 廣さだ a  ^りな い^.; 間 $ 火き さ ひ そ 

して 天と地との 關保を 深く 感じさせる その 飛 翊扳り は、 永遠と いふ ものにさ へ つながり を 持つ てゐる やうで はない か。 そ 

れが 大きな 宇宙の 意志の 現れと は い へ ぬ だら うか。 

あの 木立の 葉 かげ を 縫うて ゆく 木 葉 蝶、 日光の なか を 飛び 過ぎる 白い 蝶、 それ は その 昆虫の 各の 生活に 伴つ てんる。 ：， 八む 

爛墁と 憂繫、 太陽 を 喜ぶ ものと 晗を 好む もの、 色 も 線 も 形も^ それに 從 つて 生み だされて くる。 C 然は その いづれ を も. SW 

てずに、 各に 完 仝な 調和 を與 へて ゐる。 ぬきさしならぬ 必然 さ、 動かす ことの 出 來ぬ至 常 さ を 以て、 宇 {S の 意志が そこに 

働いて ゐる。 そして それ は §=; に 宇宙が 緊密に 結合して、 どれ 一 つと して 絕對に 解す ことの 出來ぬ 存在で ある こと を 一； 小して 

ゐる o 

二 

かくて 觀る 働が 旣にー つの 解釋 であり、 一 つの 構成であるなら ば、 この 觀る勅 は觅に その^に 

ー厣 深い 觀方を 要求す る ことになる。 觀^ たとい ふ解釋 は、 同時に^に 進んで 次の 解釋を 要求す 

る。 觀得 たとい ふ 構成 は 更に、 進んで 次の 構成 を 要求す る。 觀る 働に よって、 その 解釋と 構成と 

は、 觀ざる 前に は 達し 得なかった 高さに 達して. Q る。 そして この 觀る働 を 通して、 解釋と 構成と 

力 漸次に 成し遂げられる。 この 生長 こそ 觀る 働の 中心 をな す ものである。 「 ぬきさしならぬ 必然 

さ、 動かす ことの 出來 ぬ至當 さを以 つて.； ケ宙の 意志が そこに 働いて ゐる」 こと を觀 出す の は、 观 
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る 人に とって は .K に 深い 歡び である。 しかし 今 到達した だけの 發 見と 構成と は、 人.. 到迮 しおに 狻 

见と 構成と である。 永久の しかも： 小變の 發兑と 構成と ではない。 「純粋な .y 然の^ に對 する 感^ 

が， その 人の なかに 善き もの を 蓄積して g  くと いふ こと を 信 やる の は 間違 ひだらう か。 それが ほ 

ん とうの もの を 見る 眼 を 開き、 同時に 繪を 構成す る 力と なって 働く の だとい ひたい」 と 紫 峰 氏 は 

一一：：： つて ゐる。 觀る 働に よって、 一層 觀る 働が 進められる。 一 つの 働 は s に 次の 働 を 進める。 今 見 

た 働 は、 ^に 次の 働 を 進める。 觀 るに 隨 つて 深く、 觀る， に隨 つて 萵き發 逢が そこに ある。 観る 働 

は 決して ー點 に靜北 する 働で はない。 そこに 永久に 進む 可能と 必然と が ある。 故に この 解決 は- 史 

に 深い 次の 疑問 を產 出す る ものである。 観^た こと は、 ^に觀 るべき 要求と、 可能と を ふくむ も 

ので ある。 卽ち對 象に 對 する^ 解と、 见に 深き 疑惑と を 怠 味し、 疑惑の 深さ を 示す ので ある。 

？れ ば、 文 を紱る 注意と して は、 

1 注意 深 く 觀 ^す る こと。 

2  00 に 秩序 を與 へる こと。 

3  ^現の 立場に 立って 觀 察する こと。 

の 三つになる。 注^ 深き 觀 (おと、 その 觀.^ の 系統と がなくて はならぬ こと は 言 ふ 迄 もない が、 0 

に 表 兌の 工夫に よって 觀察 する こと は 必要で ある。 何とな れば 一一-":: 葉 は それ. E 身に お いて *  ^い^ 


を 有つ もの だか ら である。 ^ る i^^sss 持った めに は. そ，^ が 傾向 ^Flsr^s. な く て 

傾向の 上で 決定？ ねる とい ふこと If^gAlmlps 兀爷： に せらる る ことで あ 

る" 言葉 は 象 85, せ られ て、 は§ て 定立す ふ" 言葉が 定立した と， いふ こ，^ fl^ri^ys^ 

たとい ふこと であつ VJ^Iri る 働-力 ここに j 徵と し て の 言 棄を獲 してく る の で あ る " 故 に 描 ぐ 

^甚 礎に 笫 三の 條件 にある。 この 基礎に 立って 言葉 は、 符號 でもなければ、 道 H; (でもない。 そ 

の 人の 姿と なって くる。 故に 觀られ たもの は、 言葉と なって 初， めて、 我と 對立 する 外界の もので 

はなく、 我の 巾に 成立した 新ら しい 所産と なる ので ある。 ^木 赤彥 先生 はいつ も 「歌心 を以 つて 

景色 を觀 よ。 歌の心 を以 つて 寂し さ をき け」 とい はれた。 畫家 は输之 具を以 つて、 .！！： 然を觀 るの 

である。 文學の 作家 は 言葉 を以 つて 觀 るので ある。 

かくの 如く、 描く 觀に 立って 觀る働 を 進めるならば、 觀る 働の 終った 時 は、 描く 働が 必然に^ 

起す る 時で ある。 描く 間に 觀る 働の 不十分 さが 明瞭に なって、 猶 注視の 必要が 生じて 來る。 この 

描く 働と， 描く 働に よって 起って くる 省察と が 推敲で ある。 言葉 を かへ ていへば、 推敲と は 構想 

の 展開と、 展開の 働の 中で 殿鍊 する ことと である。 
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然 らば 描く 働 は 如何。 この 描く 働の 推移 を 吟味し なくて はならぬ。 

描く 働に は、 描かる る ものがなくて はならぬ。 それ は^ 一 內容卽 ち對 象で ある。 第一 內容は 今 

在の 形で 與 へられて ねる。 しかし それだけ では 懊物學 的形體 として は 十分で あるが、 まだ 描く 

べき 形と はなって ゐ ない。 それ は常然 性の 形 を とらない からで ある。 卽ち 形が、 その^ 在の 形が 

更 に 常然性 によって ^現された 形と な ら なくて はな ら ぬ 。 卽ち 個性 化 された もので な くて はな ら 

ぬ。 つまり ^j-rts^r^Trtg 然性 があって、. にじ め て 描く ベ き 對# は り 立つ ， の 3 る 。 

，T:8s#*ii。 この 當然性 を此處 では 第一 形式と 呼ぶ ことが 出來 る。 第一 內容 が、 第一 形 

-式 によって 莨 かれた 時に、 初めて 描かる る ものの 某 礎の 形、 卽ち對 象 性が 定位 さるる ので ある。 

これが 文意で ある。 文意と は、 文の 成立の 最初に 於いて 先づ 成り立ち、 しかも 文の 完成の 最後に 

於いて、 一展 完全になる ものである。 常に 文章 を 貫いて るる こころの 働で ある。 であるから， 文 

^は 耍旨 或は 大意の 如く、  知」 ；! M 的に 耍 約せられ たもので .：？；：^11?^^,.,^„^$ ^ない 

赖に も、 先 づ^: 者の 中に Ac^tg れ たもので あ ^rfy^^ftslgs^r^rf , る对^ 

も3^ る。 卽ち 存在 は 常然 性に よって、 其の 形 を 更に 高次 的に 完成す る 可能に みちて わる。 で 

あるから 文意 は、 旣に 內容と 形式と に區 別す る ことの 出来ない 鮮明な 形 を 持って るる。 博物 舉的 

記載に 於いて は、 存在 は^ 在と して 記述せられ、 其の 存在 は內容 である。 記述され た 語句、 文字 


は單 なる 符號 に過ぎない。 例へば 「^常 小 學现科 書 一 第 四 學年兒 童 川の 「はなし やうぶ」 の^に 

ま、 

花の 外が はの 火き い 美しい 一 二 枚 は 「がく」 である。 r はなびら」 は 三枚 あつ て、 た いて いは 「がく」 ょリも 小さ い。 「をし 

ベ」 は 三本 ある 。「めしべ」 は 一本あって、 上の 方 は 三枚に 分れて、 「をし ベ」 の 上に かぶ さって ゐる 。「めしべ」 の もとは 花 

の 「え」 の やうに 见 えて、 その 屮は三 室に 分れて ゐる。 「をし ベ」 の 「ふくろ」 から 出た 「こな」 は 虫に 翁 いて 運ばれる。 

と 害いて ある。 この 形 は 現在 ある そのままの 機械的な 形で、 その 形 は 自然 科學 的に 整 判 せられ、 

靜 止せられ て 固定し、 未來に 延びる 形態 を 有たない。 そこに は 現. ^以上の 何者 もない。 何の 傾，：^ 

もない。 故に かかる 記載で は、 內容は ある けれども 形式 はない。 內容と 形式と が 分離す るので あ 

る o 

然るに、 正！！ 子規 氏の 

いちはつ の 花暌き いでて 我が 目 に は 今年ば かりの 春 ゆかんと す 

の 歌に あって は、 まるで 別な 世界 を 作り出して ゐる。 この 歌で まづ あら はれた もの は、 哚 いてる 

るいち はつの 花で ある。 しかし その 咲いて ゐ るいち はつの 花 は、 咲いて .Q る ままの^; 在の 形で は 

ない。 ^科 書に あら はれた 存在の 形で はない。 理科 喾 にあら はれた 存在の 形ではなくて、 形式に 

よって 莨 かれて ゐる 形で ある。 いちはつ の 花 は 存在の 形が 分解し 吟味され るので なくて、 この 花 

笫四章 構想  一二 七 
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が^ちに 子規 氏の 觀る 働の 中で 未来の 形に なって 來る。 いちはつ の 花が^ き だした とい ふ 觀る働 

は、 すでに 來年 はお そらく この 花 を 再び 見る 事 は出來 ないで あらう とい ふ當然 性が、 之 を 支へ て 

ゐる。 今 目の前に 暌 いてる る 花 は、 花と して 觀ら るるば かりで なく， その 花の 中に、 分の 命の 

嘆き を も 見る ので ある。 卽ち觀 る 働の 中で、 對象は その 色 や * 形 や、 香 や、 其の 他の 性質が、 M 

る 人の 形式に 色 づけら れて、 具 體 的で あるば かりで なく、 更に 深い 展 閗 に，； ！： ふ 形と なって 來る。 

故に ここに 生じた 對象性 は、 對象 以上の 高次 的形體 である。 しかも 描く 働の 巾で は、 必 やそれ が 

言葉の 形で あら はれて くるので ある。 であるから 文意 は 言葉の 形 をと つた i 初の 視覺 である。 も 

しこの 歌 を • 來 年 迄. H 分 の 命 は 保てない とい ふ 意味 で あると せんじつめる ならば 、 これ は 知； -識的 

の耍 約で ある。 卽ち大 怠であって 文意で はない。 當然 性が 知の 形で 槪 括せられ たからで ある。 

文意で はあく 迄， 今 咬いて ゐる このい ちはつの 花の 姿の 屮に、 來年爯 び この 花に あひ^る 事は不 

可能 で あら うとい ふ. E 己の 命 を 觀且感 や る の で なく て はならぬ。 かくて 花に 命 をみ る 感動が 文意 

である。 文^にまで 達しなくて は、 觀る働 は 完成し ない。 隨 つて 描く 働の 出發 は、 この 觀 方が 言 

葉の 形 をと り 出す 處に 觀點を 置かねば ならない。 

これ を 更に 別の 例で みたい。 ここに 瀧 井 孝 作 氏の けやきの 若葉が ある。 けやきの 若葉の 觀察で 

あって， それが 「遲速 を 愛す」 形に 定位して ゐる。 


近所の 路傍に 大木の けやきの. 14 が 三本 並んで 立って、 いま はこの けやきの 若葉が 美しい。 —— 先日 四お の 十七 八日 ごん、 

日屮 六十 度 位の 氣？， ！が たちまち 八十 度の 高氣^ に 上つ て、 日射しが 急に .©! めいて みえた S があった が、 この 日から ここの 

けやきの 一方の 枝 は、 虫の 羽に 似た 光の ある や はら か い 芽吹き をみ せた。 萠 黄の こまか い 若菜 は片 枝に だけつ いて ゐ たか 

、し、 たった 一 日の 高氣 ^にだ まされて 吹 出た 若 苹 の や-つに みえて は 仰.： 1： いてみ た" した。 

こ こ の 三本の けやき は 三本と も极： 兀の 罔り 凡そ 三 抱 へ 二 抱への 大木で、 路傍に 並んで 立って 屮央 のけ やきの 柬 向の 下お か 

かく 眞先 きに 若葉 を 見せた の だ つた。 それから 日 を 追って、 この 屮央 のけ やきに 欺かれた や- ゥに吹 出た 片 枝の^ 萊 に つづ 

いて、 ほかの 枝 枝 も 呰んな 若葉 をつ けて 來た。 けれど S 隣の けやき はい まだ 锞 木の 枝 を 張って 眠った ままだった から、 屮 

央の けやき だけ ひと" al 先き がけの 形に 兑 えた。 二番目に の 下旬 北 隣の 方の けやきの 枝 枝が 芬 吹いて 來たリ 

佼は！ ！： じけ やきに 芽吹きの 遝 速の ある こと を 知った。 近所の 路の 上で、 みずみずしい 若葉 をつ けた こず ゑと、 二 に 芽 

吹いた 方の 枝 枝と、 色 合の 段落の ある 風景が： E に 映った リ した。 しかし 南 寄リの もっとも 大木の 三 抱へ の 老け やき は、 い 

まだ ゆつ くリ として なかなか 芽吹か なんだ。 とな リに 並んだ 二 本 共 こずえに 新綠 の^の-お & とつ いたのに 比べ て、 こも 

らは 枯れた かと 忍 はれて、 高 い 枝 枝が みえる の だ つ た。 

ra 月ぢ ゆう 一 と 月^^して や つと 起き、 りれ る やうに なつ て緣 側に 立 つた 妻 は、 隣家 の „£; 根 ご しのこ の 近所の け やきの こず 

ゑ をな がめ 「あれ は 一 本 枯れました ゎネ」 と、 新綠の 所に 枯校 のみえ るの を さした ので 「-? つん、 あれ は 枯れたん ではな 

い、 こっちの 方 はま だ 芽 を 吹かん の だョ」 と 僕 はいった りした。 かく 枯れた 如く 見えた 南 寄 リの太 木の けやき は、 -; fin に 

入って やっと 色めいて、 まづ下 抉の 方が ぼつぼつ 若^ をつ けて 來た。 そして 段段に 枝 枝 仝 部 新綠の 色が 出た。 さきの 二 本 
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に 七べ て 凡そ^れ た 形だった。 それで 三本の けやき は 各各 色 合の ちがった 若葉の いろ を 何日 か 見せて ゐ たりした。 これが 

なかなか 类 しかった。 それから 何日 かたって 三本 共 略 一 樣の 若葉の 色に そろった が、 しかし 一 ばん 迎れた 人 木の S の こづ 

ゑ だけ は、 尙 五月の 屮 旬まで も かば 色の 葉が 目立つ のだった。 

二 もとの 梅に 遲速を 愛す かな  蕪  村 

こんなに 詠れ た 梅の 花な どの こと は 知って ゐ たが、 けやきの 木の 若葉に 遝 速の ある こと は 僕 初めて 知った。 三本 ：！！ じ？ I 所 

にれ りなが、 り なぜか しらと、 幹の ま はり を 見た" して、 樹齢の 老若に よる かと も考 へた。 中央の は 二 抱へ 位 だが まつ S ぐ 

に 立って ゐる。 北 隣の は 同じ 二 抱へ 位で 幹の 枝 分れの 所に こぶが ある。 南寄りの は 三 抱へ の 太 木で もっとも 老樹 だ。 老樹 

は ゆつ く 5" 落 付が あるの か 精が 弱い か 若葉が 遲 いの だ。 

この 定位に 於いて、 けやきの 若葉 は對 象で ある。 第一 內容 である。 そのけ やきの 若葉に 對 して、 

作者 は 作者の 立場から、 「けやきの 木の 若葉に 遲 速の ある こと を 僕 初めて 知った」 と 之 を 定位して 

ゐる。 これが 對象 性で ある。 換言すれば 形象で ある。 故に 他の 作者 はこの 问じ 若葉に 對 して、 更 

に 他の 定位 をす るに 相違ない。 この 定位が 觀る 働で ある。 故に 觀る働 は、 

である。 かくて この 對象性 はぜ： 味 を 持つ 形體、 卽ち象 徵形體 である。 

猶 かかる 定位の も 一 つの 例 を、 やはり 瀧 井 孝 作 氏の 「ほ 分の 仕事」 に见る ことが 出來 る。 この 

文の 對象性 は その 頂 點か、 e 蕉の 「秋 深し 隣 は 何 をす る 人ぞ」 にある。 第一 內容は 仕事の^ 題で 


ある e そして 仕事の 問題が、 この 色^の 句に^ 中して、 仕事よりも  一： i"^,  、^い.^ 化の 感眯 に^- 

し  てるる  C 

十 ほど 年下の s!^ は、 日向の 新しき 村に 二 年 ほど 住み、 勞^ の 傍-し 作家になる 勉强 をして ゐ たが、 现. W は、 ^京に 出て 來 

て はた、 りいて， q る。 上京す る 前に 一 寸奈 良に &て 僕と^ 合 つ た or ^京で 勉强 して 作家 生活 もよ から-つ けれど * 何 をお いて 

も 活計が 大事 だネ」 と 僕 はいった リ した。： c  ^ は、 村で^ 話に なった 腿 係で 武 * 小路さん をた よって 上京した。 上京した 

、り 武者さん は 「食 ふこと よりも、 何 かやら うと 思 ふ 仕事の 方 は 一層 大切 だ、 .= 分の 仕^ はやめて はいかぬ」 とい はれた と 

は 手紙 を^ 越した。 僕 は 活計の 不安の 方を考 へ てんた？ W 時だった から 「さう かな」 と 思った。 それから 二 年 程た つた。 

は 働きな が、 り勉强 して 筆 も 確か リ して 來 たやう だ。 上京して よかった と 思 ふ。 (屮 略) 

秋 深し 隣 は 何 をす る人ぞ  H  0 

芭布 一は 自分で 道 を iE^ して 步 いた 人 だから、 何 かや、 りうと いふ 者に 出 遇った. り、 深い 關心を 持てた にち が ひない。 僕、 ^ 

所に 化んだ 折、 隣の 人の 何も やらぬ 生活 を ながめて 何 かへ んに 思った 氣 持の^ 驗が ある。 自分 は 仕 寧 を 持つ て， 3 るか、 りと 

て 誇り 高 い n 慢な心 はがう も 持た な いが、 何もし な いく、 りしの 隣 を 眺める こと は 妙に さびし い へ んな がされた。 

， r8#. を 第一 一 內 W^S^J^WT 一 內容は 作品と？？^ 向 にある も の で 、 ,3,e^^e 成熟 

の 力 向が ^  く 傲で ある C 描く はこ こから^ u3>>srfi,*<?o もとこの 第二 内容 は 文 まの 性 数と 

して. E 然 言葉になる 意向 を 持って ゐ るので あるから、 此の 言語 化の 傾向が 益 濃くな つてい つ て、 

一 層 明瞭に 定位 されん こと を 要求す る。 
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また こんな 事 も あつ た。 ある 日の こと、 庭の 靑 梅の K を も いで、 笊に 一ば ぃ盛リ あげて、 皆して 铙を つけて 食べ てんる 

と、 父 もやって 來て、 「や あ、 きれ いな 梅 だな。 い い 梅が 生った な。 よくこん な麼 いものが &べ、 しれるな」 と 云 ひ 云 ひ、 

c: 八 刀で も 人き ぃ嗨 めば^ 莖の 痛く たる やうな の を 取り あげて 咬べ たと ころが、 おそろしく 酸つ ば い や-つな 弑 したので、 ii" 

が 「^魔 さま. だ」 と 云って 笑 ひました。 さ-つして ニー 一； 日して、 「閥 魔 さま」 の 意謠 を作リ ました o( 久保 Ea 樹氏、 童^と 父 

. の 思 ひ 出) 

この 父と いふの は嶙 木赤彥 先生で ある。 そして 「閻魔 さま」 の 竟謠は 次の 如くで ある。 

子どもの 食べ る 梅の を 

^んで ござる^ 魔 火 王 

えんま さま えんま さま 

お前 も 梅 を ft ベ たかろ 

^.jw さまの n へ 

栴の果 一 つ 投げ こんだ 

せ さまが 怒らつ しゃつ て 

1 u に |？ みつ ぶし e- した、.：' 

®  .=■ の as 力 

みん た n ばた へ 集った 

大きな HI から 涙 を 落して 

お ほす すい 

大麼 い 小 « いと 申された 


淚 落す はよ いけれ ど 

あんま 《- 大きな： H を あいて  • 

H 玉 を 落し 巾され た 

翻 魔 さま の 言 ふ ことに 

梅の 果は 要らぬ 

m 玉 を かへ せ 子どもたち (赤谗 鬼謠 

この 二つ を 比べ て みれば 梅の 果 からこの 童謠の 定位され た^^がよ くわ かる。 

私たちの 幼い 時、 よく 越後 獅子が 參リ ました。 これ は大牴 幼たい 五六 歳の 女の子で、 ^さ-つな 赤い^^ をお て、 ^^い 屮 

州 街逍を 通る の をよ く 見かけました。 それ は 色の 一い、 邪 i! な 餌の 親方が 太鼓 を 叩いて 女の子の 後 か、 り 行く。 女の子 は * 

い 足袋 跣で、 泣き出し さうた 額 付で、 親方の 叩く 太鼓で 家银に 「舞 ひませ うか」 と 云って 來る。 私たち も その-ゆ 幼い 子 W 

で、 よく 見に 行った。 そして 後から ぞろぞろつ いて 步 いた ものです。 入 通りの ない 所で 迎れ さう になる 子 を 時^- 报リ 返つ 

て、 恐い 鈸を して、 親方 は 柳の 鞭で 打って 泣かせながら 歩かせて ゐ るの を 見かけた ことがある。 そんな ゆ は どんなに 女の 

子 を 可愛 相に 思った か。 どんなに 恐ろしげ に その 親方が 見えた か  。 

； 4 たちが 大きくな ると 自然 锿 廻し とか そんな ものの 级 を. 兑 なくな リ ました。 これ は ある 日、 父が 私たちに 話して^ れた 

です。 

「お父さん がね、 遲く なって 學校 か、 り歸 つて 來 ると (その 時へ 刀、 父は敎 a; でした) こんた 越後 獅子 を见 たよ ゥ それ は： 

冬の 最屮 一 月 か 二  R: の 始めだった。 雪が 所所 残つ てゐて * 湖水から 吹く ほ は 身 を 切る や-つに 兹 かった。 その 時、 材 端の 1= 

い 所で、 太^の 音が どんどん？ 1 えたので 行って 见る と、 小さい 女の子が^い ゆいお 物 をお て、 ：； 止お はだしで^ の I： にケ つ 
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て H に 一 ば ぃ淚を §1 めて 『舞 ひませ. ゥか』 と 云 ひ 乍ら *  ： ^ひた 土の 上で 倒立 をして ゐた a お父さん もこれ を^る と つくづく 

可愛 相に 思 つ た 」 

と 云 ふ 話 をし ました。 

そんな ことで 其 時 は^で 色色. i 後 獅子の こと を 話しました。 その後、 父 は 「越後 獅子」 とい ふ、 お^ をつ くり、 j^:^ ひこ 

「舞 ひませ うかと 眼に^」 とぁリ ました。 (久保 ES 樹氏、 萤謠と 父の 思 ひ 出〕 

越後 獅子 

逆さ 立ちした 

越後 獅子 

兩手が 足に 

なりました 

兩^ で步く 

お^が あたまに 

なりました 

兩 手 難した 

越後 獅子 

くるり 廻って 


みづく  4i 

力 事 

くるり ま はつ て 

可愛 や 子镧子 

舞 ひませ-つかと 

B に淚 (第一 1; 赤 彥童謠 集) 

これに も.^ その 定位の 消总が 明かで ある。 

かくの 如くして 第二 內容 卽ち對 象 性 は、 適確なる 言葉と なって 定位して ゆく。 この 定位の 働が 

描； 動で ある。 定位と は對象 性が 言葉になる 働で ある。 言葉に ならな いのは、 一一 n 葉になる 迄に^ 

立して るない ので ある。 そして この 言葉になる 働に よって、 表現 層が あら はれて 來る。 この 表現 

^の 中心が 形象で ある。 故に 形象 を 形成して はじめて 文意 も 確立し.. 言葉む 確立す る。 

文の 表 K 着に 於いて は、 二つの 榇狀が ある。 全 一の もの、 根本的の ものが、 各部に 分化して 行 

くの-い 一 つ。 各部が 存在して ゐて、 その 各部 を 貫く 全 一 なる ものが、 新たに 發 せらる るの が 

つ。 これ は 定位の 二つの 様式で ある。 第一 の 定位 形式で は、 其の 文竞卽 ち 內容が 数個の 核に 分化 
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し、 その 核 は それぞれの 節と なり、 節^が 現れて くる。 これ は對象 性が、 そのままに 持って な る 

侧面 である。 此れが 言葉になる 働の 中で、 更に その 進行 をす すめて、 精緻に. なる。 其 處に句 を：^ 

じ、 更に 語 を 生じ、 更に 書寫 される に當 つて 文字と なる。 此の 句、 語、 文字が 常に 文意の 當然な 

る 表現で ある。 この 表現の 經 過に 表現の 層が 生じて 來る。 

これ を 前の 子規 氏の 歌で いふなら ば、 今い ちはつの 花が 唤 いて ね ると いふの は、 ^一  內容 であ 

る。 それが 來年は 見られな いとい ふ當然 の感、 卽ち笫 一形 式に 貫かれて、 前述の 如く 對象 忡、 卽 

十り 文^と なって 定位した ので ある。 そして 更に 分化して そこに 表現 層 を 作る。 卽ち 「今年ば かり 

のい ちはつの 花」 を滅る は、 其の 花の 色に も 形に も、 また 葉に も、 鮮 かな 輝が ある。 博物 的 記 

述 による 「いちはつ」 と は 全く 別個な 「いちはつ」 として， 强く 迫って 來 るので ある。 そこで 「暌 

きいで て」 と 言 ふ 言葉に なって、 花に よせる 愛惜の 心が 現れ、 「我が 目に は」 となって 花の 中に、 

自分 を 深く 凝視して おる。 「今年ば かり」 の 中で、 花の 存存が 當然性 を 持って. Q る。 去る もの はぶ 

り， ^は 再び 訪れて、 「いちはつ」 はこの ままのに ほひに 吹く。 永久に 去らねば ならぬ 自分の いの 

ち を 思 ふ 時、 そこにお こる 深い 愛惜の 情が 「ゆかんと す 」 である。 心が その 去り ゆく^に^ 中し 

てゐ るので ある。 此 等の 語、 句、 文せ は 第二 形式で ある。 第二 形式 は象徵 並びに 形象で ある。 こ 

こに 文：； 子が 符號 ではなく、 象徵 としての 地位に 定立す る。 かくて 形式 は 此の 展開の 最ヒ層 を 示す 


ものであって、 これ を 表現 而 とする。 此の 表現 面 は、 常然に 侵された る 存^、  ^^に 俊され たる 

當然、 卽ち 形式と 內容 との 完全なる 一致で あるから， これ は符號 ではない とい ふ 意味で ある。 "V 

れで この 描く 働 は、 前の 第一 内容よりも， 更に 高次の 形式、 卽ち 形式の 形式に よって 展 した.^ 

のであって * これが 文意で ある。 ここに！：； • 象 性が 言語 化せん とする^ 動が 完成す るので ある。 こ 

の 完成が 「文」 である。 

この 第一の 定位 形式 は、 閗發性 定位で あるが、 ^二の 定位 形式 は， 收約忡 定位で ある。 

そこよ も-つ K ド になって 兑ぇ る。 僎等 は， てこに 贺 時 ひ 立して ゐた 時に、 难子 がけた たまし く 飛 立った。 ^等 は その 場所 

e ん ちゅう 

あた リに 行って 兌た が、 何も 见 付ける ことが 出來 なかった。 併し、 僕 等 は その 林 巾の 泣のと こる に 腰を下ろして 休む こと 

にした。 初冬の 午前の 日光が 林 屮の小 ^を も 照、 りし てんる。 小鳥が 啼き、 風の 昔が 幽かに する のみで、 事が すべて か 

. である。 僕が ま 京で 亡し く 張つ め た^し をして， Q る こと を 思 ふと、 こ こ の 場而は いかにも 不 s^l に^ はれる。 一； 人 は 無 1石 

で IT か恣な 聯想に ふけつ てんた けれども、 その^. 礙 になる や-つな もの はな い。 ^の^ 能 は いっか 小さ い 蚯蚓が 一 つ の 上 

j  j ろ 

に 出て 來 てんる のを见 つけて ゐた。 この 蚯蚓 は 日に 照、 りされ ると 體を韓 がす。 しばらく 负.. r つちに また 體を剩 がす。 さう 

いふ H 合で あるか 、り * 蚯蚓の 行か-つ とする 方向が 少しも 分か、 りな い。 僕 は 土 巾に 仕む 蚯蚓なら 日に 照らされれば おしか-り 

う。 そんな、，：' 本 拒 的に； i リ：^ の ある 物-威に でも逞 入れば いいと ffl ふが、 なかなか さう いふ こと をし ない。 蚯^ は體を 延ば 

せる だけ 延ばして 一 寸 ぱかリ 加うた かと 思 ふと また 體を轉 がすし、 折よ く^の かげな どに なつ たかと 忍 ふと また 日. M に 出 

てし まふので、 さ-つ いふ 工合で、 三十 分 位も鸫 つた。 そのうち 加減で 蚯蚓 は 小さ い 朽萊の 下に 淞 つて 行った。 そこ は 日の 

光，； 射 r /十、 ？ リ氣 もあった ので 蚯蚓 は そこに 潜み かくれる だら うと 僕 は 思った。 さ-つ すれば、 あんなに 體 を轉鞞 乂侧 し 
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なくと も W むだら う、 さ-つ 思って：^ てゐ ると、 蚯蚓 は W び 朽葉から 體を i して 日.： 1： へ彻ひ 出した。 そして 日に 照らされる 

とまた 體を轉 がし はじめた。 僕 は 急に 身 を 起して * 「いまいまし い 畜生 だ T 一  い つ て 靴で 蚯蚓 を W み つぶした。 te^ は 僕に 

は ひとごとではなかった だら う。 (齋藤 茂. f:!Ttr 念珠 雄 巾の 獠山峽 小 記) 

この 文で、 「いまいましい 畜生 だ」 とい ふ點 と、 「蚯蚓 は 僕に は ひとごとではなかった だら う」 とい 

ふ點 との ニ點 において 定位す る。 これが 文の 形象で ある。 この 文の 層 位 はこの 定位に 達する ため 

に 展開して 來 たもので ある。 故に この 文 はこの 定位 を 得て はじめて 系統が 定まって 來る。 ここに 

文の 收約性 定位が ある。 

その^- れ にしても、 W く 働 は、 

tss  X l-S^S^H^  i さ-一-一， 

となる ものである。 この^ 八：： 對象性 は、 第二 內容 であり、 文の 竟味 である。 言語 は 第二 形式で あ 

り、 文の 表現 面で ある。 故に 描く 働 は、 意味が 形式 化する 事に 外なら ない。 されば 「観る 働」 と 

「描く 働」 と を 迚綏 して 一 連の 展開と すれば 次の 如き 形が 出來 る。 

將 ほ： IJK^t 


故に この 兩者 を連續 的に みて、 

(秦 xi)  X  i  IV  is 

であって、 作者の 必要が 重大なる.. 憤 値 を 有って くる。 作老に 作者が 赏なる ことが、 卽ち 定位で あ 

る。 (小 著、 綰 « に 於け る 線の 硏究、 參照 ) 

以上に よって ほぼ 定位の 問題 は 明かで あるが、 この 定位 卽ち创 作の 過稃 について. マ ックス .V フ 

ッソァ だは 四つ の 階段 を 立 てて ゐる。 

第 一 階段 は 感激で ある。 感激と は 第 一 內容が 一 舉 にして 常然 化された ことで ある。 卽も^ 神化 

された 內 而的與 奮の その 最初の 狀態 である。 之は來 るべき 作品の 最初の 形で あり、 然 かも 作品に 

向って 進まん とする 要求に 滿ち たもので ある。 これ は 言 薬 や、 文字に ならない では W られ ない 狀 

態で ある。 

第二 は 構想の 階段で ある。 これ は來 るべき 作品の 最初の 形、 卽ち 形式 化の 最初の 姿で ある。 そ 
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こで 文^ は 節 意になる。 

^三の 階段 は 迅速なる スケッチで、 これ は當然 化の 働が 進んで 來て、 かなり 璺富な 語、 句が 產 

出される^ 階で ある。 

お 四 は 最後の^ 現、 卽ち 完成の 段階で ある。 ここに 於いて 文-小が 定伩 される。 卽 ち 炎 現 面の 成 

立した 時であって、 ここに 形式 化、 常然 化が 完全に 成立す る。 

以卜 • の 階段 は、 之 を 前の 创 作の 推移に あてれば、 第一 階 ほの 感激と、 ^二階 段の 構想と は， 

概る俩 に^する。 構想 は對象 性の 定位で ある。 第三階^の 迅速なる スケッチと、 お 四 階段の 设後 

の w:^ と は、 描く 働に 屬 する。 この 關係を 更に 精し く 吾等の 態度より 考究 すれば、 次の 如くな 

る 0 

六 

お 一階 段の 感激。 先の いちはつ の 歌の 例で いふなら ば、 之 を 傍から 见 ると、 このい ちはつの 花 

の 感激 は、 花 を 莨く 當然の 結果で ある。 しかし 感激した 人肉 身の 竞義、 心 持から 言へば、 當然に 

感激した のでなくて、 いちはつ の 花に 感激した ので ある。 いちはつ の 花 をと ほして 作者が 働いた 

と 感ぜ やして、 いちはつ の 花に 卽 したと 感ゃ るので ある。 卽ち 感激 は. E 分 を 感動 させた 方向に お 


いて、 感激 させた ものと 結合す るので ある。 故に このい ちはつの 花 は、 ^科學 的ない ち-はつの 花 

と異 つて、 著しい 輝 を 持って 來る。 であるから、 感激の 狀態 は、 王觀 的であって はならない。 客觀 

的な 面目 を 持って. Q なくて はならない。 强く 感動した ものである 以上、 ^の 形態 は それに 對 する 

人 を、 必す 深く 感激せ しむる に 相違ない。 故に 客觀的 態度の とれない ものに は、 推敲しても その 

まま の 形 では 展開す る こと が 出來 ない 。 

そこで 感激 は 感激の 形でなくて、 感激 させた ものの 形と して、 卽ち對 象の 形と して 現されな く 

て はならぬ。 それ は 博物 學の形 をと るかと も考 へられる が、 しかし 博物 學の形 は 感激 を 除去した 

形で ある。 つまり 感激 以前の 形で ある。 これ は 感激が あら はに なって ねない 形で ある。 ただこの 

博物 學の 形に は 感激がない とい ふまでで あって、 その 形の^ 礎に も倂 感激がない とい ふ总 味で は 

ない。 すべてよ い 仕事と いはる る ものに は 感激が あり、 ^後 を^; いて ゐる 激しい 熱^が ある。 激 

しい 感動と 熱意な くして は、 たしかな 仕事 は出來 ない ので ある。 藝術 だけに 感激が あるので ない 

こと は 勿論で あるが、 藝術 はこの 感激の 形 を そのままに 取り、 科學は 感激 を 一度 ^現^の：^ 低位 

に 沈澱 させてから、 はじめて 形と なる ので ある。 そして 藝術 でさへ も、 その 感激が 最 h 位、 ^ち 

表現 面に なくて、 その 下に あり、 各厣を 莨いて ゐる 支持の 傾. 2 となって. Q る。 ただ その 形 は 感激 

によって 變 形せられ てゐて も、 之 を 歪と は 感じない。 これ を 歪と 感ゃ るの は、 协物學 的 吟味の 結 
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采 である。 ここに 藝術的 形體と 博物 學的 形體 との 相違が ある。 

本 居 宣長は その. H 筆の 覺窨 によれば、 寶曆八 年、 二十 九 歳の 夏に 「源氏物語」 ^講の 講義 を は 

じめ、 三十 七 歳の 明 和 三年 六月 六日の 夜に 終って ねる。 if 八 年で、 聽講者 は 九 人であった。 長い 

講義で ある。 今なら ば この間に 中學 二年生が 大學を 卒業して しまって ゐる。 その 講義が 一先 づ終 

へて ほっとし たと 忍 ふと、 その 梨 月の 七月 廿六 曰に は、 また 第二 囘の全 講 を はじめた。 今度 も講 

義は 夜で、 聽講 者が 一人 ふへ て 十 人で ある。 その 第二 囘の 講義の 終った の は、 それから 八 年 五ケ 

月 を經た 安永 三年 十月 十日で ある。 宣長 はこの 時 四十 五歲 になって ゐる。 二十 九歲 ではじめた 「源 

氏 物語」 の 全講 が、 第二 11 目 を 終った 時には、 もう 四十 五歲 になって. Q るので ある。 四十 五^に 

なって ねる から、 これでもう やめ 仁の かと 思 ふと、 また 第三 囘を はじめた。 しか 第二 囘は 十月 十 

日夜に 終った ので、 それから 年末迄 休んで るる。 けれども 第二 囘を はじめた 時と は 違って、 すぐ 

に 翌月から 次 を 始める 程に、 英氣に 満ちて はゐ なかった。 年が 明けて、 翌安永 四 年の 正月になる 

と、 その 廿六 日夜から いよいよ 第三 囘を はじめた。 聽講者 は 前囘と 同じに 十 人で ある。 この^ 三 

囘の 終った の は 天明 八 年の 五月 十日で ある。 第一 囘の八 年、 第二 囘の八 年 五ケ 月より は、 すっと 

年數 がの びて、 十三 年 かかって- Q る。 四十 六歲 から 五十 九歲 迄で ある。 やう やく 年 をと つて、 氣 


も ゆるやかに なり、 その b 講義の 材料 も 豊富！， I なった ものと 思 はれる。 とにかく 二十 九^から 五 

十九 歲迄、 人間の 盛の 滿 三十 年 問 を、 「源氏物語」 の 講義に つかった の は、 赏 に根强 い 根^で あ 

る。 宣長は 年 七十 二 歳で 死んだ ので あるから、 第三 囘の 講義の 終って から 十三 年後で ある。 

ここに 生活 を 一貫して 持續 せしめて ゐる 大きい カを感 やる。 人の 一生 を 文章と すれば、 これ は 

そ の 文意 で あ る 。 身 を以 つて 描いて ゐる 大きい 文章 を讀む 心が する。 

七 

前に 引用した 樑に、 榊 原 紫 峰 氏 は、 

然しながら 感動から 直に 制作に 移る と は 限、 りな い。 繪を剖 作す ると いふ ことに は、 卽ち 感動 か、 りこれ を表现 する 具 W 的な 

活動に 柊る のに は、 そこに 構成と いふ 別の 働きが 心 要で あるが、 その 點に到 速す る 逍^と して、 c 然 から 受ける 感勒 は^ 

事に 對 する 一 つの 契機で あると いふ ことが 出來 ると 思 ふ。 第一 に 感動 を 受ける こと はものが 见 える とい ふこと であ リ、 も 

のが 见 える こと は、 私の 仕事に 跻 みこんで ゆく 氣持を 刺戟す る。 かう いふ こと をく リ返 してんた が、 り-、 私 は^ &狀 に^く 

上つ て ゆく ことが 出來 るの だと 信じて ゐる。 (肯な の 上に て) 

と 言って ゐ るが、 この 感動から 移って 行く 構成がなくて はならぬ。 これ デッ ソァ ^/かその 第二 階 

段で 構想 を考 へる 所以で ある。 この 構想 は來 るべき 文章の 最初の 形で ある。 成激の 階段で は 省お 

がなかった のに、 また 隨 つて 系統がなかった のに、 ここに 於いて 當然な る ものの 性質 を 明かに し 


構想  一 raw 

て來 て、 全 構成が 形 をな しはじめる。 この 構想の 巾に 於いて、 あら はに；^ ゆる ものが、 見えざる 

A のによ つて. 3;:&www^。 この 支持が 卽ち 構想で ある。 

當然 なる ものの 働が 明らかになつ てく ると、 ここで 威激は it かにな つ てく る。 卽ち 描く 働はぢ 

つと 落ちついて. Q る 時で ある。 感激の 狀態は 落ちつき かねる 狀態 である。 生徒の 場合で は、 この 

時捉 出された 存在の 前で 騒し くなる ので あるが、 この 狀 態に 來て、 ^ちついて くる。 受身の 態度 

から、 作る ものの 積極的の 態度に 定立した ので ある。 ここにお いて 混亂 より 靜 止の 方向 をと つて 

來 るし、 散^より 柒 中の 方向 をと つて 來る。 

もともと 形と なる 爲に は、 秩序がなくて はならぬ。 對^ が この 秩序 を 得た ものが、 對象 性で あ 

る。 對象性 は 秩序に よって、 對象 性たり^ る。 この 秩序が 文の 文體 である。 言葉 はこの 秩序の 繼 

辯で ある。 文の 力 は、 この 構想の 秩序から 生じた ものである。 文な：の秩序がカでぁる。 ，^s.^^， 

が 平明で あり 明確で ある 時には、 文 を 品位 ありと する。 文の 調子 はこの 秩序の 進行の 姿で ある。 

一； H 葉 は內部 的に、 この 秩序の，；：： むなる 姿と して 分泌 せられる。 

更に もっと^ 識 的に 構成す る 例 を 二つ ここに 舉げ る。 昭和 五 年の 十二月に 「爽京 朝日 新閒」 に 

截 せられた 「爐迻 物語」 中の 二 篇で、 何れも 五 H 綾であった が、 ここに 引用した の は、 前者 は そ 

の 一 と 二、 後者 は 一 と 四と 五と である。 


籙の 犯罪 

s^te 小說が 他の 文學と 違ふ點 につ いてよ く 次の やうな 事が いはれ， 3。 

通常の 小說は 「何が 起る だ、 り-つか」 とい ふ審を 描^して 行く に- R し、 探偵 小說 では 「何が 起った か」 を 描 .ぉ して^く。 そ 

の 結^と して 通常の 小說の 最後の 隶に 常る もの は、 探 愤小說 では 第 一 章に 出て 來 なければ ならな い。 

今、 一 つの 例 をと つてい ふと * ここに E- 乙と いふせい 男女が、 十二；：：；； 一  日に 偶然に 途上で 相^: した。 问 月 五 H に 仲が よく 

なった。 十日に 丙と いふ 邪魔者が は い つ て來て 二人 は そのために 仲が 惡 くなる。 二十 曰に W; が 死んで 逍苜に 自分の 悪 かつ 

た^が 書いて あって それが 甲乙に 分リ、 大 晦 曰に 二人 は H 出^く 結婚した、 と いふ 話が あつたと する。 通常の 小說 では 屮 

二；；！！ 一  日から 筆 をお こして 行つ て も 少しも 差 支が な い の である。 

ところが 探偵 小說 だと 趣が： K だ 違 ふ。 甲乙が 十二月 一 日に 相會 つた。 五日に 戀し 合った。 十 H に 2 とい ふ 入 が 出て 來て 

二人の 仲 を さかう とする。 うまく 行かない。 いろい ス惡計 をめ ぐらした 末、 大附 SH になって 屮 乙の いづれ か を慘毅 した、 

とい ふ 話が あつたと して、 このままの 順序で 行つ て は いは ゆる 探 侦小說 に はたらな い。 こ の 探 侦小說 の^ 一  おは 火 晦日の 

事件の 描^で なければ な、 りな い ので ある C 

「大喺 日の^お、 突如 鳴り ひびく ビ ス トル の 音、 かけつけて 见れば 屮の慘 W 體 II そ も 犯人 は 何者 ぞ」 

と いふ 所から 出かけなければ ならな い。 卽 ち W 序が 仝く 逆にな つて 行く の だ。 

だか、 り 探偵 小說 家が^ 一  に顼に 浮べ る 所 は その 小說の 結末で ある。 その^ 末が 卽も 彼の 作の^  一  ^になって くる。 

どんな 小說 だとて 「出た 所 勝 ft」 では 書け はしまい。 いくら 作者で もさつ. H.E に 作屮の 入物 を^ 婚 させた リ 別れさせた リ 
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は出來 ないだら う。 然し 探偵 小說 になる とこれ が絕對 的な ものに なって しま ふ。 なぜな、. リ 事件の 钫^ を、 いきなり SS 頭に 

書いて しま ふからで ある。 

锒 一 章に 死體 にして しまった 人體 を、 途屮で 生かす わけに はいかない。 無論 生かす^ も ある けれ 共. それな、 しそれ でち や 

んと 伏線 を 書き込んで おかなければ ならない。 都合に よつ て 生かした リ^したり 出來た い 所に 探 值小說 の 不幸が ある。 

* たか、 り 探偵 小說 家が ス ト —リ ー を考 へ てま づ顼に 浮べ るの は その 末で ぁリ、 まづ それ か、 り 害き だすので ある。 

二 

！ g 末を笫 1 に考 へて 逆に 事件 を もどして くる。 さう して 害き だす 時 はやつ ばリ 結末から 出て 行く。 

そこで かう いふ 事が い へ る。 探偵 小說 では その 第 一 章 若く は 序曲 を いれた はじめの 都 分が もっとも 朮 人な ものである。 と 

こんで 下手に まごつ いたが 最後、 ぬきさしな、 りない におらなければ な、 りぬ。 

と ころで^: 一  章 以前に ある もの 卽ち蹈 名 はどう だ、 りう。 

これが また^ 要な 役 = をして， 3 る 事 は^- へ な い。 

こ の 點に關 して 歐 米の 作家 は、 わ M に 平凡た 題 をえ らんで： W る や-" に见 える。 そ の； 牛 凡 さが 却て 何もの か を » 期させる 抆 

に 立つ てんる やう だが、 ともかく 比較的^^で ある ゥ 

我國の 作者 を 見る と、 货 にこれ が 又-つまい 人が 多い ので 驚く。 僕なん か、 題から 思 ひつ いた^ はない の だが、 まづ素 ばら 

し い 題 を 頭に 浮べ ると、 A: 然に ス 卜 —リ I が 出来る なんて いふ 作家が ゐ るの は、 赏 にう、 リ やまし いと も 何とも いひ やうが 

ない a 

通常の 小說の 作家に は隨分 さう いふ 人が « ると いふ 事 を 聞いて はるが、 探 愤小說 家に も 居る。 題の つけ 方なん かもた しか 

に その 人の 腕で ある。  超 は 探 估小說 でも 他の 小說 でも 同樣 大切 だが、 探偵 小說 家が 特に^ 心する ものに 作屮の 人名 


が ある o 

通常の 小說 でも、 い い 役と わる い 役と 出て くる もの だが、 探偵 小說 では それが 一 屐 はっき リし てゐる だけに、 うつか" W 

农の、 と 符合す ると まことに 困る ので ある。 

シャ ー ロック ホ I ムズ とい ふ 人が 货 際^た としても、 ^して 大してく さ" はしない だら う。 しかし 人 殺 だの、 おされる 役 

に ま はる 人物と 同じ 名の 人が ゐ たら 餘り い ぃ氣 もも はしない に 違 ひない。  もちろん ひど い 惡漢を く^は 有リ さう 

もな い 突飛な 名 を つける の も 一 つの 方法で は ある。 たと へ ば 蛇.！：：？ だと か、 蛭嵴 だと か いふの がい いか も 知れ. な いが、 これ 

では はじめから 讀者 にこれ は惡 人に 違 ひない、 と 底 を 割って 見せる や-つな^-にな リ 易い。 

のみな、 りず、 探^ 小說 はリャ リズ ム の文學 であると いふ 以上、 餘り 出た、 りめ の 名 を 書い たんで は 諫 者 はお 鹿お 鹿し いと a 

ふ。 そこで どうしても 14- 凡な 名 を もつ てく る 事になる の だ。 

ここで 一 寸. S 輪の 話 をす ると、 ある 作家 は^ 話 帳をパ ラバ ラ とひつ くリ 返しながら 名 を 探す。 ある 作家 は XX  名簿と い 

ふや-つな もの を 名の 嵇 本に 使 ふ。 もちろん、 電話帳な リ 名^な リの 姓名 を そのまま 使って は、 明かに. M 在の 人の 姓名に な 

るから • 右の ベ —ヂの 姓と 左の ベ— ヂの名 をく つつけ る。 かやう にして ^た コンビ. K-  — シ ヨン も、 どこか に K 在の 人と な 

つ て をる だ、 りう けれども、 それ は 作者の 知らな い 事 だから 少しも 氣に はな、 しな い。 

しかし 一 番危險 なの は 無意識に ひよ いと 知人の 名 を 書く 事で ある ソ これ は： I： も 探偵 小說に 限った^ ではな いけれ ども， ^ 

偵小說 ではと か. く 粒したり^ された" する ので どうも 工合が わるい ので ある C  (濱 尾 m 郞氏〕 

「種」 を ひ ろ ふ 
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不^^な 人 粒し の 話 だの、 風 變 りた 泥 棹の 話 だの を、 どこから 稀 を 拾って くるの かと、 私 はよ く 人 か、 し m ね、 りれ る。 

大體 のと こる をい へば、 日常の 新 問で 報ぜられる 各 稀の 犯罪， あれ は、 案外 小說の 材料に はな" 難く、 例へば、 散歩して 

ゐる途 巾で どこかの 曲 リ^: を ひよ いっと m つた 拍子に、 突然、 何の 前觸れ もな く ある^ 恕を つかんだ リ、 または 何 かの 本 

を讀ん でゐる s-に、 その 巾から ヒ ント を^る と いふ 5! 合の 方が 多い ので ある。 作家の 素質の 問^に も ある こと だが、 5? 合 

によって は、 械 めて 合理的に、 お 初、 人殺しなら 人殺しと いふ ケル ンを 置き、 次に 動 稗、 人物、 配合と いふ や-つに、 ほと 

ん ど^^ 家的糾 立て 方 をす る こと も ある。  

^想 3 のうちで、 何 L る ズバ拔 けて ® つ てんる の は；； £n- 川亂歩 氏で ある。 氏の 如くへ ん てこた^ を考 へだす 人 は、 外 31 に 

だって さ-つ 多く はんない 事と 思 ふが、 氏 in 身の n から^られた^ で、 ^がた つた 一つ だけ 知って ゐる もの は 「. 烧地 »」 と 

いふ 作品の！^ である。 

筋の 火體 をい ふと、 ここに ある レ ンズ^ が ある。 彼 は各嵇 8 あらゆる レ ンズを 愛好し、 また 凸面鏡 面 鏡^、 變 つた 种類 

の 錠 を « めて、 垛 めて 變態 的な 與 味に 酔って ゐ るので あるが、 ある 時 K 人な 球 體の鲩 を 作った。 球の 內而 壁が^に たって 

ゐて、 大きさ は、 人が 入れる だけの 大きさ を 有った ものである。 彼 は その 鲩の 巾へ 入る。 さう して、 鎵に 映った、 あ、 り ゆ 

る 想像 を 絶して 奇體な 映像の ため、 ゲ ラゲ ラ 笑つ てんる うちに 發^ する。 さう して、 家人が^い て驅 けつけ て ると、 室 

内に は 彼の^ を いれた^ だけが、 ゴ n ン ゴロ ンと轉 が つて ゐる、 と いふ 筋な ので ある。 

a* 氏 傑作 巾の 一 つで あるが、 氏 はこれ を雜誌 「科お ^報」 の屮 から； を 拾った さう である。 卽ち 「科^- 脔報」 に は 質疑 

涠と いふ ものが あつ て、 . 科 學 上の H: 题 を^ 者から 訊れ、 これ を この 學界 の榷 成^が 說 明し すると いふ 仕組に なつ てる 

るので あるが、 その 巾に 「球 體の内 而を仝 部鲩 張りと して その 巾 心に 物體を e いた 介に は、 銳而に 如何た る 像が 紡 ばれ 

るか」 とい ふ があった。 亂 * 氏 は、 この 質 間 を ふと^ 付て、 それ か、 り あの 名作 「^地 sl」 を 生んだ のだった。 •：：- 


役に、 ^者门 身 の も 0 につ いて。 

子 化への 顷、 私 は 信 州の. E 奥で 育った。 さ-つして 山 や 川へ よく 遊びに 行った。 ところが、 ある 日の こと、 友達の 惡太郞 ^と 

一緒に、 村 境 を^れ てゐ る； 4< 龍 川 を 越して！ 1 村の. E へ^びに 行き， その^"、 灭龍 川の 椅の 上で、 非 <w に氣 味の 惡 いもの 

を^た。 

^の 上からの ぞくと、 川の 水が 薄 ぃ綠 色に 濁って ゐて、 それが？ t を * チヤ ブギャ ブと洗 ひなが、 り 流れて ゐ る。 ^に は、 沈^ 

i いって、 木の わくに 石 を 詰め込んだ 防水 工事が 施されて ゐ るので あつたが、 ふと^る と、 この 沈^に、 C い 通の や-つな 

ものが 引つ かか リ、 それが 水の 巾で、 ユラ ユラと 搖 れてゐ たので ある。 

最刃私 は、 それが どうい ふ もの だか 分らなかった が、 ひとみ を 定めて 見 てんる うち、 人 II の あば、 り 竹で あると いふ ことに 

気ぶ ついた。 さう して そのこと を友逹 にも $： げた。 が、 友達 は、 人間の あらば 竹で はない、 大きな 犬の あば、 リ卄 だ、 りうと 

、つ-:。 站： お、 水 祭 まで 降りて 行って 確め ると いふ ほどの こと をせ ず、 そのまま 村へ つて しまったの だが、 すると、 そ 

れか、 り g=  く 時日が 餒 過して 、恐るべき 犯罪 事. K が發覺 したの だった。 

^の 村 か、 り は 約 ニ^ば かリの 北に 赏る、 しかし、 问 じ： 太 龍 川の 上流に 沿った 朝日 村と いふ 村の 出來 事で あるが、 そこの 水 

草 精米 業 を營ん でゐた 勝太郞 とい ふ 男が、 ^名の 女を慘 粒して、 その 生 膦 を 奪った とい ふので ある。 

ヒ體 を、 - ふと、 勝 太^ は、 夜になる と 村の さびしい 場所に 待ち 構へ てゐ て、 そこ を^" かかる 女が あると、 その 女の^ を 

较 めて 殺し、 き. 宅 水車 小 M の屮 で^^ をえ r リ 取った 上、 死體 は發覺 を 怖れて バラく に 切" 離し、 灭龅 川へ 投げ込んで 

しまったの である U 

私 はこの 事件と、 前に 见た 妙な ものと 照リ 八" せて、 あれ こそ、 勝太郎 に殺 された 女- 3 あばらせ であら-つと、 は 八， に 至る 

^四^ 構想  -ドゾ 
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もさう S つてん るので あるが、 ^^は 何しろ 子^だった し、 大人 逢 は、 たれ もお の 話 を 取 あげて WK れず、 一方 題の あば 

ら^ も. それから 後 どうな つたの か、 私 ほ：^ でさへ W び 調べに 行く ほどの 元^も なく、 そのまま になって しまった。 $ 

川下 へ 流れ 去った ことなの だら う。 

が、 そこで かう した 勝 太郞が 捕縛され た 時、 子^心に も 私の 顼へ、 一^ 强く 印象 を 残した のが、 お時^ 太郞は 6 分の 犯行 

を n,:: しながら、 ^つた 生 膽 の虡分 について、 何 一 つ しゃべらなかった とい ふ 1 ^ である。 生^ は、 冬 分. M ^か あるひ は 

何 かその 他 0 不治の^の、 迷信 的な 藥と さした もの だとい ふこと は考 へられる。 だが^ 太郎 は、 その 藥を 依賴 L た 人間の 

迷惑 を 思った のか、 せ： 膽を やった もしくはお リ 渡した 對 手の 人^につ いて、 斷 S として：： を S ぢて ん たとい ふ。 秈には そ 

れが #s-$e に 而，： ： く 感じ、 しれた。 さう して それから ほとんど 卅年 近く 弒 つた 去ギ の^、 それ を！： にして 「{s にさく^」 を も 

の して 發 表した のだった。 

五 

K 在の^ 件 以外の もので は、 例 へ ば 「iwsl」 とい ふ  一^で、 その 巾に、 風；！，：： 場で 人 を 殺す 場面 を 描いた。 あれ は 一昨^の 

S を 平 塚で 過ごし、 その 終 W 際に 箱^に 行って、 姥 子？， I 朵の秀 WW へ 一泊した 夜、 ふっと 思 ひついた ものだった。 

秀叨^ の ふる は. 冬く の 溫泉屮 で^の 大好きな の i つで あるが、 元來 が、 相^ グロテスクな 感じの ある ぼ呂 である〕 不 

便な 5? 所 だか、 り^^ の 設備が なく、  風な 石油 ランプ を 使って ゐて、 その ランプのお どろお どろし い 光の 巾に. K 大た 山" 

が 突き だした かげに なって、 ^い 淵の や-つな ffi 泉が あるので ある。 

W 橄が 三つ あるので、 その-つちの 一 いのに 入って ゐた 時、 私 は、 一 人の子 佻が、 湯の 屮を涖 つて、 隣の 浴 榜 へッ. "ッ 

* 拔け 出して 行く の を： た。 二つの 浴槽の？ I 什切リ が、 い 石の 壁に たって ゐる。 ところが， この 石の^ 仕切 リには * 水 

而ょ n 下のと こ，；： に、 相 W 太き な 穴が く W 拔 いて ぁリ、 二つの 浴槽， の 湯が、 その 穴に 通ず る やうに 出 來てゐ る。 子仉 は^ 


S 巾で、 その 穴 を 潜って 行った ひだ。 

私 は：. s 白い ことに 思った。 さう して、 子仉 の 似 をして、 ブクブ クッ. .y 滑 0 屮 へ ごと 浸けて、 穴の 口へ 額 を 近づけた 0 

が、 この 時、 ハ ッと 思って、 s 章て、 逆お りして しまった。 何故と いふに、 私 は、 身長が 五 尺ニ寸 しかな いけれ ど *  wm- 

は 二十 貫 ある。 それで、 非常に 肥って ゐる。 穴の 幅が * 子供に は 通 リ拔 けられても、 もし 私に はせ ま 過ぎて、 例へば 酋と 

W とだけ 突っ込んだ 時に、 ぐいつ と そこでつ かへ てし まひ * 穴を抆 けて ，1: ふへ 行く こと も、 こちらへ！ W る こと も、 兩 方と 

も出來 なくなったら ど-つす るか、 それ を 考へ ると、 ゾ I ッ として 來 たのだった。 

湯の 屮に弒 も 何も 人って ゐ るので、 助け を 叫ぶ こと は出來 ないし、 さ-つして ゐる うちに は 死んで しま ふ、 とさう 考 へる 

と. つくづく； W くな つて、 時 も 時， その 時には、 子^き リ 湯の 屮にゐ たので は あるし、 生命 拾 ひ をした やうに 思った。 

中年の 後、 私 は、 ふと その 時の こと を 思 ひだして、 「情 獄」 の 巾に 使った ので ある。 亂ゅ 氏が、 「あいつ はいい」 といって 

赏 めて くれたが、 多 八 刀. 感 がかな り强 く手俾 つて 甞 けたので あ、 りう。 ：；！ 下手 元に は、 S ひっき だけ を 害いた ノ  I 卜が あ 

る。 だが、 これ 等の S ひっきが、 どれ だけ、 ほんと-つの！： として 役立つ こと やら。 (大下 宇陀 兒氏) 

觀る 働が 解釋 であり 構成で あるから、 觀られ たる もの は、 觑られ たるま まの 形で はおない。 觀 

られ たる もの、 感ぜられた る もの は、 考 へらる る ものと 直に 接續し 融合して 一 つの 新ら しい 形 を 

^成す る。 g 成 は 積極的で ある。 かくて 感じた る もの は、 感 やる ことと、 考 へる こととの 一致で 

ある。 それが 秩序 を 得て、 論^的 關 係が^ かになる のが， や.' へる 働で ある。 これが 言葉と なり 文 

字と なること は、 表 はされ る ことで あり、 これ は 感じ考 へられる ことであって、 i 初の 感じた る 
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ものの 定位で ある。 ここに 感じた る ものが 決定して、 形 を^る ので ある。 

觀る働  描く 働 

感^た る も へられ^ 序^. 得 ば —— 表 はされ る。 

感ずる こと 一 ウー 考 へられる  感じ 者 へられる 定位 

ミ る こと 一の 5  一の i の 一致 

この 關 係の 巾樞 にある のが、 この 構想で ある。 かかる 構想 を 通 やる ことによって、 成 じたる もの 

は^ 部的展 開 を 遝げ、 部分 は 常に その 基本的なる ものの 展問 となる。 これから^る 秩序 は 平明で 

ある。 平 叩と は 秩^ の 自然な る 姿 で あ る 。 

かくの 如くに して ここに 現れた 形 は、 今 作り出された 新ら しい 形で ある。 それ は： u:(ll 的な 形で 

保 たれて：^ るから、 槪念 的で はない。 其の 具體 的なる もの は、 感ぜられ たる ものの 象徴で あるか 

，い， 決して 符號 ではない。 常に 生生と してお、 且存在 以上の 形で ある。 で 此の 形 は觀る 働に よつ 

て 作られる ものであるが、 それ は M 時に 描く 働に よって 卷 はれる ものである。 如何と なれば 其の 

成 動 は 言^に ならう とする 倾， M を 持つ て 居、 描く 働に よつ て 形 を 成し^げ るからで ある。 故に そ 

れが 描く 働の 方向に， M つて 進む とい ふこと は、 展^の 第三の 過稈 となる もので あり、 最初の 迅速 


なる スケッチ にあた る ものである。 これ は 構想の 働が 定位し つ つ 僅かに 形 を あら はし だした もの 

である。 この スケッチの 中で、 構想 は猶 進行 を 綾け る。 そして この 階段 は 文^の 形で は 節^ をな 

す ものである。 隨 つて 常に 觀 ないで は窨 かない こと、 同時に 觀 たなら ば^く こと を^ 則に しなく 

て はならぬ。 ここに 槪 念の 混入 を 防ぐ ことが 出來 るで あらう。 

第 四に デッ ァ严 は、 S 後の 赏現 とい ふこと を 言って ゐ るが、 迅速なる スケッチから 设 後の 印し 

までに は、 なほ 多くの 段階が 必要であって、 迅速に 且 容易に 進行し 得る もので はない。 先づ简 

迅速な ス ケ ッ チの 後に カ點附 加の 段階が 生す る。 カ點附 加と は 節の 間に 價 値の 相違 を 附加 する こ 

とで ある。 「いちはつ」 の 例に よれば、 花の 形 色、 葉の 形 色、 樣様 であるが、 その 中心と なった も 

の、 卽ち 秩序と なった もの は、 いちはつ の 花の 暌 いた 點 である。 そして 其のい ちはつの 花が、 來 

年 を 待ち 得ない 自分の 命と 關 係し 結合 せらる る 所に カ點が ある。 これが 象徴の 比較 點 である。 そ 

して 他の 一 切 はこの 甚 礎から 展開す る。 

この カ點附 加に よって、 節の 定位が 完全と なり、 はじめて 文の 構想が はっきりして 來る。 故に 

この 心 構へ は、 深さに 達しよう とする 物の 觀 方に は、 必ゃ 現れて 來 るので ある。 例へば 日本の 茶 
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室に 於いて は、 庭 に 花^ を植 ゑす、 只 床に 一 莖の花 を 活けて. Q る。 此の 花 は 茶室の 庭の 全部の 草 

木 を 象徴す る ものであって、 この ー莖の 花が あって、 庭の 植物の 全部が 生生と して 生きて 來る。 

この 床の 花に 力 點を附 加す る ことによって、 庭の 一 切の 植物 は 生きて くる。 卽ち 庭の 樹も草 も、 

此の 花に よって 象徵 せられる。 かくて カ點附 加の 問題 は、 文 を 形象に 槳屮 する 決定 を^ 味す るの 

である。 

ここに 一 例 を あげる。 

夕顔に 大 いなる 蛾の めぐりけ り 

とい ふ 俳句が ある。 これ を 「夕顔 を」 と變 へて みる。 

夕顔 を大 いなる 蛾の めぐりけ り 

この 兩 者の 相 逸 は單に 一 つの 言葉、 「に」 と 「を」 との 相違に とどまら や， 全然ち がった 定位 をな 

して 來る。 卽ち 「夕顔に」 と 言った 場合に は、 夕顔 棚 附近の 景觀 である。 ほの， E く^.: > た 夕顔の 花 

が あ. o、 猶 もろこし や、 ささげの 丈 高い 茂り も 見える。 それが 夕 ぐれであって、 大きい 蛾が 夕顔 

を、 或は その 夕顔の あた， 5 をめ ぐって ゐる。 ここに 「に」 によりて 示される もの は、 夕顔 棚 を 中 

心に した 農家の 夕の 景觀 である。 然るに 「を」 によって 示される もの は、 それ 程に 廣 いもので は 

なしに、 哿く 太く 垂れて ねる 夕顔の 太い 實を めぐって 飛ぶ 大きい 蛾で ある。 故に 「を」 の 示す も 


の は、 夕顔 棚の景 觀 ではなくて、 一 つの 夕顔と それ をめ ぐって ゐる 一 つの 蛾と である。 さわば 「に」 

にあり て は 風景 を 示し、 「を」 にあって は 靜物を 示す ので ある。 

同様の ことが 

物 洗 ふ 前に 蝥の 二つ 三つ 

物 洗 ふ 前 を螢の 二つ 三つ 

の 上に も 言 ひ 得る。 「前に」 は 物 洗 ふ川邊 の景觀 であり、 「前 を」 は 物 洗 ふ 女の 周 図で ある。 ^ に 

「を」 と 「に」 との 相違 は、 準なる 1 語の 相違ではなくて、 ^に 文の 全 體の 相違になる。 「に」 と 

「を」 と は 文の 象徴の 屮心だ からで ある。 これ を 「形象」 とよぶ ので ある。 文に この 形象 を 徹せし 

むる こと、 卽ち文 を 形象化す る ことが、 カ點附 加で ある。 

漱石 氏の 「一一 一四 郎」 の 巾で、 一 一一 四郞が 先生の 新ら しい 轉 W 先に 行って 掃除 をす る處 は、 あの 小 說の屮 でも 特色の ある 

一つの 場面で ある。 この 「三 四郞」 の 家に 或は 關係を 持つ かと 思 はれる、 漱石 氏が 1 時 W られた 本 鄉袅 の家は 々でも タ 

つて &る とい ふこと である。 その 庭 は 平な 何の 工夫 もない 庭で ある。 白水で もまいて 土 を 養った かと S はれて、 四 

になる と、 一 而に 苔と もっかず * 地の 徽 ともつ かぬ やうな^い ものが、 土の 上に うかび 出して 來こ。 この 上の タに榭 ^力 

ある。 ^敷の 屮 では その 樹立が よく 见ぇ ない。 みえる の は 地の 上に 洛 ちて ゐる樹 の 蔭で ある。 土 と樹 の^とで この ^は^- 

られ、  日影が 柊る につれ て、 樹の趦 も 亦 移る。 ^い. 土の 上に 落ちる、 そして 變 化して 行く 樹の 蓝 をみ るの は K に^し いと 
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いふ ことで ある。 この^で 觀 る， P のは^ 一  に 土で ある。 どんな^でも 土 を W ない こと はない。 土 は 庭の 存在と して は 最小 

限度の 冇在 である。 上 をと つたら はない。 芝生が あった リ * コンク リ I トで^ めら れたリ して， Q るの は、 これ はまた 別 

の 「土」 を 感じさせる が、 とにかく 何等かの 形で 土 を 感ぜぬ は、 私逮に は恕 像が 出来ない。 この 十-を 除く と あとに 榭の 

お 1 が ある。 有る もの は樹 でなくて、 樹の蓝 である。 か 5 いふ 閑寂な 庭 は、 心に 思 ひう かべて みる だけで もた のし レ 

^のこと で また 思 ひ 浮 ベる もの は * 利 休の ^ である。 利 休の 杂 州境の^ は、 泡 岸で は あるが、 この 11 の ^ 岡 を 木で 阇ん 

で、 すっかり 海 を M てて しまった。 庭の どこか、 しも 海 は 見えな いが、 ただ 1 所、 手 洗の 所から だけ 海が 見える。 冷た い^" 

い 水で 手を^ ふ。 そして 弒を あげる と、 ^の繁 つた 樹立が 少し きれて ゐて、 そこから 海が みえる。 海 を 見ず して、 海 を^ 

せしめる ので ある。 ^凉な 心 持で ある。 漱石 氏の 庭で、 樹を 見ずに、 水の 蹬を觀 る 心 持と 相 通じて ゐ る。 ここで また 4  = 

竿^ 氏の^ を も、 思 ひ 出す ので ある。 芋錢 氏の 庭 は、 常 陸の 國牛久 沼の 畔の 丘の 上に ある。 庭の 下 はすで に 沼で ある 沼 

の 方に は 栗の 太き ぃ树が 立ち並んで ゐて、 私の 訪ねて 行った 時には、 沼の 水は见 えなかった。 冬に なって 木の葉が 落ち 

て * 校が まば、 しにな つたなら ば、 或は その 問から、 水が 见ぇ るか もしれ ない が、 逍 傍の 土手の 上に 雜の. H い 綿毛な どの 風 

に ふかれて ゐる晚 ^の 季節に は、 綠の蓝 も^くて、 沼の 水 は 仝 く^えなかった。 おの 上に す はって ゐ ると 風が くる。 この 

風が 汩のホ のに ほひ を もってくる。 風 を か ぐと、 沼の 近く だと 思 ふ。 水 ft? の 羽音が する。 それから 蛙の ぐつ ぐっとい..！ あ 

がする。 私の 鄕1 の 信 澄で は、 蛙の 萆 はもつ と钏く 鋭くて、 天から 聞え るので あるが、 ここの 蛙 は、 如何にも 沼の 娃 らし 

く、 ぐつ ぐっと 水の 巾で ぬいて ゐる〕 そのぐ つぐつ とい ふに ぶい 萆が、 きこえて くる。 此の 風のに ほひと、 挂 の^と を 聞 

くと、 この 庭 を 沼拔き だと 思 ふ。 私は 話の 問 問に、 ぢ つと 沼の け は ひに 感じ入って、 仝 身 沼で あるが 如くに 感じた の e あ 

る。 沼 を 仝く け は ひで 感ずる ので ある。 (小 著、 朿洋美 論) 

この 「け は ひ」 で感 するとい ふこと は、 存在 を^ 在と して 感ゃ るので なくて、 ^在 を 常然 なる も 

、 、 、 

のの 屮で感 やる ので ある。 存在 を象徵 として 感す るので ある。 卽ち このけ はりこ そ 文の 一格」 で 


ある。 形象で ある。 文の 構造 はけ は ひに 達して はじめて 完成した ものと 一一- :2 ふべき である、 漱石氏 

の 庭 は， その 庭の 木と 土と 太陽との 關係 を、 木の 隧 によって 象徵 した ものである。 故に 此のお も 

は 蔭に ある。 利 休の 庭 も， 芋錢 氏の 庭 も、 何れも これと同じに， け は ひ を^ら かにす る ことによ 

つて、 庭の 形象が 明瞭に されて ゐる。 

ここに 於いて はじめて、 最後の 赏 現に 近づく ことが 出來 る。 この 構想の Mil を 通して おす 働が 

展開して 來る。 言葉が 構想の 出發 であり、 同時に その 完成で ある。 文章 は 言葉になる 倾を 持って 

ゐ たから、 文章が 展開す るに つれて、 言葉が 完成す るので ある。 であるから 描く 働 は-観る 働と 北ハ 

に、 進行して ゐる。 ： Lope  yo  vep!e  " に、 「わが 胸に 感 やる こと を、 頭で も ^瞭に 感じて こそ、 

ほんとの 愛で ある 一 とい ふところが ある。 胸に 感じた ことが、 頭に も 成 じられ る やうに、 はつ.？ 

りした 形 をと つて 來て、 卽ち 秩序 を 得て 來て、 初めて 愛 も .K 現の 姿と なる ので ある。 威 じ^る こ 

とが、 考へ 得る ことにな つて、 觀る 働が 初めて 如赏 であると いひれ るので ある。 如 であり W る 

ことによって、 觀る 働が なり 立つ ので ある。 

私 は寫生 帳 を 作つ て 日記 風に つけて 兑た。 かう して 物を觀 る^ 古 をす るう ちに 幾. M か 念頭に^: んだ疑 M は、 c 分 は^して 

物の ほ 然を寫 して ゐる であらう かと いふ ことで あつ た。 ある 時 は あまり 敎訓 的に な" 過ぎて、 SS きた もの を 死物の やう Li 
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章 構想  一 五べ 

扱って： W たやうな 場 八" も あ つ た。 ミ レエ は 「物事 は 常に その 极本 から 觀 ねばな りません 。こ こが 唯 一 S 正の 地盤で ある」 と 

言つ てんる が、 物を极 本から 觀て、 それから c 山に 其の 枝 業に 涉る ことができる やうに なれば、 これが 寫生 の 致 だら う。 

(a^ 藤材 氏) 

物 を 「根本から 觀 る」 ことに は、 二つの 意味が ある。 ^一は 節の 上に 力 點の附 加が される ことで 

あり、 ^二 は 感ぜられた ものが. H 覺 される ことで ある。 この 觀 得た ものが 根本の ものである かど 

うか は、 この 自覺に カ點. か附 加され て 居る かどう かで きまる 事で ある。 しかし これ は觀る 働の 上 

からすれば、 故意に なされる 事でなくて、 自然にな される ことで ある。 故に そこに は. C 分が，：；： 然 

を觀 るので なくて、 自然から 學 ぶので あると いふ 心 持が ある。 「，u 然を ^^しょうと 學 ぶより 外 

に は あ， o ません。 私達が^に より 明かに，：：： 然を 啓き 現 はさう といそし む 時に、 私迮は 益發见 する 

ことが 出來 るので す」 と P ダンが 語った 様に、 C 然に對 して 忠 赏 になる 外 はない。 これが 根本的 

にみ る ことの 意味で ある。 この 寫 生が 深まる と北ハ に、 CI ら にして 形象の 定立が 行 はれ、 その 定立 

によって、 猫く 働く が 定立す るので ある。 故に 構想と は 此の 描く 働 を、 觀る 働に よって 展 せし 

める ことで ある。 この 觀る 働に 粜 中して、 描く 働 を 深める のが 構想で ある。 故に 文章 を 正す とい 

ふこと は、 先 づ心を 正す ことになる。 この 消 总を藤 村 氏 は 「飯 食 だより」 の 中で いみ じく も 記し 

てゐ る。 


十七 八 歳の 顷私は 隅 田 川で よく 泳いだ ことがある。 仝く 水に は II 驗 のなかった 私 も、 漸く^ を 離れる ことが 出來る やう に 

なリ、 次第に 川の 巾 程まで も 進み 得る やうに なって、 一 夏 も 水泳 場へ 通 ふうちに は、 向-つの 河 3& まで 泳ぎ 越す ことが. 出か 

た。 更に 復た 一 夏 も 泳いで 見たら、 焦つ て 水ば かり 飲んで 居た 次に よく 分らなかった 水 沏の急 い^ いも 分って 來 たし、 お 

水と 潮流の 混リ 合った あの 川の 中の 冷い？，！ いも 分って 來 たし、 水鳥の やうに 浮きつ 沈みつ する 他の 泳ぎ 手の 光！^ を 泳ぎな 

がらに 见る こと も出來 た。 板子な しに は 溺れる の 外なかった^ も、 二 夏の 末に は 優に 隅 E 川 を 往復した。 私 は^:? ^ の 泳ぎ 

手が 行ける ところ 迄 は 自分 も 到達し 得た やうに 感じた。 けれども それ 以上に 進む こと はな かなか^ 易で なかつ た。^ の 身 

體は 水に 茧か つたから、 樂に浮 身の 出 來る人 を 見た リ、 拔 手の 上手な 人 なぞ を 見た 時 は 仝く 感嘆して しまった。 文 車の 道 

にも 誰に でも 到達し 得られる やうな 境地が あるに 相違ない。 そして 「根 氣」 さへ あれば * そこまで 行く こと は 決して 雛く 

な い に 相違な い。 

信 州 小 諸に 居た 顷私は 弓 を やった ことがある。 誰でも 最初のう ち は、 的に 向って 矢 を 赏 てること ばかり を必 掛ける。 唯 は 

りさへ すれば いい。 左樣 いふ 時代に は * 幸に 一 本の 矢が 的 を 貫く こと はあって も、 他の 矢 は 思 ひも よらぬ 5? 所へ とんで 行 

く。 射手の 心に 賴 むと ころもな く、 矢の 曲直 を辦 別す る 力 もな く、 さう して 幸に 赏 つた 矢 は 高慢で 炽 い rwi 練」 を 思 はせ 

るば かリ だ。 小 諸に 住む 舊 士族の 一人で、 「0 術に 心得の ある 老人が 私達の 矢場へ 來た。 その 老 入が 光づ 「^勢」 を： 止す こ 

と を^ 達に 敎 へて くれた。 それからの 私達の 矢 は、 假令的 を W くこと が出來 ないやうな 場合で も、 一手 揃 ひで ：！： じ^ 所お 

行く やうに なった。 これ は 文章の 道に も宛篏 めて 兑る ことが 出來 る。 唯 好き 文章 を の み 作ら-つと 思 つ て 焦心す る こ，， J は、 

決して 目的 を 達する 道で はない。 眞に 好き 文章 を 作らう と 思 ふ もの は、 どうしても 先づ n 己から 正して かからねば な 、した 

、 0 

この 事 は 古くから 考 へ られ たこと で、 例 へ ば 田 能 村 竹 田の 「山中 人 饒舌」 にも 
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一  の 山水、 靜 かなる 者 之 を 作れ ば^ち 觀 お をして S ら靜 かなら しめ、 跺 しき 者 之 を 作れば 卽ち觀 をして n ら跺 しから 

しむ。 n 一  の 花 ft? も、 之 を 筆端に 离 化する ^此を 作れば、 卽 ち 救^ をして 畤を撫 し、 與を 寄せ、 以っ て灭 機を樂 しまし 

むリ 形 似 を專ら にし、 利 を闼る もの 此を 作れば、 卽ち觀 者 をして；：！： 悅び 情^し、 共の 心 a から 奢らし む。 蓋し 作る 者 所の 

心 を以 つて. おし、 觀 る者斯 の 心 を 以 つて 符す" 

とい ひ、 作者と 作品と 觀 者との 間に は、 完全なる 連結の ある こと を 明かに して ゐる。 それ は 「ws 

の 外 千載の 後、 其の 間 毫髮を 容れ や。 譬 へば 猶ほ 射の 此に發 して、 ^ の 彼に 應ゃ るが 如し」 で 

ある 0 

柳公植 云く、 心； 止しければ 卽ち 筆^し く、 筆： 止しければ 卽ち人 を^し からしむ と。 

この 作者、 作品、 觀 者の 關係 は、 之 を 更に 細かに して 作者の 心と 表現との 關 係に する ことが 出來 

る。 これが 「心と 筆」 との 關係 である。 これが 製作の 「法」 である。 「法」 は 外に はない。 

故に 作る 者 a しく 法を以 つて 作るべく、 觀る しく 法を以 つて 觀る べきな リ。 * 

とい ふ 竹 田の 結論が 出て 來る。 

以上の 考究に^い て、 觀る 働と 描く 働と を總括 すれば、 次の 如くになる。 

對 象^ち^ 一  內容は 亦^の 形で ある。 この^ 在 は 一 つの^ 現で あるが， これ は 更に 作お となつ 


てより^ い {K 現に逹 せんとす る。 この 要求 を^^ する ものが、 ^一形^で ある。 ^一形 式 は^ 然 

なる ものの 形で ある。 この 兩 者の 結合が 感激で ある。 感激が 更に^ 一形 式に よって 常然 化される 

働の 中に、 反省が あら はれ、 構想の 形に 向って 進んで ゆく。 そして 構想の ほぼ 成立した こと、 卽 

ち 次の 迅速なる スケッチに 進む ことが、 觀る 働の 成立で ある。 故に 觀る働 は 次の 如くで ある。 

第 一 內容^ 象) X 第 一 形式 S 然性) ： ^二 內容 (對象 n) 

第一の 實現 1 ^に 實： 現せん とする もの  第二の 實現 

感激 (文意) i (反省)  構想 一 

この 第二 內容 卽ち對 ^性 は、 r 內容の 內容」 であって、 ^ 一  內容に 比 して  一 ^^次 の 内 容 であ 

る。 これが 筋で ある。 それに^ 二形 式が 働く。 この 第二 形式 は、 「形式の 形式」 であって、 ^一形 

式に 比して、 一層 高次の 形式で ある。 そして そこに 最後の 赏現 たる 文の 表 现而が ある。 ^现 面に 

は その 象徴の 屮心卽 ち 形象が あって、 その 文の 赏 現の 中樞的 地位 を 占める。 故に 描く 働 は、 

第一 ー內容 (I 容 I 内 I)  X 第二 形式 (sm) ,> 文 章 

第二の 賫現  、  更に」 莨 現せん とする もの 第三の 實現 

スケッ チ SSD —— 最後の 表現 (表现 暦" 句 溢 41 意、 文字) 表現 面 

象徴と 形象 • 
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である。 

かかる 文の 發生 は、 生物の 發生 によく 似て ゐる。 ^體 的なる 或る ものが^ 礎に ある。 その 全 體 

的、 ^礎 的なる もの か、 部分 を 分泌す る。 全體 をな す もの は 感激で ある。 部分が 先にあって、 そ 

して 結合して 後に、 全 體を 生やる ので はない。 芽の 發 達と 同 一 である。 故に 文の 觀察 は、 發生學 

的の 見地から しなくて はならない。 かかる 發生的 見地から 文の 作らる る 働、 卽ち 構想の 展開が 吟 

味， せられなくて はならぬ。 


第五 章 構想の 展開 形式 

ここで 發 表する 材料 は、 ^京 市 下町の 某 小學校 尋常 六 年の 甲乙 二 組に ついて 得た もので、 昭和 

三年 一 月 中句より 二月 上旬に おける 作業に 屬 する。 この 「雪」 は 第一 囘 を豫齿 なしに 出題して 一 

月 十六 曰に かかせ、 それから 廿ー 曰た つた 二月 六 曰に 之 を 推敲し、 その 三日 後の 二 月 九 ョ に ：冉 び 

推敲し、 この 三！： で 終らせて ゐる。 これが 甲糾 である。 乙 組の 方 は 一月 十七 曰、 二月 ！：：：！、  二月 

七日の 三 11 に、 甲 組と 同様の 順序で 續 けられた。 この 授業 者 は S- 組の 受持 訓^であって、 乙； i の 

方 は 綴 方 だけ を擔 任して 居る。 余 は その 敎室を 一度 も见 てるない ので、 この 成^の 處^ は、 この 

受持 訓導の 言 を參考 とし、 成綏 そのもの について した。 5- 組 は 女ば かりで 十五 名、 乙組ュ 刃な 

混合で 三十 九 名で ある。 この 通學區 域に は 震災 後の パ ラック 迚が^ いので、 この^ 情が、 文の 巾 

にあら はれて 來る。 

sa  ^. i,-  ?& S の I！ 形式  - 六 三 


^五 や 構想の^ 15 形式  一 六 S. 

この 觀.^ の E 的 は、 推敲の 問に どの 様な 構想の 展開 を 示す か を 知りたい ことが お 一で ある。 隨 

つて 第一 囘と^ ニ囘 との 間に、 可成り 長い 日時 を^き、 ^三 囘は 第二 囘の ^後に した。 第一 囘と 

第二 囘 との 間の 長いの は、 それだけの 間がなくて は 第  一 の 成績 を. 訂正す る ことが 困難で あらう 

と 思った からで あるが， 三 週間と いふ、 その 曰 救に は 別に 根據 がない。 この 間 隙 を どの位に すべ 

きか は、 今後の 觀察を 待たねば ならぬ。 第一 囘 にかいた 記憶が ほぼう すらいで、 W び 新ら しい 心 

組で、 C 分の 綴 方に 向 ひ 得る に は、 この 位の 曰數を 要する かと： ^測した ので ある。 ^二 囘とぉ 三 

囘 との 問の^ かいの は、 第一 囘と 第二 同との 間に 展 した もの を、 第二  II にかいて、 ^不十分て 

あるの を 反省 させて、 その 觀察と 典 味との 消えぬ 巾に、 一 擧 にして 爲 し，.」 げて しま はう とする の 

である。 故に 第一 —— ニ冏は 主として 觀る 働の 展 問 である。 ^二 —— 三囘は 主として 描く 働きの 

展開で ある。 かう いふ 成績 を これからみ たいと 忍った ので ある。 ただし 生徒に は ニ囘迄 推敲す る 

こと はいって あるが、 何の 目的で あるか は、 知らせて ない。 生徒の 意 || ではよ く齊 くた めだとの 

み 思って ゐ、 敎授 者に もこの dn は 通じてな かつに。 

これが 主 目的で あるが、 副次的 目的 は、 綴る 力と 證む 力との 述絡 である。 この 連絡で は 讀むカ 

を 先と して、 綴る 力 を 後と する のが、 ^迄 一般の 傾向で ある。 蘭 方と 綠方と を 迚 絡させる 場合に 

は、 必す讚 方 を 先にして それから 綴 方 を 導かう とする。 讀方 は校範 文の 伩武、 少 くと も出發 とし 


て 生徒の 綴る 力の 全 方向 を 傾向 づける ものと して 用 ひられて 居る。 しかし これに ついては 久し 

く 疑 を 持って 居た。 むしろ 反 對に讀 む 働の S 礎と して 綴る 力が あり， 綴る 力の £f 結と して^む 働 

が來、 それから また 新ら しく 綴る 力が 展開して 讀む 力に 向 ふの だと 思って 居る。 この 「雪」 は^ 

京 市で 當時 使用して ゐた 「尋^ 小學讀 本」 卷 十二 笫 十九 課の 「雪」 に述 絡す る もので あ. o、  E. 糾 

では この 連絡で 讀 方の 研究 授業が 行 はれた。 

この 文 を かくに ついて、 文題 を 豫め吿 ぐる こと をせ す、 第一 時の 始に 初めて 之 を 出題した。 そ 

れも^ 一  時には 時間の はじめに 简 ^に 雪 を觐^ の 形で かく こと を 注意した に 止まり、 ^二： ^の始 

に は その 生徒の 成績の 數種 について、 之 を 敎師が 讀んで 共同 硏究 をした、 笫三 0 の はじめに は， 

次の 文 を 印刷して 生徒に わたして 共同研究 をした。 この 文 は 長 野 縣の某 小 學校尋 Os 六 年 女^^^ 

成績で ある。 これ は 生徒に もす ぐ わかる^: の缺點 があって、 之に 支配され る 心配な く、 他山の石 

として 對し 得る ものと 考 へ たからで ある。 

「雪 や こん こ、 あられ や こん こ」 えんが はからお の獰  つと 起 上って^ ると、 ガラス 越しに ち、 しっと sls.n な so 「まあ 

雪」 と 私 は 思 はず 叫んだ 。「姉ち やん、 S が 降った よ。 n 十く 出て ご、 りん」 と 奥から 妹が かけて 來た。 ^卷 のま まえん が はへ 

お 五 章 構想の K II 形式  一 六お 


第五 や ^想の 拫開 形式  一 六 六 

出 て见 る。 家 も 木 も讦 て. 丁^ 级， 界の やう だ。 朝 餌 を 作った 桢木 鉢の 上に も、 お父さんの 大じ にして ゐた 菊の 上に 

も、 se;,;= なさが K いて ある。 ふと. s ふ を 兄る と 一羽の 雀が 恋さう に^の 木の 枝に とまって ゐる。 近所の 小さな 子^た ちが 

うれし さ-つに 「わつ わつ」 とさわいで， Q る。， M ふ 隣の 一郎さん が而. G さらに！； を かいて ゐる o  r さう だ@ を かこ- ゥ」。 私 は 

家の 巾へ 入った。 翁 物 を^て 效を洗 ふ の も そこそこに 外へ 出る と、 もう 妹が かいてんる。 のい-へ 「や II」 と 云 ふ.：：' を は； I い 

て^た。 の 先が 切れる 様に つめたい。 ニ寸も 積って ゐる。 車の 跡が 二す ぢ畏 とつ いて ゐる。 二の 字 二の 字の 下駄の 跡 

が 七つ 八つ。 「まあ きれ いだ」 ととつ ぜん 妹の 聲 がして 上 を W てゐ る。 见 ると 柿の 木の 枝が Bla になって 丁 K おとぎ 話の 枯 

水に 花 を さかせた やうに. o い 花が 吹いて ゐ る。 しばらく はじつ と见 とれて ゐ ると、 「姉ち やん、 " 十く  91.51 かかな い」 と 妹に い 

はれて、 乂雪 かき を 持ち K す。 「；： 十く して。 兎 を こし、 りへ るか、 り」。 妹 は. Q い^を^しながら ごした さう にせつ せつと かい 

てんる。 私 も かき 初めた。 s ふの おばさんが 笑って 「たんと おたのしみな」 といった。 お^さんが 出て きて 「そんなに 面 

£： いの。 1" たくない かネ。 もうお こた はい い 火 だか、 り Ef くして きて おあたり」 「もう 少しで 終へ るか、 り 今^ぐ 行く わ」 

乂 かき 初めた。 「とうふ-つ。 とうふう」 と * とうふ M が 寒む さうな 萆を 出して、 .n い を 出しながら 通った。 ふの 洒 

< ；; か、 り 大きな 洒 だる を 洗 ふ 一せ かごと ごとと^ いてく る。 そしてもう も-つと 暖かさ-つな ゆげが 上って、 おい 衆の ほ殍も 元.； * 

よく  M える。 やっとす む。 雪で 眞白 になった 柿の 木の 問から、 うちの かまどの！ S 突から 上る かちら ちらと 见 えた。 

二 

以下 成 M について、 B. 組から 漸次に 考察す る。 一 ノー、  ーノ  二、  ーノ兰 は^ 一の 生徒の 第一 ほ、 

^ニ^:、  ^三 囘の 成績なる こと を 示す。 ニノ  一、  ニノ 二、  ニノ 三、 以下 同一で ある。 

一 ノー 一. ぼたん ぼたん」 と、 だれに なって 洛 ちる S のとけ た 水。 今まで *  に钕 つて ゐた雪 も、 喑 渡った^ に 輝 や 


いて ゐる。 美しい 太陽の よはい 光に とかされて、 雨だれの やうな 水玉に なって、 とたんお 极 をった はって、 軒ば にと^ち 

てく るので ある。 細 い 裏 路には 雨だれの おち 合 ふ 度に 飛ぶ 水玉が、 けむりの や-つな きりに なって • あたり 一面に ひ， c がつ 

て、 大通リ から 入 つ て 來る人 を 乜 んでゐ る^ 觀は、 瀧つ ぼの ふちに 立 つて きりを かぶ つた 人 かの. g くに も 思 はれる。 

I  ノニ 「ぼたん ぼたん」 と 雨だれに なって 落ちて くる 雪のと けた 水。 今まで e!.a に 積って， q た- S も、 コバルト 色に^ 波 

つた 空に 輝 やいて ゐる 美しい 太陽の、 はげしい 光に とかされて、 雨だれの やうな 水玉に なって、 トタン！ W 极 をった はって 

軒 場に と 落ちて くるので ある" 細い 裒路に は 雨だれの 一め ち 合 ふ 度衧に 飛ぶ 水玉が^ の やうな きリ になって， あた リ 1 面に 

ひろがって、 大 通から 人って くる 人 を 包んで ゐる： ^しさ は、 瀧つ ぼの ふちに 立って、 太陽の 美しい 光 を^け てき リの屮 に 

立って ゐる人 かの 如くに も^はれ る。 

この 第一の 一と 二との 成績の 間に は、 著しい 展開がない。 この 文の 觀察點 は^ の 融ける 所に あ 

る。 一 では それが 煙の 様に とび 散る 處を、 瀧つ ぼの 處に 見る 壯觀 として ゐ るのに、 二で は 壯觀と 

いふの を 不穩當 と 思った とみえて， 程度 を さげて ゐる。 その外で は、 「暗 渡った 空」 といって ぬ 

る だけの もの を、 これで は コバルト 色と いふ 具體 的な 描き 方に して ぬるの みで ある。 それが 三に 

なると、 瀧壺の 形容 をす つかり 除去して、 屋根から すべり 落ちた 雪の 描寫 をして ゐる。 ここにな 

つて 前の 靜止 態から、 鮮 かな 運動 態に 轉， M して 來た。 そして そのお ちて 來 た^の 観察 もあって、 

一と 二と に は 見られなかった 生彩 を 生じて 來る。 この 生徒で は、 二と 三との 問 において、 構想 か 
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0$  ！ |恕 の Isn 形式  1 六 八 

展？ 1 して ゐる。 

一 ノー |！ 「ぼたん ぼたん」 と附 だれに なって おちて くる^ どけの 水。 今まで ほ. 0 に 平たく、 きちっと W つて ゐ たや ti-,  n 

バ ルト 色に 喑渡 つた^に 輝いて ゐる 美しい 太 ii の 烈し い 光に けたの か、 所所 トタ ン： S! 枞が 水に ぬれて はっき リ とした 體 

を あら はして， Q る。 軒下に はや. 5! のとけ た 水が 雨だれの やうに おちて くる。 其の ^八：： ふ 度银に 下にた まって^た 水 はぴょ 

んと 小さく はねる。 4、 の 時 家の 横丁の 方で、 「ばち や」 と 火き な 音が した。 私 は 「何んだ、 し-つ」 と^って、 すぐ 表へ 出て 铋 

丁へ と 廻って：； 5- た o それ は 大きな^ のかた まりが おちた のでした。 私 はお もし ろくなって いつまでも みつめて ゐ た。 ，：： い 

所に 黑ぃ 所。 その 雪 はま だら でした。 そして 私 はな ほ ® の黑 くま だ、 りな 所がと けて 穴 の あいて ゐる こと にも^が つき ま し 

た 0 

ニノ  一  ^持よ くねむ つて ゐ ると 突然 兄さんが 【あ ツ^ だ @ が 降つ てんる」 とい ふ^にた ちまち ゆめ は 破られた： 十つ く 

にと ぴ お-きて 見る と、 ，z: ざとうの やうな sa,:2 い © がふって ゐる。 これ じ や 犬 小： si も ぬれて、 さむいだら-つと S つて、 ^物 

をき て 外へ 出て^ ると、 犬 は 小 3S! の 出 n に 出て クンクン ないて ゐる。 弟 はもう マン 卜 をき て、 -: 灰 を 糸で いはへ て、 雪 をい 

つばい くっつけて 喜んで 私に 见 せて ゐる。 お 1$ さん も f 小佾 さん も © で 困 まる だら-つね」 といって， Q る。 それから 家で 勉 

® をした" あそんだ リ して 一 日 をす ごした。 

ニノ 二 お^ょく^って ゐ ると 突然 兄さんが 「おが ふって W るよ；： 十く おきて 见て ごらん」  つたので 私 は 飛お 一き た ひ 

お父さん， p お^さん も 兄さん も 弟 も ル；！ おきてん る。 私が  一 * おそ いの だと 思 ひたが、 し 時計 を；：^ ると 八 時 に な り かけて，； 5 

る。 どうして こんなにお そくな るんだ、 しう i 思 ひながら、 が、 しす を 開けて 外 を 兌る とど こも ここ も ほ； だ。 ことにお 


おな ど は ゾカ ュん であるかな いか 、りすうと た い. りに なって 一 寸 も 粉って « る やうに： 15- える。 杭 木な ど は 枯れて しまって 

んる けれども、 まだ 少しの こって ゐる ところ へ^が 降り^って、 枯れた 細い^ 木で も^が ふって つもる ので、 ふわ" と S 

い 枝に 積る。 よく あんな 細い 所へ でもお ちないで つもって， 3 るの かとお も ふと、 感心す る。 物 乾し ざ ほ を；： S ると、 さほ. H 

洵 くて.^ るい もの だ。 そして つるつるして ゐ るから- 雪が つも リ つもって * する" とおつ こち さう になって、 あめん？ う 

たいな 雪の 細長い ものが 出 來た。 そのうちに お母さんが 「何 を そんなに 見て ゐ るの U 巾に お 人リ」 と：；.：" つたので、 ..；4 の 

巾へ は 入った。 

この 第二の 生徒 は 日^生活の 方面から、 雪 をみ てぬる。 一 で 小僧さん の^る こと を 言って ゐる 

の は 藪 入だった からで ある。 二に は 之 を 省略して、 M 根の 雪， 植木に ふって ゐる雪 を、 かなり 細 

心に 見て ゐる。 それが 三になる と、 GI 分の 母に 對 する 心 持から かき はじめて、 一と 二と にある：：." 

にお こされた 事 ははぶ いて ゐる。 それから 弟の こと も 出て 來る。 雪に ついての 救^が 進む につれ 

て、 平常の 心 持が 雪に 結びついて くる。 雪 を 理科の 様に 外界の ものと して、 冷 かにみ る 心：^ から， 

それ を 自分の^ 赏 としてみ る 心 持に 展 問して ゐる。 それが 外に 降って ゐる 雪ではなくて、 .c! 分の 

家. M にも 降って ぬる 雪に なって ゐる。 それと 共に、 二に あった 物 ほし 竿の 雪の^ 述 はせ 略せら 1 

た。 外界から 家族の 上に かへ つて 來 たので ある。 その上に CI 分の 心 持 も、 はっきりと 反.^ されて 

ゐ る。 

おさ 構想の^ II 形式  1 六 九 
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ニノ 三 「ほんと にこれ では 困 まります ね」 「さようで ございます」 お^さんが 近所の 人と お 話 をして ゐら つし やる。 い 

つもの^ なら 「よいお 天氣で 助かる」 とか 「八， 日 は 上天 氣で氣 持が よ い」 とかい ふので ある。 今日は どうしたんだろう と 

S つて 上を兑 ると、 ガラス 越に use な 雪" ああ だからお さん は W まると いって ゐ るの だ。 こんな さむい 日に お^さん は 

水什^ をして、 朝 は 1= い 巾から おきて ゐら つし やる。 お母さんよ リ私は 三 ゅ^ もお そくお きる の だ。 お §- さん は 雪 を いや 

がって ゐる けれども， 私 は なぜか あの！ K 白い 雪の 降る 事が すきだ。 ^は 雪と いふと す r に とびおきる。 今朝 もうれ しいの 

でお きて 見た。 ガラス を 開 けて！！； 5- ると、 まあ 眞白。 弟が！！： * 釣 をして 遊んで ゐる。 下 をみ ると 1S.CI い 雪 を だれが ふんだ のか 

くつの あとだの、 げたの あとが ついて ゐる。 上を兑 ると ぼたん 雪の 大き いのが どんどん ふって くる。 私 はな ほ もつ づけて 

おとうさんの 大 好な とこなつ を 見た。 とこなつの 花の かれた 所へ、 雪が 一 つぶ、 ぼっか リ のって ゐた。 その 椟子 はとても 

きれいで ある。 まる？ ns が 花の はなびらの 所へ ぼつり と、 さいた や-つで ある。 おは 私の 所へ 来て 「何 をして ゐ るの。 人 

きい^ だるま を 作る の だから 見て ゐて ごらん」 と < 一 a つて、 方方の 雪 を かきあつめて 來た。 私 は、 「お前に 作れる もの か。 作 

つたって 大き いのは だめよ」 と 言ったら、 弟 は、 「姉ち やん なんか だまって &れ ばいいん だよ」 と 言 ひなが、 リ、 小さ い 雪 だ 

る まの かっこうに にたもの を 作った。 屮 からお 母さんが 「寒い から 早く 中 へお はいり」 といった ので、 * と 1 しょに 家の 

巾 へ 入った。 

次の^ 三の 生徒 は. 夜の 雨が いっか 雪になる ところに、 觀る働 を 出發 させて. Q るが、 それ を ぼ 

ん やり 父卅の ^話から きいて ゐ るので ある。 この 邊は 自然で あるが、 その あと は 何も 特殊な 觀. お 

をして ゐ ない。 そして 三囘 にわに つて 別に 構想の 發展 もない。 ただ 第三 囘は それ 前に 比べる とや 

ゃ內^ 的に なって るる。 構想の 發展の 殆どない この： 牛 板な 傾， M の 生徒で も、 设 後に は觀る 働が、 


外から 內に向 ひ、 內 観の 働になる ことが 理解 せられる。 これは^ 要な ことで ある。 ^る 働 山 深化 

の 向 ふ 所 を 明かに して くれた 感が ある。 

一一 一 ノー  昨日の 晚は あめが ふって ゐ ました。 ； 4 は あめの ふって ゐる こと はしって ゐ ましたが、 その 時 はもう 九 ゆでした 

から、 もうね てし まひました。 それで 今朝 私が；： j を さました の は 五 時 平でした。 その 時お 父さんと お^さんと 二人で fill© 

話 をす るの をき いたやうな 氣 もちが しました。 お父さん は^が おきる IS に はもう^ 3 肚 へ 出かけました。 ^は^の ふって ゐ 

るの を しらないで 朝 おきてみ たらば、 すこしつ もって ゐ ましたので、 うれしい なつと 思って ゐ ると、 だんだん はれて？." が 

だんだん とけて くるので、 その 時には ああ いつまでも ふっている といい けれどと、 ； 4 は 一人 ごと をい つて ゐ ました。 おか 

あさんが 「榮 子お ま へな にいって ゐ るの」 とい ひました。 そうしたら 弟 もまね をして 笑って ゐ るの でづ いぶん こっけいで 

した o 

三ノニ 咋 日の 晚は あめが ふって をり ました。 けれど 私 は あめの ふって ゐる こと はしって ゐ ました。 あめの ふって むる 

時にはもう 九 時でした からね てし まひました。 その 朝 E がさめ ました の は、 五 時 牛で 其の 時お 父さんと お母さんの ^がな 

んだ かしんと きえる やうでした。 私 は しづかに き いて をリ ましたら の 話しでした。 ああ 乂 S がふった のかと 思つ てんる 

うちに、 そのままね てし まひました。 それで 私が おきる 時にはもう 會 社に でかけて ゆきました "- 雪 はだん だんつ もってき 

ましたので-つれ しいと 思って ゐ ると、 だんだんと はれて きました。 其の 時 は ああ いつまでも ふって， 3 ると い いけれ ど 1.-、 

私 は 一 人 ごと いって ゐ ましたら. おかあさんが 榮子を ま へな にいって ゐ るのと いひました レ 

第五 章 構想の K 開 形式  一 七 一 


^五^ 構想の 形式  一 し 二 

一 ニノ 三 昨日の 晚は あめが ふって をり ました。 けれど 私 は あめの ふって ゐる こと はしって ゐ ました。 あめの ふってんる 

S- に はもう 九 時でした からね てし まひました。 その 朝 y がさめ ましたの は、 五 時 牛で 其の 時お 父さんと お^さんの 聲 がな 

ん だかし I ん ときこえ る やうでした。 私 は しづかに きいて をり ました、. ：ヽ 雪の 話でした。 ああ 乂雪 がふった のかと 思って 

ゐる うちに、 そのままね てし まひました。 いそいで 私が おきる 時にはもう お父さん は會 社に でかけて ゆきました。 ^は ど 

ん どんつ もってき ましたので うれしい と 思って ゐ ると、 - だんだんと はれて きました。 ft の 時 は ああ いつまでも ふってんる 

といい けれどと、 私 は 一人 ごとい つて， Q ましたら、 お母さんが 榮 子お まへ なにい つて ゐ るのと いひました。 

四 ノー  きの ラの §：；4 が おきてみ ますと * 雪が ちらち、 りと ふっていました。 時計 はい ま 七 時 十二分す ぎでした。 私が 「お 

^さん 雪が ふっている わ」 とお ゆさんに いいました。 お^さん はしった ふりして 「ええ ふっている わ。 さっきから よ」 と 

い  >- ました。 私 はなんだ かまけ たような きがした ので、 お母さんに 「なん 時 ごろから」 と 私 はきき ました。 お母さん は 「六 

ゆ ごろよ」 といい ました。 私 は 「そう」 といって だいどころのお てつだいに かかりました U それから 私 は 弟 をお こします 

と、 あはね むさうな かほ をして ああ ああと お ほきな あくび をし ました。 私 は * に 雪が ふ つてい るんだ から そとへ いって^ 

なげ をしょう とお だてました。 ； IS は それでもへ いきです。 友 だち はもう むかひに きました ひ 玄 だち はたんと いふかと おも 

うと、 おなげ をしょう といい ました。 私 は ； それ ごらん。 友 だち だ つてい ふぢ やない か」 と 私 は 弟 をお こして、 ひ, C い^ 

リへ でて © 合咴 をし ました。 私 は どんどんと ぶつつ けました。 弟 は 私 をれ、 しって， 3 ました。 私 は！ SS をね、 りひました。 私 は 

お. a- はず！ のか ほへ ぶっけて しま ひました"、 弟 はいたいと いひました から、 私 は 弟のと ころへ はしって いきました。 * は 

なきませんでした。 私 はやねの 方 をみ ますと もう！ 0 がさして いました。 雪 はとけ はじめました。 やねの 方 をみ ますと びか 

びかと ひかって ゐ ました。 


四ノニ き Q うの^^が おきてみ ますと、 雪が ちらちら とふって ゐ ました。 そと をと ほ 

いって、 き 物に 喾 がたかった の を、 ふる ひながら とほり ます。 ^は 時 計 をみ ますと、 七 

雪が ふっている わ」 と 私 はお 母さんに いひました。 お母さん はしった ふリ をして 「ええ ふ 

いひました。 私 はなんだ かまけ たような きがした ので、 お母さんに 「なんじ ごろ」 と^は 

ごんよ」 とい ひました U 私 はそうと いって だいどころのお てつだ ひに かか リ ました。 それ 

ねむ さうな かほ をして、 ああ ああと お ほきな あくび をし ました" ； 4 は 弟に 雪が ふっている 

しょ-つと 私が 弟 をお だてし ました。 弟 は それでもへ いきです。 友， だち はもう むかひに きま 

おもうと 雪 なげ をしょう と い いました。 私 は それ ご、 りん 友 だち だ つて い ふぢ や あな いかと 

て 雪合戰 をし ました" ^は どんどんと ぶっけました。 弟 は； 4 を ねらつ 

弟の かほへ ぶっけて しまいました" 弟 はいたいと いいました から、 私 


ん でした。 私 はやねの 方 をみ ますと もう 日が 

はとけ はじめて ぴかぴか とお 日樣 のか をが み 

四ノ三 きの-つの 朝 私が おきてみ ますと" 

つて、 き 物に 雪が たかった の を ふるいながら 

さん、 雪が ふ つてい る わ 一 と 私 はお 母さんに 

よ」 といい ました。 私 はなんだ かまけ たよう 

「六 時 ごろで せう」 といい ました。 ^はそうと 

すと、 弟 はねむ さうな か を をして、 ああ ああ 


さしてい ました 0 はのう 

えだし ました。 


てゐ ました 0 

は 弟のと ころ 

へ に 雪 がお も 


私 はお 

へ. H し 


る 人 は みんな 「おおさぶ い」 と 

十二分す ぎでした 。「おゆさん、 

つてい るお。 さっきから よ」 と 

ききました。 お^さん は 「六 時 

から 私 は^をお こ. します と！ &は 

ん だから そと へ い つ て 雪 なげ を 

した 0 犮 だち はなん と いふかと 

私 は あ をお こして ひ， C ぃ迎 へ で 

を ねら ひました。 私 はお も はず 

つて いきました。 おはな きませ 

たれて いたのに、 いま はも- ゥ 3 


雪が ち、 りちら と ふ つ てゐ. 

とほ リ ます。 ^は 時計 を， 

い いました〕 おほさん は. 


した ひ そと をと を 

みます と、 いま 七^- 

し  つた  ふリを して  「 

なきが したので、 お母さんに 「なんじ ごろ」 

いって だ いどころのお てつだ いに かか リ ました" それ か、 り 私 は^をお こしま 

とお ほきな あくび をし ました" 私 は 弟に 雪が ふってい るんだ から そとへ いつ 


る 人 は みんな 「おおさぶ い」 と い 

十二分す ぎでした。 ； 4 が r お^ 

ええ ふっている わ。 さっき か ら 

と 私 はきき ました。 おゆさん は 
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第 X 章 構想 開 形式  ！七 四 

て 雪 なげ をしょう と 私が 弟 をお だてました。 * は それでもへ いきです。 友 だち はもう むか へ にきました。 友 だち はなん と 

いふかと おもうと 雪 なげ をしょう といい ました。 ^は 「それ ご、 りん 友 だち だ つてい ふぢ や あない か」 と 私 は 弟 をお こして 

ひん い？ i リ へ でて S 合戰 をし ました。 私 は どんどんと ぶつつ けました。 弟 は 私 を ねらって ゐ ました。 私 はお も はず 弟の か 

ほへ ぶつつ けて しまいました。 弟 はいたいと いいました から * 私 は 弟のと ころへ はしって いきました。 弟 はなき ませんで 

した。 私 はやねの 方 をみ ますと、 もう S がさして いました" はのう へに 雪が おもさう に、 たれさがって-いたの にもう 雪 は 

とけ はじめて、 びかび かとお 日樣の か をが みえ はじめました。 

この 第 四の 生徒 も、 構想の 發展 しない ことにお いて は、 ^三 冏と 同様で ある。 その 最初に 到^ 

した 所から、 僅かに 二で 紫の 雪のと けた 観察 を 加へ、 三 は 二と 少しも 變ら ない。 一の 成縯 ではす 

ぐれて ゐる樣 に 見えながら、 その後 全く 展開し 得ない。 かう いふ 生徒 は 第一 囘 だけで おけば、 他 

の 何れの 生徒よりも * 優秀で ある やうに みえる が、 その^ 可能性 は少 いので ある。 母との 會話は 

細かに かいてる るが、 その外に 雪の 主題と 觸れる 所に は、 それ 程の く はし さがない。 この 生徒の 

與^ は、 ，u 分の^ のま はりだけ で， .H 分から 離れた ものに 向けら るる 興味 は 甚だ 少 いものと：^ え 

る。 ^s: は - 一般に な 分 に 遠 L も. 0 に は 興味^.^ いので あるが， 

も その 一 人T^^lrt^■3^^ ベ H ト の .sglllj れて. I それ、， 4 外 一 步も す、 それ をく りかへ すに 

す.；？ ないで あらう か。 c 分の ま はりの 人と 人との 人事 的な 交涉だ けに 典 味が あって、 それから 離 


1 可れ の 部面に も 全く 興味 を 失 ふ。 自分の 母、 .E 分の 笫、 .n 分の 子供。 それ も. ：= 分に 栩〜 

た 方面 だけに 舆 味が あるので ある。 しからば この 娘の この 先の 生活 も、 また. H 分の 家の 一問と * 

そして 隣  一二 軒との 交涉 で、 他の 世界に 何が あらう とも， 全く 無關 係に、 自分の 長火鉢と 茶が と 

を ふいて ゐる に過ぎない であらう。 この 文に 對 して、 慘然 たる 狹少を 感ぜす に は 居られない。 こ 

a^, の 様に 狭く 堅. い^ げて ゆく の^ して は^ 一  に ffi^A^ と 

思 ふ c  いが 故に TBJ:3P^S^.I..^I と は それ をく りかへ ザに すぎない" 磨の わる， -子 おの 

8§^J^ るる 優秀な ものが， 賁 はこ， y 種の も y に 過ぎぬ あるのに 注^す べきで 

あ らう。 

五ノ 一  八 時 をう つた 時計の 音に ふと： めをさました。 「ああ 雪 だ」 とお もわず さけんだ。 いそ いで 出て 來 てまど を まけて 

見る と 裏の 家の 屋根の 上 は 一面の 雪で お ほ はれて ゐる。 土の 上に はもう だ いぶ 人が ある いたと W へて K 巾 だけ はさ レど 

ろ どろの 雪に なって いた。 ふと ふリ かへ つてね 床を见 ると 妹 や 弟 はす やすやと ねて ゐる" おも はず、 「雪が 降って いるよ」 

とどな リ ました。 するとね て いた 妹が 1 人： 《 を さます と、 あとの * も = を さまして、 「なに. 30 うれし いな，： とり 力 さけ 

ぶと 妹 も 「もう、 つもった」 といって どやどや 大きな 萆 をして、 さわぎ だした。 みんな は 一 どに おきてし まった" 

S ノニ 時計の 音に ふと 目が さめた。 「おやい まう つたの は 八 時 かしら」 とまどの 方を兑 ると、 なんだ 力う す. く、 --、 力 
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構想の^ 開 形式  一 七 六 

らま ど を あけて みると、 雪が どんどん 降って ゐ る。 今朝 は 雪が ふって ゐ るか、 り、 すこしう すぐら くて、 まだ 七^ ご.. C- かと 

S つたので した。 裏の：： 根は眞 C な 雪で 一 面に お ほ われて ゐる。 土の 上に はもう だ いぶ 人が ある いたと 见へ て、 逍の 屮 

だけ は m 一く どろどろの S になって ゐる。 その 雪 を じっと 见 つめている と、 はやく^ 物を來 て、 外へ 出て * 雪だるま * 雪う 

さぎな ど、 こしら へたり、 雪つ リ など をす る ありさまが 走 馬とう のように なって 心の 屮を いそがせた。 妹 やお はす やすや 

とねて いる。 おも はず、 rs が 降って ゐ るよ」 とい ふと、 ねて いた 妹 や 弟が：；；： を さまして しまった。 外へ 出て：^ ると * すぐ 

n につ いたの は 家家の てんとの 雪で、 一而の 綿の やうに S はれた。 雪 は どんどん 降って ゐ る。 もう 時 がお そ いか、 り 二の 

字の げたの あとな ど は あまり 見へ なかった。 けれども、 枯木に つもった 雪 は、 花 も 恥ぢ、 しふば かりの^し さであった。 、ぬ 

lutt の 線に も. n い 雪の つぶが つもって ゐた。 

五ノ三 時計の 一昔に ふと： H がさめ た。 「おや 今う つたの は、 八 時 かしら」 と、 まどの 方 を：^ ると なんだか うす ひらい。 た 

ち あがって まど を あけて 見る と、 SKrt で、 しかも、 綿 をち ぎつ てな げたよう な 雪が、 おしげ もな くどん どんと 降って 來 

る。 今朝 は か 降って ゐ るから、 すこしう す r らくて まだ 七 時 g: かと 思った のでした。 装の 家の 尾根 は 綿の やうに おしげ 

もな く 降つ て來る 雪で 一 而ぉほ はれて ゐ る。 土 の 上 を^る ともう だ いぶ 人が 歩る いたと D- へ て、 泣の 屮 だけ は ひさしぶ 

りで 降った 雪が かわ いそうに 黑 いどろ どろの 雪に なって ゐる。 どんどん 降る 雪 は、 それにつ リ こまれて se 〈^になって しま 

ふ。 その 雪 を じっと 见 つめて ゐ ると. S のとけ ない 屮に、 外へ いって、 S だ る ま、 雪う さぎな どこし、 しへ る あ =- さまが 先 

^とうの やうに なって、 心 をい そがせた。 すぐ 外へ いって^る と、 すぐ； = につ いたの は 家家の てんとの 雪で 1 面の 綿の や 

- つに^ はれた。 雪 は どんどん ふって ゐ る。 もう 時間が おそいから、 それで 人通りの 多い 所 だから、 二の ^ のド駄 の あみ も 

くち やくち やにな つて ゐた。 けれども # を 待つ かれ 木の 上 は、 ^の^に^く 花 も恥ぢ 、りうば かりの 美し さであった。 ^お 

の^に も C い 雪の つぶが 弑を见 せて ゐた。 


第五の 生徒 は、 二に おいて 展 n をした。 一で は 「八 時 をう つた 時計の 音に ふと：：： を さまして」 

と ある 觀察を 更に 展開 させて、 「おや 今う つたの は 八 時 かしら」 とうたが ふ處 にかき 出して、 その 

狀態 を、 精し くかいて ある。 道の 融けて t ろ どろして ゐる所 は、 この 上展 i!: しがたくて そのまま 

になって ゐる。 それから 弟 や 妹 をお こす 處 があって * その あとに 外のお 色が ある。 この 二の：^ il 

は、 自然で あるし、 且 精細で も ある。 しかし この 展開 は 二で 終って、 三に あら はれない。 ただと 

けた 雪の 上に ふる 雪の ことが ふ へ ただけ で、 二で とまって しまったの である。 これでみ ると^ 

にも 色色の 樣 式の ある ことが わかる。 一 —二で 展 E1 する もの、 二— 三で 展^す る もの、 一 —二— 三 

と 順次に 展 il する もの、 全くし ない ものの 數糨が あり、 その 展開の 仕方の 上に もまた^ 跺の 個性 

が ある。 


六 ノー  「雪 や こん こ あられ や こん こ」 と 妹の^-に とびおきた。 私 はほんと-つかしら、 妹の こったから、 うそ かもしれ な 

いと 思いながら、 ねまきの まま 店へ でて、 ガラス 越しに 外 を 見た。 妹の いったよ-つに、 -SI はち、 しちら ふって^る。 そばに 

ゐた お母さんが 「なんだ ね その かっこう は。 こじきが もの も、 りい にきた よう だね。 ；：个 くね まきをき かへ なさい よ」 とい わ 

れて * いそいで、 洋 服と きか へて、 店へ 出た。 おむ こうの 35： 极 を；；：： ルる ともう 一 寸ぐ らゐ につ もつ てゐ た。 ^來の ffl を はる 

と 今朝もう 誰か ^を かたづけた ので あらう。 ちゃんと すみ の 方 へ 雪が お いて あ つた。 ふる 雪 は 人が 通る たびにけ されて い 

つた。 私 は 一 尺 r らいつ も つたら 而. n いな、 け ふ 一 晚屮 降つ て くれれば いいが な。 もし？： だ つた、 し ： 竹^に のつ て迎 ぶん 
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構恕の 展開 形式  一七 < 

だが な。 ああ^に 生まれれば い いんだが な あ、 つ まらな い」 なと 思つ てゐ ると、 奧の 方から 「富 美ち やん ごはんで すよ」 

とよ ばれて 奧 へ 人った。 

六ノニ 「s や こん こ、 あられ や こん こ、 ふって はふって は 乂ふリ つもる」 とい ふ 妹の 欲に とびおきた。 私 は 雪なん か 降 

つてない だ わ。 妹の 事 だからう そか もしれ ない と 思 ひながら • れ まきの まま 店へ 出て ガラス 越しに 外 を 見た， - 妹の 欲った 

通り S はちら ちら ふって ゐ る。 そばに ゐた お母さんに 「なんだ ね その かっこ ふ は、 こじきが ものもらいに きたよう だね。 

^くね まきをき かへ なさい」 とい はれて、 いそいで 典へ 入って、 ^服と きかへ て 店 へ 出た。 向い の 家の^ 根 を =5! ると もう 

1 寸 ばか リ つもって， Q る。 往來の 道 を 見る と 今朝もう 誰かが 雪 を かたづけ たので あらう。 ちゃんと すみの 方 へ S がか たづ 

いて ある。 ふる 雪 は 人の 通る 度に けされた リ、 二の 卞を のこした リ、 くつの あと をの こして 行く。 むか ふの 方 をみ ると、 

お M 吸の M 根に つきでて ゐる 高い 木 は 雪を顼 にの せて、 ぼうと かすんで 見えた。 すると 奥から Rcs^ ちゃんす よない が、 

お 花 を 買って きて おくれ」 とお 母さんの 聲 がした。 私 は 「いや だな。 この 恋いのに、 ああ あ」 とため いきをついた。 父お 

父さんの 聲 がして 「富 美 子い やなの か、 行かなくても いい」 と、 お父さんの おこって ゐる萆 がした ので 「は あつ」 と ffl つ 

たが 「いま 行く のよ」 と、 奥へ お金 を もらいに は ひって、 しぶしぶながら、 お 花 を 貝 いに いった。 行く 時 は、 手をボ ケ ッ 

トの 巾へ いれて いったので 手が 寒くなかった が、 か ヘリ はお 花 を もって ゐ たので、 手が ちぎれ そ-つに いたかった。 行く *a 

の^ 家の. カラ スは どの 家 もしめ てあつた。 ^車 通の 坂 は、 人 一 人 通らない し、 雪 は どんどん つもる から： 牛に なって &た。 

六ノ三 「雪 や こん こ あられ や こん こ」 とい ふ 妹の 欲に とびおきた。 私 は 雪なん か 降って ない わ、 妹の 事 だか 、り、 うそ か 

も 知れない と 思 ひなが、 りね まきの まま 店へ 出て、 ガラス 越しに 外 を^た。 妹の 欲った 通り 雪 はち 、りち、 り 降って ゐた。 そば 

にいた お？. * さんに 「なんどね その かっか ふ は、 こじきが ものもらいに きたよ-つ だね" n 十く ねまき をき か へ なさい」 とし 力 


られ て、 ^へ 入って、 ^服と きか へ て 店 へ 來た。 向 いの^ 根を见 ると、 もう 一 寸 以上 つもって いた。 てんと を！^ ると^ が 

のっかって 茧 たそうに おされて ゐ る。 往 來の逍 を^る と、 もう 誰 が 雪 を かたづけ たので あ、 しう。 ちゃんと、 すみの 方へ、 

かたづけて ある。 だから ふっても きえる 方が 多い U とな リの方 は、 かたづけて ないから、 人が あるく と、 二の. やくつ の 

あと を 残して 行く。 むか ふの 方 を^る と * お W 敷のお 根に つきでて ゐる おい 木 は 雪 を 頭に のせて、 ぼうと かすんで^ え 

る。 そして、 ft: 分 は 「ゑ、 りい ぞ」 とい ふよ-つに つんと おすぐ に 立って ゐ た。 すると 奥から 「お 美ち やん、 すまない が、 お 

花 を 買 つてき て くれない」 とお^さん の萆 がした。 ^は 「いや だな このお 一い 0 に、 お ああ」 とため いきをついた。 乂 典から 

お父さんの 萆 がして r いやなら、 行かなくても いい」 とお 父さんの おこつ て ゐる錄 がした ので、 「は あつ」 と 思った が 「い 

ま 行く のよ」 と 奥へ 入って、 お金 を もらって いやいやながら、 お 花 を、 かいに いった。 手が ちぎれる ようにつ めたかった" 

行く 道逍 どの 家 を みても、 みなさむ そうにして ゐ たつ あなく たびに 「しゃ リ しゃ リ」 と 音が した。 ^を：^ あげる とどん よ 

りと して、 そこから 雪が ふって くるの だら うと 思った。 電率 道の 坂 は 人 一人 通らない ので、 ；个 になって ゐた。 行く^-は、 

いやいやながら、 いった けれども、 かへ り は元氣 よく 家へ かへ つた。 

第 六の 生徒 は、 最初から ほ 分の 感を かいてる る。 二になる と 花 かひに 行く 一節 を 加へ て、 文の 

內容を 大きく して. Q るが、 一 方に は 自分の 男と 生 れ なかった こと を 後悔す る 一 節 を 削除して る 

る。 三になる と 二の 形 を 少しく 大きく して、 しかも それ を 確定した 形に して ゐる。 この 生徒の 见 

方に は、 精緻な ものが あると いふ 程で はない が、 どこかに 明かる い、 しっかりした 處が ある。 そ 

の 上に 材料 を 盛に して 展 i! させて 行く 一方、 旣に 書いた ものの 中から 除去して. Q る。 卽ち 材料に 
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輕^ 關係 をつ けて ゐる。 感を すぐに 出さないで、 細かに 兄る ことが 出來れ ば、 味が 出て くるに 相 

違ない。 かき 方の はっきりし てるる 割に、 AJ こか 輪廓の 不明瞭な 處が あるの はこの 爲 である。 

七ノ 一  私 は！ H- きて えんが はの 戶を あけて みると、 そこ いら 一 而 はまる で、 おさとう やし ほ を ま いたよう に usrt です。 

どうして 終のお なのに、 雪なん かふった の だら うとお も ふと、 雪が-? しめしくな リ ました. - けれど 雪だるま や、 雪兎 

がっくれ ると S ふと、 ちょっと 乂 ゆかいな きがした。 だけど はねつき や 何 か をす る 方が い いとお も ふと 私 は顼の 巾が ごじ 

や ごじ や. になって、 どっちが、 ほんと-つに いいの かお もしろ いの か。 わから なくなって しま ひました。 けれど 雪 は どん ど 

ん とふって， Q ます。 

笫 七の 生徒 は 一 つの 困惑に 居る。 そして 最後に 「けれども 雪 は どんどん ふって ゐ ます」 とい ふ 

あたり は、 人の 力の 如何と もし 難い、 .E 然の 偉大 さに 觸れ てゐ る。 二に なって は、 その 困惑 も 落 

つき、 平靜な 態度で 全く 觀 方を變 へて- Q る。 雪が 降る か 降らない か を 母と 問答す る あたりから、 

雪に ふられて ゐる^ 天の 姿 も， 街頭の 光赍 も、 この 生徒ら しい 情 i で 現されて ゐる。 三に なって 

は、 街頭の 光 i を 削除して、 ただ 交通 巡资の 外套の 雪 を かいて ゐる だけで ある。 すると 雨天と 乎 

洗 場が この 文の 巾 心に なって 來た。 一の 闳 惑が 二の 情^に なり、 更に 三の 統一 を もつ.^ P に變っ 

てく る處 に、 子供ながら まとまった 一 つの 展 H をな してなる。 訂正に よって 激越に なること はな 


い C こ ゆ 年！^ この-持 li) に逹 して 来て、 はじめて 深さが 見える。 

七ゾニ 秘は 朝、 起きて 「今 曰 はずい ぶんくら いわね。 でも 降って ゐる のか しら」 と、 お^さんに いひます と、 お 母 

さん は、 「ええ 降って いますよ。 とてもき れいです よ」 と、 おっしゃい ましたので、 私は大 いそぎで 雨 戶 を n けて 兌た、 り、 

に はの 南天 の 葉の 上に. 雪が 落ちて 其の 下から 赤 ぃ赏 がちよ こちよ こと 出て いるの は、 まるで ルビ ー のよう で.？ れ いだ つ 

た。 そして、 電車の 屮 から、 外 を、 见 ると、 外 を 逝って &る人 も、 .H 轉 ^へ のって いる. <  でも、 何だか さぶ さう で、 L よ 

んぼリ して ゐた。 とまれ-進めのお まはリ さん もなん だか、 々曰 はがいとう をき て しょんぼり たって ゐ. るよう すに. ほんと 

う に さむさう だ つ た 0 

七ノ三 「1- ちゃん。 雪が 降って るよ」 とい ふお 母さんの こ ゑに 起されて、 めをさました。 ^は 「あら。 雪」 とい ひなが 

ら大 急ぎで 起きて、 えんがわへ 出た。 外 を ると、 どの 木 もく so: 白だった" 南天の 木の葉の 下から. が 出て いるの は ほ 

ん とうに、 ルビ ー のよ-つで きれいだった。 はばか リの手 あらいば ちの そばの 雪 は、 水に とけて まるで 氷水のう よだった。 

^は 外へ でた。 けれど、 何だか 雪 を ふむ のがお しいよう なきが した。 止 進のお まはリ さんが、 雪の つもった がいとう をき 

てた つて いるの もさむ さう だった リ 

八 ノー  ふと 私が めをさました。 &i ごえが 聞え るつ 私 は 耳 を かたむけた。 するとお 父さんの こ ゑで、 3 がふって. V ろと 

首 ふ 話が 問えた。 ； 4 ははつ と 思って 戸 を あけて 见る。 外に は 氷が ふってんる 樣 につめたい。 ； 4 はだれ に- ふとな く 十： 九日 

と！； a ふのに つまらな いと 言 ふ。 そしてお 使に ゆく。  ^つてき て. のき 下で. S をつ かんで^に やる。 お^さん は それ をみ て 
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つめたい か、 りおよ しと 一 fu つたい 私 はよ した。 そして 御飯 をた ベて 學 校へ ゆく。 

\ノ 二  ^が 目が さまし ますと、 戶の すきまから 雪が ち、 りちら ふって ゐ るの をみ えます。 私 は 大きな 聲で妹 を よびおこ 

しました。 妹 は 姉ち やん 雪だるま を こしら へない と^った。 私 は それで はお^さん にきいて か、 しとい ひました。 妹 はすぐ 

おひさん の^へ いって、 お母さん 雪だるま こしら へて よいと いったら、 お母さん は あとで つめたくなる からお よしなさい 

といった。 妹 ははい といって 下え ぉリ ていった。 私 は戶を あけて 植木 だ なをみる と 松の 葉が 白く 花火の やうです。 ^木 鉢 

の 土に 雪が かかって. D  くて きれいで すが、 所所に 黑 い 土の a える の もき れいです。 私 は その 樣子 をみ つめて W ります と、 

下で お^さんの よぶ 聲 がします。 私 ははい といって すぐ 下へ ドリて いった。 私が お母さんな あにと いった、 り、 おゆさん は 

お 使 ひに いってち やう だいと いひました。 私 は、 はいと いって 外へ 出ました 。外へ 出る と、 ひや リ とする 。家の 前の^-の 

わの 廻りが きれいです。 舉 校の やね をみ ますと、 とたん^ 极の 所が 一 面に c い-客が つもつ てゐ ました。 そして； 4 は^ 水， i 

へ いきました。 ^車の 線路の 上に 五分ぐ らいの あっさに， M ふの 方まで つづ いてんます。 私 はお 使 ひ をして 歸 つて 來ぇ， 

^八の 生徒 は、 父母の 話で 雪の 降る の を 知る ことから、 お 使に ゆく こと を かいて ゐる。 しかし 

そこに は^る 働が 少しも 働いて ゐ ない。 それが 二 になる と、 の 隙 問から 雪 の 見える 印象的な ^ 

おではじめて、 ^だるま を 作る 可否 を 母親に たづね る だらだらした 描寫 となり、 次に 植木 棚の 描 

^になる。 雪の下から みえる 土れ 感が鮮 かで ある。 使に 出ての 町の i 色 は その-観 方が 不安定で あ 

る。 一で はおし く贫 おであり、 觀 る^も 描く 働 もや： く缺 けて るると 兄え たこの 生徒 力 二で その 


缺 貼を囘 ^して 來た。 中中 適應し 得ぬ 生徒、 卽ち 普通に はだめ と 兄ら れてゐ る^ 徒の 巾に、 ^は 

適應 の：^ しくお そい 生徒の ある ことが、 ここで わかる。 

八 ノーニ 雪のう た をうた-っ^に 私 は；！：： を さましました。 ふと 外 をみ ますと、 戸の すきま か、 りち、 りち、，：！ な S がみえ ま 

す。 ； 4 は 「あら 雪が ふってんる は」 と 言 ひました。 妹 は その 聲を きいて 「あら 雪が ふって ゐ るの」 といった。 ^が 「ええ」 

と 一 ぼ-いと フっ し いな 一とい つた。 ^は 外 を！： ^ませう と 思つ て戶を あけました。 戶を あけて みます と 樅 水 だな の 上に 兄 さ 

んの すきな 松の木の 葉の 細 い 所へ 眞 白な 雪が かかつ て 花火の やうに きれいです。 きくの 祯 ゑて ある 植木鉢の 上の.^ に、 ^ 

がか かって 白くて きれいです。 外へ でて みます と 車の わの 廻りが 白く きれいでした。 校の 尾根 をみ ますと M 根の 上に 一 

面に..：：^ がつ もつ てゐ ました。 逍の 上に 犬の 足 あとな どが 幾つ もつ いて ゐ るの もき れいでした。 ^ポ通 へ ゆきます と^ ポ 

線路の 上に、 白 い 雪が^ く つづ いつ ゐ るの はまった くきれ いです。 歸り にお 湯屋の 所まで きます と 九つ ぐら ひの^の 子の 

あしだの 齒に 雪が はさまって、 ころんで ゐ ました U 私 は 雪が ふる 時 はくつ の 方が よいと 思 ひます。 

そして 三になる とこの 生徒 は、 二で 描いた 材料の 整理 を はじめた。 雪達磨 關 係の 記^ は^ 一に 

削除した。 戶の すき 間から 雪の ふるのが 觀 える づ フックの 建物の 狀況 から、 +n に 植木 棚に 移って 

るる。 かう いふ 住居 さへ まだ 不完全な 家家で も、 必ゃ もって ゐる、 植木 棚が あって、 それが この 

文の 中心に なって ゐる。 それ を 見た 後に 眼 を 街頭に 轉ゃ るので あるが、 しかし この 描お は 不十分 

である。 おそらく この 生徒に、 も 一度 推敲 を させたならば、 ここの 部分 を 確定す るで あらう。 お 
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r あらそうな といって 家の 中へ はい リ ました。 その^も しらずに、 雪 はずん ずん とふって ゐ ます" 

十ノニ 私 はふと；： 《 を さます と. お母さんが 「 今朝 は 雪が ふ つて さぶ いか、 しもう すこしね ていら つし やい」 とおつ しゃ 

"ました。 私： 1 「はい」 と へんじ をして ねどこへ.. >>  ぐって しま ひました けれども、 どラ しても ねられません。 それ は 雪つ 

"をしたい か、 りです。 そうして ゐる 時に、 七 時が なりました" 私 はいつ もよ リも、 はっと とびおきて、 おもて 通" を 見 ま 

すと 「まあず いぶんつ もった わね」 ととん きょ もない、 こ ゑで いひました" そうして S3- 校へ ゆかう としたら ばお 母さんが 

「今日. I 日 S じ P あないの」 とい はれました。 私 は 「あらそう なの」 といって おも はず ふきだして しまいました。 そうして 

おつか いに 行く 時に、 公阆の 前へ くると、 松の木へ 雪が たまって なんともい へない 美し さです。 ^は その 枝 をお りたい よ 

うにかん じました。 けれども それ は學 校の 校長 先生から、 公 II は 私達の 家の 物 だと 思 も つて かはいが つて 下さいと おつし 

や つた 雍を 思ったら、 枝 をたい せつに してやり たくな つてき ました。 そうして 家へ かへ つてから * すみ を 糸へ くくって^ 

っリ をし ました。 そして ゐる 時に お母さんが 「今日はお；. i-=: の 十五 日な のに かはい さ-つね」 とお 父さんと はなして を" ま 

した。 私 はふと そのこ ゑが きこへ たので、 「まあ いやな 雪ね」 とそう いいました。 けれども 1 方で はすき な 雪で こまって し 

まひました。 ほんとうに 雪 はだい すきです。 

十 ノー 一一  私 はふと 目 を さます とお 母さんが 「今日は 雪が 降って ゐて さむい か、 り、 もうす こしねて いらっしゃい」 とおつ 

しゃいました" 私よ 「はい」 といって ねどこへ も r リま した けれども * どうしてもね つかれません. - それ はだい すきの だ 

いすき の^が 降って くれたから です。 私 は 雪つ リ がだいす きな のです。 そうして， Q る 時に 七 時が なリ ました。 私 はいつ も 

よ "も、 はっと とびおきて おもて を、 见 ると 思 はず 「まあず いぶんつ もった わね」 と、 とんき よもない こ ゑ を だしてし ま 

ひました- そうして- ffi. 校へ 行かう としました、 りば、 お母さんが， 「今日は 曰 曜日 じゃあな いの」 とい はれました J 私 は、 


「あらそう なの」 といって 思 はず ふきだして しま ひました。 そうしてお つか ひに 行く. g- に、 ヘム？ f の^を C- 、し.：' とすると、 松 

の 水へ S がふって なんともい へない 美 さです。 私 は その 权を すこしで も、 お" たいほ ど：^ しいので 十。 私 は その 松の 枝が 

ほしくて たまりません 0 おも ひきって おら-つ としたけれ ども、 それ は^ 校の 投 .45 先 虫から、 「公^の^ 水 や 公 M を 私违の 

家のお に はと 思って かはいが つて やって 下さい」 とおつ しゃった^ を考 へ だしたら 权を おらう とした 私が、 はづ かしく^ 

つて 家へ かへ りましたら、 私の 家の 屋根 はまつ c に 雪が つもって、 とてもき れいでした。 私 は 家へ はいって すみ を 糸へ く 

くって、 雪つ リ をして いる ゆに、 お母さんが 「今日は 十五 日 だとい ふのに 雪 なんか ふって ほんとう に 子 ^ 等 はか は いそう 

ね」 とお 父さんと はなし をして おりました。 私 はふと そのこ ゑが きこへ たので、 「まあ いやな 雪 ね.； とそ-;.' いひました 0 け 

れ ども 1 方から はだ いすき の 雪な ので 私の あたま はこん がらが つ てし まひました。 ほんとうに^ はだ いすき なのです と 思 

ひながら、 义雪 っリを はじめました。 

第 十の 生徒 は、 一の もの を 二で 少しも 展開 させす、 二で は 一の 終に 使に 出た 時の ことと、 使 か 

ら歸 つた 時の ことと を 喾 きたした だけ だ。 ただ ス ケ— 产は 少し 大きくな つたが、 深さに は 何等！？ 

す處 がない。 三 は 二と 同じ 範圍 であって、 ただ 僅かに 朝 母親に 寢ろ とい はれて 寢 つかれぬ 心^ を 

か い てゐ る。 その他で も少 しづ つ 描寫は 細かに なって ゐ るが、 しかし この 深 かさ はとり 立てて い 

ふ 程で はない。 この 文 を 見る と、 推敲に 際しての 一 つの 様式 を發见 する。 それ は 一度 到 若した も 

の を變更 する ことが 出来なくて、 ただ その あと へ あと へ と 新ら しい 部分 を 害，？ 加 へ て 行く だけの 

形式で ある。 長さ だけ を增 して， 深さ を增 さぬ 形で ある。 
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十一 ノー  六 時 を-つつ 時計の 一昔に、 ゆ めをやぶ しれた 私 は、 ねむい = を、 こす リ つつ、 や-つやく とこ を はなれました リ 

ふ. v おはち の 上 を ると、 偽 な 雪が まどか、 しふき こんで、 おはち のヒは 一寸 もつ もってん るのに おどろき、 まどから 

% 家々 の；； It- 极の上 はぬ の を か. ふせた やうに 稅っ てんました。 私 はなんだ か うれし い S- うな 氣が しました。 朝 ^をす ま 

せてから も、 おつ リ など をして あそんで いますと、 とな リの こすもす の 上に ふ リ^つ て いる S.1J は、 花 だけ を、 ぼつ リと出 

して を" ます。 ほどなく 雪 はやみました。 

十一 ノニ 六 時 をう つ 時計の 音に、 ゆ めをやぶ られ た^は、 ねむい：：！ r を こす リ つつ、 やう やくと こ を はなれました。 近 

>w のお f さん 達 は、 ほんとうに 雪ば かしで、 こま リ ますね などと たが ひに あ ひさつ をして， 0 る。 ^の 萆に 驚いて まど を あ 

け て^れば 家家の^ 极の上 は、 ふつく リ とわたで つ つまれて いる やうに 猪つ てゐ ました。 私 はなんだ かつれ し いやらな^ 

がした ので、 朝钣 をす ませてから も、 雪つ" など をして あそびました。 ほどなく、  ^はやんで、 おに はの はつばが てんて 

んと nj える やうに なって きた。  • 


十一 ノー 一一  .Ks" を-つつ 時計の 音に、 ゆめ やぶられた 私 はねむ い U を こす W なが 、し、 やう やくと こ を はなれて^ 所へ 行つ 

J-0 とな リり 家のと よ ちゃんが、 とんき やうな こ ゑで rs、  sir はっと 思って 见 ると， ガラス戸 のす *.- まか. り も、 しつ isK 

な SI が。 「あら 雪が」 私 は 思 はずさ けんだ。 なんとなく うれしい やうな 铽が したので、 下へ お" て 行った。 そして^-つり 

などして あそんで いると、 ，M ふの 方から 雪の 欲が きこえて きた" 一そう つめたく なった やうた 心 持が してきた。 「あ、 りこ 

ん なに^が つれてよ」^ と 見る と 雪 はもうた くさん つれていた。 家家の えんとつ か、 リは  >  煙が おもさう に 立ちのぼって 行 


^十一の 生徒 は、 可成り 特殊な もの を 見て 居る。 飯櫃の 上に たまって. Q る 雪 をみ つけたり、 枯 

れにコ スモ スの 花の 上に 積って ゐる雪 をみ つけたりし てるる。 然るに 二で は是 等の 觀察を 比 .= 削除 

し て" 近所の 人達の 雪のう はさ を 入れて ゐる。 三に な る とまた 變っ て 向 ふの 方 か ら閒ぇ て く る +ひ 

の 歌な t を 書いて ゐ るが、 はじめの 特色 は 全く 殘 つて ゐな い。 一度 到達した 處から 少しも^ けぬ 

者が あるかと 思 ふと、 一方に は その 度に 變 つて^ くな つて 行く もの も ある。 觀る 働が 反せされ て 

ゐ ない。 観る ものが 正しい 價値を 持って ゐ ない。 自分の ものの 愤 値が 今： くわ かって ゐな いので あ 

る。 何が 尊い か、 それから はじまらなくて はならぬ。 

十二 ノー  「おや」 ：：： 私 は 思 はずさ けんだ。 それ も その はず、 お 砂^の かたま リの樣 な 雪が おしげ もな く 降って くる。 

そして 石 や 土 を ふつく リ つつんで ゐる。 あしだの 足跡 や 車の あとが はっき リ とついて ゐ る。 ガラ ス戶 なので 外からの W を 

受けて 家の 巾 は あかるい。 私の 心 は 急に お-つち やくに なって、 起る のがい やにな つたが、 秘は 先生に おっしゃ、 しれた お.：" 

葉を考 へる と 巾し わけがない ので、 火 いそぎで 飛 起きた。 いつもよ リ 少しお そいが S が 降って ゐ るので さむい。 けれども 

えら い 人に なリた い ので さむ い こと 等 はなん ともな い。 ^はこん な亊 を考 へ ながら 下 へ お リた。 
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i9 十二の 一 の 成績 をみ ると、 あとからの 害き 入れが あったり、 ^してな ほして あつたり して、 

きたない。 それで ゐて文 は 短 かい。 明瞭な 觀察 もない。 0、 の混亂 した 生徒と 兌え る。 ところが 二 

になる と 全くち-がって 來た。 一の 砂糖の 樣 だとい ふ^の 形容 を倣囘 して、 街頭の 精し ぃ觀^ にう 

つった。 この場合に、 この 生徒の 適應は 甚だ 緩 かで あるが、 それ は 深めて 行く ことの 出 來る倾 向 

である ことが 知られる。 電柱の 北の 半面 だけに のつ いて. Q る璲 も鮮 かで あり、 木 やお-根 やその 

他に かかった 雪の 觀察 も、 降る のが 細かい 雪に なった 觀察 も、 よく 行きと どいた ものに なり、 一 

と は 4:- 然性 質の 變っ たものに なって 來た。 そして 翦寫 もお ちついて 美しくな つた。 混亂 して ゐに 

もの、 卽ち あら はさう として 現 はし 得 や、 混亂 して ゐた ものの 問に、 一 つの 整^が つき、 體 系が 

ついて 來 たこと がわ かる。 三になる と、 その 觀 察に は 外套 をき て 通る 人と、 猫の 軒 づたいに ゆく 

の を かき 加へ たどけ で、 別に 展問 がない。 しかし^ 體 がお ちついて 來て、 前の 樣な ^騷 がな く、 

ここに 全き 適應を 示して 來た。 くり かへ して 推敲 を 加へ る 度に、 その 文の 成緖の 上に も、 その 變 

化の 經 過の 上に も、 それぞれ 個性の 鮮 かにな つて 行く のを感 する。 推敲 を 加へ る囘數 について は 

くと しても、 とにかく 推敲 を經て やう やく 生徒 は その 落ちつく 處、 必然なる 處に ゆきつく こと 

を^ じさせる。 


十 ニノ 二  ： おや」 なんだか. n いものが 降って いる。 雪 だ。 S に 起きる のが い や になった が、 先生に おっしゃ、 しれた お-:.:" 

葉を考 へ ると ；4 は いそ いで 飛 起きた。 二階の 窓から 外 を ながめる と、 くつ、 下駄、 車の 跡が はっきり とつ いている。 人が 

さむそう なかつ こう をして 三人 通った 。でんしん 柱 やがいた-つの 北に むかって いる 牛 面 だけ、 雪が-つ すく かかって いる。 

交番の 横に ある 紅葉の 枯木に 雪が つもって、 ちゃう ど C い 梅の 花が 咲いた やうで ある。 や を 2- のか は、 り M 根に つもって い 

る 雪 は、 波形に つもって、 竹屋 さんの のれんに. n い 雪が つもった の はちゃう ど. n いた をる 布の やうに：^ える。 ねこが、 さ 

むいのに 家の のきから のきへ はって どこへ かいった" 起きた 時よ リも大 そうこ まか い 雪に なった。 E 部 井さん の 家のに い 

さんが、 雪 かき をして いる。 ^は どんよ リ くもって * 雪 はま だ やみ-てう にもない。 

十二 メ三 つと 起 上って 見る と、 ガラス 越しに ちらっと 見える Krtl な- s。 私 は Is に^ を はなれる のがい やにな つたが、 

先生に おっしゃられ たお 言 菜を考 へる と^はい そいで 飛 起さた。 二階の 窓から 外 を ながめる と、 かかとの 先 だけし かない 

くつの 跡、 二の 字 二の 字の 下駄の 跡、 車の 跡が 二つ、 長長 ついて ゐる。 c い^を はきながら、 がいた うに くるまって、 さ 

むさうな かつ こう をした 男の人が 三人 通った。 でんしん^ や、 がいた うの 北に むかって いる 中 面 だけが ^が-つす く かかつ 

ている。 交番の 横に ある 紅葉の 枯木に 雪が つもって、 ちゃう ど 白い 梅の 花が 吹いた やうで ある。 八百^の か はら； 极 につ 

もってい る 雪 は， さ ざ 波の やう に 美しく、 竹屋 さん の のれんに. c い 雪が つもって いるの は、 ちゃう ど，：：： いた をる の 布の や 

うに 見える。 ねこが さむい のに 家の のきから のきへ つた はって どこ へ かいった。 起きた 昨よ リも. K そ-つ こまかい？. になつ 

た。 ra 部 井さん の 家の 兄さんが、 雪 かき をして いる。^ は どんよ リ 曇って いて. 雪に まだ やみそう にもない。 

十三 ノー  風 はしん しんと * にしみ て、 なんともい はれな い.^ さ" お^ 樣は 「まあ 今 B の さむさ はづ いぶん^む いので 
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ござ いますね え」 「ええ 今日は 特別の よ-つに かんじます」 とお 母さん は い つ た. - そして 色色の s.i し， どして いる. 2： て、 お^^ 

はお 歸り になった。 後お 母さんが 「お^に 行き ませう」 とおつ しゃった ので、 弒は お母さんと お^へ 行く ので 外へ 出た リ 外 

は^くて おは 體を ふるはせ ると、 お^さんが 「そんなに さむい のなら；： 十く あった まって：^  くで ませう」 といった。 その 昨 

私の 額 はつべ たく 北：； を 丸る くして * いそいでお 沿へ いってし ばらく して！： 十く お 沿 か、 り^って きました- 家の 窓から ながめ 

た^-は その外の 様. ナは物 さびしく まつ i=。 今にも Is を 降-りせ るば かリ。 おお^い。 窓の n をし めて まもなく.^ い 風 を に 

うけてれ こつ "た 0 

十三 ノニ 八 時 を-つっつ 外 はしん しんと.：^ にしみ る ほどの 寒さの 様に かん ぢ た，」 私 はおき た。 .：！： 分の 宋を とって 外の 窓 

を ながめた。 家家の 尾 根の きした には^が. n い 色 をぬ つたよ- ゥ であった。 その .2 お母さんが 「額 を 洗いなさい」 といった 

ので^ を^った U お父さん は 「今日は さむい か、 り」 といって >  ^^へ 行きました。 その 內 兄さん 姉さん は 起きて きて 「あ 

、り 八，：：" はおが 降つ ている のね え」 といった U その. 2： 大小の つ ぶと なつ て 雪 は 侑つ て 行く。 その 降って いる 屮を すぐ そ <K 家 

の 犬が くるくると 家の 廻 をよ, c こび.？； んで とんで 行く。 その後^と いっしょ になって しき を はき を はる， •」 お父さん はお 

^からかへ つてき ました。 ^は 「八， 曰 はおが 降って さむい か. り あんか をして ちょ-つ だい」 と： ひました。 おの^- i もう 九 

ゆにな リさ うで、 雪 はた へ まなく 降リ つもつ て 行きます。 

^十三 は 一 では 特に 「雪の 降る 前の ばん」 と說明 的な 文題 をつ けて ゐる。 ^ も 都會の 子供に 

t^^ffglu^ て、 ほお を 直？ g. する のでな く 巧 人^ 係 を 中心に して- その^から It を.^ い 

て ゐる。 ,MS^^<A 問た： 活^： ： - に 入り こんで くさ 姿で かいてた る。 二になる と 今： ^はなに 態度 


を か へ て、 S み 朝 を かきだした。 ここで も 亦 雪 は 僅かに 人間 生活の 巾に 介在し て ゐ る だけで あ 

る。 ，u 然は人 問の 生活 を かき 亂す 場合の みに、 はじめて.^ 識 される。 その 倾， M が 三に いって 一 时- 

强く なる C 自俠 r^sTF^ こと Gfe 一二 一- る たー活 のん： ん^ tn, とへば JJ^iTil ^どの 形體 の^ 礎 

この 子供の 短 かい 文萆 ^^にも 見出す こと^ rd 來る樣 て あ る 。 

十三 ノー 一一  八^-をう つ，、 私 はお どろいて：：：： を さます と、 ^所の 家家で は 朝の したくに かかって いる。 私 は^^ をき て^ 

を あけて 外 を^た。 お ，M の 家 を 見る と、 5W 外に ある 物 は a: 白に なつ て：^ をう すく はつ た や うで ある T 芳 子さん はやく 姉 さ 

ん 兄さんの 起て こない 內に鈸 を 洗 ひなさい」 とお 母さんの 萆。 私 は^を 汰 つてお 母さんに 「八， 曰 はやぶ 入の 女中さん 小ぞ 

うさん の 曰 だのに まあ この 雪で は 出かける のに こまる でせ うねえ」 と 言 ふ。 その内 姉さん も 兄さん も 起てき て、 兄さんが 

額 を 洗 はう とすると、 もうち かくの 家の 犬 は ほへ て 雪の つぶ を體 へのせ て、 喜 こんで とんで 步 いてんる。 その後 ル；： は^を 

洗って、 朝^の したくが すんで、 そをぢ をし を はると、 お父さん はもう 雪に ふられて つ ベたい 風に ふかれて よ い：： で^ 

湯から 歸っ てま ぃリ ました。 私 はお 母さんに、 「今日は 雪が 降つ て 外 へ も 出られな いし 乂效 いから あんか をして 下さ い J 

と いった。 「ええ」 とお 母さん は 言った。 外 は 大中小の 雪つ ぶと なって、 いき ほ いよく 降リ つづけて いる- 「あ 九 e -」 外 はぶ 

a さむく S は降リ つづけて いる。 


十四 ノー  「あら 雪が ふって 居る」 とい-つ こ ゑに 私 は； o がさめ ました。 私 はいそいで お 物 をき て、 戶を あける と、 すうつ 

とつめ たい 風が 私の 額 を なぜて いった。 私 は それが なんとなく 氣 もちが よ い。 外 を &J ると ま つ ，：= な^ I が どんどん ふ つてい 
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たが、 そんなに つもらず、 すぐと けて しまう。 私 はだい どこへ いって：！^ ると、 竹の 葉の 上に まつ C な 雪が つもって， Q る。 

そ の うちに 雪が やんで 日が きらきら とて つて 來た。 竹の 葉の 上の 雪 はとけ て、 まつ さ をな みどりの 葉が てんてんと 見える 

やうに なった。 

十 5； ノー I 「あら 雪が ふって 居る」 とい ふお 母さんの こ ゑに 私 は n! がさめ ました。 ； 4 はいそいで^^ をき て 戸 を あける 

と、 すうつ とつめ たい 風が 私の 顏を なぜて いった。 今までね ぼけ 額で た 私が、 そのつ めた い 風の ため 水で 弑を あらった 

樣に、 すうと して 氣 もちが よくな つた。 外 を 見る とまつ c な 雪が どんどん ふりつづ けて： 1W る。 私 はふと 家家のお- 极を見 ま 

した。 屋根の 上に はまつ. a な 雪が ふりつもって、 まく を ふつく リ かぶせた よう。 私 はだい 所へ いって 見る と、 竹の 葉の 上 

に まつ. c な 雪が つもって ゐる。 その 內に s!c はやんで、 日が きらきら とてって 來たリ 竹の 葉の 上の 雪 はとけ て、 まつ さ をな 

みどり 色の 葉が てんてんと 见 へる ようになった。 

十四 ノ三 「あ、 り 雪が ふって 2W る」 とい ふお 母さんの こ ゑに 私 は、 ふと 0T かさめました。 私 は、 はっと 思って、 床 をで る 

と、 いそいで^ 物 をき て、 かける ようにして はしご 段 をお りて 見る と、 もう 前の のぶち やん は畏 ぐつ を はいて、 どんどん 

ふる 雪の 中 をお もしろ そうに ある いて 居た。 秘は 下へ お リて戶 を あける と 外から、 すうつ とつめ たい 風が 私の 額 を なぜて 

1W つた。 今までね ぼけ 額で 居た 私が、 そのつ めたい 風の ために 水で 顔 を あらった ようにす うつと して、 if もちが よくた つ 

た。 外 を 见 ると 家家の 尾根の 上に は 莨. a な 雪が つもって まく を ふつく リ かぶせた よう。 私 はだい 所へ いって^る と、 竹の 

^の 上に に 雪が つもって ゐ る。 その 內に雪 はやんで， 日が きらきら とてって 来た" 竹の 葉の 上の 雪 はとけ て S3 をた 

み ど "色の^ がてん てんと 見へ るよう になった U 


これ は 第 十四 特苻 のこと ではなくて、 これ 迄の ほとんど 全部に 共通した ことであった が、 如何 

に 構想が 展^して 行っても、 その 最初の 一句 は 改められな いとい ふこと である。 この 最初の 一句 

こそ この 全 構想の 出發點 であり、 その 依據 する 處 である。 この^ 初の 一句が 生徒の 屮に^ び h つ 

た 時 は、 旣に その 描く 働の はじまり かけた 時で、 同時に 觀る 働の^::? しかけた 時で ある。 隨 つて 

その 出 發を與 へる こと は、 敎授の 大事な 點 をな すので ある。 一で は 竹の^が 觀. おの 屮心 になって 

ゐ るが、 二で は 尾根の 雪が みられ、 三で は 長靴 を はいて 遊んで ゐる 子供の ことが 出て 來て、 や 體 

がー つの 述 綾した 完全な 展開に なった。 そして 竹の 葉 は 依然として、 觀^ の屮 心に なって ゐる。 

この 展開 は 最初の ものが 最後まで その 位置 を 保ち、 それだけの 部分の 展 il の 中で、 その^ 侦を^ 

續 して ゐる。 これ は全體 的な ものの 自然の 發 達であって、 一 を 描く 時旣 に、 その 觀照 は^ fj に ゆ 

きわたって ゐ たこと、 二 以下に なって 全體が 細部 を 分泌した こと、 そして 全 體は 決して 細部の^ 

積で ない こと を 明かに して ゐる。 子供の 中心 をな して ゐる 童心 は、 ^1i$$ft^JF^ も 

のでな く pfsi が 無限の 展^ をな す ものなる こと を性赏 とする ので ある。 無邪^の みで し 

^My4^HJ^ は痴葸 と ぶ 所 はない ，^.3' る 。 

十五 ノー  朝お きたら 雪が ふって ゐ るので した。 ごはん をた ベてから ひばちへ あたりな が、 し、 ほん をみ てんました" そ 

したら、 がやがやして いたから、 したへ ぉリ てみ たらば、 まあち やん や ふくち やん も 花 子ち やん もき よしさん も、 みんな 
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でう ちの 前で こ-つ リか きをして いました。 そしたら ゆきが ふって いた 時、 お ともだちが 家へ かつどう へ ゆき ませ- フ とさ そ 

ひに きました から、 あたま を ゆって から、 箭物 をき て、 すつ かリ ようい をして か、 しいき ました〕 その 時もう お^が^れて 

ゐ ましたから、 かさ を もたずに かつどうへ たま ちゃんと たい子ち やん とすい 子 ちゃんと 松と みんなで いきました。 

十五 ノニ 朝お きた、 り 家の 前の 木が まっしろでした" 下へ かほ を あ、 りひに いく 時、 家の 前の 所が まっしろでした。 人の 

足 あとがない からき れいでした" かほ を あ、 りって 乂 二階へ あがって 乂 みたら、 St- 拫を みたら、 とてもき れいでした。 ご は 

んを たべ てから ひばち へ あた リ ながら、 本 をみ てゐ ました。 そしたら がやがやして いたから した へ おりて みたら ば、 みん 

なが 家の 前で こ ぅリ かき をして 遊んで ゐ ました。 そしたら お ともだちが 家へ かつどうへ いきませ うとよ びに きました か、 リ 

わたし は あたま を ゆって、 ^物 をき てす つか リ ようい をして か、 し、 よびに いくはと いったら * そお おといって か ヘリ まし 

た.、 それから， 物 をき てす つか リ ようい をしたら、 よびに きました 0 その 時 もう^が^ れ. ていました からから、 かさ を も 

つてい きませんでした。 

十 五ノ三 朝お きました、 り 家の ものほし がまつ. n でした。 家のお 父さんが すきな 朝 铽の筘 がまつ しろでした。 それから 

^の 前の 木が まっしん でした。 したへ かほ を あら ひに いく 昨、 家の 前の 所が 雪で まっしん でした。 人の あしあとがなくて 

きれいでした" かほ を あら ひに いった、 し、 ながしが すこし こ ほって いました。 おゆ-つで かほ を あらって か、 り 二 防へ いって 

すこし まどか-りみ ていました" ちょっと 長い 物 さしが ぁリ ましたから、 物 ほしの 雪 を ものさしで おとして いました、 し、 な 

かな かおと せませんでした。 それだけれ どもお とそうと おもって おとして いたら、 あまだれが 私の 頭へ どたりとお ちまし 

たから、 なんだ とお もって 上 をみ たら、 あまだれだった のでした それでもお として ゐ ましたら、 ごはんに なリ ました リ 

ごはん をた ベて か 、り、 又もの ほしの ほう をみ てむ ましたい お父さんの すきな あさが ほへ、 やつば り 雪が つもって おり まし 


た。 ^ほし をみ て はかま を は いて か ばんをさげ て^を もって ラんど をぐ つ を もつ て學校 へきました。 

第 十五の 一は 全く 散漫で、 柒 中して ゐる ものがない。 隨っ てこの 構想 は 何の 體も なさ や、 また 

これが どの 様に 展開す るか は、 豫 想し 雛い ので ある。 二 は 一よりも 分量が 多くな つて、 少しの 增 

加が あって、 多少の 展開が ある やうに みえる が、 それ は 展開で はない。 無關 係な 零細な^！: ハ，) 少 

しばかりと り柒 めた にすぎない。 故に 構想 は 何等の 展開 もして ゐ ない。 「それから」 で 結 合される 

ものの 雜集 にすぎない。 三 はまる でちがった 日の こと を^いて ゐる。 一 二 は映赉 に ゆく こと を 山- 

心に して、 雪に は輕く ふれて， Q るのに、 ここで は 雪 を 主題と して 居る。 この 生徒に は 一大 進步で 

ある。 ことに；！ だれ (雪^ か) が 上から 落ちて くる 處は 生彩が ある。 この 生徒 も 前の もの を^ 次 

に 深める こと は出來 ない。 無關 係に 新ら しい こと を はじめる 外に は、 新ら しい 工夫が 出て 来ない 

ので ある。 文 全 體が 確立して ゐ たなら ば、 細部 を 分化し 得る ので あるが、 それが ないから、 いか 

に 手 を 入れても 遂に 雜纂 に過ぎない。 仕方ない から、 まるで 別な ものに かき かへ る。 かう いふ： 

と は 數學の 不得意の 生徒が、 無暗に 式 を 立て かへ るのと よく 似て るる。 觀る 働の 完成がない ので 

ある。 觀る 働の 完成 は、 全體 的な もの をつ よくつ かむ ことで あり、 全體 的な ものと は、 多くの 場 

合 先 づ强く 感じた ものである。 この 直接な 强ぃ 感動 を、 觀る 力で 事赏 にして 行かなくて はなら 
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ぬ。 この 中心な くして は、 系統 ある 展開 は 不可能で あり、 随 つて 推敲に 推敲 を 加へ る こと も 不可 

能で ある。 これ は そのよい 一 つの 例で ある。 

十一 ハゾー 私 は 朝 あま リ靜 なので、 まだ！： 十い の だと 思って とこの 屮 から 起きて、 まど を あけて ると、 裘の ig に 乍 日 ま 

でかれ て いた 木 は传花 を^ かせた 樣 にきれ いに^が つもって います。 外 をと ほる 人の かさの 上に は、 ^がつ もってお，：： で 

す。 外 を 歩く 人 は $1  二 の 字 を 後に の こして 行きます。 裏のと リ ごやの 巾に い つも げんきょくに はと =- が 朝の ゑ を あさ つ て 

いるのに、 今日はと リ ごやに しょんぼり ひよこ をお 股の 巾に いれて、 す はって ゐ ます。 に はとり も が ふって .H、 外へ 出 

、リれ ない と^えて、 ひよこ はさみし そうに 親のお 股で しく もくしく もく 動 いて ゐ ます。 私 は ごはん をす まして 衷 のと を あ 

けて みると、 とり はやつ ばり さみしそう にして ゐ ます。 私 は ごはんの のこ" を やったら、. ひよこ は よろこんでた •/ はじめ 

ました 0 

十 穴 ノー 一  私 は朝餘 り靜 かなので、 まだ n 十い の だと S つて、 床の 屮から 起きて まど を あけて：^ ると、 ほうぼうの； W 枞は 

,u い 布 を かぶせた 樣に眞 白です。 裹の 庭に 昨 曰まで かれて いた 木 は * 呰花 を^ かせた 樣 にきれ いで、 乂^ の H から い 

^が：^ えます。 外 を 通る 人の かさの 上に は^が 校って^. o です。 外 を 步く人 はせ 二の 字 を 後に のこして 行きます。 襄 のと 

"ごやの 屮 にいつ もげん きょくに はとり が 朝の ゑ を あさ つて いるのに、 今日はと りご やにし よん ぼリ ひよこ をお 腹の 屮に 

入れて 坐って います。 に はと リも^ が 降って は 外 へ 出られな いと！^ えて、 さみしそう に轵 のお 腹で しく もくしく もく 動い 

てゐ ます。 私 は 御 飯 をす まして 衷の戶 を あけて みると * とリ はやつ ばり さみしそう にして います。 私 は 御飯の のこ リを わ- 

って！^  たら、  ひよこ は よろこんで たべ 始めました。 雪 はやみ B 光 はよ はい 光りで かがやい ています。 ^はとけ 始めます。 


私 はおし く 思って にく、 りし い 日光 だと ひました U 

十 穴 ノー 一一  私 は 朝 餘り靜 かなので、 父 nf いの だと 思って 窓 を 開けて 见 ると、 雪が ち、 りちら と 降って ゐる。 ，M ひの 窓 がら 

すに 雪が 積って HIS です。 ，M ひのお おさんが 大切に して &た菊 は、 花 を 咲かせた 樣にほ 由 です。 袅の ものほしの 方へ 出て 

见 ると * 向 ふ どな リの 次郞 さんの 家の さくらの 木 は！ IMa で、 ちゃう ど 花が 咲いた 樣 です。 ■ その 問から 御飯 をた く かケっ 

てゐ ます。 原の 木 は^ 花 を 咲かせた 樣に a: 白です。 眞 白な 地面に 近 行く 人 は 皆 二の 字 二の 字 を 跡に していく。  ^行く 人 は 

昝裟 むそうな 顏 をして 通つ て いきます。 方方の 屋根 はちゃ-つど 綿ぼう し を かぶせた 樣に眞 白です。 私 は それ を じっと 化て 

ゐ ると、 下から 妹が 姉さん 雪 だ る まこ しらへ ようとい つて 上って きます。 私 はし ませ-つ といって 二人で 下へ いって W だ る 

ま を こしら へ はじめた。 お^さん はつめ たいで せう とこ ゑ を かけた が へんじ もせず 一 生けん めいで こしら へ あげた。 その 

時 は 手の つめた さ をかん じなかった。 ひばちに あぶって みたらい たくな つた。 妹 はう さぎ を こしら うのと いってき かな か 

つた。 とこのまに かざって あるなん てんの 赏 をと つてき て、 眼に くっつけた 雪だるま は、 次郎 さんがき てけ とばして こ は 

してし まった。 妹 はくやし そ-りな 顏 をして ゐ ました。 

お 十六の 一は、 外 を 通る 人の 傘の 上に つもって ゐる雪 や、 籠の 中の 鷄を巾 心に して 居る。 この 

觀方は 可成り 特色の ある ものであるが、 二で は それが 一層 進んで ゐ、 雪の 間から 見えて ねる^い 

葉 も、 ちゃんと 見つけて ぬる。 そして 鳥小屋 をつ つんで ゐる 雪と 日光と を 描き、 それ を 自分の 感 

想で まとめて ぬるので ある。 この 展開 は 二で 十分の 發逹 をと げたので あって、 三になる とそ こで 
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やっと 方， M を轉 11 して 來た。 これ は 無能の ためにな した 十五の 例と は 全然 異 つてね る。 二に 於い 

て S き 終へ たもの を、 W びす るより 他の もの を 描かう としたの である。 尾 外の 木と、 その 問から 

t っ^ 飯の^と、 S 達 1? を こしら へる ことと を 描いて ぬる。 しかし この 腿 開 は 不十分で、 描 ま は 

た AJ た t しい。 おそらく も ー囘の 推敲 を 要する ので あらう。 この 生徒の 成績 をみ ると、 一に は 欄 

外に 多少の むだ^き が 兄え、 二で は 字體も 正しく 謹み、 三になる と 字體は 一より は 謹んで ゐる 

が、 欄外に はまた 少しの むだ ま 3 きが 見える。 これ は 苦心の 跡 を 示す ものである。 一般に 一の 成 M 

は字體 もき たなく、 むだ ま 3 きな ども 見える。 むだ 害き はわから ないで 試に^い たものと、 頭の 中 

で 工夫して ゐる 問に かいた 曲線 や 直線の 無 i 味な 形と である。 かう いふ 形 を かく こと は、 觀 方の 

成形が 不十分で あり、 この 不十分な ことの 表現で あると 見る ベ きで あらう。 

十七 ノー  私が あさおきて 宋 のなかで、 おが ふって ゐる こと もし、 りないで、 妹と 私と 二人で ふざけて ゐ ました、 り おお 

さんがた いちやん、 ^が SB..N になって つもって ゐ るか、 り 外へ でて ごらんなさい、 とお $- さんがい ひます と、 妹 はよ- ハ こん 

でさつ， てく したく をして 外へ でて いってし まひました。 ^は その あとから いってみ ますと * きん ぢ よの， ナ W たち は、 よろ 

こんで， 3 ました" 私 は あしだ を はいて 外へ でて いきました U そしたら * あしだの はに^が いつば いたまって、 ころびそう 

になり ましたから、 びつ くリ してし まひました" その-つち 姉さんが 御飯です とい ひました から、 そのまま うちへ ゆき まし 


十七 ノニ  ^が あさ 床の なかで 姉さんと 私と 二人で ふざけて いましたら * お母さん がもう 七 時 だから はやく をき てお き 

をみ て ごらんなさいと いひました。 私 はもう うれしくて たま リ ませんで したので、 すぐにお きて 戶を あけて みます と、 也 

而は まだ. s 力 あるかない とみえて、 そつく リ として ゐ ました。 そして わきに あった 祯木 をみ ますと * たださむ そ-つに vi ん 

ゃリ して、 木の ねっこに は 1K:.GI な 雪が つもって、 あ をい かわいらしい はつばが ところどころに みえる ばか リ です" それ か 

ら 内へ はいって きてから、 小鳥の す をみ ますと、 小鳥 もい つもと ちがって、 なんだか いつもと ちがって、 あの 死し だト 供 

の こと を 思つ て は 雪 を ながめながら、 一 人ち よん ぼり とさむ しそうに して 雪 を ながめて います。 

十七 ノ三 系が あさ 床の なかで、 姉さんと 私と 二人 ふざけて いましたら、 お母さんが、 もう 七 時です から、 まやく、 お 

きて あの 眞 白な 雪 をみ て ごらんなさいと、 おっしゃ いました 0 私 は うれしくて うれしくて たまりませんで したので、 なが 

ぃ寢卷 のまん まで 戶を あけて みます と、 地面 は S 白な 雪につつ まれて、 地面の 色 は 一 つもみ えませんでした- そっとお 父 

さんの すきな はな をみ ますと、 たださむ そうに ぼんやりして、 立って います。 木の ねつ こ は SIMS な 雰 がつ もって 、て、 ら 

をい はつばが ところどころに みえる ばか リ です。 私 も あんま" さむい ので 内へ はいって きてから、 小 烏の す をみ ますと、 

バ鳥も いつもと ちがって、 かなし そうに 一人ち よん ぼ n- と 木の 枝に とまって、 雪 を ながめて います。 

第 十七の 生徒 は 書記の 働が 十分に 出 來てゐ ない。 誤字 も 多く、 言葉 も重復 して ゐ るの を、 これ 

までに やう やくな ほした ので ある。 一 に は 少しもよ い 所がない。 雪の こと も 何も 書け て は 居な 

い。 望みの ない 生徒 だと 思って ゐ ると、 二で 様子が 變 つて 來た。 一で は 妹と なって ゐる のが、 二 
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では 姉で ある。 どちらが 正しい か 不明で あるが、 三 も 姉に なって ゐ るから、 姉が 正しい ので あら 

う。 随 木の 鉢の 根本の 雪 をみ たり、 小鳥の 巢を みたり する 處、 特に 小鳥の 姿から みる 小鳥の 解 

0J, この 子供の 心 をみ る ことの 出來る ものである。 この 二つの 發見 は、 この 子供に は 首： 要な 展 

開で ある。 かう い ふ 好ましい 展開 をした 後 三で どうなる か は 典 味の ある 處 である。 しかるに 三で 

はこの 豫期 に反して、 なんの 展開 もして ゐ ない。 蓋し 二の 展開 はこの 子供に は 全力 を盡 した もの 

で、 これ 以上の 發 a はなし 難いで あらう。 それ は 一 の贫 しさから も 想像 出來 る。 もし 一 でと t め 

て はこの 貧し さに 終る もの を、 二 を 書かせた ために、 この 展開 をな したので あるから、 二 を 力い 

たこと は、 有意 味であった。 この 子供に 小鳥の 死 を 更に 細敍 せしめたならば、 その 感情 はもつ と 

生きて くる 箬 である。 

十八/一  ふと 目が めた。 なんだ がさむ い。 まく をはづ して 外 を：^ ると まあと * 私 はさ けんだ。 雪です。 ® がふって， Q 

るので す。 ^は， むね をお どらした U 私 は、 お母さん、 雪が ふって ゐる はよ と、 すこし 大きな こ ゑで いふと、 お母さん は 

「どうれ でさむ いと 思った」 といった きリ でした。 私 は、 乂、 外 を W た。 ちらちらと 雪 はふ リ つづけて ゐ る。 それ をな がめ 

て， 0 る 0 下で は * とけいが 人時 をう つた J 私 は、 はっとして 下へ おりて 行きました リ お姉さん は、 御 はんご しらへ をして 

ゐ ました" お姉さん 雪が ふって ゐる はねえ、 と 私 はいった。 お姉さん は 「ええ」 といった〕 私 は 御 はん をた ベたら 雪つ り 

をしょう とお もった U  乂 にかいに 上って いって 外 を； D1 ると 义も ちらちら とふ リ つづけて いた" 


十 \ノ 二 レと 目が さめた。 なんとなく さむい。 まく をはづ して 外 を兑 ると、 まみ ー と、 私 は^はず さけんだ。 です。 

雪が ふって ゐ るので す。 ^は、 むね をお どらせ た。 お母さん、 雪が ふって ゐる はよ、 と 私 はいった" お母さん は、 「どう 

卜 でさむ いと S つた」 と、 いったき りでした。 私 は 又も 外 を 見る と、 公園に-つ ゑて ある 木の 上に は、 みな ふわっとした 雪 力 

木の 所への つて ゐる。 おす ベリの 所 を 見ても みな 雪が のって ゐ る。 ^は、 しばらく， てれ を ながめて ゐた。 下のと けいが ぽ 

ん ぼんと 七 時 をう つた。 私 +5、 はっとして 下へ ぉリ ていった。 下で は、 おねえさんが いそがしそう にご はんの したく をし 

て ゐた。 私 は、 ねえさん 雪が ふって ゐる わね えと、 私 はいった。 ねえさん は 「ええ」 といった。 私 は、 乂、 にかいへ 行つ 

た。 弟 は、 もうお きて ゐて 私の こと 「s っリ をしょう」 といった。 私 は 「ええ」 といった。 きもの をき て 私 は. 外へ 出て 

少し 雪つ リ をして 見た。 なかなか つれない。 私 は、 にかい へ 行って つまらた そうに、 S を M てゐ た。 ® は ゑん" よな しに 

ちらちら とふって ゐ る。 

第 十八の 一 に は、 その 行動の 筋 書 だけが あって、 その 見た ものが 少しも かかれて ゐ ない。 しか 

しかう いふ 筋 書 を 正確に かく もの は、 二に おいて 展開の 可能が ある。 「雪です。 雪が ふって るる 

のです」 とい ふ樣 な、 適確な 描寫 をす る 力の ある 生徒 だからで ある。 果して 二で は その 間に！ 

の 叙述 をして ゐる。 これで もま だ 完全 だと はいへ ない。 更に 三で それ をし なくて はならぬ。 三に 

なつ て 可成り 周到な 觀 方と 書き方と がされて ゐる。 けれども なほこれ は 展開す る 可能性が ある。 こ 

の 生徒 は 成績の よい 生徒で ある。 成績の よい 生徒に は、 よく 一の やうな 筋 書で 滿 足して ゐる こと 

が みられる。 そこで 綴 方と、 他の 理知的な 成績と は、 相反す る ものの 如くに 考 へられ やすい。 し 
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かしこれ の 誤なる こと は 明かで ある。 蓋し a 知的な 子^ば- それ を頓序 正しく か Tp、 それせ 安 

、： ：！ して ゐミ ので あ-る" 自分に 明瞭な 率で ぁミ か- ら、 他人に.， だと 信じて ゆるので あるつ 故に 


^"の 報告に. STfrflT2y か c^s- ので あ-るつ 故に 二 SBt^y^smu".,^^^^-^ 

-」 と を 指導して ゅピ ば、 この 生徒 はすで， ITE て 居. もしくは 氣る 儆 の 

であるから- 相當の 深さに は^し HT^I 少 くと も最 周 記 述をな し 得る。 これ はや が 


sww^rts^s^ と 記載と をな す ことに 直に 『貝 默 する". 小學 校の 稃度 では .Ts^yrb 

る 観-る^ 働と は. ^ の ー學^ におけ^^ れとニ 致し， ^つて その^ 賴は並 する ものな^.. C 


と を^り 得る ので ある。 

十八 ノ三 ふと 目が さめた。 なんとなく さむい。 まく をはづ して 外を见 ると、 まあ— と、 私 は、 思 はずさ けんだ。 、で 

す 私の 大す きな 雪です。 私 はむ ね をお どらした。 ^は、 お母さん、 雪が ふってんる はよ、 と 私 はいった。 お母さん は 「ど 

うれで さむい と 思った」 といった きリ でした。 私 はいそ いで 萧物 を來て かほ を 洗 ふの も、 いそがしく 思つ て乂外 を见た U 

雪 は. えんりょ なしに 雪 をち らちら とふら せた U 私の 家の 物-ほし を兑 ると、 からの 鉢の. E- に は、 ふわりとした- S がー つば 

い、 つもって ゐる、 前の 公 阅を兑 ると、 八 ム阛の 木に も 1^1 がた くさん つもって まるで & い 花が いっぱい さいて， Q る やう だ。 

下で は、 とけいが ぼん ぼんと 七 時 をう つた" 私 は、 はっとして 下へ おりて いった。 おねえさんが いそがし さ-つに ごはんの 

したく をして ゐるリ 私 は、 ねえさん 雪が ふって.. 3 る わね と、 私 はいった。 ねえさん は 「ええ】 といった。 私 は ぼんやりと 

して ゐる 時、 弟 は、 とんき やうな こ ゑ を 出して 雪が ふ つてる るよ といった。 私 は、 ええとい つたい 弟 は、 雪つ" をしょう 


と いって 着物 をき て 来た。 私 は ごはん をた ベ て 外へ 出て きて 弟と 二人で 雪つ "をして、 も. りか へ る ころに は、 家家のと た 

ん 屋根から あまだれが たれ はじめた。 

十九 ノ 一  ふと 目 を さました。 室內 はいつ になく 明るい 。ふしぎに 思つ てまど を あけた。 「雪」 だ 。思 はず 口ば し つた。 弟 

は 「じゅうどう」 の 寒げ いこに いって、 谁さ うに 二階へ 上って 來た。 「姉ち やん S だよ」 とそれ でも 元お の い いこえで どな 

つた。 家の 屋根に 道に 眞 白に つもって ゐる。 それでも まだ どんどんお かま ひなし に 降り つづく。  ^物 をき て 三階の 物干に 

上った。 御 かち 町の ステ ー シ ヨン の 屋根に も 松坂屋 の おく 上に も L ぎ骱の Eg 极 にも にしきつ め て あるよ-つ だ。 上 か、 り 

見た 雪景色 も 亦 一段に 美しい。 ちょうど ゑに 書いた やう だ。 弟と 妹 はつめ たそうに -審 を まるめて、 S だるま を こしら へて 

ゐ た。 小雪 は どんどんと つも リに つもって、 ちょっと やみ さうな 景色 もない。 

十九 ノー 一  ふと E を さました。 室内 は い つ になく 明る い。 不思議に 思って まど を あけた 。「雪」 だ 。思 はずく ちばしった。 ど 

こも かしこ も 雪の 世界の 樣に 眞 白 だ。 それでも まだ あきた、 しない かの やうに、 どんどんと 降り つづいて， Q る、 しづかに 一 

寸の音 もた てず。 弟 はじ ゆうどうの 寒げ いこから かへ つて 來て、 索-さう に 「姉ち やん 雪 だよ」 とそれ でも 元 W の -U いこ ゑ 

で どなった。 ^は涪 物 をき て 三階の 物干に 上った。 御徒町の ス テ，' シ ョ ン の M 根に も^ぎ ^ の：^ 根に も. le,:: に^ をし き 

つめた やう だ。 逍には 人 や 車 や 犬 等の 足 あとが 點點 とのこって ゐ る。 ぼんやりと 恋いの も わすれて、 そこ ここの ® ^色に 

見とれて ゐた。 其の 內 そこ かしこの 家で 雪 かきが はじまった。 弟と 妹 はつめ たそうに 雪だるま を こし、 りへ てゐ る。 いっし 

か 雪 もやんで、 来の ゆ： から は 美しい 太陽の すがたが 見え 出した" 近所の 子供 等 は， うれし さう に $7.11 っリ をした リ、 ャト なげ を 

した リ して、 さわぎ はじめ、 人通り もし だいに 多くな つて、 雪の 逍も しだいに にぎ はしくな つてき た。 やがて ® も のこり 

おしげに 太陽の 光に とかされて ゆく 0 
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十. f- ノ三 ふと めをさました。 室內 はいつ になく 叨 るい。 不思議に 思って まど を II けた。 そして 「まあ s」 .VS はずさ 

けんだ。 どこも かしこ も 雪の 世界の 樣に US 白 だ。 それでも まだ あきたら ぬかの やうに、 一寸の 昔 を も 立てずに 降リ つづい 

てゐる 。 弟 はじう どラ のかん げいこから 歸 つて 来て、 寒さう に 「姉ち やん S だよ」 とそれ でも 元^の a いこ ゑで どなった。 

私 は^ 物 をき て 三階の 物干に 上った。 御徒町の ステ ー シ ヨン の尾极 おも 松 坂 展の尾 上に も^ぎ 鲔 のお" 根に も^..;: に、 ちょ 

うど- SI をし きつめ たやう だ 。物干に も 眞 白な 雪が つもって ゐた。 なんだか こんなに きれいに なって ゐ るのに 奴って しま ふ 

の. 1:5 し いよ-つな；^ がして ならな い。 そして 眞 白な 雪 贵 色に しばし 見とれて ゐ た。 その 時下から お $5 んの こ ゑが した。 

「そこでな に をして ゐ るの. f 私 はふと われに かへ つて 下へ お リた。 そして こんど はま どの ガラ ス ごしに；^ 來を ながめた。 

逍に はん e '犬の 足 あとが 點點 とのこって ゐ る。 時時 車な ども 通った ので あらう。 車の あとがまが りくね つてつ いて ゐる。 

^をち るく、 人. H せ さむそう に 「はつ はつ」 と 白い いきをしながら、 がいた うや えりまきに くるまつ てゐ る。 いっし 力 雪 

もやんで、 そこ かしこの 家から 雪 かきの 音が きこ ゑ はじめた。 弟 や 妹 はつめ たさ-りに ぶかつ こうな 小さ い 雪だるま を こし 

、り へて ゐる。 ^の 空から は 美し い 太陽の すがたが 見え 出した。 近所の 子^ 等 は うれし さ-つに 雪つ り をしたり、 雪 なげ をし 

たリ、 さわいで ゐ る。 やがて 人 沛！ もし だいに 多くな つて、 H 場の 汽笛な どき こえ はじめた。 そして S の 近 もに ぎ はしくな 

つて、 雪 もの こリを しげに 太^に とかされて ゆく。 

^十九の 列 も、 ^十八の 例と 同じで ある。 ^知的な 記述が、 だんだんに 精細に なって 行く 經過 

を 示す ので ある。 文の 長さ を 比較しても、 一は 生徒 用の 原稿紙 二 頁で あるのに、 二 は 三百、 三 は 

四 頁で ある。 そして かう いふ 增加も 決して、 第 十五の やうな 雜纂 的な ものではなくて、 十分に 系 


統の ある ものに なって. Q る。 これが 理知的 傾向の ものの、 推敲に 伴って 生やる 模範的な 形體 であ 

る 0 

これまで 甲 組の 成績に ついて、 比較的 多くの 例 を あげて 来た。 ここで 以上の 觀 ^に^いて、 一 

先 づ その 結 論 を 記さねば ならぬ。 そ の 上で 乙糾の 成績 を 吟味したい。 

第一の 例 は、 二に 於いて は 展開せ すして、 三に 於いて 展開して ゐる。 一、 二 は 準備で ある。 そ 

して その 展開の 様狀は 動體轉 ，1: である。 

第二の 例で は、 二三 共に 展開し、 二の 展開で は 客！ i 的と なり、 三の 展 では 內舰 的に なって ゐ 

る。 しかも その他の 何れの 場合に も 共通す る 様に、 人 問 生活 を 中心として、 それに；^ 入して 來る 

自然 を 見て ゐる。 故に 自然 は 常に 人間 を 離れぬ ので ある。 自然 を 最後まで， E 然として 兄 究めて 行 

かう とす. る 様な、 冷 かにして 且つ 確かな 態度 は みられない。 これ は 蓋し 都會に 於け る兒童 生活の 

常態で あらう。 窓 を 飛んで ゐる 一羽の 羽蟲 に、 遙 かな 秋草の 野の 面影 を 見、 炭俵に 編み こまれた 

芒の 穂に、 銀に かがやく 芒 野を兑 ると いふ やうな こと は、 望む 方が 無 である。 故に その 力 は 
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の 深さに 向 はすして， 日常の 人 問 生活の 興味に 向 ふので ある。 雪 も 人間 生活の 中に 降って 來 

るので ある。 

^三の 例で は、 二で も 三で も 共に 展開せ すして、 三で やや 內觀 的に なって. Q る。 

^四の 例で は， 一は 優れた 觀方を 持って ゐる榇 に 見え， その上に 二で 少しく 展開す るが、 三 は 

入よ く 二と M 一で ある。 一です ぐれて 居る 様に みえて * その後の 展 問 はない。 これ は その 心の 平板 

を 示す もので、 この 生徒 は 他の 知力 的な 學 科に 於いても、 能力が 低い。 算術の 立 式に、 奇態な 特 

異性 を 示し、 思 ひも よらぬ、 そして 何とも 指導の 仕方のない、 懸絶した 考方 をす る。 かう いふ 特 

異性が 綴 方に あら はれる と、 これ は刽 意に 富んで ゐる 様に みえる。 知力 的な 學科は 不得意で ある 

が、 綴 方 は 反對に 優秀で あると みられる。 しかし この 冇 する 特異性 は、 全く 無根 據の もので あつ 

て、 展 11 の 傾向 を 有して るない ので ある。 さう して かう いふ 生徒の 多く は. H 分の 身の ま はりの 零 

細な ことに 典 味 をな し、 その 興味 は狹少 である。 しかも 狹 少なる その 典 味 を こまごま とのべ る。 

これ は 細かい 觀 方が 働いて るる 爲 であるかの やうに 見える。 ところが 全く 反對 である。 地 现ゃ歷 

史の 答が、 要領 を^す、 些 末なる 所まで くどくどと 述べた て、 だら しのない のが、 低能なる 生徒 

の 示す 姿で ある。 これが 綴 方に あら はれる。 之は觀 方の 深いので はなくて、 耍點を とらへ^ぬ く 

t さで ある。 かかる ものが 優秀と 見 あやまれた 傾があった。 これと同じ 傾向 を 示す の-が^ 九で あ 


つた。 各囘の 間に 完き Kii なく、 同一なる ものの そのままなる 反復で ある」 脆弱であって、 力 

を 有しない。 

第五 は 二で 展開して 三で は 展開し ない。 隨 つて 三の 推敲 は 無^味に なった。 

^六 は 二三 共に 展開し、 その 展開の 中で 常に 描く 素材の 惯値 批判 を 行 ひ、 その ^値 批判の 結 

果、 態度が 平靜 になり、 內觀 的に なった。 隨 つて 對象を 深く みると いふ 事 は" 自己 を 深く みる こ 

とに 歸着 する 事が 知られる。 

绾七 もこの 傾向に ある。 二で 展 ira し、 この 展開 を 通じて 平靜 になり、 内 觀的 になり、 ^方の 上 

に轉， ！： が 生やる。 それが 三に なって 一層 內觀 的に なり、 內 的なる 統一 が 生じて 來る。 かう いふ 展 

開は靜 平に 向 ひ、 內觀 化され、 決して 激越に 變 はる 事 はない。 激越 は ある 條件 のド における 瞬時 

の 調子で、 それ は平靜 となり、 內觀 化されて、 しかも その 强さを 失 はぬ ものなる^ が 知、」 れる。 

卽ち數 多き 推敲の 後に、 永遠の 相に 到達す る ものなる ことが 知られる。 

第 八の 例 は、 一で は 全く 觀る働 を あら はさす、 二に 於いて 展開 を はじめ、 三に 到って 觀た もの 

の 批判 整 现が行 はれ、 はじめて 統一 ある 観る 働が 生じて 居る。 ここにな ほ 適應 の：.^ 速が あり、 0 

きもの 決して 可能性の 遝 弱 を； -小 さや、 可能性 は何囘 かの 訂正 批判の 後に 於いて 逹 せられる こと を 

知り $ る。 卽 ち何囘 かの 推敲 を まって、 個性 は その 深 所に 迮 し^る。 故にお ー囘 の成弒 は、 その 
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生徒の 眞の 能力 を 示す ものでなくて、 かへ つて その 適應 性の 遲速を 示す ものである。 笫 八の 生徒 

は 三の 展^ にても 猶 その 展開 は 不十分であって、 その 達する 處 まで 達し 得ない ことが 知られる。 

故に 訂正 批判の 囘数は 可成り 個 差 を 有する ものなる こと を 知り 得、 これ を 知り 得る ことによって 

綴 方が 一 齊に行 はるる 課業で なく、 進度に 或る 程度までの 差別 を附 すべき 課業なる こと を 知り 得 

るので ある。 

お 九 は 第 四と 同じ 傾向であって、 すべてが 反復 形式で ある。 この 生徒に あって は 推敲 は窖き 方 

の淸^ であ， 9、 喾寫 練習に 過ぎない。 

第 十に は 推敲がなくて、 形相の 附 加が ある。 一は そのままに 殘 され、 その後に 一に はふく まれ 

なかった 全く 新ら しい 材料が 附記され る。 これ は附加 形式で ある。 かう いふ ことが 推敲の 目的に 

合しない こと は 勿論で ある。 それ は觀る 働、 描く 働 を 深める 生長が あるので なくて、 軍に 附 加す 

るに 過ぎない からで ある。 

第 十一で は 二 は 一と 同じから や、 二 は 三と 同じで ない。 一の 觀る働 は、 二で は 全く 別の 觀る働 

に變 へられ、 三で はまた 變 へられる。 これ も 亦 生長ではなくて、 變化 である。 前の 作業と は 全然 

無 閥 係に 切り離された 變化 である。 しかも その 變化を 通じて 頹廢が 生やる。 ここに ある 變化は 崩 

壞の變 化で ある。 


第 十二の 例 は 一 では 全く 混亂 した もの を 示して るる。 然るに 二になる と、 その 一 にある 混亂が 

整然として 整 ひ、 系統 ある 深さ を 示して ねる。 この 傾向 は 二に 於いて 未だ 完成せ や.、 三に なって 

始めて 完成す る。 この 生徒の 適應は 甚だお そく、 一  では 不安定な、 且混亂 せる ものにすぎ ない。 

それ は 文字の 書寫 作用に も 明かに あら はれ、 後になる ほど、 整 ひ、 心の ほがらかに 暗 れ^んで 行 

く 消息が 明かになる。 數囘の 推敲の 後に、 その 混亂は 入 千； く 除去 せられる。 故に 设 初の 混 亂は可 能 

性の 貧弱なる が爲 ではなくて、 かへ つて その豐 富なる 事 を 意^して るるので ある。 これ も 推敲 を 

課して 後に、 始めて 知らる る ことで ある。 換言すれば 推敲 は 生徒 自身の 自己 發見 であると 共に、 

敎^ の 生徒 發見 である。 

お 十三 は 一 では 夜 を かき， 二で は 朝 を かき、 三で は 二 を 展開せ しめて わる。 故に この 生徒 は變 

換 形式と 展！ § 形式との 接合 を爲 してる る。 かくて この 展 il 變換 形式と いふ もの は、 今迄に ない 一 

つの 特殊な 形式で はない。 最初の 變換 形式 は、 第 十二の 場合の 混亂の 部分に あたる ので ある。 た 

だ 第 十三で は 一 に混亂 せざる 夜の 雪 を かき、 二に また 混亂 せざる 朝の 雪 を かいて ゐる。 お 十二 は 

豊かな 可能性、 豊かな 全體 性が、 最初から あら はれて るるので あるが * これ はさう いふ 可能性 を 

最初に 見得なかった ので ある。 けれども 亦 第 十一 の 如く， 變 化しつつ 頹廢 して 行く ものと も異っ 

てゐ る。 かう いふ 生徒に 對 して は、 敎師の 指導が 赏に 有益に あら はれる ので ある。 ^十三の 生徒 

第五 章 構想の 展開 形式  •  二 一 1 


第お 章 構想の 展開 形式  ニニ 1 

の 典 味 は、 人間的な そして あまりに 人間的な、 狹 少な ものであって、 この 點で は^ 四の 例に 似て 

ゐる。 變 化と 展開、 混亂と 整理、 さう いふ 相反す る 要素が 不思議に も 速 結せられ る。 且 その 逾應 

は 決してお そいので はなくて、 一 に 於いても 可成り 迅速なる 適應 をな して ゐる。 故に これ は 全 體 

に 深い もの を 示さす に、 淺 いもの を 示して ゐる。 

十四 は 一より 二、  二よ， o 三と 絕ぇゃ 展開して ゐる。 かう いふ 完全な 展 にも 係らす、 最初の 

笫 一句 は 最後まで 同一であって、 變 化しない。 これ は その 場合に も 注^した るが 如く、 最初に あ 

る ものが 全 體で、 その 展開の 各狀 態で、 それぞれの 細部 を 分泌す る ものである ことと、 さう いふ 

入 干： 體が 結晶す る 場合に その 中心と なる ものが 必要で あり、 その 中心と なる もの は 最初の 第 一 句で 

ある こととの 二つが 明かに される。 これが 文意で ある。 この 最初の 形體 は、 幼い 子供の 會 話に 出 

てく る 「私 は」 であり、 「それから」 である。 故に 綴 方の 敎授 は、 その 「私 は」 或は 「それから」 に 

代 へ る 或る 者 を 先 づ捉へ しむる ことに 重要な 意眛を 見出す ので ある。 

^十五に は、 最初から^ 體 的なる ものが 存 しない。 隨 つて 展開 もな く， 系統 もない。 展阅と は 

全 體が 細部 を 終 出す る 働で あり、 統一と は 細部が 全 體 的なる ものに 歸着 する 働で ある。 故に これ 

では 二 は雜橥 であって、 展開で はなく、 三 は 二と 別で ある。 

^十六 は r が 二で 展開し、 二 は 一一 一で 轉 向して 展開す る。 この 轉向は 最初の 仕事で あるから、 三 


では 不十分であって、 展開が 完成し ない。 故に 作業の 上で は、 同 一 の 題目に よって 二つの 異る描 

寫を なした もので、 兩者は 共に ー囘 性の 展開 をな し 得る。 これ は ー囘性 展開 形式の 二 m 嵇 i であ 

る 0 

第 十七 は 二で 展開し、 三 は 反復で ある。 これ は 完全な ー囘性 展開 形式で ある。 

第 十八と 第 十九と は 同一 形式の 展開 例で ある。 一は 報吿 的な 筋 書で、 二、 三と 展開し、 なほ 四 

にも 展開す る 様で ある。 最初の 筋 害 は、 筋誊 にあた る もの 以外 を觀 なかった ので はない。 その 筋 

甞は骨 を あら はして ゐ るので ある。 この 筋 は全體 的な もの、 從 つて 二 以下の 推敲に よって (え 仝に 

展開し、 三で も 猶展閲 しきった ものと は 言へ ない。 知力 的な 能力の 優秀な もの は、 綴 方に はだめ 

だとい ふの は、 これ は 一の 骨 書し かない 場合で ある。 耍點を とらへ て 巧に 地 现の答 をす る 能力 

は、 綴 方に も その 形で あら はれる。 これは^に 細かい 分化 をな し^るの みならす、 その 分化 を豫 

想して ゐる。 故に 綴 方 でも 一は 二 以下の 推敲 を豫 想し てゐる もの と 解す ベ き で あ る 。 

以上の 吟味に よって、 はじめて 展開の 意味が 明かに なった。 展 問と は、 之 を 態度の k からい へ 

ば、 客觀 的な 態度から * 內觀 的な 態度に 向 ふ 傾向で ある。 觀ら るる ものか^、 觀る ものに^る 働 

である。 換言すれば 當然 性が、 一度 對 象の 世界に 沒し、 對象を 貫き、 常然 性に よって 對焱が 支^ 
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せらる る 傾向で ある。 常然 をして 對 象の 中に 純粹 にす る 傾向で ある。 この場合 對 象と は、 自己 を 

も 自己 以外の 一切 を もふくむ 總てを さして ゐる。 故に 觀ら るる ものが 觀る ものに なること. 觀ら 

るる ものと 觀る ものとの 一 致す る ことで ある。 この 一 致が 前にい つ た統 一 である。 ここに 於いて 

展^ 1 は 對象を 深く みる 働に 一致す る。 對象を 深く すると は、 觀る 働の 批判で あり、 やがて 當然な 

る ものに 觀 入る 內觀 である。 對象 をみ ると は 自己 をみ るので ある。 ここに 展開 は 漸く 平 靜に向 

ひ、 展^が 激越 を もたらす ことなき 消息 を 明かに する ので ある。 

されば 展 の 働で、 先づ 第一に 存 する もの は、 入 體 である。 ^體 は常然 性であって、 常然 性の 

ま だ 對象化 されぬ 形態で あ る 。 卽ち 當然 が 對象を 貫く 働 を あら はさぬ 形態で あるから、 ここで は 

1 つの 混沌た る狀 態で ある。 それ は 熱と 力と に滿 ちた ケォ スの狀 態で ある。 カづ よき 可能 態で あ 

る。 かう いふ 全體 が、 靜視 せらる ると 共に 細部 を發 生し、 分化す る。 ここに 熱 は 平 靜に歸 し、 漸 

く 透明と なる。 そして さう いふ 分化 は、 分化に よって 當然 なる ものの 姿を叨 かにす るので あるか 

ら， やがて 常 然に歸 結す る。 この 細部が 全 體を 貫く ものに 歸結 する 働が 統一 である。 分化が^ 體 

に 結合す る 働で ある。 孔子 はよ く 「ー以 つて 之 を 貫く」 といった が、 この ー以 つて 贯 くもの が、 

孔子の 當然 である。 故に 當 然と は その 「一 なる もの」 である。 常然 なる ものに 依って 贯 かるる 倾 

向が 展開で ある。 


然 らば この 甲 組が 「雪」 で 示した 構想の 形式 は、 幾箇 あるか。 

1、 展 il 形式。 最も 正當な 展開の 形式 は、 第二、  ^六、 第 七、 ^八、 お 十二、  ^十四、 お 十八 

第 十九 等に 示された ものである。 一二三 共に 展 問の 連 繽 する ものであって、 之 を符號 化す 

れば 次の 如くで ある。 

一 ふ 二 ふ 三 (-0 

この 形式で は 適 應の遲 速 は樣樣 であるが、 當然の 深さに 到る 可能の 途を 示して ゐる。 展^ 

形式の 一 變體に 一 囘性 展開 形式が ある。 これ は 一 囘の 展開の 後に その 展開 を 止める もので 

ある。 これに 二種が ある。 第一 例の 如き ものと、 第五、 笫 十七の 如き ものと が 之で ある。 

一 三丄ニ 

r ニニ 一一 

2、 反復 形式。 何等の 展開な く、 之 を 反復す るに 過ぎない もので、 第三、 ^四、 ^九の 例が 之 

である。 

一 三丄 一一 

適應^ は 大きい が， 早 さに あら はれて、 深さに は あら はれない。 
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變換 形式。 例^ 十一 に 示さる るが 如く、  一  二三 共に 無關 係な 變更 をす る ものである。 この 

斷絕 的な 變更 をな す ものの 適 應性は 早い ので あるが、 深さに は 到り 難い。 

一 •  ニ丄 一一 

附加 形式。 例^ 十の 如き もので、 適應は 早い。 この 形式 は 展開がなくて、 一 の 終に 新ら し 

いもの を附 加し て 之 を 二と し、 二の 終に また 新ら しい も の を附加 し て 之 を 三と する の で あ 

る。 これ は展 問でなくて 延長で ある。 全體 なる ものの 分化 並びに 歸 一ではなくて、 附 加に 

よって 尾部 を 延長す る 形で ある。 

一 •  一  •  ニ卽 f 

雜集 形式。 は 尾部 延長であって、 そこに は 自ら 一 つの 統一 が ある。 然るに これ は 推敲 每に 

雑然と して 採^す る もので、 全く 統一 がない。 そして 附加 形式の 適 應性大 なる に對 して、 

これ は 遜い。 例 第 十五。 

.  b 

a  b  + 

了. i •  n 

二 一 

混合 形式。 2 の 一 囘性 展開 形式 も 混 人" 形式と い へば、 混合 形式と もい へる。 それ は 反復 形 

式と 展開 形式の 混合で ある。 しかし これの ふくむ 反復 は、 反復と いふよう も 展開の 障害 或 


は 展開の 終結と してみ るべき であるから、 これ を 混合 形式に 入れない。 一般に 反復 形式 は 

變換 形式と 結合しても、 附加 或は 雜 集の 形式と 結合と しても、 展開 形式の 場 公に 於け るが 

如く、 その 反復の 部分 は、 他の 性質の 障害 或は 終結と みるべき であるから、 別 立す る必お 

がなくなる。 ここに 於いて 混合 形式 は 展開、 反復、 變換、 附加、 雜 * の 五箇の^ 木^ や」 

中、 反復 を 除去した 他の 四 種 形式の 混合であって、 

展開 變換 形式 展開 附加 形式 展開 雜集 形式 

變換附 加 形式 變換雜 集 形式 

の 五 種 形式と なる。 これが 考へ 得べ き 混合 形式の 種類で ある。 

この 形式 中で 例の あるの は、 第一 の 展開 變換 形式で ある。 例 第 十三と 第 十六と は、 それ 

ぞれ 別な 形 をな して ゐる。 

一 土— 三 

一 ふ ニ丄ニ 

かう いふ 混合 形式 は 一般に 適應は 早い が、 持績が 小さい。 

これが 構想 形式の 各種の 様狀 であるが、 是 等の 形式が それぞれの 生徒に 固着す るので あるか、 
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戍は變 化 的であって 固着し ない もので あるか、 また その 形式が 如何なる 割 •< "に存 して ゐるか は、 

见に 多くの 例 を 取り扱った 後でなくて は 明かで ない。 

構想の 展開 を 知る こと を 目的と した この 考察 は、 その 展開の 甚本 形式 を 見出した 外に、 次の ほ 

ぼ 四 個の^.: 要^^ を 確かめ 得た。 

その 第 一 は紱 方の 能力の 問題で ある。 能力の 劣等な 生徒 は 輕驗の 形で K の 儘に あるか 

ら ^^力り 牛 t かが あ-一 气 しかし 觀化 g 傾^ を 取り得 な い C で，. 敲. n よ が な 

い P^rf3 能力の 優秀な 生徒 は^ 驗を， ^惟 化して & るから， 第一 囘に. 化された^ 害 § で 

srr^f そして あ ニ囘 か^.^ 念 を 具 M^^nH, かして 行く。  一^ is. 化された 經驗 であ 

る だけに、 それ は具體 的な 經驗 となっても、 心の 全體の 背お を 持ち、 隨 つて 內觀 的な 深さに 迮し 

^る。 優秀と は展 11 可能性の 無限なる 意味で あるから、 能力 優秀なる 生徒 は 綴 方に 於いても 亦、 

そ の ^秀 を 示し^ るので ある。 

^二 は 適應の である。 逾 應の遲 速は展 問の 深度と は關 係がない。 ^一 囘の綴 方成緖 は、 適 

應の遲 速 を 示す ことが 多い から、 これ を以 つて 生徒の 綏 方の 力 を 査定す るの は、 不深 切で ある。 

^三 は 仝 體 性の^ 题 である。 最初に ある もの は^ 體 であり、 その 全 體は笫 一句 を^: た 時に 結晶 

を はじめ、 結晶 傾向 を 決定す る。 


第 g は 推敲 の 問題で ある。 個 ft は 推敲 を經 て 後に 達し^る ものであるから、 推？ 1 は 生 徒 に ^ し 

て は rar 生 を 鼈 立せ しめ、 敎 師に對 して は 個性 を發 見せしめる。 そして 推 性の 囘数 は、 その 鬮 する 

展開 形式の 性質に よって 相違が ある。 

甲 組 「雪」 の 綴 方 成績の 考究に よって 達した かかる 結果 を 暫く 保^し、 乙 組の 同 成 繚を考 究し 

て、 その 結果と これと を 比較 し、 その上 で 暫定的に 肯定 さ る る 構想 の ^^様式 を 確立 させたい 

乙 組の 雪の 成績 を 考査して、 先 づ氣づ くの は、 構想 は必す 展開す ると 言 ひ 得る ことで ある。 三 

十九 名の 生徒の 中、 完全に 展開し ない もの、 卽ち 展開に 障害の あった もの は、 僅かに 六 名で あつ 

て、 他の もの は 多少 共に 展開して ゐた。 構想の 展開 可能と いふ こと は、 綴 方が 敎宵 的に 桁^し^ 

る ことの 可能なる を 示す ものである。 構想が 展開し ない ものなら ば、 敎育 の^ 能 域， 2： に は 入って 

來 ない。 展開が 可能であるなら ば、 その 展開の 狀態を 調査す る ことによって、 構想の^ 開 を 桁^ 

し、 示唆し 得る こと を 示す ので ある。 そして 同時に 綴 方に はこの 桁^ 乃至 は 示唆がなくて は、 十 

分に 敎 科と なり 得ない こと を 示す ので ある。 故に 構想が 展開す る こと を 知り^た の は、 喜ぶ ベ き 

第五 章 構想の 展開 形式  ニー  九 
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收#だ と 言はなくて はならぬ。 以下 また 生徒の 成績 品の それぞれ について、 展開の 榇狀を 考究し 

て、 その 內的關 係 を 探り 求めたい と 思 ふので ある。 

二十 ノー  朝起きて 着物に きかへ ると、 お父さんが 雨戶を あけろ と 言った ので、 二階の 雨戸 を がら../. \ と あけて： ^ると 

驚いた。 雪が ちらちらと こつぶに 降って ゐる。 まだ 銀世界と 言 ふ 程に は、 降りつ もって はいない けれど、 大方 は！ くつ 

もって、 その 中から 黑ぃ 煙突の 下側 や、 のきの 下の 奧の方 は 雪が つもらな いで 白くな つて ゐ ない の は en にっき やすい。」 ぼ 

お I」 と 聞 こ へ るの は、 凸 ぱん會 社の 汽笛で あらう。 さっきまで 小つ ぶに ふって ゐた 雪が 今度 は 太つ ぶに なって ふって ゐ 

る。 びちゃびちゃと 音を立てて * 地面に おちて いく 水の 音 も かすかに きこえて 來るコ それ は 多分 突の ために 雪が とけて 

おちて いくので あらう。 外で は 公園の 木に 降リ つもって ゐる雪 が 時時 ざ ざっと 音 をた てながら 地面に おちて いく。 

二十 ノニ 朝起きて 涪 物に きかへ ると、 お父さんが 「雨戶 を あけな」 と 言った ので、 二階の 雨戸 をが、 りが、 しと あけて 见 

る。 と、 あたりの 尾根が. c くな つて ゐ るのに は 驚いた。 雪が ちらちらと 小つ ぶに、 いつも ^黑ぃ バラックの m 根に ふって 

ゐ る。 どの：^ 根に も. n く ふわ ふわと まわた を かぶせた 様になつ て、 义 K の 上に SI がすう すうと 落ちて 雪 は 段段と つもって 

行く。 其の 屮に すすけて 黒くな つて ゐる^ 突の 下側 や、 うす r らいの き 下な ど は H. 立って 兑 える。 遠くで 「ポオ —ッ J と 

閗 こえる の は、 凸 ばん.^ 社の 汽馆 であらう。 さっきまで 小つ ぶに ふって ゐた 雪が 急に 大 つぶに ふって ゐる。 びちゃびちゃ 

音を立てて、 地面に おちて ゆく 水の 音 も、 ほんの かすかに きこへ てく る。 それ は 多分 W 突の ために 雪が とけて ゆく ので あ 

、リラ。 公阅の 木に ふりつもった 雪 は、 時時 f ざつ ざつ」 と 音 をた てながら おちて 行く。 おうらい を 通る 人人 は、 呰 さむ 5 

うに 「はあはあ」 と. a いいき を はきながら 雪 を ふんで いく。 あとに は 足 だの 跡 やくつ の あとが はっきりと ほりつけた 様に 

なって、 一つ 一 つと ふ へ て 行く。 


二十 ノ三 朝起きて^ 物に きかへ ると、 お父さんが 「雨戶 を あけな」 と 首った ので、 二階の 雨戶 をが、 しが、 りと あける と 

は い 色の 天から まわた をち ぎった 樣な 雪が 小つ ぶに ふって ゐる。 どこの^ 拫 にも SM 白 い 雪が つもって、 とな リの^ 黑ぃ屋 

极こ. も. n くお ほひ かぶ さって ゐる。 さう いふ 問に も 雪 は 無心に す-つす-つと 落ちて、 段段と 雪 はつ もって いく。 其の 屮 にす 

すけて 黑く なって ゐる虔 突の 下側 や、 うす * くらい 家の のき 下な ど は、 ことに 目立って 0- える。 外で は 近所の 子供 迕が よろ 

こびに みちた 聲を たてながら 、「雪 や こんこん」 とふし 面白く 雪のう た をうた つて ゐる 。そのと き凸 ばん^ 社の 汽 W が しづ 

かな 朝 o 空氣を やぶって、 ぼ をつ ときこへ る。 びちゃびちゃ 音 をた てて 地面に おちて いく 水の 音 も、 ほんの ゎづ かにき こ 

へて くる。 それ は 多分 煙突の ために、 雪が とけて おちて いくので あらう。 公阅の 木に ふりつもった I* は，、 時時 「ざ ざ ざつ」 

と 一音 をた てながら おちて いく。 おうらい を 通る 人人 は 皆 さむそう に 「はあはあ」 と. n いいき を はきな が、 り、 ざくざくと 雪 

を ふんで 行く。 あとに は 二の 字形の あしだの あとが はっきりと、 ほりつけた 樣 になって 1 つ 1 つと 殘 つてい く。  ^線から 

すずめが 一 はとび たった。 雪 はま だは ひ 色の 空から す-つす-つと 無心に ふって ゐる U 

この 生徒の 展開 は、 一 二三と 漸次に すすんで 居る。 しかし この間に、 著しい 飛躍 はない。 、に 

着着と 一 步づ っ步み 進んで 居ので ある。 例へば 一 では 「雪が ちらちら 小つ ぶに 降って ゐる」 とい 

ふ苗寫 が、 二 は 「雪が ちらちらと 小つ ぶに、 いつも 薄黑ぃ バラックの 屋根に ふって ゐる」 となり 

三で は 

は い 色の 天から まわた をち ぎった 樣に 雪が 小つ ぶに 降って &る。 どこの 展极 にも ほ. n い 雪が つもって とな リの 教 黑、 S 

极 にも. 0 くお ほひ かぶ さって， Q る。 • さ うい ふ 問に も 雪 は 無心に すうす うと 落ちて、 Ksa と 雪 は つもつ て r く . 

^五 聿 構想の 展開 形式  ニニ 一 


第五 章 構想の 展 II 形式  一一 一一 一一 

となって 來る。 ここに 構想の 展問 は、 第一に 觀る 働の 展開に 外ならぬ こと を 知る ので ある。 しか 

もこの 場合で は 一 つの 觀 たもの を 中心に して、 それ を 精細に 觀る やうに 進んで ゐる。 甲 組の 成績 

品で も、 最初の 第一 句 は、 最後まで 變ら ない のが 一般の 傾向であった が、 ここで も それ は 同一で 

ある。 最初の 一句が 出發 になって、 展開して 行く。 最初の 一句 を變 へる こと は、 全 體を かへ る こ 

とになる。 そこで 最初の 一句 を 依然として 置いて、 その後の 節節 を 展開の 部分的 中心として、 そ 

れを 精細に して ゆく ので ある。 この 節が 子供の 情感の 部分的 中心になる もので あり， この 節節 は 

最初の 出發の 自らなる 展開で あるから、 かう いふ 二 段の 自然 的 展^ を 通して、 この 展開が 分散し 

ない。 これが 展開 形式の 一 つの 自然の 形體 であると 見える。 すると ここで この 展開 形式に 屬 する 

牛： 徒の 指^法の 一 つが 明かになる。 出 發點を 定位して 置いて、 次に その 節節 を 定位し、 その 節節 

を^ 細に 展 II せし むる ことで ある。 これ は讀 方に 於いて、 文意 を 求め、 節 意 を 求める 働と、 相應 

する ものである。 讀 方で 文意 節 意 を 求む るの は、 展開した 形から 還元す るので あるが、 綴 方で は 

文^ 節^ かふ 展^させる ので ある。 讀む 働と 綴る 働と は、 方向 を 異にして、 しかも 同一 の 心^に 

立って ゐ る。 そして この 兩者を 連ねる もの は 表現の 形で ある。 この 表現の 形 を 中心に して、 截方 

と賴 方と が 相 速 線す るので ある。 


二十  一 ノー  朝 目が さめる と、 なんだか かすかな 音が する ので おきてみ ると， もう 店が あけて あって * お父さんが 火鉢 

にあたって ゐた。 そして 雪が 降って ゐる。 僕 はすぐ^ 物 を 着て 裏に ま はり、 雪 かき を もって、 マント を かぶって 表へ 出る 

と、 ニ寸 位し かつ もって ゐな いので、 僕 は あんま リラれ しくなかった。 雪 を かいてから 大 通へ 行って、 1 人で 雪 を まるめ 

て あそんだ が、 直^ 1 尺 位になる ともち あげて わつ てし まった。 ふと まだ 額 を あらって ない こと をお も ひだして、 すぐ 家 

へ か へ つて 額 を あらった が、 いつも 湯で あら ふのに、 今日に かぎって 水で あ、 りった。 あとで ごはん をた ベながら、 あとの 

おもしろ いこと を 思 出して うれしかった。 

二十 ーノニ 朝 目が さめる、 となんだ かさら さらと かすかな 音が する ので、 起きて みると もう 店が あけて あって、 お 父 

さんが 火鉢に あたって ゐる。 一昔の する の は 何 だら-つと 表 を 見る と、 眞 白な 雪が 降って ゐる。 僕 はすぐ 萧物 を^て 裘へ ま は 

つて、 雪 かき を も つてき て マ ントを かぶって 表 へ 出る と、 ニ寸 位し か 積って ゐな いので、 1 昨^な どと くらべ れば、 はな 

はだ 少ぃ。 白い 雪 を かくと 下から 黑ぃ 土が あら はれて くる。 後から 小さい 雪が 土の 所に おちる とすぐ とけて しま ふ。 を 

か いてから 大 通の 方へ 行って、 一 人で 雪 を まるめて 方方へ ころがして 行く と、 ばリ ば" 音 をた てて つ いて 行く。 やがて W 

^ 一  尺 位になる と、 もちあげて 大きな 石の 所へ ぶつつ けて こ はして しまった。 そ の 時 ふと まだ 錤を あらって な いこと を 思 

出した ので、 家へ かへ つ て顇を あらった が い つもに 似ず、 水で あらった 。あとで ごはん をた ベながら あとのお もしろ いこ 

と を 思ひラ かべ て、 うれし いやうな 氣 がした。 前の 家の 子が つめた さう に ふくらんだ 手で 雪 をつ かんで たべ てんた U 

二十 ーゾ三 朝 目が さめる と、 なんだか さらさらと かすかな 音が する ので 起きて みると、 もラ 店が あけて あって. お 父 

さんが 火鉢に あたって ゐる。 音の する の は 何 だら うと 表 を 見る と、 眞. m な 雪が 降つ てんる。 とたん やね だか、 リ S える の だ 

らう。 僕 はすぐ ^物 を^て 裏 へま はって、 雪 かき を もってき て、 マシト を かぶって 表へ 出る と、 ニ寸 位し か 猪つ てんな 
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い。 一昨年な どと くらべる と， ずゐ ぶん 少ぃ。 端から 雪 を かいてい くと、 下から 黑ぃ 土が あら はれて くる。 後から 小さい 

雪が 土の 所に おちる と、 すぐと けて しま ふ。 雪 を かいてから 大 通の 方へ 行って、 一人で 雪 を まるめて. 方方へ ころがして 

行く と、 _HW_H リ音 をた てて つ いて 行く" やがて M 徑 一 尺 位になる と、 もちあげて 大きな 石の 所へ ぶつつ けて こ はして し 

まった。 その 時 ふと まだ 餌 を あらって な いこと を 思 出 だした ので、 家へ かへ つて 瓿を あ、 しったが、 いつもに 似ず 水で あら 

つた。 あとで ごはん をた ベながら、 あとのお もしろ いこと を 思 ひう かべて、 うれしい やうた 氣 がした。 前の 家の 子 力つ め 

たさう に 小さく ふくらんだ 手で、 雪 をつ かんで たべ てゐ た。 

この 二十 一の 例で は、 第二 囘には 雪の下の 土の 描寫が 出て 來、 それから 雪 まろげ の 描寫が 出て 

くる。 それが 第二 囘で すっかり 定位して、 第三 囘に は、 第一 囘の 時には かすかな 昔が してる ると 

のみ 喾 いた 音 を、 雪の 音と する 細かい 觀 察が 出て くる。 この 成績で は 展開の 節と なった の は、 雪 

の 下の 土と、 雪 まろげ と、 雪の 降る 音で ある。 それが この 年頃の 子供と して は 精細な おちついた 

用意の 下に 觀 察されて 居る。 しかも その 定位 は動搖 せす、 着着と 進行して、 いかにも よく 整理の 

ついた 頭の 働が 知られる。 この 展開 形式 は、 廿と： il 一  である。 

二十 ニゾー 僕 はばつと 目 を さました けれども、 なんだか 身 體が 塞くて しゃ-つがなかった。 そうするとす r 側に 寢てゐ 

た 父さんが、 「雨 戶を開 けて きな」 と い. つたので、 僕 は 寒い けれども、 父さんの いひつ けで あるから、 い や いやたがら 宋を 

找 出して、 雨 HL を ちょっと 開ける と、 外が眞 白た ので 僕 は 雨戶を 開ける の をす つか "忘れて しまって、 父さんの 所へ かけ 


出して 來て、 「父さん 雪が ふ つ てゐ るよ」 と いふと、 父さんが 「何何 雪が 降つ て， Q る。 早く こ の ほ. f を i" けて 見ろ」 といつ 

たので、 僕 は 急いで 雨戸 を 開けて、 障子 を 開けて や つた。 そ- ゥ すると、 父さん は 「これ は 珍し い 雪 だな」 といって、 ひと 

りごと をい つて ゐた。 僕 は 寒い の を 忘れて しまって、 外の 石燈 籠に だんだん. S がつ もって 來て. その上に 松が ちょこつ と 

出て ゐる ところに、 雪が つもって ゐ る^ 色が、 あんま リ きれいな ので、 すつ か =-u^ とれて しまった。 

二十 ニノ 二 僕 はばつと 目 を さました。 けれども いつもな、 り 外 は、 犬の 鳴萆、 ^の^ 萆が閗 える の だが 今日は、 外は靜 

まリ かへ つて、 なに 一 っ閗 えなかった。 僕 はま だ 起きる 時刻で た いかたと、 そばに 新聞 を讀ん でゐた 父さんに、 「八，^ -剁 

は ^時」 と閗 いたら、 「今 六 時 だから、 もう 起きて 新聞 を 持って お いで」 と いったので、 寒い けれども、 父さんの いひつ け 

であるから * 仕方なし に戶を 開けて、 お 店へ 新聞 をと りに 行かう としたら、 何だか 雨戸が、 いつもよ リ叨 るいので、 新 S 

を 取りに 行く の を 忘れて 戶を ちょっと 開けた。 そうすると、 石焓^ が なので、 僕 は 思 はず、 「sc た」 と 父さんの 所へ か 

けこんで 來た。 そうすると、 父さん は、 新閗を もって 來 いといった" 新聞の こと をす つかり 忘れて、 rn 十く 戶を 叨 けて！ 

ろ」 とい ふので、 僕が 戸 を 開けた。 僕 は 雪が 降った ので、 喜んで、 雪の 方 を 眺めて ゐ ると、 ふと 僕の -m に 新聞 を 持つ て來 

るの を、 忘れた とい ふこと がう かんだ。 「けれども 父さんが、 新 閗 を 持つ て來 るの を 忘れて ゐ るから い い や」 と 伐 は 一 人：； a 

を いひながら 雪 を 見て ゐ た。 そうすると、 父さんが きがつ いたの か、 僕 を 呼んで 早く 新聞 を 持って 來 たけ リゃだ めじ やな 

いかと いったので、 僕 は、 しらない ふリ をして、 「ああそう だった つけ、 新聞 を 持って 來 るんだ」 といって、 僕 は S の 方へ 

新 K をと リ にいった。 けれども、 新閗を とった けれども、 僕 は 幕 を ひいて、 ぼん や リと外 を： てんた。 をはリ 

二十 ニノ 三 僕 はばつと 目 を さました。 けれどもい つもなら 外 は、 犬の 鳴き 萆、 鳥の^ き^が 闭ぇ るの だが 今日は、 外 

は 静ま" か へ つ てな に 一 っ閗 えなかった。 僕 はま だ 起る 時刻で はた いかたと、 そばに 新聞 を^ん でんた 父さんに 「今時 刻 
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は 幾 時」 と 聞いたら、 「今 六 時 だからもう 起きて 新聞 を 持って お いで」 といった ので、 ^いけれ ども 父さんの いひつ けで あ 

るから 仕方なし に戶を 開けた。 お 店の 方へ 新聞 をと りに 行か 5 とした、 リ、 何だか 雨戸が、 いつもよ H- 叨 るいので、 新！ S を 

に 行く の を 忘れて、 戶を ちょっと 開けた。 そうすると、 石燈 籠が ほ；. H たので、 僕 は 思 はず 「なんだか さっき 靜だと 思 

つたら、 雪が 降つ てゐ たんだ」 と 言つ て、 父さんの 所へ かけて 来た。 そうすると 父さん も 新聞 を、 もって 来い と いった。 

新聞の こと をす つか n 忘れて、 「举 く戶を 開けて 見ろ」 と いふので、 僕が 戶を 開けた。 僕 は 雪が 降って ゐ るので 喜んで、 中ト 

の 方 を 眺めて ゐ ると、 ふと 伐の 頭に 新聞 を 持って 來 るの を 忘れた こと を 思 ひ 出した。 「けれども 父さんが、 新 間 を 持って 

來 るの を 忘れて ゐ るから いいや」 と 僕 は 一 人 言 を いひながら、 雪 を 見て ゐた。 そうすると 父さんが 氣が つ いたの か、 僕 を 

t- ん だ。 早く 新聞 を 持つ て來 なけり や だめ じ やない かとい つたので、 僕 はし、 りない ふり をして、 「ああそう だった け、 新 

閗を 持って来 るんだ な」 といって、 僕 は 店の 方へ 新聞 をと りに いった。 けれども 僕 は 幕 を ひいて、 ぼん や" 外を兑 てゐ 

た 0 をはリ 

この 二十 二の 例で は、 著しい 節と いふ ほどの 所 はない が、 戶 外の 雪に 氣 のつ く處と * 雪に^ を 

とられて、 新閒を 父の 處に 持って行 くの を 忘れて るる 心^ 狀 態とが、 比較的 明かな 節と なつて- Q 

る。 この 展開に は 外界の 視 方の 精し い 展開よりも、 自分の 心 持 をみ る 精し い 展開の 方が 明かで あ 

る。 そして 內^ が 困難で あると 0- えて、 二で 展 閗 してる るが、 三で は あまり 展 11 してるな い。 し 

かし 三 は 二に 比して 可成り おちついて 居る。 全體 として この 展^ は、 どこと いふ ことなし にな だ 

ら かで、 かかる 節の ない 展問も あり 得る ことが 知られる。 


二 till ノー  朝 目 を さます と、 硝子の 外が とても あかるい。 いやに あかるい と 思って ゐ ると、 妹が はいって 來て 「兄 さ 

ん雪 がふ つて ゐる わ」 といった ので、 僕 は 思 はず とびおきた。 硝子 戸 を あけて みると、 ひう と 雪が は いってきた。 どこの 

家の 屋枞 にも 雪が つもって ゐ る。 僕 はさつ そく 着物 をき て， 下へ ぉリて 行く と、 もうご はん をた ベて & た。 なんだか さむ 

くて 顏を あら- ゥ勇氣 もない。 しかたなしに 镇を洗 はないで ごはん をた ベた。 障子の^ 子から 见 ると、 の 松に ^が つもつ 

て、 とてもい いけし き だ。 僕 は 面. S 牛 分に 外 へで て、 雪 かき を はじめた。 えりに 雪が あたって ぶるぶると した。 それから 

家へ はいって、 まんと をき て、 又 外へ 出て 雪 を かいた。 雪 も だんだんこ やみに なって、 ひる 前に やんで しまった。 なんだ 

かつ まらな いような： T かした。 S どけが しだして、 せっかく きれ いに なった に はが だ いなしに なって しま ひさうな ので、 

きがき でない U 

二十 三ノニ 目 を さます と W 子の 外が なんとなく 明るい。 むづ かしく いうと、 其 明るさ も 日光の 叨る さとち がュ。 I ん 

だな あと 思って ゐ ると、 妹が はいって 來て 「兄さん^ がふ つて ゐる わ」 といった。 僕 は 心の 屮で やつば りさう だった のか 

と B=3 ひながら も、 a はず とびおきた。 北口の fg 子戶を あける と、 ひう とほ ほ をき る やうな 風と 共に 雪が ふうと とびこんで 

來た。 この 時^は^に ふと 袁災 前の ことが 思 ひだされ た。 雪が さかんに ふって ゐ るのに、 僕と 兄さんと 二人で かじ **J 手 

をし ばし のばして、 造り あげたた ぬき。 あの 時 ほど いっしんに 苦心して 造った 時はなかった と 思 ふ。 じんじん じんと なる 

時計の 一音に、 はっとして あた" を 見た。 どこの 家の 屋根に も， 雪が つもって ゐ る。 僕 は讶物 をき て 下へ おりて いった U あ 

んま りさむ いので、 額 を あらう 勇 氣 もない ので、 そのまま ごはん をた ベた。 庭に いつば い 雪が たまり、 松の木に 雪が つも 

つて ゐ、 いいけ しき だ。 僕 は 面. E 半分に 外へ 出て、 雪 かき を はじめた。 雪が ぇリ にあたって、 ぶるぶると した。 それ か、 し 

內へは ひって、 まんと をき て、 乂 外に 出て 雪 かき をした。 雪 も だんだんこ やみに なって、 赉前 にやんで しまった。 なんだ 
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かつ まらない やうな 氣 がした" 雪 どけが しだして， せっかく きれいに たった 庭が、 だいなし になって しまった。 

二十 三 ノー 一一  n を さます と、 硝子 戸の 外が なんとなく 叨 るい。 其の 叨る さも、 日が あたって る 時の 叨 る さとち がラ。 S 

ではない かなと 思って & ると、 妹が 入って 來て 「兄さん 雪が ふって ゐる わ」 と いった。 僕 は 心の中で やつば りさう だった 

のかと 思 ひながら も、 思 はず 飛び起きた。 北口の 硝子 戶を あける と * 身 をき る樣な 風と 共に 雪が ふうと とびこんで 來た。 

此 の しゅんかん 僕の 頭に ふと 震災 前の 雪の ふった 時の こと を 思 ひだされ た。 雪が さかんに ふって ゐ るのに、 僕と 兄さんと 

二人で かじかむ 手 をのば しのばし 造り あげたた ぬき。 あの 時 ほどい つ しんに 苦しん して 造った 時はなかった と 思 ふ ひ じん 

じんと なる 時計の 音に は つと して あたり を 見た。 どこ の 家の 屋极 にも 雪が つもって なる。 ^は 着物 を^て 下 へお リ ていつ 

た ひ あんまり さむい ので、 額 を 洗う 勇；^ もな いので、 其の まま ごはん をた ベた。 庭に いつば い 雪が たまり、 松の木に^ が 

つもって い い 景色 だ。 僕 は 面白 牛 分に 外 へ 出て S かき を はじめた。 雪が ぇリ にあた つて ぶるぶる とした。 それ か、.： へ は 

ひって、 まんと をき て、 又 外. に 出て、 雪 かき をした。 雪 も だんだんこ やみに なって、 *~ 前に やんで しまった。 なんだかつ 

ま、 しない やうな 氣 がした。 雪 どけが しだして、 せっかく きれいに たった isr か、 だいた しにた つてし まい さ-つなので おがお 

でない 0 

二十 三の 例 は、 二で 最も 展開し、 三 は その 量に おいて、 二と ほとんど 變ら ない。 然らば 三で 展 

il がない かと 見る と、 決して さう ではない。 この 生徒 は先づ 二に おいて、 硝子 戶の 明るさ、 ^を 

あける 瞬 問の こと、 狸 をつ くった こと を 節に して、 十分に 展 ii した。 三で はこの 展問 をう けて、 

おちついた 心の 形に かへ た。 例へば、 二で は 


目 を さます と砣 子の 外が なんとなく 明るい。 むづ かしく いふと、 其の 叨る さも 日光の 叨る さとち がふ。 

とかう いふ 風に、 論議して 觀てゐ るのに、 三で は、 

GI を さます と、 子戶の 外が なんとなく 叨 るい。 その 明るさ も、 日が あたって る 時の 明るさと ちが ふ。 

とかう いふ 觀方 にか はって 來た。 卽ち； i 議 して 居、 觀 察して 居る 態度から， 旣に 舰られ たもの、 

觀 察された ものと なって 居る。 客觀 的な 態度から、 主観的な 態度に 向って 轉囘 して 來 たので あ 

る。 隨 つて そこに は、 觀てゐ る 働よりも、 觀られ た 形、 味 はれた 形が あら はれて ゐる。 形の 成熟 

が あら はれて 居る。 換言すれば、 外界の 秩序が、 內界の 秩序に 變 つて 來 たので ある。 これ はせ 太 

な 展開で ある。 故に 展開 はは じめ 文の 形の 延長と なって あら はれ、 次に 收約 となつ てあら はれ 

る。 ここで 暗示され る こと は、 延長の 後に 、客観的 形象の 延長の 後に、 收約、 卽ち^ 觀的^ 象 化、 

卽ち內 面 化が 行 はれる 事で ある。 展開 は そこまで 行かねば、 完全で ない こと を ^まに おる の で あ 

る。 

二十 四 ノー  僕 はむ つく リ ふとんから 起き 上って、 窓 ごしに^ を ながめた。 S は どんより くもって いたので、 起きる の 

がいやに なって、 义 ふとん を かぶった。 しばらくして 「正ち やん 雪です よ」 と 小僧が 入って きて ふとん をめ くった ので、 

「寒い じ やない かも ラ すこし 一と 僕 は いった けれど、 こんど 起きる 時 も 塞 いので あるから と 思って、 ail を ひ つかけ て、 外 

第五 章 構想の 展開 形式  ニニ 九 


^五 章 構想の 展 E 形式  二三 C 

を ながめた。 僕 は 「はつ、 日曜な のに 遊べ やしない。 雪なん て ふると その だけ は类 しく 乂面 fi いこと も あるが、 後に な 

ると、 とけて 泣 路が ぐちゃぐちゃ になって しま ふ。 なんて ばかばかし いんだら う」 と、 一 つきに 思った。 「だ がいまいつ 

顷 だら う」 と 忍って 時計に しせん をむ けたら、 十 時な ので 僕の 心に たのしい ことが うかんだ。 

二十 四ノニ 僕 はむ つく リ 起き 上って、 窓越しに ねむたい 目 を こすりながら 空 をみ た。 ^は どんよ" つていて、 なん 

となく いんきく さいので、 又 ふとん を かぶった。 しばらくして 「正ち やん 起き るんで すよ、 S が 降つ てゐ ますよ」 と、 小 

惯 がきて ふとん を は いだので 「寒い じ やない か、 もうす こし 寢 かして」 と 僕 はいつ たけ ど、 こんど 起きる 時 も 寒 いの だと 思 

つ て、 ^物 を大 いそぎに^ て、 二階へ かけ 上って 外 を ながめた。 僕 は 「はつ 日曜な のに 遊べ やしない。 なんか ふると、 

その だけ はいく、 リか类 しいが、 日が リ はえて くると、 逍路 はぐち や r ちゃに なって、 雨の 降った より ひどい。 なんて 

ばかばかし いんだら う 」 と 思つ てゐた g -、 どこから となく 「こんなに 雪が つもつ てゐ るのに 外で遊ぶ なんて だめ。 內で遊 

びなさい」 とい ふ どな" 聲が きこえて きたので、 「どこで しか、 リれて ゐ るの だ、 リ う」 と 思って 前の 店 をみ たら、 いつも げん 

きな 餌 をした 卵 ；$; の 子が、 おばさんに しかられて ゐる のだった ので、 僕 は 「それ 见ろ ^ なんか 降る と * 子 佻の 遊び を さま 

たげ、 その上 社^. のために いろいろと さまたげる。 雪 はもう ふらなくても いい」 とつぶ やいて ゐ たが、 さむくな つたので 

下へ かけ 下リ た" そして 計に しせん をむ けたら 十 時だった ので、 淺 井さん と 僕との やくそく をお も ひだして、 僕 はふ ふ 

と 笑った。 

二 十四 ノー 一一  僕 はむ つくりと 起き 上って、 窓越しに ねむたい 口 を こす リな がら、 空 を 见 た U 空 は it-Is 色に どんよ リ くも 

つて ゐて、 なんとなく いんきくさい、 ^もようであった ので、 「つまん ない」 なと 思 ひながら、 乂 ふとん を かぶった。 しば 

らくして 「正ち やん 起き るんで すよ、 Is です よ」 と 小 僭が ひんじゃくな 港 を 出しながら、 ふとん をめ くった ので、 「寒い 


じ やない かも-つ すこし」 と 僕 はいった けれど. こんど 起きる も 寒い の だと 思って" ^^を 大急ぎで きて、 二階へ かけ 上 

つて、 外 を ながめたら、 雪が こぶ リに ちらちらと 降って ゐ たので、 僕の 心 は 「はつ、 日曜な のに 遊べ やしない。 S なんか 

降る とその 時 だけ はいく、 レか类 しいが、 日が 照リ はえて くると、 逍路 はぐ ぢ やぐち やにな つて、 雨の 降った より、 ひど 

い。 なんて ばかばかし いんだら う」 と 思って 屋极を 見、 さう して 地上 を^た。 その 時 c と黑 のま だら な 犬が、 降りつ もつ 

た 雪の. S 'をお もしる さう にころ が" 步 いて いる。 その 樣子を 見て 僕 はばかな 犬 だな と 思つ て いる 時、 どこか、 りと なく どな 

リ聲 がき こえて きたので、 なんだら うと 思って、 前の 店 を；^ た。 小 供が おばさんに しか、 りれ ていたので 「それ； ^ろ。 雪が 

降れば 子供の 遊び を 3 またげ、 その上 社會 のために いろいろと さまたげる。 雪なん かつ もらな くっても いい」 と 思って い 

たが、 ^くな つたので、 下 へ お" てきて 時計に しせん をむ けたら、 十 時だった ので 僕と^ 井^と やくそくした^ を 思 ひだ 

したので、 おも はず 笑 ひ を もらした。 

二十 四の 例 は、 二に なって 雪の 與 へる 不快 を屮 心に して 展 した。 一に も その 不快 は 出て ゐた 

が、 それが 文の 中心になる 程の 力 を 持って ゐる譯 ではなかった。 然るに 二で はみ るみる. これが 展 

^して、 文の 中心と なり、 三の 展開で は、 雪の 中に 戲れ あそんで ゐる 犬の ことが 出て 來 るが、 そ 

の 犬が たちまち また この 不快の 感情で 着色され てし まふ。 この 色の 濃い 中心 感情 は、 この 文 を 貫 

いて 太い 明瞭な 調子で 出て ゐる。 この 生徒 は 自分の 感情 を 一 ー敍述 する かと^ ふと、 「淺 井さん 

と 僕との 約束 を 思 ひ 出して、 僕 はふ ふと 笑った」 と 言 ふこと で 文章 を 終らせる 様な、 非^な^; 略 

を 用 ひて ゐる。 かう いふ 省略 を根據 として、 全 體を 更に 省略せ しむる 可能が ある。 そして この 次 
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の K 開 は收約 である。 精細に 向 ふ 展開 は こ こで ほ ぼ 完了した も のと 兑ぇ る か ら で あ る 。 

二十 五ノ  一  士 曜日の 晚 「どこかで 雪が ふ つて ゐ るの かしら」 と あたしが いふと、 「叨日 はきつ と 雪が ふ るので せ ラ」、 

こんな こと を 女中が いって ゐた 0 

その 晚は 「明日 は 日曜 だから、 少 Lr らひは 夜 ふかし をしても いいだ、 りう。 お餅で も 食べてから^ な」 とお 母さんが 首つ 

たので、 「わるい 事 をす riK 行す る」 私 はすぐ 賛成した。 

それから お餅 を 食べ てす r ねた。 

何にも. S  、しず 朝まで ねて ゐた。 とつ 然耳 もとで 「姉ち やん」 と 大きな 聲で いったが、 まだね むいか、 りね て ゐた。 

「おいね ぼす け、 雪が ふって ゐる ぞ」。 口の わるい 弟 は、 こんた 事 をい つたので 飛びお きた。 

な， 'る^ 雪が ふ つて ゐ る。 

所へ 女 屮が來 て 「ほ —ら あたしが 言った 通りだった」 と a 谩さ うに 言った。 

「だって あたしが 始め 『雪』 つてい つたんだ もの」 と あたしが よこから 口を出した。 ここで 以て が 始まった。 

「あたし だって 雪と 思って ゐ たんだけ ど * いはなかった のよ」 

「うそ だ い。 お前 ラま い ことば つ かり」 と 弟が 言 つ た。 

「お前に なんかいって ゐな いよ」。 家の 中は大 さはぎ。 それに 引かへ て 外で は靜 かに 靜 かに 雪が ふってんた。 

二十 五 ノー 一  土晚 日の 晚 「今夜 は どこかで 雪が ふって ゐ るの かしら」 と あたしが 一一-一 = ふと、 「叨日 はきつ と 雪が ふるで せ 

う」 と 女屮が いった。 

その 晚 はお 倂を 食べて すぐね た。 


何も 知らず 朝まで 一 ぐっすり」 寢てゐ た U 突然；； t もとで 「^ちゃん」 と 大きな 聲でー 百った。 聞え たが まだね むいので、 き 

こ えな いふ リ をして 又ね た。 

「おいね ぼす け。 雪が ふって ゐ るんだ ぞ」 相 か はらず 口の わるい 弟 は、 こんな こと を 一一." つたので、 すぐ 飛びお きた。 

な ー る 程 空から 綿 をち ぎって なげた やうに 昔 も 立てないで、 静かに 靜 かに 降り、 家^のお 极は 綿^子 を かぶって ゐた U 

^へ 女中が 來て 「ほ ー ら あたしが 言った 通リ だった」 と 自慢 さう に 言った。 

しゃくに さはった ので 「だつ て あたしが 始め 『雪』 と 言った からだ」 と、 あたしが 一 いば リ いばって やった。 ここで 以て a 

慢話が 始まつ た。 

「あたし だつ て 雪と 思つ てゐ たんだ けれど、 言はなかった のよ」 

「うそ だ い、 お前-り ま いことば つかり ゐっ てゐ る」 と 弟が よこから 口を出した。 

それに 引かへ、 外で は靜 かに 静かに 雪が ふって ゐた。 

ニヤ 五 ゾ 三 土曜日の 晚 「どんよ リ」 と 曇った 空 は、 今にも 降り出し さう であった。 「今 &は どこかで 3 がふって ゐ るの 

かしら」 と 一 百ったら、 「明日 か 今夜 はきつ と 雪が ふるで せう」 と 女中が いった。 

朝まで 何も 知らずに 「ぐっすり」 寢てゐ た 時、 突然 耳 もとで 「姉 ちゃんもう 起きな」 大きな^で 言った。 ちゃんと ^ えて 

もた がま だね むいので、 きこえな いふ リ をして ねて ゐ た。 

「おいね ぼす け、 ® がふ つて ゐ るんだ ぞ」 相 か はらず 口 の わるい 弟 はこん な こと を 言った ので、 すぐ 飛びお きた。 

な I る 程 雪が 夭 から 綿 をち ぎって なげた ゃラ に、 音 も 立てないで 靜 かに 靜 かに 降つ てゐ、 家家の M 根 は W 綿^. f を かぶつ 

てゐ た。 

所へ 女中が 來て 「ほ ー ら あたしが 言った 通りだった でせ う」 と S 慢さ うに 一 百った。 
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第五 章 構想の 展開 形式  二三 四 

しゃくに さはった ので 「だつ て あたしが 始め 『雪 』 と 首 ひ 出した だからよ」 と あたしが 1 いば リ いばって やった。 そして、 

1 あたし だってき つと 雪が 降る と 思って ゐ たんだけ れど言 はなかった のよ」 

「うそ だい。 お前うまい ことばつ かり ー百 つて ゐる」 弟が よこから 口を出した。 

「お前なん かに 言って ゐな いよ」 家の 屮は大 さはぎ。 

ふと 外 を！^ ると 今やんだ ばかりの IK さうな 雪空 を、 カラス が 寒む さ- ゥに羽 を ひろげて 飛んで 行った。 

下 を 見る と ヒ ョケ が. 0 い^だま リの雪 を 負って ゐた。 

この 二十 五の 例 は、 i に 於いて は  一二三の 三囘共 に、 別に 展開して ゐる 様に は 見えぬ。 しかし 

よんで ゆく と、 可成り よく 展開して ゐる。 これ は 一方に 於いて^ 略してね るからで ある。 例へば 

一 では  ， .. 

その 晚は 「叨 日 は 日曜 だから、 少し ぐら ひ は 夜 ふかし をしても いいだら う。 お餅で も 食べて か、 り^な」 とお ゆさんが 言つ 

たので、 「わるい 事 をす ぐ K 行す る」 私 はすぐ 賛成した。 

それから お餅 を 食べて すぐね た。 

とこれ だけ 窖 いて ね る もの を， 二で は 

その 晚は お餅 を 食べ てす r ねた。 

とこれ だけに、 省略して ゐる。 また 一 では、 

士 * の晚 「どこかで S がふって もる のか しら」 と あたしが いふと、 「叨 日 はきつ と 雪が ふるので せう」、 こんな こと を 女中 


が 言 つていた C 

と 細かに かいて ゐ るの を、 二で も 殆ど そのままに 受 ついで ゐる が、 三になる と 

士 曜日の 晚 「どんよ リ」 と. 曇 つた 空 は、 今にも 降り だし さう であった。 「今お は どこかで S がふって ゐる のかし、 し」 と 首つ 

たら、 r 叨 曰か 今夜 はき つと 雪が ふるで せう」 と 女中が 一 百 つ た。 

とい. ふやう に、 穩 やかに して 來た。 

それから また 自分の ねて ぬるの を 弟が おこしに 來た のを喾 いて、 「ちゃんと 問えて ねたが」 の 

「ちゃんと」 を 入れて. Q る。 これ は 極めて 簡單な 言葉で ありながら、 よくき いて ねる。 また 雪 を 描 

寫 して、 「今やんだ ばかりの I； さうな 雪空」 とい ふ， 「重さうな」 とい ふ 言葉 も、 またみ る 働の 深さ 

を 示して 來た。 この 展開 形式 も、 描寫の 上に 批判が 行 はれて、 精密に， M ふよりも、 深さに， w つて 

ゐる。 

この 生徒 はこれ 迄の どの 例と もちが つて、 雪の 描寫 を、 雪の 客觀 的な 描寫 ではじめす に、 他の 

人達との 關 係と、 會話 とで 運んで ゐる。 雪 は 人達の 會 話の 中で、 定位され、 確定され てゐ る。 か 

うい ふ小說 にあら はれる やうな 文の 形が みられる こと も、 典 味が 深い。 

二十 六 ノー  「まあ 雪」 と、 窓へ CM をむ ける と、 あば も の やうな かつごう をした もの. が、 くるくると、 何者かに C.E にい 

ぢられ てで も 居る やう. に、 廻 つて 居る。 「何んだら う」、 窓 を、 あける と、. 竹の 足袋 かけが * 風に いぢら れてゐ るの だり 竹 
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の 色 も、 茶に か はって、 細い 枝に たった 二 枚靑ぃ 葉が つ いて ゐる。 物 乾の 下に、 何 か 左右に 動い てんる。 よく 见 ると、 钿 

いひ もが、 左右に、 ゆれる K に、 雪 をつ つて、 圆ぃ 雪^ 子 を、 こしら へ てゐ る。 私 は、 その 火き くなる の を、 塞 さも 忘れ 

て、 ねまきの まま ながめて ゐ た。 私 はいつ か 雪の ふるの を见 て， 3 た。 雪 は、 むしんに、 降って 居る。 風に あ ふ、 りれ て は、 

さっと、 早く 下へ 舞 ふ。 乂 風が ゆるんで は、 靜 かにつ もった 雪に 加 はって 行く" 純. ra な- S は、 はげしく、 ゆるく、 ほふり 

落される 如く、 下へ 下へ と、 無心に、 落ちて 行く。 

二十 穴ノニ 「まあ 雪」 と、 窓へ 目 を 向ける と、 肋骨の 樣な形 をした 黑ぃ 物が、 くるくると、 何者かに 6.5 に いぢ、 りれ て 

でも 3W る やうに、 廻って るの が E にえい じた。 「何 だら う」 と、 窓 を あける と、 竹の 足； 掛が、 風に いぢ、 しれて、 くるく 

ると 音 もな く 廻って は、 物坨 W にぶつつ かって、 はねとばされ て^る。 竹の 色 も 茶に 變 つて、 細い 枝に、 たった 二 枚の 

い 菜が 雪に ぬれてつ いて &る。 ああ これ は 去年の 竹 だ。 去年のお 正月の 形 EST た。 物 乾の 下に、 何 か、 左右に 動いて ゐる。 

よく 见 ると 細い 黑ぃ ひもが、 左右に、 ゆれる^ に 雪 を、 つって、 圓ぃ雪 圑子 を、 こしら へて 居る。 私 は 其の 大きくな るの 

を、 寒 も 忘れて ねまきの まま ながめて 居た。 雪團子 はだん だん 大きくな つて 行く。 私 はいつ か 雪の 降る の を 見て 居た。 雪 

は 無心に 降って 居る。 風に あ ふられて は、 さっと、 早く 下へ 舞 ふ。 古 竹 も 廻る" 乂 ゆるんで は 舞 を 舞 ふ 如く、  ^かに、 稅 

つた 雪に く ははって 行く。 廻って W た. 竹 も、 とまる。 純. E な 雪 は、 はげしく、 ゆるく、 はう" 落される 如く、 舞 ふ 如く、 

下へ 下へ と 無心に 落ちて 行く。 

二十 穴ノ三 「まあ 雪」 と、 窓へ H を^け ると、 肋骨の 樣な形 をした 黑ぃ 物が、 くるくると、 何者かに CJ 由に いぢ、 リれて 

でも はる 樣に 廻って： W るの が 目に えいじた。 「何 だら う」 と、 窓 を あける と、 竹の 足袋 掛が、 風に いぢら れ て、 くるくると 

音 もな く迺 つて は、 物 乾 柱に ぶつ つかって、 はねとばされて ゐ るの だ。 竹の 色 も、 茶に 變 つて、 細い 枝に、 たった 二 枚 * 


い 葉が 雪に ぬれて 付いて ゐ る。 ああ これ は、 去年の 竹 どひ 去年のお K 月の 形^だ。 搲木 ばちに は、 冬 を 如らない 樣に 玉ね 

ぎの靑 青と した 若菜が、 つんと 雪屮 にっき 立つ てんる。 其の W 葉の 先に 白な 綿嵴 子が、 ちょこん と 坐って &る樣 は、 い 

かに も元氣 がよ い。 前の 家の ^根に は、 弟の 投げた 雪 園 子の S に 雪に 穴が あいて、 黑ぃ トタン m 根が チラと せえ てんる U 

物 乾の 下に 何 か 左右に 動いて ゐる。 よく 见 ると 糾ぃ黑 いひ もが、 左右に、 ゆれる 度に 雪 をつつ て、 岡い 雪^ 子 を、 こしら 

へて 居る。 私 は 其の 大きくな るの を、 寒さ も 忘れて、 ねまきの まま 眺めて ゐた。 雪 M 子 はだん だん 火. 5  くな つて 行く。 私 

はいつ か、 雪の 降る の を 見て ゐた。 雪 は 無心に 降って W る。 風に あ ふられて は、 さっと I！ 十く 下 へ 舞 ふ。 竹 も 廻る リ 义ゅ 

るんで は 舞 を 舞 ふ 如く 靜 かに、 積った 雪に く ははって 行く。 廻って W た 竹 も， とまる。 純. n な 雪 は、 はげしく、 ゆるく * 

はう リ 落される 如く、 舞 ふ 如く、 下へ 下へ と 無心に 落ちて 行く。 

二十 六 は 二で 今迄の どの 例に も 見ない 程の 精細 さ を 示した。 ことに^; g を 細かに^い てゐ るの 

は、 鮮か である。 竹の 足袋 掛の ゆれて. Q るの や、 雪の 降る の や、 何れも この 子供で これ 以上に 視 

られぬ 程、 緊密に かかれて るる。 ここで もこの 展開 はと まった と 見られる から、 三の 展 ii は 注竟 

する 要が ある。 三で は 二の 描寫の 中に、 更に 新ら しい 發見を 加へ てるる。 玉葱の 靑 い^と、 トク 

ン 屋根の 雪の. K である。 如何にも 觀察が 要 を 得て. Q る。 刻 明な、 むだの ない 書き方で ある。 これ 

は 第一 囘 からあった が、 足袋 掛の 竹に ニ枚殘 つて ゐる葉 も、 ちゃんと 生きて ゐる。 

かくの 如く 觀る 働の 洗鍊 せられて ゐる 生徒で は、 展開に 細か さを^す だけで ある。 その 細か さ 

も 簡約 せられる 餘地 のない 細か さで ある。 隨 つて 客観的な 精細 さ を もつ 型の 展^ は、 展 に^ 
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細で 魷 かにな つて ゆく のであって、 ^しい 心 持が する ので ある。 西 足^ 氏が 《世て 蒈 いた； 一! 文の 中 

に、 生徒が 非^に 精細な 寫生畫 を やって ゐる。 そこで その 寫生を 樂んで やって ゐ るかと きくと、 

比." くるしんで やって るる。 苦しい ので ある けれども、 いやで はない と 生徒が いって るるとい ふこ 

とがあった。 かう いふ 苦しい 緊張 を この 展開の 中に 觀て、 ー秫 敬虔な 心が する。 

二十 七ノ 一  「力 チカ チ」 となる セコ ンドの 音に 私 は n を さまし、 便所 へ 行かう と 思って 下へ おりて 行った。 なんとなく 

あた リが叨 る い ので； 4 は S はず 「雪 かな」 と 一人 つぶやいた。 便所 へ 人り 窓 ごしに 外を见 ると、 ちらちらと. n い 物が 降つ 

てゐ る。 「あつ、 やつば り 雪 だ。 ねが ひ 市 はかなった リ」 と、 ぢ つと 巾 村さん の 庭の ひばの 木に ふリ かかった 雪 を ながめて 

んた。 と 思 はず ぶるぶると みぶるい をした ので、 おどろいて にかいへ 上リ、 ふとんの 屮へ もぐりこんだ。 「にいさん 雪 だ 

よ。 ；： 十く 起きて あれ をしょう よ」 と。 にいさん はやつ と 0 がさめ た、 りしく、 ねむい n を こすりながら かほ をむ けた。 にい 

さん は S だとき いて 「あつ」 とお どろきながら 飛. び 起きて しまった。 いそいで 床 を あげ、 雨戸 を あける と、 外 はまる で 銀 

世界の 樣で 家家の 家极ゃ 道ば たは、 まるで 綿で つつまれた 樣 である。 私と 兄さん はぢ つと 手すりに もたれた まま、 外 を 見 

て ゐた。 樋 渡さん の 所の 松の木へ 雪の ふりかかって ゐ るの は、 なんとも 言 はれない 景色で ある。 又 少し はなれた、 ，M ふの 

コ ンクリ —卜の 高 い^ 物に- S が^り、 他の 家より 高く 一  段と ラき 出て ゐ るの も类 しい。 「ああ このまま 叨日 までつ も ■ つた 

ら * きっと 雪 八！ i 戰ゃ雪 っリも 出来る だら うに」 と 思った。 ものほし はどう だら うかと 思って、 ものほしへ 出た。 ものほし 

も で、 さほの 上まで 白くな つて ゐ る。 どこ を见 ても兑 わたす かぎ リ で、 まるで 銀 *1 界の樣 だ。 これ こそ S? 木で な 

ら つた 汕 箝の樣 だ。 TO1 沛 さんの 家の人が しゃ つ 1 枚で 雪 かき をして ゐ る。 


二十 4.1 ノニ 「力 チカ チ」 となる セ コンド の 音に 0 を さました。 下で 何 かがやが やと 話し 聲が 開え る。 「ああ さう だ。 昨 

夜お a- さんが 叨日は 寒餅 をつ くと 言った つけ」 と 思 ひ 出し、 ねまきの ままで 下へ おりて いった U あた リ がいつ になく  る 

い。 「雪 かな」 と 1 人つ ぶ. やきながら 便所へ 入った。 窓 越に 外を兑 ると 「ちらちら」 白い物が 降って ゐる。 「あつ。 やつば. 

"雪 か」 とぢ つと 外 を ながめた。 屮 村さん の 庭の ひばの 木に、 雪が ふわ リと綿 をち ぎっての せた 拔に、 降り 積って ゐ るの 

i. 濱迻の えだぶりの いい 松の 樣に见 える。 ぶるぶると みぶるい がした。 おどろいて 二階へ 上リ ふとんの 屮へ もぐ リ こん 

ビ 0 兄さん は& とかの^! が あるから 百 入 一お をなら うんだ と、 大^で 馱を よんで & る。 「兄さん 1 が 降って ゐる わ。 n いく 

起きな さいよ」 と。 兄さん は 雪と きいて おどろいて 飛び起きて しまった。 いそいで 二人で^ を あげ 雨戶を あけた。 ばつと 

あた リが叨 るくな つた。 家家の 家 根 は el 白で、 道ば たも まるで 綿で つつまれた 樣 である。 所所^に の 線が W く つづいて 

ゐたリ 下駄の はの 跡 等が つづ ゐたリ して、 あた" な屮 に、 M 一く 土色が 出て ゐ るの も、 ちょっと：. ^甴 い。 ^と 兄さん は 

ぢ つと 手す リに もたれた まま、 外 を ながめて ゐた。 遠く 第 一 高 女の コ ンクリ ー トの高 い^ 物が. n い 所へ、 乂 ！$ で se:.;: にな 

つて 也の ものより 一 き はう き 出て ゐ るの も 美し い。 ものほし はどう だら-りと 思って、 ものほしへ 出た" さほの 上 も a;  C 

で、 折折 風の^に 雪が ふぶきの 樣 にこま かく、 西の方へ 飛んで 行く。 所所で 雪 かきの 音が 閗 える。 ：c 沛 さんの ^方 もしゃ 

つ 1 枚で 勢よ く 雪 を かいて ゐる。 此虚も かしこ も 見 わたす かぎ リ^. E で、 まるで 讀 本で ならった 油丧 の^ 色に にて ゐる。 

二十 七 ノー 一一  「力 チカ チ」 となる セ コ ンドの 音に 0 を さました。 何處 かで 「雪 や n ンコ ンァ ラレ ヤコ ンコ ン」 と © パ 力 あ 

いい 萆が 聞え る。 「おや 又 雪 かしら」 と 一 人 つぶやき なが、 b とこの 上に 起き上がった。 何 か 下で お母さんの かんお い^が 

する。  f  t 

「ああそう だ 今日は 餅 つきだと 言 つたつ け」 と 思 ひ 出し、 ねまきの まま 下へ 下リ ていった" あたりが いつにな く W るい。 体 

所へ 入った。 窓 越に 外を见 ると ちらちらと 白 い 物が 降って ゐ る。 
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「あ、 やつば リ It だ」 と 小萆で つぶやき ながら、 外をぢ つと 見つめた。 巾 村さん の ひばの 水に * 雪が 降り かかって ゐ るの は 

ふわりと 綿 をち ぎっての せた 樣で、 まるで 濱邊 の えだぶりの い い 松の 樣 にも 見える" E 一く でしき りに 犬の ほ へ る 聲が閗 え 

る U ねこ は^の 日 は 火に かじ リ ついて ゐ ると 一 百 ふが、 犬 は 雪 を大 へん よろこぶ さう だ 等と、 母さんに きかされた^ 等 をお 

も ひ 出した。 じつと^ とれて ゐ ると. 思 はず ぶるぶる とみぶ る ひ をした ので、 おどろいて 床の 巾へ もぐ リ こんだ" 「兄 さ 

ん 雪が 降って ゐ るか、 り、 ¥  く おきてみ なさい よ」 と。 兄さん も S いで 飛び起きて しまったつ 急いで 床 を あげ、 雨 P を あけ 

たリ ばつと 部^ 內が あかるく なった。 家家の^ 极も 近路 も 眞 白で、 丁 K 綿で、 つつんだ！ i である。 所所^の 跡が 二す じ 長 

^と つづいて， 3 たり、 二の 宇 二 の 字の 下駄の はの 跡 等が つづ いて ゐたリ して、 あた リ 1K; 白な 中に 黑く 土色が 出 てんる の も 

而 白い。 ふと 電本沿 を见 ると、 まむし 屋の 赤い 旗が 銀. a の 巾に ひらひらと ゆれて ゐ るの は、 なんとも せ" はれない。 又 遠く 

0 一  高 女 の コンク リ ー r の 高 い^ 物が、 一 きは离 く つきた つて & るの も类し い。 一ー 一州 やの ひさし をおば さんが はくた びに、 

ひさしに S3? つた 雪が ばさばさと 音を立てて、 はふ リ 落され、 くだけて、 ぱっと あたりに 飛びち るの もお もしろ い。 私 i 兄 

さん はぢ つと 手す リに もたれた まま、 外 を ながめて ゐ た。 ものほし は ど-つ だら-つと 思って * ものほしへ 出た。 さほの 上 も 

se〈，：z で 折折 raf の は. 雪 がき リの やうに こまかく、 四へ 四へ と 飛んで 行く。 所所で © かきの 音が 聞え る。 西沛 さんの 馬方 もい 

せいの いい 顰で跃 を-つた ひながら、 しゃつ 一 枚で 勢よ く 雪 を か いて & る。 どこも かしこ も^わた すかぎ リ で、 まるで 

讀氺 でなら つた 汕紛の やう だ。 

二十 七の 例 は、 別に 特色の ない、 平和な 展開 をして ゐる。 これ は 更に 縮約 せらるべき であり、 

その 展 ii を この 次に させなくて は、 觀る働 は 深さに 達しない。 

二十 八ノ 一  ふと ci を さまして 见 ると、 何だか あたりが 叨る いやうな 氣 がした。 おや 「91 氣が つ いて ゐる のか しら」 と 


思つ て 見た が、 電氣も つ いて ゐな い。 

何の 氣 なしに 幕 を まくって たら、 何んだ 雪が 降って ゐ たの だ。 ちゃう ど 私の ねて ゐる 部お は、 ^といって もほんの レさ 

い-お だが、 其のと なリ にある ので 石 どうろう ゃ筘 庭の 上に ふつく らと类 しい が撗 つて ゐた。 私 は 雪が 降る と、 きっと あ 

の 四十七士の 討 入 や、 樱 田門 の 變 のこと を 思 ひだす。 そうして 雪と 言 ふと、 何だか ® ましい やうな 氣 がする。 チン チン チ 

ン t- 計 力 七 時 をう つた。 び つくりして 大急ぎで ふとん をた たんで 外 へ 出た。 さしの ぼる 太^が 3 を 銀色に g-: らし てんた" 

その 樣 子が まるで 讀 水に あった 雪景色の やうに； ！g しかった ので、 私 は ぼん ゃリと 眺めて ゐ ると、 ふ いに 飛びつ いた ものが 

あった ひ  . 

それ は ェ ス と 映ち やんだ つた。 

映ち やん は 雪つ リ をしょう しょ-つと いったので、 私 もし かたがない からお 相手をしながら、 なほ そ CIS 量 i にみ とれて む 

た 0 

ああ この 雪贵色 も、 いまに あの どろん どろん になって しま ふの かと S ふと、 私 は 何 1 こか 悲しくな つた -0 

二十 ハノニ ふと 目 を さまして^ ると、 何だか あた リが叨 るい やうな^ がした。 おや^: T かついて ゐる のかし らふ-なつ 

て^たが、 ® 氣も ついて ゐ ない。 

おや 何 だら う" おかしい な。 ああそう だ 雪 かもしれ ない。 も L® だとうれ しいが な あ。 と 思 ひながら 慕 を まくって W たら 

あんの ぢ やう 雪が ふつ て& た。 ちゃう ど 私の 寢てゐ る 部屋 は、 庭と いつ て もほんの 小さ い. お だが、 其の 隣に あるので、 3 

燈籠ゃ 箱庭の 上に ふつく、 りと、 美しい 雪が 精って ゐた。 私 は. 客が 降る と、 きっと あの 北海 泣の 雪の 事 を 思 ひ 出す。 は 元 

來： 審が 好きで あつたが、 あの 時 ばか リは雪 が 家の 高 さまで 降つ てし まった ので、 遊 ぶこと もど-つ する こと， p 出來 なかつ 

た。 雪の 屮をソ リに乘 つ て ゆ 校 へ 通 つたこと もあった。 あれから これへ といろ いんな こと を^ 出して わると、 時計が じ& 
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をラ つたので びっくりして、 飛 起きた。 表へ 出て 见 ると さしの ぼる 太陽が 雪 を 銀色に §1 らして， Q た。 ，M ひのお 5t やの^ 突 

から IT か^さろ に 立 E 外って ゐ た。 前の 赤 い 家が 白 い 雪に 包まれて まことに っリ 合が よい。 その 樣 子が まるで 讀 本に あつ た 

雪贵 色の やうに 类 しかった ので、 私 は ぼんやりと 眺めて ゐ ると、 ふいに 飛びつ いた ものが あった。 それ は エスと 映ち やん 

であった。 エスが 残した ので あらう、 つばきの やうな 足跡が あた リ 一而に ちらばって ゐた。 映ち やん は. S つり をしょう し 

ようとい つたので、 もし かたがない から、 お 相手をしながら なほ も その 雪景色に みとれて， Q た。 ああ この 雪；^ 色 も、 い 

まにあの どろん どろん になって しま ふの かと 思 ふと、 私 は 何だか 悲しくな つた。 

二十 八の 例 を かいた 生徒 は、 三に は 休んで 害かなかった。 この 生徒の 態 皮に 著しい こと は、 お 

ちつ いて 叙述して ゆく、 豐 かな 調子で ある。 例へば 自分の 部 尾が 庭の そばに あると 言って お いて、 

すぐに その 庭が 小さい 庭に すぎぬ こと を、 ここで 述べて ゐる。 それが 文脈が 通って ゐて、 少しも 

不自然で ない。 そして さう いふ^ 柄の 敍述 ばかりで はなく、 自分の 聯想 內容 についても、 M 様に 

おちついて 述べて ゐる。 最初の 聯想 內容 は、 四十七士 ゃ樱田 門であった が、 その 次の 聯想 内 容 

は、 北海道で 幕した 冬の ことで ある。 何れにしても よくお ちついて 叙述し てゐる 點 は 同 一 であ 

る。 雪 明の 明るさ を かく 時に も、 すなほに おちついて 居る ので ある。 展 は、 これと いふ 節が な 

くて、 金塊 をう ちのば して 行く 様に、 そのものが 持つ 內 なる ものの、 自然の 展 11 である。 附加さ 

れて それが 系統 化されて 行く のではなくて、 系統 そのものが 展開して ゆく ので ある。 隨 つて かう 


いふ 展開 形式 を 持つ 子供の 成績 は， はじめから 一 つの 形 を ちゃんと 持って ゐる。 だんだんに 築き 

上げられて 9 く 形でなくて、 はじめから 全體 がそな はって ゐ るので ある。 故に 系統 化す § の 强く 

働く 展開と， 部分 化する 働の 强く 働く 展開と が、 展開 形式 中の 二つの 特色 ある 型で あると m 心 はれ 

る o 

ー| 十九 ノ 一  ふと 目が 畳める と、 すぐ 寢卷 のままで 下の 便所へ 行った。 「サ ラサ ラサ ラ」 と苜ふ 昔が 私の 頭に すぐに， い 

た。 すると 私 +1 不斷 から！ ii! であった か、 り、 さて は 誰かの 惡 戯かと 思って、 上 を 見上げたり 後 を， M いたりして、 c: 八：？ の^ 

にある 便所の 細い 窓の 所 を 見る と、 何んだ かい つもと 違って 樣子 が^し いので、 其の 戶を II けて W ると^ きました。 

近- I？ に^らしい 雪、 綿 を ふわ リと 天の 祌樣 がお 下しに なった の だら-つ などと 嬉し さの 餘り、 便所 を 出て 二階に 行き、 ュ い 

で？ と ^變 へて、 長靴の まま かつば も 着ないで 外に 出る。 

S 分 はは 怠に なリ 誰 も 出て はない かと 思へば、 其れと は 違って 梅 W の^ち やん、 お 本さん の 小^さん • まだ 出の 人人が 

雪 かきで かいて る。 其の 樣子を 見る と WC くて 面白くて 仕方がない。 ああ 桀 しき 雪よ。 

二十.^ ノー 一  靜 かに 眠って； £5 る 私 はふと；：！ I が覺 める と、 すぐ 下の 便所へ 行った。 

可^から. V もな くす— と 私の ももの 迻を 行き過ぎる。 

さう g ふと 何だか 今日は、 いつもよ リ樣 子が 違 ふ 樣な氣 がする ので、 すぐ 目の前に ある 窓の 所 を^る と、 近 B に^、 ししい 

S を 見る と、 私 はすぐ 便所 を 出て、 二階に 行き^ 物 を着變 へて、 又も ニ陪 より 下 リて來 て、 « 靴 を はき、 かつば もお ない 
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で 外に 飛び出した。 

たしか^が 一番 早いだら うと S ひ、 ^意に なって かけずり 廻って ぼる と、 其れ どころ かお 本さん のお 芳 ちゃん、 出の ク 7 

ちゃん、 其の 他 近所の 子^ 逑と、 大きな. 審 だるま を 作って 遊んで！ W る。 ^は 私の 方 を^いて， み ー ちゃん 隨 分-お ぼす けね」 

などと かへ つて 恥 を かかせられた。 其れでも 嬉しい 此の 雪。 

ああ^し き 此の 雪よ。 

二十 カノ 三 ふと：；：！ が^め ると、 あ I んとー つ 大きな あくび をした。 とすぐ にドの 便所へ 行った。 

何 返から と t なくす I と 私 の もも の逡を 行き過ぎる。 

さう 思 ふと、 何だか 今日はい つもより は桡 子が^ ふ 樣な氣 がする ので、 迻 を：^ 廻して W ると、 すぐ！！：！ の 前の 窓 越し こ、 ち 

、しっと な 雪。 「あら ッ雪」 と 窓 を叨 けて 外 を： ^ると、 綿 をち ぎった 様な 雪が、 ほこ リの棕 に 細かく 降 リ^いて： W る。 

私 は 其れ を： 3- ると すぐに 窓 をし め、 便所 を 出て 二階に 行き、 着物 を^ かへ て、 乂も 二階よ リ下リ て、 長靴 を はき かつば も 

^ないで 外に 飛び出した。 

たしか 「^が 一番 uf いだ、 しう」 と 思って W 意に なって W ると、 其れ どころ かお 本のお 芳 ちゃん 梅 W の髙 ちゃん やが、 大き 

な If だるま を 作って 居る のに 恥 かしくな つてし まった。！ W して 私の 方 を， M いて、 「み —ちゃん ^ 分^ ぼす けだね-」 と 一 ia つ 

て 笑って居る。 ああ、 なんと 朝から おかしな 雪の 朝 だら う。 

二十 九の 例 は、 二で ーを收 約して、 寢卷 のま ま 便所に 行った 處の 敍述を 削って しまった。 二と 

三で 一 の 終の 部分 を展！ 1 させて るる。 しかし この 收縮 はむしろ この 文章の 特色 をす てた もので あ 

るし、 終の 展開 は 不必要な こと をした ものである。 故に この 文章 は無愤 値の 所 を 展開 させて、 文 


ふ； 早の 價値を かへ つて 低落 させて しまった。 これ は 展開 形式の もつ 一 つの 衰類 である。 

=ー 十 ノー  僕の 名^ を 呼ぶ 者が ゐる。 誰かと 出て 見る と 平野 君 ゃ屮村 君であった。 その 時 は艽時 十五 分 3"。 さっそく じ 

うど ラぎを もってもう 二人 t- びに ゆき、 どうじょうへ ゆき、 じう どうぎに きかへ、 じ-つど. つ を はじめた。 その. s に Is だ 雰 

だとい う 者が ゐた" 呰んな は 1 度に 雪 か へと い つて、 ガラリ と戶を あけて 兑れ ば、 綿の 様な 雪が 降って ゐた。 がつ いて 

H5- れば、 なるほど さっきよ リづ つと 寒む かった。 その内 先生 は あまざけ を もってき たので、 それ をのみ、 かける やうに し 

て 家に とびこんだ。 まだく、 りかった ので、 僕 はねて しまった。 nr かさめる と、 九 時 三十 五分であった。 す r 窓 を あける と、 

もう 一 寸餘 りつ もつ ていた。 それから おきて 公阅 にいった。 

三十 ノー 一  僕の 名前 を 呼ぶ 者が & る。 誰かと 出て 見る と、 平野 君 ゃ屮村 君が にこに こして まっていた。 ふと 時：^ を；！ ^る 

と、 五 時 十五 分。 さっそく じう どう 着 を 着て、 どう 場へ 行き、 じう どう を はじめた。 すると it だとい つたので 见れ ば、 ，n 

い. B い 雪が ちらちら ふ つて ゐた 。氣 がっくと さっきよ リづ つと 寒い。 そして 終った ので 家へ きて ねて しまったい すると、 

おばあさんが 僕 をお こす こ ゑが きこえた。 おきて 外 をみ ると、 もう 一寸ば かりつ もってい たので、 さっそく 公阅 へいって 

みたら、 誰か ある いたらし く 足跡が ついて ゐ たの で 僕 も はい つてみ たら、 げたに 一 つば い 雪が はさま つ て、 ころび さう に 

なった ので、 ヒャッ として 家へ かへ つて 妹 をお ぶって 雰 釣 をした。 

三十 ノ三 ど しんど しんと じう どう を やって ゐ ると、 雪 だ だとい ふの で^れば、 白い 白い 雪が ちらち、 り ふって ゐる。 

ふと 氣 がっくと さっきよ リづ つと 寒い。 そこで さ つ そく 家 へ かってき て、 寒む かった ので さっそく ねどこ へ とびこんだ。 

そのうちに、 おばあさんが 憐を おこす こ ゑが きこえた。 さそつ くお きて 外 をみ ると、 も-フー 寸 ばかりつ もって ゐ る。 さ 
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つ そくへ， t 阖 へ い つてみ たら、 誰か ある いた、 リ しく 足跡が つ いて ゐ るので、 僕 も は い つてみ たら、 げたに 一 つば い-客が はさ 

つて、 ころび さう になった ので、 さっそく 雪 をと つて また 一足 二足と あるく。 また ころびそう になった ので、 义雪 を-取つ 

て、 やっとの ことで 公阖を 出て 來た。 そしてい そいで 家へ 飛んで きて、 「ぼうや 兄 ちゃんに おぶさって 外へ あそびに ゆか 

う、 ゆきつり する の」 といって、 ゆきつり をして あそんだ" 

三十の 例 は 少し 妙な 位置に 居る。 一で は 柔道場に 居て 見つけた 雪で ある。 家に かへ つて 後 公 M 

に 行く が、 それ はほんの つけたしに すぎぬ。 二で は 一と はじめの 部分 は 同一で あるが、 廿酒 をの 

んだ 所な ど を 視野の 外に 出して、 この 部分 を 省略し、 公園の 雪 を かいて ゐる。 三 はやつ と視 方， M 

を やらして 來、 柔道場 を出發 として、 そこです ぐに 降る 雪に あ ふ。 一 の 全文の 七 割 をし めて ゐ仁 

部分 を、 二で は 最初の 部分に 片 づけて しまって、 公 阅 の 方が 重要な 倥 ^をし める 樣 になった。 こ 

の展 11 は 普通の 展^ 形式の やうに 首 部と 尾部と が ほぼ 一 定 して、 その 問 を 精細に する 展開で はな 

くて、 ^に變 つて ゐる。 しかも 突然 新ら しい 觀 方が あら はれて 來 たのでなくて、 大體の 方向 は旣 

に 一 にあった もので、 それ を 時に より、 重さ を變 へて ゐ るので ある。 この 展開で は、 笫 ー囘、 笫 

二 囘には 重 點を家 を 出る 時から 柔道場に ゐる 間に 置き、 第三 囘には 家 を 出る こと は 全く.^ 略され 

て、 柔道場が 半分から ま 2 かれ、 そろそろ 公園の 方に、 ず. 點が 移行して ゐる。 しかも この 三に あら 

はれた 移行 は、 旣に 二で その 氣 合が みえて ゐ たもので、 決して 突然の 生起で はない。 この 點 から 


みると 一から 二 を 通して 來 たもの が、 三であって、 三 は 決して 突然の 生起で はない。 したがって 

この 展開 は 展開 形式で ある。 しかし 一と 三と を比蛟 すれば、 展開 形式ではなくて、 むしろ 變換形 

式で ある。 二 を 置けば はじめて 展開 形式になる。 この 三十の 例 は 少し 妙な 位置に おる といった 所 

以 である。 

かかる 移動 性開展 形式 は、 必す 系統 化の 展開で、 少く とも 中に 二つの 著しい 節がなくて はなら 

ぬ。 そして 一 つの 節から 他の 節に 宽點が 移動す るので ある。 この 點で この 變換 は、 移動 性 を 持つ 

てゐ るが， この 移動 性 は 展開 力の 頹廢 から 來る ものでなくて、 展^ 力の 堦 盛から 來 るので ある。 

故に この 展^のと る 位置 は 展開 形式と 附加 形式との 中間に 居る。 附加 形式 は 初 部 を 反^的に 保 5a 

して、 尾部に 展問 する ものであるが、 この 移動 性 展開 形式で は、 尾部の 方に 展 方， 2 を， お ！g させ 

る ものである。 しかし この 移動 は必 すし も 尾部に のみ 向 ふ ものではなくて、 頭部の 方に， M ふ^ 八" 

も あ， o 得る こと 勿論で ある。 けれども 文章の 定位 は先づ 最初の 一句に はじまる ので あるから、 こ 

の 一句 を 動かす こと は 困難で ある。 この 部分 を 切りす てて、 背景の 中に 埋づ めて しま ふこと は 出 

來、 その 次 を 定位の 首 部に おく こと は出來 るが、 この 一度 定位した もの を 更に 定位し なほして、 

ここに カ點を 移動す る こと は 困難で ある。 これ を 出發 にして 展開して 行った、 比蛟 的未展 の 部 

分、 卽ち 後部に、 展開の 重點を 移し、 旣 展開の 部分 を 削除して 行く 方が 容易で も あり、 展 11 倾， M 
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の，： z 然 でも ある。 故に 頭部に カ點 移動の 方向 をと る こと はあり 得る と考 へ られ ながら、 その 赏か 

かる ことの 容易 に 行 はれ 得ない 1- 由が ここに ある。 


三十  一 ノー  ああ or かまぶ しい。 

「どこから 始めよう かしら」 と 思って 考 へ てな た。 

「そうだ IB!; 屮から やらう」 と 思 ひ、 雪 かきに とリ かかつ た。 

シャベル で 雪 をす み へ おして 行く。 

するすると 音 をた てて、 雪 をお して 行く。 

あま リ强 くお した^に、 體の 方が シャベルよ リ、 先へ 出て、 雪の 上に- ゥ つぶしに なった。 

「いやにな つち ま-つな」 と 思 ひながら、 起き 上った。 そして 乂 始めた。 

今度 は 雪 を あま リ 入れずに やって n5- たら、 すうす うと 上手に いって、 割合に はかどった。 

こんな， 同じ やうな ことで は、 あきつ ぼい 私に は、 接け、 リれ なかった。 

「ど-つしょう かな あ」 と考 へ てゐ ると、 おもしろ いこと がう かんだ。 

それ はおとな リの 家の 极へ、 雪 を かためて、 おとす ことで ある。 

^めに、 小さい の を こしら へて、 おとして I ^た。  •• 

トタ ン： W 根で あるので、 思った ょリ 大きな 音が 起った。 

私 はび つくりし ておちた 鹿 を 见 てむ ると、 誰 だか か い « を 上って 來る やうな 音が したので、 「はつ」 として 乂 もとの 仕事 を 

« じ めた 0 


一一 一十  一 ノー 一  「ああ まぶし い」 私 は 思 はず ひた ひ へ し は をよ せた C 「どこか、 り 始めよう かな 」 と S つて^ へ た" 

先づ 順序と して 眞屮 からしようと 思 ひ、 SE: 屮 へ と 走った。 丁度 眞屮 ごろから いよ いよ： g めた。 

雪 かきで 雪 をす み の 方 へ おして 行く。 

するすると 小ち やな 音を立てて、 雪 かきが 沿る。 あま "强 くお した S に、 體の 方が 雰かき よ" 先 へ 出て、 足 » 一  つない 純 

白な 雪の 上に、 はいば ひに なった。 

^はい つまで も 額 を 雪 へお しっけて ゐたし 

そして 呼吸したら-、 鼻の 屮へ 雪が すっと 飛び こんだ。 それでも まだ 起き 上らなかった。 

すると、 鼻の 屮 から 何 かおち て來た U 

鼻血 かなと、 思ったら、 もうさつ きの 雪が とけて おちて 來 たの だ。 

その 屮 におな かが つめたく 感じて.^ たやう だった ので、 起 上って 乂 It かき を はじめた。 

もうあき てし まった ので やめた 0 

雪 は 1 人で にと けたので あらう。 

こ の 雪が 降って から、 何日 目 かに 乂ひ 、りひ、 しと 白い ものが 降って 來 た。 

今度 こそた くさん 積って くれれば い いなと 思 ひながら、 落ちて 來る雪 を 見つ めて ゐた。 

窓ぎ はへ 行って、 も 見て ゐ ると、 雪 はすこし も 積らず、 皆 消えて 行く。 

「なんだ 積らない のか、 つまらな いな」 とい ひながら 窓 をし めた。 

そして 又 机の 傍 へす はった。 「何時 だら う」 と 思って 時計 を^た、 り 丁度 八 時 牛で. あった。 

後 三十 分 鉛筆 をと つた。 

「もうい いや」 鉛筆 を 筆 入に しまった。 
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そして カバ ンに ふとん をし ばリ つけた 0 

まだ はやい かなと 思って、 表へ 出たら、 二三 人づっ そろって 門 の 巾へ はって 行く。 

「この 時計お くれて ゐ たんだ わ」 

「いって まゐリ ます」 といって 家 を 出た。 

II！ は ひらひら 降って ゐ た。 

三十 一 の 例 は、 笫三囘 を缺^ の 爲に缺 いて ゐる。 この 展？ 1 はまた 一 つの 特色 ある 様式 を 示して 

ゐる。 二 は 一の そのままの 展 問 ではない。 はじめの 雪 かき をして 倒れた 所 を、 二で は 可成り 精し 

く展問 させて ゐる。 この 展 問の 嵇式は 客 觀的展 閗 の^ 態で ある。 しかも その 客観的な ものが、 ^ 

に K せせ られ て主觀 的な 味 を 持 つて ゐ る 客観性で ある。 然る に そ の 後に 次の 觀.^ を そのまま 附加 

して ゐる。 これ は^かに 附加 形式で ある。 展開 形式で あると！；！： 時に 附加 形式で ある。 展^ 附加形 

式で は、 ^二 囘が 展開 形式であって、 お 三囘 は^ 二 囘に展 した そのままの 部分 を、 少しも 變へ 

や に、 その：^ 部に 新ら しい 觀 察 を附 加す る ものである。 しかるに これ は 一 つの 文章で 前半 は 展開 

形式、 後 华は附 加 形式で ある。 展 形式なる と共に 附加 形式で ある。 しかし 前半 部の 展 il 狀 態で 

みれば、 十分に 展開 させうる 能力が ある。 前の 展開 附加 形式で は、 展開 不能なる が 故に、 その 尾 

部 を 延. おして 行った ので ある。 故に 素質と 倾. とが^ 然ら がって ゐる。 故に この 附加 形式 は、 展 


開 形式の ー變遷 態とみ るべき である。 展^す る 形の 一 つの 異例と しての 展開と みるべき である。 

贫三囘 で この 展開 を t うする か を 見たい のに、 それが みられな いのは 殘念 であつ ヒ。 

以上 二十 乃至 三十 一の 例 は、 何れも 展開 形式に 屬 する ものであって、 これ を總 括して 考 へる ネ 

に は、 二つの 様式 を 見出し 得る。 第一 は 展開の 範 園が 一定して るて、 その 中で 展 ii する もので あ 

る。 換言すれば 視野が 一 定 して ゐて、 同一 視野の 中で その 節節が 凝視せられ， 精細 をまして ゆく 

ものである。 然るに^ 二 は 視野 は 一定して ゐ るが、 視野の 中に あら はれる 節の、 仝 體に對 する 地 

位に 變動 をお こす やうな 展開 をす るので ある。 三十の 例の 様に、 展開の カ點を 移動して、 文：.；， に 力 

全く 別の 面目 を 持って 來る 程の 變化を 生す る ものである。 ^一  は 節が はじめの 決定され たせまで 

展開す るのに、 第二 は 決定され た 位^ を 持た 中に、 移動 的に 展^す るので ある。 

L かしこの 兩者 共に、 はじめから 節 を 有つ こと は ^一で める から、 この 節に 着目 すれば、 ^に 

展開 形式 中に 二種の 形が 見出される。 第一 は 文章 中に、 節卽ち 展開の 據點 があって、 節，；， の 

中心とする ものである。 第二 は 文章 中に 節な く、 文章の 全體が 展開す る ものである。 前^ は 系統 

： 化で あり、 後者 は 部分 化で ある。 系統 化と は、 節 を 中心として 展開す るのに、 展 ^ の爲に 新ら し 

る 傲 力作 川し、 この 観る 働が なしとげた 發 見が、 節の 展開と なること である。 後の^：:: 凡が、 
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眾 なる 附加 乃至 雜集 となる ことなく、 完全に 展開 を 成就す るので ある。 卽ち 新ら しき 部分が、 系 

統の 中に 取 入れられ るので ある。 部分 化と は先づ ある 全體 が、 新ら しき 客 觀的耍 素 を 要せす して、 

展問 する ことで ある。 卽ち全 體が絕 え やその 部分 を 分 出して 行く 展開で ある。 

而 して 以上の 二者 は、 共に 文章の 量 を 延長す るので あるが、 延長が 一定の 度に 達すれば、 その. 

屮に 統一 を 求めて、 結晶しょう として 來る。 收縮 にも 二つの 様式が ある。 第一 は 延長の 後に する 

もので あり、 最も 普通の 展開 形式で ある。 しかるに 第二 は 展開が 同時に 延長で あり、 收縮 である 

場合で ある。 卽ち 展開が 批判的であって、 絕 えす 展開 作用 を內 省し、 延長しつつ、 他方に は收縮 

する ので ある。 これ は 展開が その まま の 形 で 推敲 で あると いふ、 緊密な 狀態を 示す の で あ る 。 

次に 展開 形式の 頹 廢を考 へて みる。 展開 形式の 第一 種卽ち 系統 化の 展開、 節の ある 展^、 展開 

根據點 があって する 展開 は、 系統 化の 力が ゆるめば、 雜 然として 孤立し やすい。 この 紛錯が 統一 

力に かてば 雜^ 形式 を 得る。 故に この 形式 は 展開 形式 第 一 種の 頹廢 化と して 兌る ことが 出來 るの 

である。  • 

次に 展開 形式 第二 種の 部分 化 展開の 頹廢 が產む 形式 は、 反復 形式で ある。 節の ない 展開で ある 

から、 これが 展開 力 を破壞 すると、 全 體を繰 返す より 外ない。 これが 反復 形式で ある。 

故に この 系統 を 表に すると、 次の 如くで ある。 


(ち 充匕 昆, (定位^ i 展 L  _■  0M0^ 

展開 形式 一一 移動 性 展^ 一 

一部分 化 展開  反復 形式 


三十 ニノ  I ちんちん ちんと 七 時が なった。 下で はお 米 を ご リごリ と：， で &る音 がする。 まだ 七 時な のかと 一人 一 百 をい 

ひながら、 また ふとんの 屮 にも r リ こみ、 ^物 を 股の 上に かぶせ、 かいろ を だいて ね や-つと すると、 さ. りさ-りさ、 りさ、 りと 

雪の 降って る 一昔が する。 雪が ふって ゐ るの か。 頭に かぶせた 翁； ^を 持って 力-テン をはづ し、 i キ ごしに 外 を ながめる と、 

銀^: 界。 ft! 動 車の はしった 跡が、 はっき" と 五寸 ばか リの跡 をの こして ゐ るリ 


一 ノー 一  ちんちん ちんと 七 時が なった。 下で は、 お 米 を ごし ごしと といで ゐる音 がする。 まだ 七 時な のかと 一人 貢 

をい ひながら、 また ふとんの 屮 にも * くリ こみ、 ^物 を 頭の 上に かぶせ、 足と 足と さかんに ごそごそ やって ゐるぁ ひまに、 

ばさばさ、 ちらちらち、 りと 聞え る。 あ— 霉 がふって ゐる のかと、 頭に かぶせた^ 物 を 持って、 か あてん を はずし * 外 をな 

がめ ると、 邊りは 一 面の 銀世界。 たが ひち が ひに、 二つ、 四つ、 六つ、 八つと、 ほう 齒の あとが 簿黑く のこって ゐ る0 大 

通の S_M 巾に は、 ft! 勒 車の はしった 跡が はっき リ と五寸 ばかり、 のこして ゐる。 

三+ ニノ 三 ちんちん ちんと 七 時が なった。 下で は、. お 米 を ご リごリ とといで ゐる音 がする。 まだ 七 なのかと 一人 苜 

をい ひながら、 また ふとんの 中に もぐ リ こみ" 涪物 を. 政の 上に かぶせ、 足と 足と さかんに ごそごそ やって ゐるぁ ひまに、 

ばさばさ さらさ 、りさら と閗 える。 ああ 雪が ふって ゐ るの か。 頭に かぶせた 篛物を 持って、 か あてん を、 はずし 外 をな がめ 

ると、 邊りは 一 面の 銀世界。 二の 字の 下駄の 跡が 二つ、 四つ、 六つ、 八つ、 とたが ひち が ひに、 ^黑 くのこ つて & る。 大 
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S の 屮に は、 CM 車の はしった 跡が はっきりと 五寸 ばかりの、 跡 をの こして るる。 

三十 二の 例 は、 反復 形式で ある。 一、 二、 三 共に ほとんど 展 11 して ない。 展 し 得ない^ 由 

は、 主題 雪に-観る 力が^ 中し ないた めで ある。 書け な いのは 觀得 ないから である。 この 文の 第一 

^でみ ると， 八 割 は 雪の ことで ない。 布圃の 中に 寢 てるる ことで ある。 それでも 第二 囘 になる 

と、 こんど は 雪の ことが ふへ て、 三 割 六 七 分に なり、 第三 囘 では、 第二 囘と 同一で ある。 描お I 

入に く 同一 である、 主題に， 2 つて^^ 力 を^ 中す る ことが 出來 ない。 初め ある ものに 後から^ 加し 

て、 觀る もの を豐 富に する こと も出來 ない。 そこに は 最初の 全 體が、 そのままに 物锊 的に 横って 

ゐる に過ぎない。 もし 觀る働 を 盛に して、 新ら しい 幾：^ が 加り、 屁 §1 をお こす やうであった なら 

ば、 これ 節 を 有する もので あり、 卽ち 全く 別の 系統に 屬す るので ある。 

三十 三 ノー  十五 日の 朝 五 s-.0、 屮 村^が 平野さん 平 gj さん； 牛 野さん とよんだ ので 飛 起て 兑 ると、 今朝 * 近 へ ゆく  B 

だ。 そしてす ぐ 柔逍翁 を^て、 巾 村^と 二 村 君の，： 氷へ 起しに いった U それから * 逍 へいって 见 ると、 もう かゐ て、 东 

そうにして ゐ る。 僕も屮 へ は い つてみ ると、 なかた か 寒 い。 そしてた をされ ると いた い。 その 巾に 六 時 を 時計が うった。 

先尘 も^^ をき てよ いといつ たの で^ 物を斿 て、 すこした つ と 光生 は 廿^ を もってき たので、 それ をのんで かへ、 り. うとす 

ると、 雪が ちらち、 しふって &る。 それからもう ねないで 家に， o た。 そ-つ-すると 七呤 牛に なった。 家の外 を兑 ると、 も-つ 一 

寸ぐら いつもって. q た。 そして 二階の 窓から 家 外 を！^ ると、 近所の 家の； W 根 は になって ゐ た。 


一二 十一 ニノ 二 十五 日の 朝 五 時！ 3、 中 村さん が 平野さん 平野さん 平^さん とよぶ ので、 飛 起きて 見る と、 今日は^ 五 ま 

でに 柔道へ ゆく 日 だ。 そしてす ぐ 着物 を 翁て、 巾 村^と いっしょに 二 村^の 家へ 起しに いった。 それ か、 りすぐ に 一！ 一人で 柔 

道へ いった。 みると もう がきて して ゐる。 せ を：^ ると $1 寒さう に、 お を ちぢめて ゐる。 僕 も その 仲 II にな つ てゐ ると な 

かな か 寒い。 その内に 僕の 番 がきた ので、 先生と してた ほされる と、 たかな かいたい。 その 巾に 六^に なった^、 先生 は 

「^物 を 着て よし」 といった ので、 すぐに 着物 を^て、 すこした つと、 先生が 廿 S を もってき たので、 それ をのんで かへ 、し 

うとして、 家の外 を 見る と、 雪が ちらち、 しふ" はじめて いる コ それから 家 へ かへ つてい つて、 七 時 小！'^ になった-ゆ、 家の 

外 を见 ると、 もう 一寸 r らゐ つもって ゐた。 そして 二階の 窓から 外 を^る と、 どこの 家の 1$ 极 にも 雪が 一寸ぐ、 りゐ つもつ 

てゐ る。 近所の 家のお 根 は S: 白に 见 へる。 

三十 一 ニノ 三 十五 日朝 五 時^、 中 村^が 平 © さん 平野さん とよぶ ので 飛 起きて 见 ると、 今日は 朝. 九^までに «sl へ ゆく 

日 だ。 そしてす r に 着物 を^て、 中材 君と いっしょに、 二 村お の 家 へ 起しに いった。 それから すぐに 柔^ へ い つてみ ると 

もう 友達が きて ゐる。 友達 を 見る と 寒さう に 首 を ちぢめた リ、 手 を こすった リ して ゐる。 僕 等 も， ての：？ ：1Z に はいって はる 

と、 なかなか 寒い。 その 內に六 時に なった 5"、 先生 は 「着^ を 翁ても よい」 といった ので、 すぐに 翁^ を^て、 すぐ 

をで ると、 雪が ちらちら ふリ はじめて ゐる。 それから 家に か へ つて 七 時 牛 家の外 を^る と、 もう 一 寸ぐ、 りゐ つもって， Q 

る.、 二階へ いつ て 窓から 外 を 見る と、 どこ の 家 の 屋根に も 雪が 一寸ぐ らゐ つもって ゐる。 近所の 家の ^极は el  .a に え 

る" 

三十 三の 例 も 亦 反復 形式で ある。 これ も 前例と 同一に 文の 主題に 注ず： して ゐ ない。 一で は^の 
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ことが 全文の 二割と. は誊 いてない。 おきて 柔道の 稽古に 行く こと を 八 割 以上 かいてる る。 二で も 

E 様で あるが 三になる と， 少し 增 加して 四 割 位 は 雪の こと を 害いて るる。 しかし 雪に. ついて 何も 

い 觀察を して ゐる わけで はない。 ^然 として 雪の ふる 朝の こ とを甞 い て ゐ る に 過ぎ な い 。 

故に 反极 形式 は、 主題に 桨中 する カを缺 くこと に 外なら ない。 隨っ てこの^ 導 は、 推敲に よって 

雪に 關係 のない すべての 觀察を 削除して、 まづ 主題 關 係の 部分 だけ を 取 出し、 それ を 中心に して 

觀る 働を換 起す る 外 はない。 この 三十 三で は 柔道の すんだ 處など を 削除し、 先づ 雪の ふり 出した 

處 から 観察 を はじめる。 空と 地と、 雪が 歸 つてく る 肩の 上に かかる 様子、 さう いふ 觀察を はじめ 

させる。 少しも 雪の ことが 害いて ないならば、 全く 出發點 がない ので あるが、 これ. たけ 雪の こと 

が あるから、 それ を 出發點 にす る こと は、 困難で はない。 ことに 無關 係な こと を 削除され てみ る 

と、 ，= 分の してな たこと が 全く 見當 をち が へ て 居る ことに^が つくで あらう。 そして 雪 の 観察が 

出來 上ったならば、 先に 削除した 柔道場の こと を 復活して、 その 塞 さが 雪の 降. 5 出す 前だった と 

いふ ことで 關係 づけても よい。 しかし これ をい そいで は、 折负 雪の 主題に むけた 觀察を そらす こ 

とになる から、 注^ を 要する。 

一二 十四 ゾ  一 =1 がさめ たリ すぐ 上の 引 まど をみ ると、 ガラスの 上に へんた 物が のっても るので、 へんだ と 思って ゐ ると 


「雪 だよ 雪 だよ」 とい ふ 弟の 萆も 喜に 滿 ちて ゐた。 僕 は その 時、 去年の 雪の 朝 を 思 ひ 出した が、 そんな^-に は 射 ft" して ゐな 

い。 す r 飛び起きて 着物と 蔻か へ て、 すぐな がしの 方 へいって、 大 急で、 かほ を あらつ て、 弟と 二人で 外へ 出た。 甩极に 

は な 雪が 一 寸 ばか リ つもって ゐた。 僕 は 外へ 出る とすぐ 弟に、 雪の つぶて を 投げて やった。 それが 丁度、 弟の えりの 

巾へ 入つ てし ま つ た。 弟 はから だ を ふ リふリ 「まだ だよ まだ だよ、 あんま リ ひきよ-つ だ」 などと いひながら、 上 をぬ い 

ではた いて、 それ をき てきう に また つぶて をな げた。 僕 はそんな ことに は、 もうしょうち もしょうち、 ひ、 りリ とた い を か 

はした。 うしろの がらすへ ぶっかった ので ひやりとした。 

！ 一一 十四 ノニ 目が さめた。 す r 上の 引 まど を 見る と、 ガラスの 上に へんな 物が のって ゐ るので、 へんだ と 思って， 0 ると 

「雪 だよ 雪 だよ」 と いふ 弟の 萆も喜 に滿 ちて ゐた。 僕 は その 時、 去年の 事 を 思 出した が、 そんな ポに はとん おしてん な 、 。 

すぐ ふとん を まく つて 飛び 起さ、 ねまきと 着物と 着か へ て、 すぐな がしの 方 へいって、 大急ぎで^と 二人で 外 へ 出た。！ W 

极には 眞.； ；： な 雪が 一寸ば かリ 稼って ゐた" あたり は 眞 白で、 目が いたいよ-つ だ。 外へ 出る とすぐ ^に、 雪の つぶて を 投げ 

て やった。 すると そのつ ぶてが 丁度、 弟の えりの 屮へ はいった。 弟は體 をふリ ふり 「まだ だよ まだ だよ、 あんまり ひきよ. つ 

だ」 とい ひながら、 上着 をぬ いで はたいて、 上着 をき ると 急に 僕に つぶて をな げた。 僕 はそんな 事 はも- ゥ しよ-つも、 ひら 

りと 體 を か はしたら、 うしろの ガラス へぶ つかったら、 おばさんが 出て きて にがい かほ をして、 ひた ひに し は をよ せな パ 

ら 「ぶっけて はだめ です よ」 といった ので、 弟と 二人で 家へ ひっこんで しまった。 

三十 四 ノーニ 目が さめた 。すぐ 上の 引 まど を兑 ると、 ガラスの 上 を 見る と、 へんな 物が の C かって ゐ るので、 へんに S 

つて ゐ ると、 急に 後から 弟が 「雪 だよ 雪 だよ」 とい ふ萆も 喜に 滿 ちて ゐた。 僕 はふと 去^の 雪の^ を 忍 ひ 出した が、 そん 

な 事に はとん ちゃくして ゐ ない。 すぐ 布簡を はね かへ して 飛び起きた。 そして 寢卷と 着物と^ かへ た。 そして^ 所へ 行つ 
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て S いで 额を a つ て、 弟と 二人で 外 へ 出た。 ^枞 には^ 白な S が 一 寸 ばか リ つもつ てんた リ あた リは 白で、 口が いた い 

よう だ。 外へ 出る とす r 弟； a がけて S をな げた。 すると その 雪が T 度 弟の え リの屮 に 入った n 弟 は體を ふりながら 「まだ 

だよ まだ だよ、 あんま リ ひきょう だ」 とい ひながら、 上^ を脫 いで S をお とした。 上着 を^る とすぐ 僕に 雪 を 投げた。 僕 

はそんな^ はしょう ちしきって. 0 る。 ひらりと 體をか はした" すると 後の ガラス へバ チャンと ぶっかった。 僕 は ひや リと 

した。 するとおば さんが 出て 來て、 にがい かほ をして、 ひた ひに し は をよ せながら 「ぶつつ けて はだめ です よ」 といった 

ので、 弟と 二人で 家へ ひっこんで しまつ た。 

この 三十 四の 例 は 少しち がった 反復 形. 式で ある。 反^形 式の もの は 能力の^ ：! を 示す のが^ 通 

であるのに、 この 生徒 はかなり 明確に かいて ゐて、 しかも 三 同に わたって、 一寸 他に 比較の ない 

^に、 そのままの 反復 を 示して ゐる。 一 冏 では t の 生徒に くらべても まけない 成 緒 を 示し、 展 問 

が^ 能で あると 思 はれた のに、 ニ囘 以後 それ をして. Q ない。 ただ 終の 方の 硝子^に 雪 をう ちつけ 

た 所 を ー厣 正確に して. Q る だけ 途 つて ゐる。 これ は 力が 足りぬ ので 反极 して ゐ るので はない。 他 

に 何 かの^; が あると 忍 ふ。 害寫も 正確で， 熱心で、 作業 を いいかげん にや つ てゐ るので はな 

い。 或は 推敲の 意味が、 十分に 徹しなかった のか もしれ ない。 故に I： らくこの 形式の 考察から は 

取 除いてお きたい。 

一二 十五 ノー  侏 は 自然に a がさめ た 。僕 は 暧 かい 布 阁の屮 から！ z を さました。 そして 側の 時^ を 見る と、 もラ九 時で あ 


る" すると 下の 方で、 妹が 「兄さん 雪が ふったの よ」 と 言った ので、 窓からの ぞいて 見た くな つが、 何だか めん ど. r- くさ 

いので またす ぐね ようとし たら、 お母さん がもう 「御飯です よ」 と 言った ので、 仕方なく 起きて、 下へ 行く つ ひで に 窓 か 

ら のぞいて ると、 外 は 一面の 雪で 明白であって、 まだ 空から は 雪が ちらちらと 降って なた。 僕 は それから^ 物 をお かへ 

御飯 を& ベてから 外へ 出て；^ ると、 雪が 少し 積って 居る。 僕が 外の 景色 を 見る と IKC だ。 僕 は それから すぐ 二階へ 上って 

勉© した。 


一一 一十 五ノニ リリ 

でなら な い o けれど. 

曇った 大空から、 白 

雪が めづ らし いので、 

思 つ た。 


> ン とい ふ 目 ざまし 時計が 勢よ く 鳴 つた。 九 時の しらせ だ，. - もう 起きる 時刻 だが 起きる の がお つくう 

- 仕方がな いので、 布阑を はねて とびおきた。 そして 何の 氣 なしに 窓の 外を兑 る と^いた。 どんよ リ 

- 綿の 様な 雪が ち、 りちら 降って ゐた。 思 はず 戶 をが、 りリと あけて 外 を 見る と， 雪 が秸 つて ゐる。 ほ は 

いつまでも 見て ゐた。 が W 舍の 雪景色と くらべて 見る と、 都の S 景色 は 殺風^な もの だと つくづく 


三十 S  ノーニ リリ リン —— とい ふ 勢よ い：；：： ざまし 時計が 鳴って ゐる。 九 時の 報 だ。 「もう 九 時 か。 起きる のがい や だた 

あ」 と 思 ひながら、 やっとお きた。 おや 何だか 外が あんま リ靜 だぞ。 もしかしたら 時計が おくれて & るの かもしれ ない と 

思って、 窓 を 見て 驚いた。 どんよ" 曇った 大空から. m い 綿の 樣た 雪が ち、 りちら 降って W る。 思 はず 窓^へ 行って 戶を がら 

りと 開けて * 外 を 見る と、 外 は 人が 誰 1 人 も 通て なか つた。 唯 幾 筋 か の 車の あとが 薄つ す、 りとの こつ て るお けで あ つ 

た 0 


人の する 仕事に、 ことに 展開 を 主として 考 へ ようとして ゐる敎 室の 仕^に、 完全なる 11^ 伋のな 
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い 如く、 また 完全なる 變換 もない。 隨 つて 變換 形式と いはる る もの も、 全く 前と 無關 係に 變換し 

得る ので はない。 ことに 子供の 經驗の 世界 は狹少 であり、 雪の 經驗 は、 ^京で は每 日出 あ ふ經驗 

ではない から、 根柢 的に 變換 する 事 は 有り得ない。 されば この 三十 五の 例を以 つて、 變搀 形式と 

よんでも、 差 支 はない 譯 である。 

一は 妹と 御飯との 仁め にお こされて、 下に 行く ついでに 窓 をみ て 雪を發 見し， 御飯 後 外に 出た 

ことが かいて ある。 それが 二になる と 九 時の 時計に おこされる 所が かいて ある。 そして ^ を 發見 

し 田舍の 雪景色と 都會の 雪景色と を 比較して ゐる。 三で は 時計に おこされる 處は 二と 同 一 だが、 

あたりが 靜 かなの をうた がふ ことがあって、 窓から 雪が 發 見され る。 そして 外に は 人通りの ない 

路の 上に、 車の 轍の あと を 見出して ゐる。 かう いふ ほとんど 無關 係な 觀 方から この 三囘の 文章が 

成立して ゐる。 しかも この 形式が 前 形式と 相 通す る 處のー つで あると 思 はれる、 注せ： の 散お が あ 

る。 雪 を みても、 そのみた 雪に 十分に 注意 を柒 中す る 事が 出來 ない。 雪 は 輕く取 b あっか はれ、 

それ 以前の ことが 精し く かかれる。 これが 反復 形式と 共通す る處 で、 この 形式が 展開 形式の 頹廢 

と み ら る る 0 由 で あ る 。 

この 例で は、 雪を甞 いた 量が 第一 囘に 全量の 四 割 五分、 第二 囘に 全量の 三 割、 第三 囘に 全量の 

五 割で ある。 最後が 量 も 最も 多く、 觀察 もす ぐれて 居る から、 これによ つて、 III と無關 係の 部分 


を 削除して、 殘の 部分 を 展開 させて みなくて はならぬ 

しかし この 文章で も わかる 様に、 この 形式に は^く は饰 がない。 この^から^ て ^換形 1H 

は、 部分 匕 展開の 系統に 屬し、 その 頓廢 による ものなる ことが 知られる。 故に こ G 形式 力 ゾ 

を 囘復 して 來 ると、 部分 化 展開になる ので ある。 

三十 穴 ノー  雪の 日の 朝 は、 ^通より とくべつ 早く 起こされた リ 今日は 小^の やどと リ なので、 日^日で も 川 力い つば 

いあつた。 なにしろ 雪が 降って ゐ るので、 外に は 出る ことができない。 今 B は 曰 曜日 だに さつば リ おもしろくない。 妹の 

金と 僕の 金と で、 かるめ やきの 道具 をかった。 やくの は 上手に なった が、 外に 出られない のが 残念で たまらない。 W 含 か 

らも、 りって 切った 竹. おにの つて、 外に 出 やうと したが、 とめられ たので よした。 がそれ が^であった。 ほ榑^ であるいた 

^がこうって ゐ るので、 よくす ベる。 所に よって は ほうば の もぐ りそうな 所 もあった 

一二 十六 ノニ 雪の 曰の 朝 は、^？ i ょリ 特別：； 十く 起こされたい 今日は 小 偕の やどと" なので， 日躐 日で も くな、 な 

にしろ 雪が 降って ゐ るので、 外に は 出る ポ が出來 ない。 雪 は 其の 時 はすこし は 面 C いが、 後になる と 逍が惡 くなる ので、 

朝學^ に 行く 途屮逍 が こ ほって、 つるつる とすべ るから 雪 はい や だと 思って ゐた。 もっと 積れば 1 合戰 も出來 ると おもつ 

た。 其の 時時 計 は 十 時であった。 活動に 行って いい かときく と、 いけない S の 降って ゐ るのに、 とい はれた ので、 仝く 

の B はつらい なと 思った。 

三十 t ノ三 雪の 日の 朝 は^ 通より 早く 起こされた。 今日は 日^でも 面 n くない。 考 へて 兑れば 今日は  一 M 十五 闩、 小 
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愤 のうれ しい 日、 小^ は うれしく とも、 僕逹は 面，：： くない。 なにしろ 小^の やる 仕^ は、 ^逑が やる ので あるから、 ft の 

上^が 降って ゐ るので あるから 寒い。 手の 先 は ちぢ かむ やうになる。 其の 手 を 火に あぶる と、 針で つきさされ たやう にな 

る。 これ だか、 し^の 日 はい や だと 思った。 S の 曰に は 外に 出られず、 .2: にゐ るから-つい 妹 をた かしてし かれる。 雪の 曰 は 

だから きらいだ。 雪が とける、 と逍 が惡 くなる。 こ ほれば つるつる すべる。 だか、 り 雪の 日 はい や だ。 雪 は 其の だけち よ 

つと 面白いだ けで ある。 

三十 六の 例 は、 ほとんど 完全なる 變搀 形式で ある。 一は 藪 入 だから 用が 多い こと、 雪で 外出が 

出來 ない こと、 妹と 金 を 出しあって かるめ 燒の 道具 を かって 來 たこと、 竹- fer に乘 らうと m 心った が 

とめられて 乘ら なかった が、 それ は 反って 仕 合せであった ことで ある。 二 は 藪 入 だから 用が あつ 

て而 白くない こと、 雪で 外出が 出來 ない こと、 雪 は あとが 不快で ある こと、 もっと 降れば；^ 八 nt^ 

が 出來る こと、 この 時 十 時で ある こと、 活動に 行く の をと めら れて、 雪の 曰 はつ まらぬ ことが^ 

いて ある。 三は薮 入で 面白くな いこと、 雪で 塞い こと、 雪の 曰 は 外に 出られぬ のでつ い 妹 をな か 

せる こと、 雪の 日 は あとが 不快で ある ことな ど。 そして それが 前と 關係 なしに、 別別に かかれて 

ゐな がら、 最初の 「雪の 日の 朝 は、 普通より 特別 早く 起こされた」 とい ふ 一 句と、 藪 入の こと は 

共通で ある。 變搀 形式の 型で も， 猶 最初の 一句が 保存され る 傾の あるの は、 意味が 深い。 そして 

三者に 共通して ゐ るの は、 雪 は 不快で あると いふ 感 である。 この 場 八 I： にも 北ハ 通して ゐる感 を 中心 


にして， そこから 跋問 する もの を 取り出さなくて はならぬ。 この 生徒が かかる： 換を なすの は、 

持 辯 的なる 働の ないた めで あり、 持縐 的の 働の ないた めに、 一 つの 文章で も 中心の^ 目に ふれす 

不必要な 問題の 中に ぐ づぐづ してる る。 隨 つて ここに、 文せ f の 中心と なる ベ きものが 何で あるか 

とい ふ 判 斷を缺 除す る。 この 中心と なる ものの 判 斷が缺 ける から、 中心が 把持せられ す， 浮 勁す 

るので ある。 されば 變換 形式の 生徒に 對 して は、 先づ 中心 を定 むる こと、 次に 巾 心に，： 1： つて 桢細 

なる 観察 を つづくべき こと を、 桁^し なくて はならぬ。 雪が 不快なら ば、 その 雪の 不快なる 小. K 

を 1^ 細に 吟味 させ、 反省させる。 笫ニ囘 に は それ を 定位 させて^ いて、 その 屮でー ^精細に し、 

他の 範阅を 全然 許さぬ ことにする。 これ をつ づければ、 生徒 は變換 形式から、 漸次に ぉ^ 形式に 

移行し^ るで あらう。 この 形式 は 一 度 とらへ た 對象を 持 辯 的に 深める ことが 出来ない ので あるか 

ら， この 例で わかる やうに、 一つの ものに よく 統一せられ、 節がない。 故に 節 を 多く 作らせす、 

一 つの 心 持に槃 中す る 様に 導かなくて はならぬ。 これ は 展開 形式 中の 部分 化展 ^ の 浮動 的： KiE 山 

領廢 に屬す るからで ある。 

三十 七 ノー  3!f  くお きなおき なと いふ 聲が きこえた。 僕 ははつ と 思って おきる と、 ちゃう ど. 九 時でした U す r 弟 をお こ 

し、 すぐ 外へ ゆく と、 まだ 夜 廻 はま はって ゐ ました。 すぐ 平野さん たちと 二 村さん の. s へお こしに いって、 ra: 人で じゅう 

どう へ 行き、 三十 分か  一 s-ilsi た つて、 いよいよ かへ る 時には * 小粒の 雪 がふ リ はじめました。 その 時 じゅうどうの 少^- 
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の 方の 者 は、 外へ 出て さはぎ はじめた 時、 外 はま だ 人の あま リ と-つらない ことで あるから、 八，； 0 はよ けいに ふると 思 ひ、 


家へ はい リ、 寒い からまた ねどこ へ は ひ 

た o 

三ャ七 ノニ 早くお きろお きろと いふ 

とな リ にね ていた 弟 をゅリ おこし、 すぐ 

& さ/) と 二 村さん をお こし、 四 人で じう 

が 降" はじめた。 すると か ヘリが けの 

本 だ から、 S もよ けいに ふると 思って、 

ると、 S はよ ほど 降り iSS つて ゐた。 


リ * 九 時. 0 まで 僕 はねて ゐ た。 はっと 思って おきてみ ると、 雪 はよ ^つもって ゐ 


聲が きこえた 。僕 ははつ と 思って おきる と、 ちゃう ど 五 時 になって ゐ た。 そして 

まんと をき て 外へ でて ゆく と、 まだ 夜 廻 はま はって ゐ た。 そして 一 もくさんに 平 

どう へいった" よほど や つ て 一 時^も た つたの であ、 りう、 歸る 時になる と 小粒の 

もの は 外で さんざん さはぎ、 .2: へ は ひ 、リラと した 時、 まだ 人が あまりと ほらない 

家へ は ひった。 そして あまり 寒い から 又 布 M の 巾へ もぐりこみ、 九 時^ おきてみ 


三十 七/ 三 早くお きろお きろ 

た。 すぐと なリ にね て， 3 る 弟 を ゆ 

してす ぐ 半 野さん と 二 村さん をよ 

小粒の 雪が 降って ゐた。 か ヘリが 

から、 ^もよ けいに ふる 事で あら 


港が きこ 

し、 した 

四 人で じ-つ 

けの 者 は、 外で 

- つと^ ひなが、 リ 


リぉ 

ぴ、 


こみ、 九 時^お きて みれば、 家家のお 根 は^ほ. ra 


えた。 僕 ははつ と 思って おきてみ ると 

におり て ゆき、 まんと をき て 外へ でる 

どうへ ゆき、 一時 ^ 位 やった^ であら 

さはいで ゐ た。 すると 外 はま だは やい 

. 内の 屮へは ひって いった。 あんま リ 

になって ゐた。 だが^ 突の 所に はおが 


、 ちょうど； 九 時の りんが なって， Q 

と、 まだ &廻 はま はって ゐた。 そ 

う、 f| らうと して 戶を あける と、 

か、. ，v 人 や 車が あま リ とほ. りない 

さむ いので、 义^ 阁の屮 へ はひリ 

つもって ゐ なかった。 下へ おりて 


と 近 は 人 や 車の ためにぐ ちゃぐ ちゃに なって ゐた „ 


この 組の 文章に は附加 形式の よい 例がない。 これ も 十分に よい 附加 形式の 例と はい へない が、 

他に 適當の ものが 見出せな いので これ をと つた。 一と 二と は 全 く R じ 反復で、 反^形 式で あらう 

と 思って 行く と， 三が 終の 方に 行って、 煙突の 雪を附 加して、 僅かなる 附加 形式に なって るる。 

この こと は附加 形式の 成立に 一 つの 曙 示を與 へる ものである。 卽ち附 加 形式 は、 反復 形式が だ H. 

で 展開 を はじめた ものである。 反復 形式 は， その はじめた 作業の 形 を、 後 迄 變见 させる ことが 出 

來なぃ 保守的な 傾向であって、 その 度に 變更 する 變換 形式と は 明白に 對 立して ゐる。 この 反^形 

式が もし 展開 を はじめる とすれば、 旣に 定立した 形の 中で は 出来ない ので あるから、 尾部で 展開 

する 外 はない。 ここに 附加 形式が 出來 る。 

しかし 附加 形式の 延長 は、 必 やすべての 場合に 尾部 延長で あると は斷 言し^ら れ ない。 とい ふ 

の は 文章の 後部 を 反復して、 その 頭部に 新ら しく 附 加して 行く 場合 も考 へられる からで ある。 け 

れど もこれ は考へ られ ると いふ だけで あつ て、 かかる 場合 は 殆ど あり 得ない 位に 少ぃ であらう。 

何と なれば、 反復 性の 頹廢は 展開 力の 衰弱で あり、 文章の 定位 は 最初の 一句に はじまる からで あ 

る。 隨 つて 展開 力の 衰 へた 場合に、 最初の 一句 を 移動 させて 前方に 附 加せ しむる こと は闲 難で あ 

る。 前の 定位 を變 化せし め 得る 位なら ば、 他の 部分 を も 動かし 得る 答で あり、 それで は展！ §±! の 

衰頹 ではない。 非常なる 昂進で ある。 故に 附加 形式 は 依然として， 尾部 延長で ある。 
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さ I ば 展開 形式 中の 部分 化 展^が 頹廢 して、 保守性 をと ると 反復 形式と なり、 ^復 形式が 僅か 

に展 il を はじめる と、 附加 形式 を 生す るので ある。 故に 附加 形式 は 反^形 式から^ かれる もので 

ある。 

ここに^い て 五 種の^ 本 形式 は、 叨 かにな つた。 展開 形式の 系統 化 展開の 颓燧 か^ 雑^ 形式 を 

生じ、 部分 化 展開の 頹廢 から^ 復 形式と 變換 形式と を 生やる。 反^形 式 は 固定 性頹廢 であり、 變 

^形式 は 浮動 性顋廢 である。 固定 性類廢 が、 その 力 を 囘復 して 展？ i を はじめる と、 展 i! は 足 部に 

1 了 まれ、 ^加お 式 を 生やる。 浮動 性類廢 がその 力 を囘^ して 展開 を はじめる と、 もとの 部 ハカ 化展 

3: ほって 亍 くので ある。 同じ^^であって も 浮動 牲の 展開の 方が、 觀る俶 力 傲いて ゐる y であ 

るから、 展 問 の 囘復は 容易で ある。 故に 反^形 式の 指導 法の 一は、 之 を附加 形式に 向 はしめ、 叫 

お^ 式の 附加 部分 を大 にして、 その 沈 滯を救 ふこと が^ 1 步 になる 

これ 迄の 展開の 各^ 式の 關係は 次の 如くで ある。 

一 系統 化 展開 一^ 隱腿 鬧ー ……… 雑 I 式 

展^ 形式  -移 f ャ展釋 一 j 反復 形式 さや 

一.. ME 分化 展^  .1 變換 M 义开， IH 


三十 八 ノー  朝、 0 を さまして 見る と、 雪が ちら ほら 降って ゐ た。 おきようかと 思った が、 雪が 降って 家かった から、 

床の 屮に もぐった。 しばらく すると 雪 かきの 音、 雪 合戰の 1 昔、 子供の 遊ぶ^" 僕 も 外 へ 出て いった。 

三十 八 ノー 一  目 を さまして 见 ると * 窓 越に 雪の 降る のが！^ える。 な ー んだ雪 が 降って ゐゃ がるの かと 思って ゐ ると、 弟 

が 下から 上って 來た。 うれしそうに- sr か 降って ゐる よと いったので、 お ま へ ょリ おれの 方が 先に 生れたん だから 先に 知つ 

てら あと 云ったら 弟 はわら つた" 時計 は 何時かと 見る と 八 時つ しばらく すると 下で 雪 を かいて ゐる らしい ので、 伐 も 起き 

て 下にい つた。 九 時半 顷雪 はやみ かけた。 

三十. <ノ 三 を さまして 見る と、 窓 越に 雪の 降る のが 見える。 な— んだ^ が 降って ゐゃ がるの かと 思って ゐ ると、 弟 

が 下から 上って 來て、 さも 先にお きた 樣子 をして、 雪が 降って ゐる よと いったので、 おれの 方が 先に 生れた か、 し、 先に 知 

つてら えと ーム つた。 弟 は 先 へ 生れた つてしょう がない やい と 云った が、 わらって しまった。 

三十 八の 例 は、 部分 化 展開の 不十分な ものの 一例で ある。 一は 雪が 降って ゐ るが 裟 いから， 起 

きないと いふ こと、 二 は 雪の 降る の を 知って ながら 寢てゐ ると. そこ へ^が 上って 來て、 雪の ふ 

つ てゐ るの を 告げる ことで ある。 三 は 二 の 反復で ある。 一 も 二 も 比. c 床の 中に ^る點 で：^ 通す る 

が、 二で は 一にない 笫が あら はれて 來て、 その 問答が 中心になる。 共通して 一つの 節で ゆく 所 

は、 部分 化 展開で ありながら、 かう いふ 轉囘の 行 はれる 處は、 變 換性展 il 形式で あり、 しかも そ 
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れが やがて 反復 形式に なって ゐる。 部分 化 展開が 不十分で、 その 展開 形式の 中で、 變換性 を：： でし 

た 力、 反復 性を呈 した. 5 して ゐ るので ある。 この 事赏 は變換 性と 反復 性との 同系 統內 の變異 であ 

る こと を 示す よい 證明 である。 

三十 九 ノー  八 時 を 打つ 時計の 音に おどろいて、 目が さめた。 「オヤ、 なんだか 叨 るい ぞ」 と 思って 窓 を 明けて！ ：>- ると、 

ほ，；= な、 綿の やうな 雪が ふり 稱 つて、 さながら あた リは 銀世界。 「あ、 雪 だ」 私 は 思 はずさ けんだ。 ふの^-越しに 見え 

る 公^ は、 銀 の^の 樣 である。 ふと 下 を 見る と 庭に うはって； w る 八手の 葉が、 もうす こしで. a にっき さう になって W る U 

風が 吹いて、 公 阅9 木木の L に 積って « た 雪が 落ちた。 再び さっと 風が^い て 雪が 家の 屮に 人って 來た。 「おおさむ い」 

^いで 窓 をし めた。 

三十 オン 二 長い 夢から さめて、 ふと 窓ぎ は を 见 ると、 何だか 叨 るい。 「おや」 と 思って 窓 を 明けて 見る と、 な W の 

やうな © が 降って 3W る。 「あ、 雪 だ」 私 は 思 はずさ けんだ。 向 ふの 窓越しに 见 える 公阅 は、 e 舍で a た Jl.us の やうで ある。 

雪 は 天 力ら ひらひら 舞 ひながら、 靜 かに 靜 かに 地上へ 積って 居る。 私 はこの 靜 かな 雪景色に よはされ たや- r になが めて 居 

た。 するとい つか 少女 世界で よんだ； 太 使 鳥 舞 ふ 夜と いふ 詩 を 思 ひ 出して BW た。 この 雪 は、 はたして 灭使 鳥の 羽 だら うか。 

あ の 詩に は 雪 は灭使 ft? の 羽 だと 書いて あつたが、 こんな こと を 思 ひ 出して 居 ると、 下の 方で、 f さっと、， ふ 音が した。 「お 

やなんだら-つ」 と 思って 下 を =| ると、 】ぉ に 楠 はって W た八ッ 手が、 雪の ために おれた のであった。 雪 は ひ、 りひら と靜 かに 

靜 かに 地上に 精って 3W る。 ああ 静かな 朝の 雪景色。 


三十 九ノ三 長い 夢から さめて、 ふと 窓ぎ はを见 ると、 何だか 叨 るい T おや」 と 思って 窓 を 叨 けて：^ ると、 な 綿の 

やうな 雪が 降って 居る T お、 雪 だ」 と 私 は 思 はずさ けんだ。 ほ 白な 綿の やうに や は、 りか さうな まが、 极 にも、 lg 突の 上 

にも 積って 3W る、、 向 ふの 家 越しに 兑 える 公阈 は、 田 合で a た 綿 畠の やうで ある。 雪 は 天から ひ、 リ ひら 舞 ひながら、 靜 かに 

静かに 地上へ 積って 3W る。 私 はこの 靜か な雪贵 色に よはされ たやう になが めて 居た。 するとい つか 少女^: 界で よんだ、 灭 

使 鳥 舞 ふお と いふ 詩 を 思 ひ 出して 居た。 この 雪 ははた して 天使 烏の 羽 だら うか。 あの 詩に は： 人使^の 羽 だと いてあった 

が、 いやいや そんな^ 鹿な こと はない。 こんな こと を 思 ひ 出して 居る と、 下の 方で、 ば さっとい ふ 音が した T おやなん だ 

らう」 と 思って 下 を 見る と、 庭に 槠 はって W た 八手に 積って 居た 雪が、 落ちた のであった。 雪 は 無心に ひらひらと^ かに 

靜 かに 積って： W る。 ああ 靜 かな 雪の 朝。 

この 三十 九の 例 は、 一が 二に 於いて 見事な 展開 形式の 展開 をした。 そして 三になる と、 二 その 

ままの 反復 形式 を 示して ゐる。 蓋し この 生徒 は 二です つかり 展 問して しまったので、 三で は展 開 

の餘 地がなかった ものと 思 はれる。 この 文章 をみ ると， 笫 一に 窓 側の 雪 をみ つけ、 それ か，.： ハ外 

の 雪 を 見つけ、 それから 綿 畠の 連想に うつ b -、 重ねて 天使 鳥の 聯想に うつ. り、 それが 八つ手が^ 

で おれる 音に おどろく ので ある。 これ は展 問の 中心 を、 聯想の 上に おいて ゐる、 部分 化の 展^ i で 

ある。 この 故に 展開が 停止 すれば 反復 性 形式 を呈す るの は、 當 然と いはねば ならな い 。 

四十 ノー  ふと 0 を さまして！^ たら、 六 時 を-りって ゐた。 ふとんから 起きて 见 ると、 並：！ 通の 日で あると 人聲 がしたり、 
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人の 通る 昔 も 聞え るのに、 外 は 靜まリ か へ つ てなん となく 究ー .ぃ氣 持が する。 まく を 開けて W 子 を？ i して 外を见 て al るに、 

S ひがけな く  elc な^が 降リ つつ ある。 すずめ は 餌 を さがしに 方方 を 飛んで ゐ るの は、 いかにも^ さう に见 える。 枯木に 

は糾の ゃラな 雪が 降りつ もって、 花が さいた やうで ある。 地面 は 白く、 人の 足跡 は悌 である。 犬の 鳴顰が あちらこちらで 

閗 える。 とな リ の 家 も 起きたら しく、 どやどや 人 聲が閗 える。 驚 いたやう にあ 雪が 降 つてなる といって、 今 平の 初雪 だと 

1ー13 つて & る。 外 は^まり か へ つて. Q る。 

四十 ノニ 眠む たい B を こすりながら n を 叨 いて、 n を 時計へ むけたら、 六 時 をう つ 時であった。 ^^の 日で あると、 

人の 萆 がした リ 人の 迎る 下駄の 昔 もき. こえる のに、 今日は 外 は 靜まリ かへ つて、 なんとなく^い 樣 な：^ 持が する。 まく を 

開けて W 子 を^して 外 を 见 て 見る に、 思 ひがけな く眞. C な 雪が 降リ つつ ある。 すずめ は w を さがしに 方方 を 飛ん で，； 3 るの 

は、 いかにも 寒さう に见 える。 枯木に は 綿の やうな な 雪が 降り つて、 ^がと もな はれて、 花の さいた やうで ある。 

地面の 上に 土の 色 は 所所に 兑 えて ゐる。 その上 を 歩く 人の 足跡 は^で ある。 犬の 鳴聲が あちこちで 閗 える。 とな リの 家で 

も 起きたら しく、 人の 話 し萆が fg 子 を； § 一して K える。 驚いた やうに 雪が 降って ゐ ると 云って ゐる樣 子が 見える。 今年の 初 

雪 だと 言って ゐる。 外 は 靜まリ か へ つて ゐる屮 を、 すずめ は ひっき" なしに^ を さがしに、 方方 を 飛び ま はって る。 ^は 

うすずみ 色で まだ 雪 はやみ さ-つもな い。 家 の^子 戶に は. S が降リ かかって ゐる。 

四十 ノ三 眠たい！ U を こす リ ながら *  u を I！ いて 時計 を： U- たらば、 六 時 をう つ 時であった。 ^通の 日で あると、 人の わ 

、りひ^ がしたり 人の 通る 下駄の 音 もき こえる のに、 今日は 外 は 靜まリ かへ つて、 何ん となく 寒い 樣な氣 持が する。 まく を 

叨 けて W 子 を 通して 外 を^て ゐ ると、 思 ひがけな く aMrtl な 雪が 降りつつ ある。 すずめ は 餌 を さがしに 方方 を とんで、 如何 

にも 东さ うに 見える。 枯木に は 綿の やうな ©; 白な 雪が 降リ 稍って、 赛が ともな はれて 花の 3 いたやう である。 地面 は 土の 


色が 所所に 見える。 その上 を 歩く 入の；；. i- 跡 は ^ である。 犬の 鳴聲が あちこちで える 3 とな リの衮 でも 起きた、 ししく、 人 

の 話し 殍が W 子 を 逝して 聞え る。 驚 いたやう に 雪が 降って ゐ ると い つ て， Q る祓 子が 見える。 今年の 初^だ と： ia つて， 3 る。 

外は靜 まりか へ つて， Q る。 ^は-つす ずみ 色で まだ 雪 はや. みさう にもない。 家の W 子 戶には 雪が 降リ かか つてぼう として ゐ 

る o  • 

この 四十の 例 は、 展^の 様式で みると， 三十 七の 例と 同じ様に、 展^ 形式 I ぼ復 形式で ある。 

しかし 三十 七 は 部分 化展閗 系統の 展 ^ 形式— 反復 形式で あつたのに. この 方 は 系統 化展 系統で 

ある。 卽ち^ 一より^  二に かけての 展^ 1 は、 いくつもの 節の ある ものが、 系統 を 求めて るる Mil 

である。 ことに 幕 を ひいて みた 外^の 叙述 は、 叩かに、 & 個の 事赏の 系統 化で ある。 かう いふ 系 

統 化の 展開 も、 一度 展開の 頂 點に逹 すれば、 それから は 展問を 失って 反^にう つる。 故に：^^ に 

も 自然に 二種の 異る ものの ある ことが 知られる。 卽ち 純粹の 反復 形式 は 部分 化^ の頹廢 であつ 

たが、 かう いふ 混合 形式に おける 反復、 卽ち 展開 完了後の 反復 は、 決して 部分 化展 11 の 頹廢と は 

限らぬ。 系統 化 展開の 頹 廢に屬 する もの も ある。 隨 つて 他の 混合 形式に おいても、 蓋し 他の 展^ 

について 来る 形式 は、 純粹 反復 形式と は、 異性 質の もので あらう。 然 らば この 混合 形式 は、 ^純 

に 基本 形式の 混合の みと は考へ 得られぬ 點が 生じて 來る。 
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四十  一 ノー  ふと H がさめ た。 時計 は 八 時 を さして ゐる。 下の 方 か、 り 「- S ゃコ ン n ン」 と唱ふ 妹の か あい ぃ萆が 流れて 

來た。 私 はま だ 何とも 一一 一一！ i はないで ねて ゐ ると、 妹が 入って 來て 「姉ち やん 雪よ 雪よ」 とお こした。 それと 共に 私 はとび お 

きた。 そして W 子 窓 を あけて 外 を 眺めた。 あま リ眞 白な ので 目が 何だか 變な 感じ を 持った。 そしてし ばらく の 界に 

見 とれた。 ふと 下 を 见 ると 妹た ち は 雪つ" をして 居リ、 こっちの 方で は 白 石さん のお 家の人が、 雪な C 狨 をして、 額が ほて 

つ て 赤くな つたの が 見えた。 私 はさう だ、 これ を もつ と 大きく 見た、 り も つと もつ と美し く U- える であらう と 思つ てゐ た" 

する と^が 私 を よんだ。 ごはんの 時 「お母さん 上野 へ 行って い い」 と ^  くと 「お前 詩人 家に でもなる つも リ」 と 一一 a つて $! 

にわら われた。 私 はだけ ど どうしても 上野へ 行き、 帝都の にぎやかな 雪景色 を 見たい 心 は あふれ てんた。 しかし 仕方な か 

つた。 もっと 大きくな つて、 一 人前になる の を まつより ほか は 仕方ない。 

その 內に太 陽 は 川 て、 雪 は 次^にと けて 行く。 

四十  ーノニ ふと HT かさめた。 私 は 夢うつつ に 流れて 来た 妹の 萆に思 はず 起きて 外 を 眺めた 。^极 の 上 も、 かんばんの 

上 も SK 白な 色に 變 つて ゐた。 しば、 りく 空 を 眺めて ゐた。 薄 E.3 色 をな がした やうな^ の屮 から、 小粒の 綿で もお ちて 來るゃ 

うに、 地上へ さも 輕る さう につ もって 行く。 ふと 下の 方 を：^ ると、 妹た ち は 手に^ を かけながら fjl! つり をして リ、 こつ 

ちの 方で は 平 石さん のお 家の人が ほほ をば ら色 に そめて 雪合戰 をして ゐる 。「ああつ」 今 兄さんの なげた たま は n すぐに 私 

の.^ 方 をして， Q た小佾 さんの 耳のと ころに て、 粉と なって はれつして ゐ た。 私 は それに 見とれて ゐ ると、 母が 私の 名 をよ 

んだ。 私 はさ つき この 初雪の 帝都の にぎやかな 景色 を^た いために 上野 へ 行く ことにき めて ゐた。 思 ひき つて 母に 言った。 

母 はばか だと 言 ふよう に 笑って、 詩人 家に でもなる つも" かと 言 はれた。 

私 も 仆 方た くよ した。 

その内に 太 K は 雪の 上に 影 を なげ、 まぶしい ように きらきら 光 を 出して、 雪 は 次第にと けて 行く C 


四十  ーノ三 ふと 目が さめた。 私 は 夢う つつに 流れて 來た 妹の^ に、 思 はず きて 外 を 眺めた。 at "根の 上 もかん ばんの 

上も眞 白な 色と じて ゐる。 空 は 薄 暴 色に てた くさん ごみで もお ちて 來る やうに、 しかし 輕 さ-つに つもって！ T く。 ふと 下 

の 方を兑 ると 黑ぃ 小さい ものが 雪の 中に なげこまれ、 すこした つと 一ば い 上に 雪 をのせ てで てく る。 私 は 急に 小さい 時に 

に はで 雪つ リ をして、 うさぎ を 作った ことが 思 ひ 出され、 私 も 妹た ちと 雪つ リ をして ns 一た くな つた。 妹た ち は 盛につつ て 

ゐる。 又は ラ つた〕 私 は 妹 たちのい さましい 様子に 引きつ けられ 外へ 出た。 通 を 見る と、 ftjli 苹の 二す じ、 人の あし 跡、 

くつの あ ふ、 其の 中に 花 をち らした かの やうな 犬の 跡、 此の 美しい. 雰の 上に はいろ いろの 跡が ちらばって、 此の^の ぁ舰 

はたち まち やぶられて ゐる。 お 米 やさんの 前に 四 五 羽の すずめが、 盛に え を あさって ゐ るすが た-し、 かはいら しい。 

今日はい つもより 注 來がひ っそリ して 尻る。 ただ. ホ スト は 雲の 中に いつもと かはリ なく しょんぼり 立って ゐ る。 

この 四十 一の 例 は、 展開 形式が 變換 形式に 移行した ものである。 系統 化の 展開が、 一度 二に 於 

いて 完成した と 見えて、 三で は 全く 別の 方向に 轉換 した。 しかし この 轉換 も、 純 粹璲換 形式の な 

す 變換と はちがつて、 ニ囘 目に なった 展開の 成績が 背後で 働いて ゐ るから、 轉換 しても、 必 やし 

も 純 粹變換 形式に 於け る-が 如き、 無意味な 變換 ではない。 隨 つて 混合 形式 內に 於け る變換 形式 

は、 或は 展開の 障害で ある こと も あらう が、 この場合の 如く、 一  つの 新ら しい EI- 面 を 新生す る展 

開で ある 場合 も あり 得る ので ある。 故に 混合 形式 內の 反復の 全く 颓廢 であるのと は、 頓を 異にす 

るので ある。 この 混合 形式 中の 變換 は、 積極的 展 開 であり 得る 點で、 純 粹璲換 形式と 性質 を 異に 
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する ので  > める。 

四十 ニノ 一  「ねえち やん 雪が ふって ゐる」 そのこ ゑに， カラス 戸 を^け て 见 ると、 ^が どんどん ふって- Q ました 。「お 父 

さん 何ゆ顷 から ふって ゐ るの」 ときいたら、 お父さんに 「六 時^から ふって ゐ たよ」 とおつ しゃい まじた。 お^さんが 「今 

曰 はほんと にめ づ らしい 雪です ね」 「そうだね」 とお 父さんが おっしゃい ました。 

四十 ニノ 二 「ねえち やん 雪が ふって & るよ」 と 弟が いひました。 私 は その^に；：；： を さまして a ると、 ^は rtt や こん こ 

んぁ、 りれ や こんこん、 降っても 降っても ふりきれぬ」 と 欲って ゐた。 「お父さん いつごろから ふリ つづいて ゐ たの」 とい ふ 

と、 お父さん は 「さう だね 朝の 六 哎から 降リ 積って ゐ たよ」 T お母さん 今年の 初 W だ わね」 と いったら， お^さん は 「ほん 

とだね」 とおつ しゃいました。 その 內に雪 はやんで 日が てる や-つに な" ました。 

四十 ニノ 三 「敬 子^が 降って ゐ るよ。 cf  く 起きて a て ご、 しん」 とい ふお ゆさん の^に、 ふと：：： を さます と、 まあいつ こ 

ん たに ふったんで せう。 ああ 五 年の 時に な、 り つた； 人祌山 のス キイの 呤、 あたりが き、 りき、 りして！；；； が いたくて あけな いと^ 

いてあった。 八， 日 まどが ひかって きらき、 りして ゐる o 


四十 二 は 二 で 完全な 反復 形式 を 示した のに、 

換 形式 も 共に、 部分 化 展^の 袞頹 であるから、 

あるのに^ して、 一 方 は 變化性 浮動 性で ある。 


三で は 一 轉 して 變換 形式 を 示した。 反復 形式 も變 

同 系統の ものである。 ただ 一方が 保せ 性 固定 性で 

その 差違と 一致と が、 かかる 形式 を とらせた もの 


に 相違ない。 卽ち 反復が この 固^ 狀 態から 起き 上らう とする 時に とる 變 化の 1 つが、 この 變搀形 

式で ある。 然 らば 反復 形式の 矯正 方法の 一 つ は、 先づ これ を 變搀 形式に 變へ、 然る 後に こ の^者 

の 一 致點を 求めて 之 を 展^ 形式に かへ て ゆく ので ある。 この 變 化と 統 一 と は ぽ復を 展^たら しめ 

得る に 相違ない。 これ は 重要な 注意の 一 つで ある。 

四十 一 ニノ  一  土嗞 日の 夜、 夕飯 を、： sr. へて ゐる 時、 私が づぃ分 暑い ねと 言 ふと、 家のお 父さんお 母さん 兄弟まで 木 W たね、 

すると 家の わか い * が、 叨日 もしかすると^ が 降る かもしれ ません ねと 言った。 ^は 本 赏に雪 が 降る かもしれ な いわれ、 

それで 今日は しづか だからと； is つて、 夜 はねた。 そして 朝 私が ねて ゐ ると、 お母さんが、 ふみ子 今朝 ！！5r か 降った よ、 ：； 十く 

起きな と 言 はれて、 ^の 巾から s て、 1W 子 戸の 方 を 見る と、 雪の ために とても W るくな つてん る。 私 はお 母さんに 夕べ い 

つた 迎リ雪 が 降った ねと 母に 言 ふと、 母 も 本^だ ねと 言 ひながら 萧物 を^て 硝子 戶を 開けて；^ ると、 家の ffl で、 家の 前の 

叨 さんと 弟と が、 雨が つば を 着て、 雪合戰 をして ゐ ると、 三 浦さん が、 こうもり を さして、 すみで！^ をつつ てゐる 3 灭か 

らは 雪が ごみの やうに なって、 どんどん 降って 來 る。 でんとう 家の 尾根に は 雪が 一寸 ぐら， Q つもって ゐ る。 

四十 三ゾニ 私が 床に は ひって ねて， 0 ると、 お母さんが、 フミ 子 雪が 降って ゐ るから、 nf  く 起きな と 1 一 n はれて、 ねむい 

目 を こすりながら、 床の 屮 か、. o 起 出した C なるほど 雪のお かげで 家の 屮が 一 面にば つと して EJ るい。 私 は^ 物 を^ながら 

W 子 ごしに 見る と、 前の 家の 屋极、 軒下. i 燈と ：百 はず、 一 面に. a く W るくな つて ゐ る.. - 私 は^ 物 を^て *  ^子戶 を * 開 

けて、 地面 を兑 ると、 も-つ 人が 通った のか、 あしだの 足 あとが ついて ゐ る。 空の 方 を！^ ると、 ごみの や-つに、 ^が あと か 

ら あとから どんどんと、 地上 を 目が けて おちて くる。 しばらくして 通リの 方から、 弟と、 叨 ちゃんが、 雪だるま をつ くる 
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の だと 一一 H つて、 雪 を まるめて、 持って来た。 そして そのた ま を 地面に おいて、 ああつ めたい などと 言 ひながら、 雪だるま 

を 作って ゐ る。 

四. *«|  一一 ノー  || 私が 宋には ひって ねて ゐ ると * お母さんが フミ 子 雪が 降って ゐ るから 早く 起きな と 一 百 はれて、 ；：；： を こす リ 

なが、 り あた リを见 ますと、 家の 中が あた、 りしくな つた やうに 叨 るくな つて &る。 私 はさつ そく 着^ を^ かかった。 そして 

W 子 ごしに 外 を^る と、 家のお 极 軒下と 言 はず 一 面に 叨 るくな つて ゐる。 私 は齑物 をき か へたので， 弟と 外に 出た。 そし 

てこ-つ 53 んに 出て みれば、 木 一 面 まわた を かけた やうに しろく つもって ゐ るので、 木の えだが たるんで ゐ る。 急に. a い 物 

が 落ちた。 私と 弟と は その 方に 目 を そそいだ。 なんだら うと よくよく 見た、 リば、 雪が 葉の 上から すべりおち たので あると 

言って ゐ る屮、 乂 落ちた。 その 時 中の 弟が つめたい やと 言った。 私 はどうした のさと 言 ふと、 弟が あいつが、 ながぐつで 

びちゃびちゃ あるいて ゐ るから、 ひっかか つたんだ よと 言 ひながら ある いていった。 

この 四十 三の 例 は、 一 は 前の 晚に 雪の 降る といった 豫 言の 適 中 を 中心に してる るが、 二になる 

と、 その 豫せ！ 1 關 係から は 全く 離れて しまって、 朝見た 雪の 景色が 害い ある。 これ は變換 形式で あ 

る。 三になる と 朝の 雪で あるが、 それ は 公園の 雪が 中心に なって ゐる。 かう いふ 風に カ點の 移動 

する 展 Si は、 先の 三十の 例と 同一で ある。 しかし あの 場合 は 最初に あった ものの 間で、 力 點が移 

動した ので あるが、 この場合 は 公閬の 雪の 様に 最初に はなかった ものが、 觀る 働の 中心 卽ち 文の 

屮心 にな.^、 最初に 中心と なって ゐた 雪の 豫言 問題 は、 二で は あとかたもなく 消え失せて ゐる。 

故に 之 を カ點の 移動と いふの は 無理で ある。 卽ち 移動 的 展開 形式でなくて、 完全に 變換的 展開 形 


式で ある。 興味の ある ことに は、 上述の 如く 常に 節が 一 つで、 この 點で この 文體 は^ 分化 展開に 

屬し、 しかも 變換性 を 有する 展開で ある。 變換性 は 展開の 衰頹 であるのに、 衰頹の 形でなくて、 

展開の 形で 變換の 行 はれる こと は、 展開の 自由 性 を 示す ものである。 系統 化の 展開で は、 あら か 

じめ 視野の 廣 さが 一 定し、 その 中で 精細 化する のに、 部分 化 展開で は 視野の 廣さ が必 やし も 一 定 

せ や、 それが 自然に 擴が るので あるから、 その 擴が る擴 が. o 方が、 系統 を ^面に 持って, Q て、 あ 

ら はに 關 係が 見えぬ 場合に は、 變換 性の 展開 をな すので ある。 かくの 如くして 混 八！： 形式と み ゆる 

もの は、 前の 基本的 形式 中の、 性質の 一 つと みら るる もの を 生じて 來る。 

六 

甲 組と 乙 組との 「雪」 の 綴 方 成績の 考察 は、 以上で ほぼ 終った。 ここで この 考察の 結果 を 整^ 

して、 構想 展開の 各 形式の 有つ 內面的 性質 並びに その 相互の 關 係を檢 し、 更に^^ 上の 問题 にも 

及ばう とす る の で あ る 。 

第一 に 構想の 展開が， 數 量的に AJ んな 特色 を 有する か を、 前 揭の諸 成績に ついて 考 へて みた 

い。 文字 數は 簡明なら しむる ために ニ捨三 入を以 つて、 五の 數に 整^した。 
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この 成績の 示す 所 は、 すべての 形式が 展開す る ことであって、 その 数の 比を以 つて すれば、 最 

も 大きい のが 附加 形式で ある。 二 ^以上に なって るる。 しかし これが 展開の 完全の 盘 味に 相應し 

ない こと は 明かで ある。 展開 形式が 一 、四 五 並びに 一、 五 九の 平均 を 示して ゐ るの は、 如何にも 

堅赏 なる 展開で ある。 故に 展開 數の 大を以 つて 直に 展開の 充赏 だと 見得ないならば、 增加 度の 順 

當 なる もの を、 すぐれた 成績と み 得る やうで ある。 そして 反復 形式の 如き は、 ^二 11 がー、 一 一 

で、 第三 囘 がー、 〇 七 二で あり、 變換 形式の 如き は、 第二 囘が 〇、 八 九、 第三 囘 がー、 〇〇 である。 

而 して 是 等の 形式 は 展開の 意味と 相反す る ものであるから、 それと 比較して、 比の 堅^な 上 丼 を 

以 つて、 よき 展開 を 示す ものと なし^る が 如くみ える。 然るに ここに^ ニ囘  一 、二 六、 ^三 M 一 、 

六 二と いふ 堅 實でノ しかも 上昇 度の 高い 形式が ある。 これ は雜桀 形式であって、 これも^ ra^ 式 

の 衰頹に 外なら ない ので あるから、 この 上昇 度の 堅實と 言 ふこと も 亦、 構想の 展開の 內而 的關係 

を 計る 尺度と はならぬ。 故に 展開の 數 量的 研究 は、 この 問題の 考究に 殆ど 何の赏 獻 ももたら さな 

い。 ただ 構想 は 展開 するとい ふ 消極的 事情 を證 明す るに 過ぎない。 

七 

隨 つて 各 展開 形式の それぞれ につ いて、 それぞれの 特性 を考 へなくて はならぬ。 
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展？ 1 形式 は展 il が 無限に 述續 する 形で あるが、 この 展開に は 前述の 如く、  二つの 太き い 方，： T が 

ある。 ^一は 系統 化の 展開で ある。 部分が 豐富 であって、 その 豐 富な 部分が 系統 を 求めて、 大き 

な 全體を 形式して 行く 展^で ある。 そして この 展 中に、 一個 乃-や 數 個の 節が あり、 その 節が 定 

位して ゐて、 展開す るの が、 定位 性の 展開で ある。 例へば 「雪」 でも， その 雪を寢 床で 感ゃ るの 

と、 便所に ゆく 間で 感す るのと 二つの 節が あって、 その 二つの 節 は 定位して ゐて 動かす、 展開に 

つれて その 感受が ますます、 細かに 且 たしかに なって 行く ので ある。 然るに この 節の 問に カ點の 

移動 を 生す る 場合が ある。 展開 中に カ點 が、 寢 床から 便所の 方に 移り、 或は その 反對に 便所から 

寢 床の 方に うつる とい ふ 風に、 一方に 移動して ゆく 節の 移動が ある。 この 節 移動の 展開 は、 移 

動性展 I！ である。 これが カ點 移動 をな しつつ、 しかも 系統 を 有って ゐれば 系統 化展 である。 系 

統を 失へば、 それが ばらばらに 切り離されて 節は剝 離し * しかも この 剝離 性の 節の 間 を 力 點が推 

移す るので、 ここに 變搀 形式 を 生やる。 之に 反して 定位 ft 展開が 固定 されれば、 反復 形式 を 生す 

る。 先に は 生徒の 成績に ついて 考究した ために、 變換 形式と、 反復 形式と を 部分 化展 から 導い 

たが、 しかし あそこに あら はれた 例 以外の 場合 を考 へる と、 かかる 衰頹の 生じ^る こと は 明かで 

ある。 

次に 屈 開 形式の 他の 形 は、 部分 化の 展開で ある。 先づ全 體 があって、 その 全 體が 自然に 展開し 


て 部分 を 分 出し、 しかも その 部分が 節 をな す稃 でない 場合で ある。 この 部分 化の 展！ 1 にも， 全 系 

統に カ點の 移動の ない^ 合と、 移動の ある 場合と あって、 前の 場合 は 定位 性の 展！ 1 であり、 後の 

場合 は 移動 性の 展開で ある。 そして この 定位 性 展開に 衰頹 がお これば 反復 形式 を 生じ、 移動 性展 

開に 衰頹 がお これば、 變換 形式 を 生やる こと、 系統 化 展開の 場合と 同一 である。 

、定位 性 展^, 


、系統 化 展開 


展問 形式 _ 


移動 性 展開 


\ 


定位 性 展開 ：：：.： r パ 反復 形式 


で 部分 化 展開- 


, 無 展開 形式 

- 移動 性 展開  \ 變換 形式. 

構想の 展開 形式 中、 i: に 展開と いひ 得る の はこの 展開 形式 だけで ある。 ^^形式 並びに 變換形 

式 は 無 展開の 形式で ある。 反復 形式 は 何等の 展開な しに 反復す る ものである。 その 數^ の 上に は 

〇、 一 一 —•〇、〇 七の！？ 加 をな して ゐる。 しかし この 增加は 文字 数に 過ぎぬ もので、 構想の 上に は 

依然 として 反復 が あら はれて ゐ る 。 
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變換 形式に は 減退が みえる が、 これ は變換 がその 變換の 中で も， 猶且 衰頹 する こと を 示す もの 

に 外なら ない。 

かくて 反復 形式 並びに 變換 形式 は、 前の 展開 形式 系に 對 すれば、 無 展開 形式 系と t- ぶべき もの 

である。 しかも この 無 展開 形式 系 中、 反復 形式と 變換 形式と は、 截然と して 區別 せられる。 卽ち 

反復 形式が 定位 性 展開の 衰頹 である 時に、 變換 形式 は 移動 性 展開の 衰頹 である。 この こと は S 一 

形式 系 中に ありながら、 敎授 指導の 方法 を 異にする 原因と なる ので ある。 

この 無 展開 形式 系に 對 して、 延長 形式 系が ある。 これに 屬 する もの は、 雜粜 形式と 附加 形式と 

の兩 者で ある。 雜槳 形式 は 文章の 中 問に 雜 然として 集收 せられる もので、 文の 形 は增大 する けれ 

ども、 系統が ないから、 展開と いふ こと は出來 ない。 延長に 過ぎない。 附加 形式 は 尾部が 延長す 

る ものであって、 もし 統一が つけば、 展開 形式 系の 移動 性 展開の 一種と みら るるので あるが、 統 

一 がっかない 場合に は、 雜^ 形式の 中の 特殊な ものと みら るるので ある。 故に 附加 形式 は、 展開 

形式と 雜集 形式との 中間に 位する ものである。 この こと は 構想の 展開の 重要な 性質で、 他の 衰頹 

形式 を、 展開の 形式に 進める 方法に ついて、 一 つの 示唆 を 得る。 卽ち この 附加 形式 を 通じて、 衰 

頹 形式が 同役す るので ある。 而し てこの 雜 集と 附 加との 二形 式の 共通の 特色 は、 文 形の 延長に あ 

るから、 合して 延長 形式 系と する ことが 出來 る。 


ここに 於いて 各種の 構想の 形式 は、 更に 次の 如く、 三 個の 形式 系に まとめる ことが 出来る。 

一 = ニ丄ニ 反復 形式)、 啭展ほ 形式 系 

一 ニー. 三 變換 形式/ 铜-展 あ 开^^ ォ 

1 <ニ4 一 一睡 鳩腳絲 一延 i%? 系 

1 ふ ニ丄三 一 系統 化 展開 形式 系 

一二三 一部分 化 展開 形式 一展^ 开^ 茅 

そして 附加 形式と 維 集 形式と が、 どの 構想 形式と 內的關 係 あるか を考 へなくて はならぬ。 附加 

形式の 形體 は、 二つの 部分から 成り立って ゐる。 一つ は 無 展開 部分であって、 この 部分に 着目す 

れば 反復 形式で ある。 しかし この 反復 性の 無 展開 部分の 尾部に 延長 部分が つくので あって、 延. お 

部分が この 文で は 新ら しい 特色に なって わる。 故に この 形式が 延長 形式 系に 入る ので ある。 卽ち 

反復 形式が 延畏 性に よって、 展開に 近づく のであって、 反復 形式から みれば、 その 袞颓 の冏报 で 

あり、 展^ 1 形式から 見れば、 その 衰頹 である。 しかも これに は 節の ある ものと、 節の ない ものと 

が あるが、 何れも 移動 性の 展開で あるから、 これ は 移動 性の 展開の 衰頹 である ことが わかる。 そ 
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して 節 ある もの は 系統 化 展開の 移 勁 性 展開で あり、 節 なきもの は 部分 化展！ 1 の 移動 性 展開で あ 

る。 そして^ 復 部分に 節 ある もの は、 多く は附加 部分に も 節 あり、 反復 部分に 節な きもの は、 多 

く は附加 部分に も 節がない。 

雑^ 形式 は、 附加 形式の 散布した もので、 この 散布 は 節に よって 行 はれる。 隨 つて 雜 * 形式 

は、 節の ない 展^ 卽ち 部分 化 展開 性と は、 關 係がなくて、 有 節 展開た る 系統 化 展開と 關係 を^つ 

ので ある。 そして 先の 附加 形式で、 附加 延長の S 部と なった 反復 形式 部分の あった 様に、 この 雜 

^ 形式に も、 雜^ が 足 だまりと する 基部が ある。 そして その 甚部 となる の は、 有 節 定位 忭の 部分 

である。 有 節 移動 性の 部分に 維^しょう とすれば、 これ は附加 形式に 近づく。 故に この 形式の 敁 

も 鮮明な^ 部 は 定位 性の 節で ある。 かくて 附加 形式の 著しい 性質 は、 次の 三點 である。 

1、 附加 形式 は 移動 性 展開 形式の 衰頹 である。 

2、 附加 形式 は 反復 形 を^ 部と する。 

3. 附加 形式 は雜^ 形式の 有 節 移動 性 化に よって、 雜集 形式と 接近す る。 

雜^ 形式の 著しい 性質 は、 次の ニ點 である。 

1、 雜集 形式 は 有 節 定位 性展 I！ の衰頹 である。 

2, 雜集 形式 は 有 節 定位 ±i 部 を 某 部と して、 その 中間に 散布す る。 


されば 雜^ 形式と 附加 形式と を 加へ た 構想 形式の 系統 は 次の 如くで ある _ 

定位 性 展開，  •「， 雜柒 形式 

/系統 化 展開 形式  一. 延長 形式 系 

移動 性 展開へ 一 ：•： ノ： 〉 附加 形式 一 


展開 形式 系 


定位 ^展閗 ：：：： ; ....... ••• 反復 形式 


一部分 化 展開 形式 1 


無 展開 形式 系 


移動 性 展開」 


變換 形式、 


かくの 如くに して 構想の 內 面的關 係が 明瞭に なれば、 これから 構想の 桁^ 方法 も n 然に 生じて 

來る。 然 らば 展開の 形式 系の 衰頹諸 形式 は、 直に 衰頹 前の 形に かへ す ことが 出來 るか。 例へば 11 

換 形式 は 構想の 內 面的關 係から みれば、 系統 化 展開 並びに 部分 化 展開の 袞頹 であるから、 この 衰 

頹 を囘復 すれば、 嵌に 變換 形式の 有 節 性の もの は 系統 化の 移動 性 展開に かへ り、 無 節 性の もの は 
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部分 化の 移動 性 展開に かへ るが 如く 見える。 この 囘復が 果して 可能で あらう か。 これが 最初に し 

て 肝要な 問題で ある。 

在 來の綴 方 乃至 作文 敎授 の缺陷 は、 構想の 問題に カ點を 置かす、 語句の 問題に カ點を 置いた 處. 

にある。 中には、 この 語句 中心の 立場から ー步 をす すめて、 構想の 問題に 入った 人 も ある けれど 

も、 その 人達の 努力 も、 主として 十分なる 展開 形式、 特に 系統 化 展開 形式 中の 定位 性 展^に^ 中 

されて ゐる 様に みえる。 換言すれば 展開の 優秀な、 構想 能力の 健康な 生徒の みが 對象 とせられ、 

構想 力の 缺乏 乃至 衰頹 した 生徒、 卽ち變 換雜集 等の 衰頹 形式の 生徒に 對 する 指導 は考 へられ やに 

ほる。 可成り 深切な 綴 方の 指導 窨で あっても、 その 對象は 常に 優良 生であって、 劣等生 は 多くの 

^八"、 放棄され てゐる やうに 見える。 劣等生の 構想 を 如何にして 展開させる かに ついては、 始ど 

工夫 せられて 居る と は 見えない。 これが 爲に 構想 力 は天禀 であって、 如何と もな し 難い ものに 見 

え、 綴 方 乃至 作文 は 決定的な もので、 指導の 餘地は 甚だ 乏しい ものと されて 居る。 もし 綴 方 或は 

作文が、 かくの 如く 決定的な ものである とすれば、 これ は敎 室で 扱 はるべき 性質で はない。 指導 

の 不可能なる もの は、 敎 W 對象 となり^な いからで ある。 かかる 綴 方 乃至 作文 を、 敎育 の^ 象と 

なす 努力 は、 構想 展 il に 指 尊の 手が 入り 得る や 否やの 問題で ある。 換言すれば 構想の 缺乏 を囘復 

しおば， 綴 方 乃至 作文 は敎 育の 對象 となる。 囘復し 得すと すれば、 綴 方 乃至 作文 は、 敎 育の 對象 


と はなり 得ぬ ので ある。 この 故に、 衰頹 形式 囘復の 如何 は、 綴 方 乃至 作文の 中心 位^に 持ち 來た 

される ので ある。 


この 考察 を、 變換 形式から はじめる。 

變換 形式 は 主題に 笫中 する ことが 出来ない 爲に、 變^ ばか， 9 して ゐて展 si のない 形式で ある。 

しかも 構想の 性質 は、 代數 式の 如く、  7 を かけて、 その 數の 性質 をー變 させる 様な、 早速な 譯に 

は 行かない。 如何にして 主題に 集中させる か、 そして それ を 系統 立てる か を考へ なくて はなら 

ぬ。 

移動 性展 ii の 衰頹と 見 ゆる 變換 形式 は、 節 を もって- Q る。 今^ 三十 六の 例 をと つて 考 へる。 こ 

の 文章 は 可成， o 多くの 節 を 持って ゐる。 (布 を o、 無 を X で 現 はす) 

第一 囘  第二 囘  第三 囘 


1、 小僧さん の 宿と りで 早くお こされる- 

2、 日曜 だが 面白くない。 

3  、 カルメ ャキ。 

4、 外に 出られない。 

第五 章 構想の 展開 形式 


〇 

〇 


〇 

〇 


〇 

二八 九 
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5, 外 は危險 だ。  〇  〇  〇 

こんなに 完入. H な 變搀 形式で も、 節 を しらべ てみ ると、 かくの 如くに 一 致す る。 ただ 一 にあら はれ 

た カツ s  メャキ が 二、 三に は缺 けて 居て、 その か はり、 二， 三に は 次の 如く 別な 節が あら はれて ゐ 

る o 

第一 I 同  第三 同 

6、 活動 兑物报 否。  〇  X 

7、 雪の 日 はい や だ。  〇  〇 

そして この 文章の 變換を 生やる 根本の 现由 は、 持續 的で ない ところに ある。 持！！ 的なら ばかくの 

如き 節の せ、 通に よって、 系統 化展問 形式の 定：^ 性 展^ をお こすべき 喾だ からで ある。 しかし 全然 

持^的な 性質 を 缺く譯 でもない。 卽. V つまの 曰 はい や だとい ふ 感情 は 色 濃く、 すべ ての 文窣に 共通 

して るる。 ^にこの 文の 主題 はこの 感情で 支持され る 答で ある。 もし この 感情 だけで 節が あら は 

れ ないならば、 この 文章 は 部分 化 展開の 衰颓 形式と みられる ので あるが、 かくの 如く 節が あるの 

で、 系統 化 展開の 袞頹 形式で ある。 この 文章 はこの 故に 二つの 點で 衰頹を 生じて るる ことが 知れ 

る o 

1、 構想が 持續 的に 續 けられない。 


2、 各 節の 連關が 不十分で ある。 隨 つて 各 節 は 移動す る。 

されば この 構想 をして 展開 形式たら しめんが 爲に は、 以上の 二つ を 除去し なくて はならぬ。 これ 

が 先に r 隨 つて ここに は、 文章の 中心と なる ものの 判 斷が缺 ける から、 中心が 把持せられ や、 ^ 

動す るので ある。 されば 變換 形式の 生徒に 對 して は、 先づ 中心 を定 むる こと、 次に 中心に， M つて 

精細 な る 觀察を つ づ く ベ きこと を 招 導し な くて はならぬ。 雪が 不快なら ば その 雪の 不快なる 事 .K 

を 精細に 吟味 させ、 ^省させる。 ^二 同に は それ を 定位 させて 置いて、 その 中で 一層 精細と し、 

他の 範圍を 全然 許さぬ ことにする」 と 言った 所以で ある。 これ を 更に 他の 構想 形式との 關 係から 

考 へれば 次の 如くなる。 

この 文章の 中心 は 何に あるかと いへば、 一に 於いて 旣に姿 を あら はし はじめ、 二、 三に 於いて 

叨か にあら はれて 來た、 「雪の 日 はい や だ」 とい ふ 感情で ある。 そして この 感情の^ 礙 として 1 乃 

至 6 の 經驗が あら はれて くる。 しかし その 中で ：0 と 6 と は 一 囘 あら はれた だけで あるから * これ 

を 暫く 重要なら ぬ ものと すれば、 1、 2、  4  »  5 の 四 個が、 重要と なって くる。 されば この M 個 

を 基部と して、 これに 3 と. .o との 二 節を附 加す る。 然 らば この 文章 は、 1、 2、  4、  5 四 個 を^ 

部と して 之に 3、  6 を附 加した 雜集 形式と なる。 しかも この 雜集 形式 を 貫く に、 「きの 曰 はい や 

だ」 とい ふ 感情 を以 つてす る。 ここに 雜笫 形式 は. 完全な 統一 を 得て、 定位 性展 I！ となる。 しか 
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もこの 問に カ點の 浮動 を ふせぐ ために、 1—3 以外の 要素 は 一切 之 を 拒否し なくて はならぬ。 こ 

こに 於いて^ 節變換 形式の 展開 化の 一 つの 方式 を 得る ので ある。 

1、 變換耍 素 中より 基部 を發 見す る。 變換 形式の 反復 形式 化。 

2、 變換 形式 中に あら はれた^ 部 以外の 要素 を、 1 部の 中に 定位す る。 反復 形式の 雜笫 形式 

匕。 

3、 變換 形式 中に 共通す る 感情 性を發 見し、 之を以 つて 雜集 形式 を 展開 形式に かへ る。 

之 を 公式 化せば  I 

有 怖變換 形式 ふ 反復 形式 (基部) ； 維 集 形式 T 基本 感情 

系統 化 展開 形式 (定位 性) 

である。 

變搀 形式の 無 節なる 場合に は、 その  一！ 三の 文章 を 重ねて、 その 重なりし 部分 を 基部と し、 そ 

の^ 部と 茈部 以外の 部分との 關係を 求めて、 之 を その 基部に 附 加して、 附加 形式 を 作る。 純粹の 

附加 形式で は、 尾部に のみ 附加 部分の 生やる のが 特色であった が、 この場合の 附加 形式 は 過稃で 

あって、 その 前後に 附加 部分 を 生す る。 そして 發见 した^ 本 感情に よって 統一 すれば、 系統 化展 


形式の 移動 性 展開と なって、 その 衰頹 を囘復 する。 この 經過は 先の. 有 節變搀 形式と 大差 はな 

い。 之 を 公式 化すれば 

無 節變換 形式 ->  反復 形式 (有 節、 基 5  I 附加 形式 T 基本 感情 

系統 化 展開 形式 ハ 移動 性) 

となる ので ある。 

故に この 變換 性の 構想 形式に 屬 する ものの 指導 法 は、  • 

1、 ニ囘 乃至 三囘の 推敲に よって、 變換 性の 構想 組織に よる 文萆 二三 篇を 得る。 

2、 その 變換 性が、 有 節 か 無 節 か を 鑑別す る。 

3、 有 節 無 節 それぞれに、 之 を反极 形式と し、 次に 之 を 延長 形式 系に かへ、 更に 之 を 展^ 形 

式 系に かへ る。 

これが その 甚本的 方式と なる ので ある。 約言 すれば 變換 形式 は、 延長 形式 系 を 通じて、 展 I！ する 

ので ある。 

第二に 反復 形式の 指導 法 は 如何にす ベ きか。 

反復 形式に も、 有 節の ものと、 無 節の ものと ある。 例 三十 三 は 有 節で あり、 例 三十 二 は 無 節で 

笫五窣 構想の 展開 形式  二 九 三 


0$ 構想^ 形式  二 九 四 

ある。 この 例によって 考. おする e 例 三十 三の 耍素は 次の 如くで ある。 

第一 同  第二 囘  箅 三 囘 

1、 友達に 起される。 〇  〇  〇 

2、 友達 を 起す。  〇  〇  〇 

3、 柔首 一^に ゆく。  〇  〇  〇 (友 逢が 家 さう にして ゐる ことせ 加) 

4、 柔道 を やる。  〇  〇( 先生と やる こと^ 加) 〇 ( 先生と やる こと 剂^) 

5、 着物 を 着る。  〇  〇  〇 

o, 甘酒 を飮 む。  〇  〇  X 

7. 雪が 降り出す。 〇  〇  〇 

S  、七 時半 頃の 雪。 〇  〇 ( 精し くなる) 〇( 二と 同一) 


この 表で も 明かなる 如く、 反 筏 形式の 特色 は、 一度 出來た 構想の 形が、 どうしても 破れぬ 處 にあ 

る。 璲搀 形式の 形 は、 常に 之 を 破って 行く ので あるが、 反^形 式 は、 一度 出來た 形に 固着して し 

まふ。 隨っ てこの 固着から して 切り離す ことが、 ^一  の 指導になる。 然 らば この^ 着 除去 を 如何 

にす るか。 この 固着の 生やる のに は、 二つの^ 由が ある。 一つ は 害く 事件の 批判の 不足、 一つ は 

主題 狼 中の 弛綏 である。 故に 一 の^ 由 を先づ 削除し なくて はならぬ。 この 批判の 不足 は、 一 度 得 


た 材料です でに 満足し、 その後 之 を 機械的に 支持す るので あるから、 第一に 材料の 埒加を 行つ 

て、 この 點で 反復 形式 を 破壊し、 それ を 削除す る 形で 批判 を 行はなくて はならぬ。 三十 三の 例 二 

に 於いて、 4 で 先生と 柔道 を やった ことが 增 加し •  8 で 星 根の 雪が 精細に なった。 三で は 友 逢が 

寒さう にして ゐる 事が 增 加した。 かう いふ 增 加の ある 以上、 この 反復 形式に も^に 增 加の 餘 地が 

ある。 友達 を 起しに ゆく 途中の こと、 柔道場の^ に 精し い 様子、 甘酒の 咏、 CH;:- 根の 雪ば かりで な 

くて、 木の 枝の 雪， 道の 雪、 車の 上の 雪な どの 觀察、 さう いふ 埒 加が 十分に なされる。 それ を 表 

の 中に かき 入れる。 この 作業 は、 反復 形式 を雜^ 形式に 變 へる 作業で ある。 ここで 反復 形式 は完 

入よ に徘 除され る。 しかし まだ 之 は雜笫 形式であって、 展？ 1 形式で はない。 ここに 第二の 作業が 生 

やる。 これが 材料の 批判で ある。 主題 は 雪で あるから、 雪に 直接 關係 のない 材料 を 削除させる。 

これ は 增 加よ り も 困難で あらう が これ も 不可能で はない。 この 第三 十三の 例で も、 三で は 柔逍を 

先生と やった ことと， 甘酒 を 飲んだ ことと を 削除して ゐ るからで ある。 この 削除の^. H をた だし 

て、 この 材料 中から 不必要な 部分 を 削除す る。 1 から 4 まで を 削除しても よい。 柔道が すんで 着 

物 を 着て 外に 出る 處 から はじめても よい。 そしても しその 前の 柔道場 內の裟 さ を かくと すれば. 

雪の ふる 前だった から 兹か つたと すれば、 ここで ちゃんと 定位す る。 しかも これ は 困難で あり、 

且 材料の 增 加と 削除と によって、 反 筏 形式の 破壞 をす るの が 目的で あるから、 遠^な しに 削除す 

0§ 構想の^ 開 形式  二 九 五 


構想？ 展開 形式  二 九山ハ 

ベ き は 削除した がよ いと 思 ふ。 削除して くれば 材料が 自然に 主題に^ 中す るから. そこで^に 殘 

つた 部分 を 展開させる ので ある。 さう すれば 反復 形式の 原因た る 主題に 對 する^ 屮 弛緩 も徘 ぼせ 

られ る。 隨っ てこの 有 節 反復 形式 は、 

1、 材料 附加 によって、 反復 形式 を雜粜 形式と する。 (例 三十 三の 項參 照) 

2、 雜集 形式に 對し 批判に よる 削除 を 行 ふ。 

0"、 純粹に 主題に 集中す る。 

とい ふ 三つの 段階 を 通る ので ある。 卽ち之 を 方式 化すれば、 次の 如くで ある。 

有 節 反復 形式 ； ，蕖 形式 个 純粹化 

系統 化 展開 形式 (定位 性) 

無 節の 反^形 式の 指導 法に ついては、 例 三十 二 をと つて 考察す る。 この 文に は 節と いふ 稃のも 

の はない。 しかし それ を 書いた 順序に 並べて みると、 次の 如くで ある。 

第一 闼  第二 闼  第三 罔 

1、 七 時になる。  〇  〇  〇 

2、 米 をと ぐ 音。  C  〇  〇 


に 二で は 一 にない 足 

J んでゐ ると 雪の 音 


3， 布阐の 中に もぐりこむ。 〇  〇  、 〇 

4、 雪の 音。  〇  〇  〇 

5、 窓から 外 をみ る。  〇  〇  0  ： 

6、 自動車。  〇  〇 (足駄の あと) 〇 

三囘 とも ほとんど そのままの 繰返しで、 ことに 二と 三と によ ま 異 ：；， な、 。 

駄の齒 の あとが 書いて ある だけで ある。 しかし この 文章に は、 布阐 にもぐ 

のす る邊 から 雪の 感が 出て ゐる。 節と いふ 稃の ものがなくて、 この 雪の 音の 感が 文^ を こめて ゐ 

るの は、 無 節の 例と して 適當な ものの 一 つで ある。 かくの 如く 節の ない もの は、 之 を 前のお 節の 

場合の 如くに、 雜第 形式に する こと は出來 ない。 一度 足駄の あと を 雪の 上に みつけて ゐる が、 そ 

れ がそれ だけで 展開 しないの でも 知られる。 故に かかる 形の ものに 對 して は、 之れ を附加 形式 こ. 

變 へて、 反復 形式 を 破る より 外ない。 窓から 外 を 眺めて ゐる 所から あと、 眼に 入る 雪の 姿 を 拾 ひ 

あげて， 尾部 延長 をす る。 そして この 尾部 延長 を、 雪の 音の 感で 浸せば、 これ は 部分 化 展^ 形式 

の 移動 性 展開と なる ので ある。 されば 無 節 反復 形式の 衰頹囘 ^に は、 

J. 反^形 式 を附加 形式に かへ る。 

2> 附加 形式 を 先の 反復 形式の 時に 有せる 基本 感情で 浸す。 

第五 章 溝 想の 展開 形式  二 九 七 


^五 章 構想の 開 形式  二 九 八 

ので ある。 ここに 次の 方式 を 生やる。 

無 g 反^形 式 ，>  附加 形式 ； S 本 感情 

部分 化 展開 形式 S 翻さ 

かくの 如くして、 反復 形式の 衰 頹囘復 は、 延長 形式 系 化 を 通じて、 展開 形式 化する ので ある。 

以上に よって 無 展開 形式 系の 展開 形式 系 化 は、 延長 形式 系 化する のが^ 則なる を 知り 得る。 か 

くて 問題 は S 然に 延長 形式に 移行して 來た。 延長 形式の 指導 法に よって、 構想の^ 類形 式べ 

する 譯 である。 

先 づ附加 形式から 吟味す る。 附加 形式 は、 反復 形式の 尾部 延長と 見ら るるので あるから、 もし 

この 附加 部分 を^ 去 すれば、 反復 形式になる。 故に 附加 形式の 附加を やめれば、 すぐに 展開 形式 

に囘^ すると 考へ るの は 無理で ある。 附加を やめれば かへ つて 反^形 式 を 得る ので ある。 附加形 

式の 囘 (俊 は、 反^形 式に かへ さすして、 延長 形の ままで なさなくて はならぬ。 もし この 附加 部分 

が、 反^ 部分と 統一 を 持って ゐれ ば、 これ は 完全な 移動 性の 展開で あるから、 ここで は 考察の 對 

象と はならない。 考察の 對象 となる の は、 統一な きものに 限られて ゐる。 

附加 延長 をす る 位で あるから、 固定 性 保守性で はない。 そこで 節 ある 附加 形式に は、 尾部 延長 


を そのまま にして 置いて、 更に 雜^ 形式 化する。 そして その上で 中心と なるべき 節 を 求めて、 こ 

の 節で、 前後の 各 節 を 統一す る。 これ を 例 十で みるに、 その 節と みるべき は 次の 如くで ある。 


第一 囘  第二 同  第 III 同 

1、 母が もっと 寢て 居よ とい， ふ。  〇  〇  〇 

2、 雪つ. O をしたくて 寢て ゐられ ぬ。 〇  〇  〇 

3、 外景 をみ る。  〇  〇  〇 

4、 日曜 を 忘れて るた。  〇.，  〇  〇 

5、 雪 はやん すん 降って ゐる。  〇  X  X 

ぽ復 部分 はこの 五節で ある。 二で 延長 を はじめる-が、 延長 を はじめる のに、 5 を 削って ゐる。 5 


は 一 の 文章 を總 括す る 位置 を 持って ゐ るから、 これ を このままに 置いて は附加 延^が 出來 ないか 


ら である。 

第二 罔  第三 同 

6、 お 使に 出る。  〇  〇 

.7、 公園の 雪。  〇  〇 

8、 松の 枝 を 折. O たい。  〇  〇 

第五 章 構想の 展開 形式  二 九九 


第 W 章 構想の 敁開 形式  一 一一 〇〇 

9、 雪つ り。  〇  〇 

^、 父母の 會語。  〇  〇 

n> 雪の 好惡の 判斷に 困る。  〇  〇 

^、雪つ り。  X  〇 

この 附加 部分 は、 時 問 的に も 前の 反復 部分に つぐ ものであるから、 前部 分と 時間の 述續の 上で 扣 

當の 統一 を 持って ゐる。 しかし 內面 的な 關係は 十分で ないから、 延長が あって、 深さ はない。 そ 

こで この 文章に 深さ を與 へる ことが 出來れ ば、 この 文章 は 直に 展開 形式と なること が 出来る。 一 

では 5 が 中心 感情であった から 統一が あつたが、 二に は それ 稃の 中心がない。 松の 枝 を 折りたい 

とい ふ 8 の 節 は、 長さで は 中心と なり さう であるが、 それだけの 力 はない。 やはり 最後の n が 中 

心になる 可能性 を 有って ゐる。 しかし それに は 前の 部分 47 等が 十分に 關係を 持ち 得ぬ ので、 一 

にも 二に も 三に も 共通して ゐる 雪つ り を 持って 來る のが、 最も 便宜で ある。 一は 雪つ り をした く 

て 寢てゐ られぬ こと、 二 は そのしたい 雪つ， o をした こと、 三 は 父母の 會語 がその 問に 入って 雪つ 

りで 終って ゐる。 この 展開 層から みても この 文章の 中心 節 を そこに BM くこと は、 自然で も あり 且 

適當 でも ある。 故に 有 節附加 形式で は、 第一 に その 節の 中心 を 求めなくて はならない。 しかし 中 

心 を 求めても そのまま では 中、 いとなり 得ぬ から、 ここに 雜^ による 節の 捕 入が 必要で ある。 こ 


の 柿 入に よって 中心 節 は 中心 節と しての 重さ を 得、 文章 は 中心 を 得る ので ある。 故に 有 節 附加形 

式の 囘復 は、 

有 節附加 形式 ふ 雜^ 形式 T  ^中 化 

系統 化 展開 形式 (移動 性) 

である。 そして この 展開 は、 雜集 形式に よるから、 定位 性 展開になる べきで あるが、 附加 形式の 

固有 性が 保存 せられて、 移動 性 展開と なる の. である。 

無 節の 附加 形式 は、 その 反復 部の 中から、 基本 感情と なる もの を發^ し、 これによ つて 附加部 

分 をも統 一 する 外 はない。 

無 節附加 形式  基本 感情 

部分 化 展開 形式 (移動 性) 

故に 附加 形式 はこれ が 中心と なる 節 或は 感情 を發 見し、 これによ つて 附加 部分 を 養 ひ統 一 づける 

工夫が、 その 指導 法と なる ので ある。 - 

雜柒 形式 は、 文章の 中間に 雜 然と 材料の 採槃 せらる る ものであって， これ は必ゃ 節が ある。 節 

第五 章 構想 9 展 S™ 形式  三 〇1 


^五 章 構&の 展開 形式  三 〇 二 

がなくて は 中間に 雜粜 する こと は闺 難で あるから、 雜^ 形式の 無 節なる もの は、 尾部 延長と な 

り， 附加 形式と なる。 故に 雜^ 形式に は 無 節の 場合な く、 有 節の 定位 性 か 移動 性 かになる。 そこ 

で 有 節の 定位 性 展開の 衰頹 から 來 たもの は、 一、 二、 三と 三囘を 重ねて、 共通 部分 A を 中心 節と 

し、 中心 A に關 係な きもの は 之 を 排除す る。 もし 不足なら ば、 更に 之に 附加 する。 かくて 雜集形 

式 は A を 中心に して 一 つの 系統と なる。 故に 雜粜 形式の 囘^ に は、 

1、 中心の 節 を 定位して、 基部と する。 

2、 各 節に 加除 を 行 ふ。 

3、 屮 心の 節に よって 統一 をつ け、 更に 展開す る。 

の 三 段 を 要する。 そして この 展開 形式 は 系統 化 展開の 定位 性 展開と なる ので ある。 

おお 性雜柒 形式 <|  (基部) t 純粹化 

系統 化展問 形式 ^代) 

移動 性の 雜^ 形式 は、 中心の 節 を 求める ことが 出來 ないから、 ここに あら はれる の は 中心 感情 

である。 しかし この 移動 性雜^ 形式 は、 カ點が 移動す るので、 節が カ點 移動の 方向に^ 合し、 文 

形の 首 部 成 は 尾部に 延長す る。 しかし この 延長 化 は、 文の 始部 不變 化の 則に よって、 必然に， k 

部に 行 はれ、 付加 形式と なる。 故に 附加 形式と 雜^ 形式との 間に は、 交互 關 係が 成立す る。 卽ち 


有 節附加 形式の 囘復の 場合に は、 先 づ雑集 形式に かへ たが、 移動 性雜^ 形式の 囘 役の 場合に は， 

之 を附加 形式に かへ るので ある。 

移動 性 雑 m 形式 ； (莊部 某 本 感情) -， 有 節附加 形式 

系統 化 展開 形式 (移動 性) 

の經 過で あるが， 有 節附加 形式の 系統 化展 法 は、 先に 附加 形式の 處 でのべ たのと M 一で ある。 

以上の 如くで あるから、 構想の 展 ii 系統 は、 一般に、 

無 展開 形式 系 ； 延長 形式 4 展開 形式 系 

である。 逆に 

展開 形式 系 i 延長 形式 系 ふ 無展閗 形式 系 

は、 展開の 衰頹 方向 を 示す ものである。 

そこで これ 迄に 得た 展開 囘復 方式 を あげれば 次の 如くで ある。 

1、 有 節 變換 形式 よ ^復 形式 (茈 部) ー 雜集 形式 A-  K 本 感情 

系統 化 展^ 形式 (定位 忡) 

第五お 構想 P 展開 形式  1 一 10 三 


^五^ 構想の 展開 形式 

2， 無 節變換 形式 ふ 反復 形式 (有 節 ® 部) ，>  附加 形式 t 基本 感情 

系統 化 展開 形式 (移動 性) 

3  、 有 節 反復 形式 雜集 形式 t 純粹化 

系統 化 展開 形式 (定位 性) 

4、 無 節 反復 形式 4 附加 形式 t 甚本 感情 

部分 化 展開 形式 (移動 性) 

5> 有 節附加 形式 ふ 維 集 形式 T 柒中化 

系統 化 展開 形式 ハ 移動 性) 

•b, 無 節附加 形式 T 基本 感情 

部分 化 展開 形式 S 動 性) 

7、 お 位 忭 雜^ 形式 ふ (茈 部) 个 純粹化 

. ...  二.  ： .  ' 

系統 化 展開 形式 (定位 性) 

S. 柊 ® 性 雜％ 形式 i  (i& 部 基本 感情) I* 有 節附加 形式 

系統 化 展開 形式へ 柊 M 性) 

以上の 關係を 逆にして、 系統 關係 を^: ると、  . 


O 
四 


展開 形式 


系統 化 展開 形式 _ 


定位 性 展開 T 雜集 形式 


一 移 勅 性 展開 

, 定位 性 展開 


部分 化 展開 形式 


雜集 形式 

カ开叫 ェ 


移動 性 展開 - 附加 形式 


有 節 變換 形式 

t  ^  0 反復 形式 

一 定位 性 雜^ 形式 

，有 節 附加 形式 

ス 移勁忭 雑^ 形式 

〜無 節 變搀 形式 

\ 無 節 附加 形式 

^ 無 節 反极 形式 


玆 に延畏 形式 系の 

推敲 を^ね るに^ 


となる。 卽ち 變更の 中間 媒介 形式 は、 雜集 形式 五箇と 附加 形式 三箇 とで ある- 

重大 さ を 知， o 得る。 文 を かく 最初に とにかく 長く. かく ことが 獎勵 せられたり- 

つて 文章の 長くなる 傾向の あるの は、 この 性質 を 基礎と して ゐる。 

變換 形式 は 移動 性 展開の 衰頹 であるから、 定位 性の 展開に 導く こと は 不自然と みえる。 しかし 

訂正と 訂正の 訓練と は必 やし も發 生の 性質の みに よる もので はない。 雜^ 形式に 變 へて 來て、 そ 
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れを定 化する ことによって、 變換 性が 矯正 せらる るからで ある。 これと 同様の 關 係が、 I^m 形式 

訂正の 場 八" にも あら はれる。 發 生の 性質 を 逆行に する のが 必ゃ しも 訂正 方法と は 言 はれない ので 

ある。 

而 して 以上の 展開 囘復の 方式の 甚く 處は、 構想 形式の 內而的 系統に よるので ある。 ただこれ 迄 

の硏 究の猶 なし 得なかった もの は、 第一に かかる 構想 形式が、 個人に 固有す る もの かどう かとい 

ふこと、 お： 二に かかる 構想 形式 は各學 年に よって 如何に 差異 あるかと いふ ことで ある。 この 兩者 

が 明かに なれば、 一般的 取扱と しての 方法と、 個人的 収极 としての 方法に、 具 體案を 得る ので あ 

る。 卽ち A 學 年に A 構想 形式が 多い とすれば、 一般的 抬^ 法 はこれ から 案出せられ、 B 生徒 は B 

構想 形式、 C 生徒 は C 構想 形式と いふ ことが わかれば、 ー學 級の 各 生徒 を それぞれの 構想 形式 群 

にわかち、 それに 應 じたる 指^ をな し 得る ので ある。 かくして はじめて 綴 方 乃至 作文 は 桁 導 法 を 

確立し うるので ある。 


第 六 章 推 敲 

構想の 展開に よって、 構想の 様狀を 吟味した が、 更に ここで は 文の 推敲に ついて 考 へたい。 

推敲と は 文 を 存在の 形で 考 へる ことでなくて、 文 を 推移の 形で 考 へる ことで ある。 成立した 形 

として 考 へ やして、 產 出せら るる 狀態 で考 へ る ことで ある。 換言すれば 產出 によって 被產 出を考 

へる ことで ある。 被產出 そのもの を 訂正す るのに、 逄 出の 狀態 からする ことで ある。 訂正 さるる 

もの はもと より 被產 出で ある。 しかし 被產出 を翠に 存在と してみ すして、 . 症 出の 傾向の 定位と み 

る。 產 出の 傾向の 定位が 被產 出で あるならば、 被 産出 を 正す に は、 產 出の 傾向の 中です る 外 はな 

い。 換言すれば 描く 働の 中で 訂正す る 外 はない し、 页に之 を 遡れば 描く 働 を も觀る 働の 中で 訂正 

する 外 はない。 故に 推敲の 問題 は、 觀る 働と 描く 働との 問題、 症 出と 被逄 出との 問題と なる。 然 

るに 一般に は 推敲と は、 常に 文字， 言葉の みの 問題、 卽ち 第二 形式の みの 問題と して 考 へられて 
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ゐ る。 

從來 と雖も 作文 乃至 綴 方の 敎授 において 推敲 は 顧ら れ なかった 譯 ではない。 i6 た 重大視され な 

かった 譯 でもない。 何れの 綴 方 乃至 作文の 研究に も、 必す 推敲 は 重要なる 地位 を 占めて るた。 け 

れ^ も その 態度 は 多く 文字 言葉 を單 に符號 として 取り 极ふ稃 度の 推敲であった。 今 坐 右の 一 硏究 

をと ると、 次の 如くに 推敲の 工夫 を 定位して ゐる。 

第 一 學 年の 推敲 は 

1、 誤字、 脫字を 正す。 

2、 句點、 讀點を 正す。 

3、 發音 表記の. 誤 を 正す。 

の三點 である。 第二 學年は それに 加へ て、 

4、 片 假名、 平 假名の 混用 を 正す。 

5、 意味の 不明 を 正す。 

の五點 である。 第三 學年 では 更に 

G、 自己 訂正の 態度 を 養 ふ。 

7、 意味の 重複 を 正す。 


8、 「 『 の 補正。 

第 四學年 は、 5 に 加 ふるに 

6> 自己 訂正の 習慣 を 養 ふ。 

7、 意味の 不明 I： 複を 正す。 

8、 心 持が 表れて ゐ るか ど うか を 吟味す。 

第五 學年 は、 

1、 自己 訂正 を 主と する。 

2、 用語の 適否。 

0: 、 、い 持、 まとまり。 P 性 を 中、 いとす。 

4、 文體 がー 貫して. Q るか どうか を 見る。 

第 六學年 は、 第五 學 年に 加 ふるに 

5、 深味の 表現に 注意す。 

と畲 かれて ゐる。 

この 方 案で みると、 第一、 第二 學年 では 言葉 を 言葉と して 吟味して るるし、 ^ 三學年 以上 は、 

これに 加へ て^に 態度 を 態度と して 吟味して ゐる。 かくて 言葉 はいつ も符號 となり、 態^ はいつ 
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まで も 抽象的な 狀 態として、 兩者は 完全に 對 立して ゐる。 故に 子供の 觀る 働が、 言葉の 中に 結晶 

する 働、 卽ち 描く 働と なる 進行が、 ここで は 容易に 完成し 得ない わけで ある。 

しかし この 方 案 もまた 一理が ある。 描く 働 は、 幅の 廣ぃ 言葉 を 全 體の倾 向に よって 確立し、 定 

位した ものであるから、 描く 働 は 言葉に よって 見る ことに 歸着 する。 隨 つてて 作文 や 綴 方の 問題 

は、 言葉の 問題で ある。 卽ち 第二 形式の 問題で ある。 文字 をな ほす こと は、 心 をな ほす ことで あ 

る。 心 をな ほす こと は、 文字 をな ほす ことで ある。 産出 卽ち笫 二形 式 をな ほす ことで ある。 ここ 

にこの 方 案の 现 由が ある。 かって 遠 藤隆吉 先生に 漢文 學 研究の 方法 を たづね た處 が、 「せっせと 

手寫 せよ」 と敎 へられた。 文章 を手寫 する こと は、 その 文章 を 最もよ く现 解し 味 ふこと になる。 

私が 國文學 をよ み はじめた 十三 四歲の 頃、 やはり 手寫 から はじめた。 「竹 取 物語」 でも 「土 佐 日記」 

でも、 私 は それ を 一 一 丹念に うつした。 そのために 幸に して、 卒然 よんで は氣 のっかぬ 程の 文章 

の 細部に 氣が ついた。 遠 藤 先生の 敎を 至言 だと 思った。 今の 敎 育に は 手 寫の耍 素が 少なす ざる。 

昔の 寫經の 必要 を、 印刷術の 未發 達ば かりに 歸 して はならぬ。 寫經 はす ぐれた 一 つの 讀み 方、 學 

び 方で ある。 それ 故 文字 を 正す とい ふ 推敲 は、 十分に 意味の ある ことで は あるが、 しかし それ だ 

けで は 不足で ある。 そこに は 文字 や 言葉 を、 更に その 源の 產出狀 態、 卽ち觀 る 働に 遡源す る 用意 

が缺 けて ゐる。 觀る 働の 鍛鍊 によって、 描く 働 を 訓練す る 態度が 缺 けて ゐ るからで ある。 故に 先 


に 構想の 展開の 硏究 でな した 様に、 觀る働 を 重ねる ことによって、 描く 働 を 正して 行かねば なら 

 ..  . 1 1 1  L  . . 

ない。 そこで 觀る傰 の 最初が 必中 寫赏 的で あり、 鏡像 的で ある もの 稃 よい。 これ は 觀る働 を訂す 

に 餘裕が あるから である。 之に 反して、 第一 囘の 文意が 主觀 的で 感激 的な もの、 或は^ 知的な も 

の 稃、. 展開 は 困難で ある。 それ は觀る 働に 奧 行の 少 いものが 多い からで ある。 文章の 茈礎 はもと 

より 感激に あるが、 その 感激 は 感激の 形でなくて、 感激せ しめた 對 象の 寫. K の 形でなくて はなら 


ぬ 。 寫货 の 形 は 推敲 に 推^ を 重 ね て 之 を 腿 I! せしめる に 十 I 分 の I 可能 が— おる— か ら でお ふ 。 


y^-x  D ビノ 


であると いふ こと は、 觀る 働の 正直 を 示す ので あるから、 観る 働に よる 縱 練の 場 にも、 溉る働 

による 定位の 中に も、 幾度と なく 作り かへ、 精し くす る ことの 可能 を 示す ものである。 推敲に 推 

敲を 重ねて、 最後の 表現 層 を 定位す る 場合に は、 第一 囘 第二 囘の 如き はじめの 作品 は、 言 はば 迅 

速なる スケッチに 當る ものである。 十分に 言葉に なって はゐ ない。 それが 秩序 を 有ち、 一貫した 

暦 位と して 展^し なくて はならぬ。 


に 二つの 子供の 笑話が ある。 

母 「坊や は蟲 ばかり 殺す から、 今度 生れる 時は蟲 にな .5 ますよ」 

子 r そんなら 母ち やん や 僕 は、 前の世で 人殺し をし たんだね」 
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二、 母 「御飯 をた ベて すぐね ると 牛になります」 

子 「お 隣の 牛 は 誰だった の」 

この 話が 何故 笑^と して 成り立つ か。 筇ー の 笑話で 母の 產 出の 主要 傾向 卽ち 文意 は、 蟲を 殺して 

はならぬ との 敎訓 で、 それ を 生かす ための 附加條 件が、 蟲に 生れる とい ふ敎訓 である。 しかるに 

この 子 はこの 文意に は 现解を 置かす、 附加條 件 を 中心に して 發展 せしめた。 文の 當然性 を發展 せ 

しめ や、 偶然 性 を發展 せしめた ので、 この 表現 層に くひち が ひが 生じた。 ここにお かし さが 出て 

くる。 ^二の 笑話で も 同様で ある。 母の 定位と 子の 定位と がくひち がって ぬるた めに、 母の 意向 

は その 展開 方向 を 全 く變更 されて しまった。 食後 直に ねて はならぬ とい ふ 方面 に 展開す ベ きもの 

が、 隣の 牛 は 前生に は 誰であった かとい ふ 展開に なって 來る。 その 兩 展^の 問に は當然 性が な 

い。 當然 性の ない 兩者 をつな ぐの は、 附 加的條 件で ある。 このく ひち が ひがお かしい ので ある。 

かかる 厣 位であって は、 笑話に はなる が 本格的の 層 位と はならない。 展開に よって 全體 がー つの 

秩序になる 様に しなくて はならぬ。 

この 當然性 を 緊張して ゆく と、 推敲と は それぞれの 層 位の 中に ある 當然性 を 明晰に して、 それ 


をして 秩序たら しむる 事で ある。 音 樂 に.. クァリ M ュシ ヨンと n ンドと ソナタとの 三つが ある。 ゲァ 

リ M  H シ ヨン はいくら 形が 變 つても * もとの ふしの 面影が 殘 つて 續 くもので ある。 "ンド は ある 

一 つの ふしが、 少しづつ 間を置いて たえ や 聞え て來る ものである。 ソナタ は 二つの 主な ふしが あ 

つて、 互に もつれて ゆく ので ある。 その ふしの あら はれ 方 は 様様で あるが、 しかし それ を 一貫し 

て ふしの 起伏す るの は 一様で ある。 この 1 貫す る もの あるが 故に、 様様- S 變^ の 中で 常 然がぁ 

り、 秩序が ある。 さう いふ 秩序 は その 最初から なくて はならぬ。 言葉 を 聞き わける 顷 から、 音 を 

ききわけなくて は音樂 家に はなれぬ。 隨 つて 音樂の 天才 を 出した 家庭 は、 必す^ 樂 の筌氣 が 豊か 

であると いはれ てゐ る。 

文章に も かかる 秩序 あるが 故に、 その 文章 は その 節節の 變化 にも 係らす、 一定の 持 弒 をな して 

ゐる。 この 一定の 持續が 文意で ある。 されば 文章の 中に 誤字が あり、 缺 字が あり、 或は 讀み 得ぬ 

字が あっても、 その 缺陷を 直に 前後の 文字から うづめ る ことが 出來 るので ある。 かかる 持續 ある 

が 故に、 文に はこ こに 傾向が ある。 文の 傾向と は、 或は 文の 秩序と は、 要するに 文 怠で ある。 全 

體が あって、 そこから 部分の 生じて 來る 消息で ある。 

かかる 秩序 ある 文章の 成立す る 爲には •• 文章 は 言葉で みられなくて はならぬ。 言葉で 见れ ば、 

言葉 はす ベ て 文意の 象徵 とない 形象と なる。 言葉で みると は、 描く 立場で みる ことで ある。 描 く 
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つも hs でみ る ことが、 親る ことの. 墓 礎で ある。 描く に は 常に 觀る つな， O でかかなくて はなら； J0 

これが 描く ことの S 礎で ある。 描く つもりで み、， 觀る つも b でかく。 換言すれば 言葉で 見、 言葉 

でかく。  ii&8i^0 重ねる ことによって、 觀る 働と |i く 働と は 高まり 深まって 行く。 これが ISK^ 

a で v^^^roi を 更に ^張 し ち 行 けつば 、推^ i と— は 、觀る 働と 描く 働と を、 一 層茈礎 的に する こ 

とになる。 それ を 甚^-的に すると は、 1 る 働と 描く 働と を 分立せ しめ や、 觀る 働が 描く 働に 展？ 1 

する 显 ^1 沾を锻 練す る ことで ある。 觀る 働ば か り を 殿 練 しても これ は 空で ある。 描く 倒ば か，^ を 

^铋 しても 空で ある。 觀る 働ば かりの 鍛鍊は 空しき 當然 である。 描く 働ば かりの 鍛練 は 空しき な 

^である- 前者 は 空しき 態度で あり、 後者 は 空しき 形體 である。 何れも 展開の 姿で はない。 展^ 

の 姿 は、 その 兩者を 同時に 锻鍊 する ことで ある。 兩者を 同時に 鍛鍊 する こと を  一^ 緊張して 行け 

ば， それ は-. 1 者の 接 八" 點 を鍛鍊 する ことになる。 この 接 人" 點は 展開 點 であり、 ^出の 最後の 形で 

あり、 被齑 出の^ 初の 形で ある。 この 展開 點の 鍛鍊 は、 文意の 產 出と 被， 遠出との 兩 者の、 の 

緞鍊 である。 文意 はこの^ 味に 於いて * 産出と 被產 出との 兩 者の 性質 を 同時に ふくむ もの、 ^る 

働と 描く 働との 兩 者の 性質の 融合で ある。 故に この 點の 鍛鍊 は、 我が 國 にて は 奮く よりして 重ぜ 

むれて るた。 これが 推敲の 最も^ 本 的なる 形で ある。 (小 著、 束 洋美舉 參照) 


然 らば そ の 次の 形 は ど うか？ 推敲す るに 從 つて 增 大して く 形 を * 使 素の 形に かへ す ことで あ 

る C 簡素の 形に すると は、 文字と 言葉との 幅 を廣 くす る ことで ある" 幅埙 くして 簡素なる 文 形 は 

IfW 定 形 驛で， あ る C その 不確 それ 自ら として §的 であり、 決定的で ある 時に- その 

dw^,^ 成した ものと みるべ きで ある e 世に 蠟 人形 が ある。 活 きて ゐ ると 見 ゆるに も かか は らゃ、 

どこかに 不充分なる もの、 不足せ る ものが ある。 立 體寫眞 に 於いても また 同一 である。 然るに 彫 

刻 ゃ繪畫 は、 その 存在 形に おいて は遙 かに 蠟 人形 や 立體寫 異に は 及ばない。 しかし そこに は K 等 

にない 處の 幅が ある。 彫刻 は對 象の 如き 色 を 有しない。 色 を 有しない ことが、 彫刻の 一 つの 幅で 

ある。 檢畫 には對 象の 如き 奥行 を 有しない。 奥行 を 有しない ことが、 繪畫の 一 つの 幅で ある。 こ 

の 幅 ある 故に 對 象に 似ない。 對 象に 似ない から 似る ので ある。 似 やして 似る ことが、 似ざる が 故 

に 似る ことが、 福の 形で ある。 「てに は」 がか かる 幅 を 有する に 到れる を みても、 曰 本の 文化の^ 

き 推敲の あと を 知る ことが 出來 るので ある。 來洋の 推敲 は • 定位 を 決定に， M はしむ るよりも、 ぶ 

決定に 向 はしめ る。 卽ち 幅に 向 はしめ てゐ る。 ^洋に は 西洋の 如くに 嚴密 なる 性 K に 徹した る 描 

く 動 はない。 それ. たけに また 簡素と 幅との 性質に 徹した る 描く 儸が あろ" 
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孔子 は 伯 夷 叔齊を 批評して、 「其の 無 を 降 さや、 その 老を 辱め や」 いひ、 柳 下 ま r 小逑を 批^し 

て、 「言 は 倫に 中り、 行 は 慮に 中る」 とい ひ、 虞 仲、 夷 逸 を 批評して、 「身 は淸 にあた-り、 廢 する こ 

と は權に 中る」 といって ゐる。 而 して 孔子 自ら は 「吾 は 則ち 之と 異る。 可 もな く、 不可 もな し」 

と 自分の 態度 を 明かに して ゐる。 しかして 孔子の この 態度 は、 子 思に よって 決定され る。 それが 

中庸の 思想で ある。 先に 述べた るが 如く、 「中庸」 に は 喜 怒 哀樂の 未だ 發 せざる もの を 中と いって 

るる。 これ は 中なる ものである。 しかも この 中なる もの、 未發の 中が 發 して、 比. c 節に あたる のが 

和で ある。 この 和 は發顯 したる 中で ある。 未發の 中に よって、 發顯の 中が 支持 せらる るの が 中庸 

である。 未 發の中 は 陰で ある。 發顯の 中が 陽で ある。 一 切 はこの 陰に よりて 貫かる る統 一 秩序の 

上に ある。 故に 「中庸」 に は 「中 は 天下の 大本な り。 和 は 天下の 達 道な り。 中和 を 致して 天地 位 

し、 ^物 育す」 と 言って ある。 かかる 大きい 統一 によって 成立す るの が、 堯 であり， 舜 である。 

r 大 なる 哉、 堯の 君た る や。 魏嶽 乎たり。 ただ 天を大 なりと す。 ただ 堯 之に 則る。 ^谘 乎たり。 

民 能く 名づ くるな し」 と 言 ひ、 「無爲 にして 治す る は それ 舜か」 と 言 ひ、 また 自ら は 心の 欲する ま 

まに 行動して、 しかも 範を こえざる を 最高の 境 位と して ゐる。 

されば 朿洋は 古くより して、 未發の 中、 卽ち觀 る 働と、 赏 現の 中、 卽ち 描く 働との 統一 の 上に 

その 生活の 基礎 を 置いて ゐる ことが 知られる。 これが 同時に、 これ 迄 述べて 來た 推敲で ある。 推 


敲 によって 徹する の は、 中庸に よって 徹する ので ある。 その 簡と 幅と は、 文章の 中庸で ある。 故 

に 推敲に よって 文章 を 正す こと は、 その 生活 を 正す ことになる。 換言すれば 艰洋 的なる 生活の 鍛 

練で ある。 島 崎 藤 村 氏が、 文 を 正す と は 心 を 正す ことで あると いふ 眞意 を、 ここに 見る ことが 出 

來る。 ここまで 來 てはじめて 文章 は 生活 だと 言 へ るので ある。 

然 らば 推敲 の 論理 的 基礎 は 何 所に あるか。 それ を考へ な く て は ならぬ。 

漢民族と 曰 本 民族との 間に は、 藝術 的に 様様の 様式 的 相違 を 持って ゐる。 もとより 淡 Sf 族の 中 

にも、 作家の 性質 は 様様であって、 時には 正反對 なる 特色 を 有し、 或は^ 民族に はみ とめられす 

して、 かへ つて 曰 本 民族の 方に 近く、 日本に 認められた 作家 も ある。 その 著しい もの は收溪 であ 

る。 牧溪は 支那の 畫史 から は、 

意志 簡當、 粧飾を 費さず。 但し 粗惡 にして 古法な し。 誠に 雅^に 非ず。 (畫 史^ 耍) 

として 顧ら れす、 日本の 足利時代 になって 始めて 非常な 尊敬 を 受け、 足 利の 畫壇 は！ iTfir^ 珪 * 牧 

溪、 玉澗、 顏輝 等の 最も 深い 影響 を 受ける ので ある。 その 意味で 牧溪は 日本に 近い 畫家 であるが、 

しかし 牧溪 の畫は 決して、 日本 畫 ではない。 日本 靈と 牧溪畫 との 間に は 明かに 相途が ある。 牧溪 
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^に〜、 日本 畫に缺 けて ゐる 沈痛なる ものが ある。 その 沈痛なる 味 は、 筆の！^ と 速との 結合した 

姿であって、 日本で はこの 二つ は 常に 離れ 勝ちで ある。 速の ある 線は輕 く、 飚 の ある 線は遲 い。 

速くて M 時に" m の ある 線 は、 日本に はない。 隨 つて 日本 畫は、 速^の 多い 牧溪 ゃ颜輝 を 學んで 

も、 依然として 日本的な 性質 を 持って るる。 卽ち 日本 鲞に は鬼氣 がない。 鬼氣 は^と 速との 密接 

した 姿で ある。 これは^^ 族と 日本 民族との 間にある K 族 的なる 様式の 相 遠で ある。 これ を：^ 族 

的樣 式と する。 

同一なる 漢民族で あり、 同一なる 漢民族 的跺 式で ありながら、 これ を 細かに みれば、 そこに 時 

代 的 扣逯が ある。 例へば 唐と 宋 との 間の 時代 的 相違の 如きで ある。 ^の 線 は 太 さの 變 化と、 速？ 

の 變化を 中心とする ものであって、 まだ 壓は 十分に あら はれて るない。 それが 宋 になる と， 懕を 

中心に した 線の 世界になる。 これ を 日本の 例で みると、 同一の 大和 繪 でありながら、 藤^ 期と 鎌 

^期と 足 利 期と では、 相 當に榇 式 的 相違が ある。 藤 原で 中心 をな して ゐた 作り 繪の 手法が、 鎌お 

では 淡彩の 手法と な， 9、 足 利で は壓 線の 手法と なる。 作り 絶と は 不透明性の 給 之 4、 でぬ り S ねて 

行き、 その上から 線の 畫き 起し をす る もので、 色が 中心で ある。 K れ が^おになる と、 はじめの 

線 を 保 亦して、 上から ぬる 繪之具 は 淡い。 線が 中心で ある。 足 利になる と 起伏，； n 由な 速さの ある 

線だった 在来の 線が、 宋元 的な 遯を^ て來 る。 かかる 性 皙的變 化が、 同一の 大和 精の 中に、 時代 


的 様式の 相違と して あら はれて くる。 これが 時代 的 様式で ある。 

同一 の 民族で あり、 また 同一 の 時代で ありながら、 また それぞれの 流派に よって、 樣式 的相逮 

が ある。 日本の 德川期 中に あって 土 佐と 狩 野と 光琳と 浮世 繪と が、 互に 様式 的 相違 を 持って ゐる 

如きが 之で ある。 同じ 徳 川の 時代 的 共通 性 を 有ちつつ、 しかも それぞれの 扣違 が其處 にある。 こ 

れが 流派 的 相違で ある。 

更に 同 民族、 同時代、 同流 派の 作者で あっても、 決して： ^一なる 作品 を 作る もので はない。 例 

へば 狩野芳 崖と 橋本雅 邦との 兩寄： 伯に ついて みるに、 兩者は 狩 野 勝 川の^で^った、 iSiZ の 親し 

ぃ畫 友であった。 しかも 其の 畫には あれ 稃の 相違が ある。 また 横 山 大觀と ド村截 m の兩叢 伯に も 

同様なる 相違が ある。 雅邦 翁が 生涯の 中に たどった 畫 風の 相違 は 相 常に 大きい。 初期と 後期との 

相違 は 可成 大きい。 時には 雅邦 翁の 追隨 者と 翁との 相違よりも、 もっと 火き い 相違 を 示す^ 八：； も 

ある， しかし 追 隨者は 依然として 追隨 者で ある。 雅邦 翁の 若畫き は、 晚 年の 作品と は 如何に 違つ 

て も、 猶 翁の 作た る 共通 性が ある。 翁の 必然性が ある。 その 生涯 を 通じて 變 化しつつ、 しかも^ 

に變 化せ-ざる ものが ある。 追隨 者が 如何に 接近しても、 竟に 接近し^ ぬ 性質が ある。 これが 個人 

的桡 式で ある。 
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以上の 如くして 民族的、 時代 的、 流派 的、 個人的の 各 様式の ある こと は 明かで あるが、 しから 

ば その それぞれの 榇式 相違の^ 礎に は 何が あるか。 換言すれば 様式 的 相違の 基礎に 何が あるか。 

民族と 時代と 流泯と 個人との 榇式 相違の^ 礎に は、 觀る 働の 相違が ある。 足 利に は 足 利の 觀る 

働、 狩 野 派に は 狩 野の 觀る 働、 雅邦 翁に は雅邦 翁の 觀る 働が ある。 この 觀る 働の 相違に よって、 

それぞれの 相違が 生やる。 

觀る働 は 次の 如き 二つ の 性質 を 持つ てゐ る。 

一、 時代^に みると、 観る 働 は 漸次に 別種の ものに 變 化して 行く。 これ を 曰 本の 关術史 で 言 

へば、 ^鳥 は 白 鳳に 移り、 白 鳳は奈 良に 移る。 そこに は 漸次に 變 化して 行く 時代の 姿が 

ある。 しかも それ は進步 でなくて、 變遷 である。 

二、 され ど 一 つの 様式- 1 ありて は、 觀る 働の 上に 進步が ある。 飛鳥と 白 鳳 或は 奈 良との 間に 

は、 i 步の 係 はない。 飛鳥が 進步 して 奈良 になった ので も、 白 鳳に な つたの でもな 

い。 變 化した ので ある。 しかし 飛鳥の 様式、 白 鳳の 榇 式の 中には、 自然に 進步が ある。 

また 0 人の 极式の 中に も 進歩が ある。 けれども 一 つ 一 つの 様式 は必す 進步 する かと 言つ 


て も， それ は斷 言し 得ない 處 である。 鎌 倉の 彫刻 様式 は 漸次に 退步 してる る。 徳 川の 狩 

野 様式 も 漸次に 返步 してる る。 探幽の 個人 様式 も 亦 中年 以後に 於いて、 特に 中風に おか 

された 後に おいて 退步 して ゐる。 ある 樣 式に は 進步が あ， 5、 或は 様式に は 返 歩が ある。 

進步 する か退步 する か は 一 般 的に は斷 言し 得ない。 故に 一 般 的に 言へば そこに も變 化が 

あ る と 言 ひ 得る 迄で ある。 

以上の 如くで あるから、 美術史 は 變遷史 であって、 進步史 ではない。 進步 する か返步 する か 

は、 特殊の 事情に よる もので、 一般的 論理的に 言 ひ 得る もので はない。 

然 らば 觀る 動と は 如何。 

之 を 色に ついて 見る。 ここに 赤と 靑 とが ある。 赤 は 赤、 靑は靑 と、 色 それ 自身に 於いて- £!; 別が 

ある。 吾等の 視覺作 用 は、 この 關係を 動かす こと は出來 ない。 赤を靑 とする 事 も出來 ないし、 靑 

を 赤と する こと も出來 ない。 病氣 によって 赤が 黄に 見え、 甘い ものが にがく 感ぜられる ことがあ 

るが、 感ぜられ るに は 感ぜられる だけの 现 由が ある。 であるから これと は，！：； む 別で ある。 
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赤 は 自ら 靑と 別糨の 色で ある こと を 明かに し、 靑も 自ら 赤と 別種の 色で ある こと を 明 ^にして 

ゐ る。 色 は 肖ら 自己 を 明かに すると 共に、 自己 を 他と.. £1! 别 する。 而 して 赤が 靑と區 別 さるる 爲に 

は、 その^ 後に 更に 廣汎な る 世界が ある。 赤が 赤と して 有る のみなら す、 靑が靑 として 有る のみ 

なら や、 更に 兩 者の 關 係が 成立し なくて はならない。 これ を 他の 例で いへば、 一本の 草、 一箇の 

石、 {仝、 それ は それぞれ 自ら 一 つの 明かなる 存在で ある。 しかも 草と 石と 空とば か， 5 では、 それ 

自らの 意味 も 十分で はない。 それが 合して 風景と なって、 はじめて それぞれの ものが 完成す る。 

革 は 一本で も 草であって、 石より 區 別せられ、 空より 區 別せられ る。 しかし 他よ blEil 別 せらる る 

のみで は、 それ は 一 つの 孤立であって、 完全なる 意味 をな さない。 そこに その 相互の 關係 並びに 

統一 がなくて はならぬ。 その 宵 後の ものが あって、 それぞれの 存在 を 完全なる ものと する。 草、 石、 

^のみで は 斷片に 終る もの を、 页にー つの 風景と する 全 體 があって. 付ぃ， 石、 空 も 孤立し なくな 

る。 この^ は、 それ を 一層 進めて、 一本の 草 を、 ただ 一本の 草と して 置かす、 その 生育した 土と、 

本： 氣と、 光との 關 係から 観れば、 この 土と 签氣と 光と は 描かれざる にも 係ら や、 この 草 は 餒然た 

る 存在と なる C 來洋畫 の 草 や^ は 常に この 立場から 描かれる ので、 それ は 靜物畫 とならす して、 

風 I 遨 となる。 ^洋^に は靜物 畫の槪 念がない。 花鳥 ま は 風景 畫 として 考 へらる るの みならす、 

逆に すべてが 花 ii| 查に 向って^ 中す る 傾 を 持って るる。 草 は その 生育に 參加 せる 背後の ものに よ 


つて、 その 背後の ものの 觀ら るるに よって、 はじめて 完成す る。 一本の 草 は 一本の^で あって、 

草 以上の ものと なる。 この 關係は その 花の 赤、 或は その 花の 靑の 一色に ついても、 同様で ある。 

花の 赤、 花の 靑を、 赤と 靑 との 色の 自らなる 區 別に 置か や、 その 花 を ひたして ゐる 背後の もの、 

一般的なる ものと して、 その 國 とその 土との 色と してみ てく る處 に、 花の 赤と 靑 とが ある。 そこ 

に 朿洋と 西洋との 繪之 具の 相違 も あり、 畫紙盡 布の 相違 も 生じて くる。 西洋の 汕繪之 具 や、 水 彩 

繪之 具に 比較 すれば、 柬洋の 岩 繪之具 や 水 繪之具 は、 如何にも この 兩 地の 觀る 働の 相^ を 示す も 

ので ある。 これ は 赤と 靑 との 色 自らの 區別 のみから は 生じ 得ない ことで ある。 もし 色 を 跟に 色と 

して 見るならば、 色 は純粹 なる 日光の 分解 色に 近づく のみで ある。 また それによ つて 滿 足す るで 

あらう。 しかるに その 方向 を 取ら やして， 汕繪之 具と なり， 岩 絶 之 具と なること は、 色が 色，：：； ら 

を あら はすの みならす、 その 背後の ものまで あら はすから である。 一草 一石が 風^ となると M じ 

働で、 色 も 亦 その 背後の もの、 卽ち その 風土と なる ので ある。 

かくて 直接なる 事 貪の 根據 となり、 北2!贵 となる 所の、 よ b 高き もの、 より 深き もの を 探り、 そ 

れ によって 直接なる 事赏の 成立 を しること が 観る 働で ある。 その 成立の 由來、 成立の 過稃に 遡り、 

直接なる 事赏 を、 その 由來と 過程との 一般的^ 味に よって 浸し、 且 基礎 づけなくて はならぬ。 こ 
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の 基礎 づけが 觀る 働で ある。 故に 觀る働 は 還元で あり、 更に 還元より 再び 歸還 する 働で ある。 こ 

の 還元 は 東洋で は舊 くより 重ぜら れた處 であって、 ^知" にも 亦 自己の 宿業 を 知る si を 重要なる 

d のとして 擧げ てね る。 宿業 を 知る の は、 自己 を 還元して みるので ある。 而 して かかる 觀方 は、 

一 つの 進歩で ある。 觀る 働が、 事物より 新しき 發見 をな し 得る の はこの 故で ある。 故に この.^ 味 

における 觀る働 は、 生玴的 乃至 心理的の 視覺 作用で はない。 この 視覺 作用が 如何に 精し くと も、 

觀る働 を 精し くす る こと は出來 ない。 また かかる 發 見に 参す る觀る 働が、 歴史的に 發展 すると は 

考 へられない。 そこに 藝 術が 時代 的歷 史的に 發展 すると 考 へられない 根據が ある。 假に觀 る 働 を 

生现 的、 心现 的の 視覺 作用と 考 へても * 視覺 作用が 時代 を 追って 進步 すると は考 へられない。 今 

日の 視覺も 前代の 視覺も 殆ど 同一 であり、 その 間に 何の 進步 もない。 故に 觀る働 を、 發見 的^ 味 

にと る も、 また 純 視覺的 意味に とる も、 時代 を經 て進步 すると は考 へられ や、 隨 つて 美術史 を 進 

步 史發迮 史 として 考へ 得ない ものが ここに ある。 

かくて 觀る働 は、 眼の みがよ くす る もので はない。 一切の 動的 統一なる 人格の 立場に よってな 

すので ある。 この 觀方 によって のみ、 創造 作用 は 可能で ある。 されば 様式の 最 奥の 根據 たる 觀る 

働 はべ、 生命の 本！^ である。 

^^は 無限の 發展 であるから、 一時間 前の 狀態 も、 之 を； 冉び 現前す る こと は出來 ない つ 故に 過 


去の 記憶 を 再現した 場合で も、 現在 成立せ る 新ら しき 意眛 によって 再起した ので ある。 それ は 

單 なる 囘 顧で はない。 新ら しき 發展 である。 隨 つて 還元 作用 も 亦 一 つの 發展 である。 固定 せら 

れ たる 對象 を、 その 生成の 姿に かへ して、 具體 的なる 甚 礎に 立てる 姿と する のが、 観る 働で あ 

る。 觀る働 を此處 まで 入れて 來 なくて、 創造 作用 は あら はれて 來 ない。 

然 らば 觀る働 は 如何にして 展開す るか。 

ここに 赤い 苺の 實が ある。 この 苺の 赏が藝 術の 形體 をと る爲に は、 第一 の 認識に 於いて、 苺の 

赏の 認識が あると 共に、 これに 對 する 感動がなくて はならぬ。 而 して 感動 は、 はじめ 苺の^と M 

じ 立場に 居ながら、 やがて 之 を 超越しょう とする 認識で ある。 故に この 認識 は、 

1、 苺の 赤に 卽し、 それに 動かされる 感動の 認識。 

2、 苺の 赤と 共に 動く 感動の 認識。 

3、 動かさる ると 共に、 動く 赤の 認識。 

4、 叨白 なる 智識の 形 を とらす、 具體 的に 高まる 認識。 

の 四つの 性質 を 持って ゐる。 然るに この 感動の 認識 は、 やがて それぞれに 結 を はじめる。 
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1、 現在の 形の 認識。 母の 形、 苡の 色、 苺の 疎 滑、 苺の 香、 苺の 表而 の^ 凸、 苺の 硬軟 等。 

2、  ^後の 形の 認識。 その 生育せ る 風土、 苺に對 する 様様の 經驗の 記憶 等。 

様様の 性質の 形で 結 品す る。 而し てこの 全 體を 含んで 具體 的に 「赤き 苺の. せ.」 として 成立す る。 

故に 4 體 的に 「赤い 苺の 貰」 は、 赤 以外に 榇 様の 認識 を ふくんで ゐる。 様様の 要素が 總 合せられ 

て、 そこに 具體 的なる 「* い 苺の .KJ が 成立す る。 然 らば 「赤い」 とい ふ 認識 は、 赤い 以外の 諸 

耍尜を ふくみ、 しかも それ を 統一 してる る。 然 らば その 様様の 認識に 於いて、 何故に 亦が 其 等 を 

贯 くものと して 成立す るか。 それ は 最初の 認識に 於いて、 「赤」 に對 して 感動した からで ある。 も 

しその 感動が 苺の 色に 於いてせ や、 苺の 形に 於いてしたならば、 形が その 統一の 中心と なるべき 

である。 感動の 認識が、 その あらゆる 他の 認識の 要素 を 貫いて、 その 基礎に あるから である。 

この 故に * いおの 認識 は、 赤に よって 范の 形、 疎 滑、 硬軟 其の 他の 諸 性質 を 莨いて、 新ら しい 

綜合 をな せる ー體 として 成立す る。 これが 4、 體 的の 「赤い 苺の 赏」 である。 されば 「赤い 苺の^」 

を 超越し、 一 厣^ 次の 認識に 達した ので ある。 ここに 感動 は卽 しつつ やがて 超越す る 力 を 示して 

ゐる。 隨っ て 觀る働 は、 

1、 感動の^ 識、 卽ち 全體の 認識。 

2、 分散の， 51、 卽ち知 解の 認識。 


3、 感動の 認識に よって， 分散の 認識の 統一 せらる る 認識、 卽ち 超越の 認識。 

の 三 段階 を餒 て、 最初の 苺の 赏の 認識 を 超越す る。 

かくの 如くで あるから、 觀る働 は 受動的で はない。 新ら しい 形體を 作り 上ぐ る發 動的の 認識で 

ある。 この 發 動的なる 認識に よって、 具體 的なる 形 を ここに 创成 する。 是は單 に 色 形 等の 感^ 或 

は 記憶 を 見る のでなくて、 「赤き 苺の 赏 そのもの」 を 見る と共に、 觀る 人の 「赤き 苺の^ の 背後の 

もの」 を见 るので ある。 然 らば 單 なる 苺の 赏と、 この 苺の 赏とは 如何に 異 るか。 前者 は その 形、 

色 等 を、 ® 性と して 列擧 的に 有する のに、 後者の 苺の 實は、 屬性 を列擧 する のみでなくて、 卽ち 

屬 性の 列^に 盡 くる ものでなくて、 その 列擧を 超越す る もの、 列擧 以上の ものである。 超越す る 

とは耍 素の 列擧的 立場 以上に 立って、 統一す る ことで ある。 この 統一に よって 諸 HI 性 を-:: する 

ので ある。 

この 超越せ る 認識 は 再び 感動 性と 分散 性との 認識 を 通じて、 超越 性の 認識に 到り、 W び この^ 

一 一 の 段階 を 超越す る。 ここに 概る 働の 深まりが ある。 この 超越 を 反復して 跺る働 を 高める のが. 

推敲で ある。 超越 性 認識 は、 ^に 先行し、 且 これ を 支持す る 感動 性 認；！ | に 支持 せられる。 前. は 階 

に 於け る 知 解 性認； I も、 行動 性 認識 も、 それと 同一 面に よって 認識す る 限、 感動 性認 II となる。 

感動 性 認識 は その 部分的 凝^に よって、 知 解 的 認識と なる。 しかも その 知 解の 中に、 最初に 感動 
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を ふくまなくて はならぬ。 感動 を ふくむと いふ こと は、 超越す ふこと を 意味す る。 これ-が なけれ 

ば 知識と はなっても、 藝術的 形體と はなり 得ない。 故に 推敲 を 通じて、 常に 保持せられ なくて は 

ならぬ もの は、 この 感動 性 認識で ある。 換言すれば 感動 を 通じて 推敲が 行 はれなくて は、 それ は 

分 故 性， 知 解 性の 認識に 終る であらう。 卽 ち，：：： 然科學 的 認識に はなり 得ても、 超越 性認 II に はな 

b 得ない ので あらう。 

作品 は 作者の 立場から みれば 全然 自然の 摸寫 である。 作者の 構想 作用 は、 C 然の 摸^で ある。 

但し この，： 12 然と は 要するに 作者の 「觀 たる 自然」 であって、 作老 によって せられた る 超越 性^ 識 

である。 構想 作用 は 作者の 直接 意識より すれば、 自然の 摸寫 になる。 摸 寫說は 作者の^ 識 上の 事 

^である 爲に， 活活 として ゐる。 ただこの 自然 はもつ と 精し く 言へば、 r 觀 たる. e 然」 であるか 

ら、 作者の 直接 意識 を 離れて みれば、 それ は 全く 摸寫 以上の ものである。 もし 知 解 性 認識に よつ 

て 成立す る 0 然 であるならば、 鏡に もの を 寫す稃 の 意味に おいて、 摸寫 的で ある。 しかも 0 然が 

超越 性 認識 によって 成立す る ものである ならば、 遙 かに 摸寫 以上 の もので あ る 。 そ の 自然 は 全， 化 

が 眼と なり、 手 は 眼の 延長と なるとい ふ 程の 狀態 では、 到底 作り 得ない。 摸寫的 態度で は 作り 得 


ない 自然で あるに も 係らす、 之 を摸寫 的で あると 感ゃ るの は、 旣 にこの 認識の 段階 をー步 超越せ 

る こと を 示す ので ある。 換言すれば、 更に 一段 上の 段階に 立って、 之 を t 田く ので ある。 く； © の 

あら はれた こと は、 觀る働 を 1 步 超越して. Q る こと を 示す ので ある。 描く ことによって 规る 働よ 

ー步を 進める。 しかも 描く 働が 觀る 働の 上に 立つ 時、 そこに は 依然として 摸^ 說が 成立し 得る の 

である。  .  ■ 

超越す るの が觀る 働の 主動 傾向で あるから、 描く 働 は概る 働の 進行の 繼績 である。 描く； 

る 働の 次の 段階に あら はれても、 描く 働の 中には 依然として 感動、 分散の 兩 認識が ある。 更に 

く 働の 行る ると 共に、 その 兩 認識 は その 形狀を 確定す るから、 超越の 認識が 行 はれ やすい。 認識 

は 行動に よって 確保 せらる るからで ある。 隨 つて 是 等の 認識 は 描く 働 を 動かす 力で あり、 描く；^ 

の 進む と共に、 進む ので ある。 是 等の 認識 は 行動 を 通じて、 卽ち 描く 働 を 通じて 進む ので ある。 

故に 描く 働 は、 觀る 働の 外側で ある。 ただ 描く 働 は觀る 働の 或る 度の 進行の 後に あら はれる が、 

一度 描く 働の あら はるる や， 觀る働 は 描く 働の 中^^ じて、 その 認識 を 進める。 これが 構想に 於 

ける 推敲の 意義で ある。  • 
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